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笛 吹 市 は 、平 成 16年 10月 に 石 和 町 。御 坂 町 。一 宮 町・八 代 町・

境 川 村 の 合 併 に よ っ て 誕 生 し 、さ ら に 平 成 18年 8月 に 芦 川 村

が 編 入 合 併 し て 現 在 に 至 り ま す 。当 市 は 、豊 か な 自 然 と 歴 史 ・

文 化 の 息 づ く ま ち で す 。数 多 く の 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地 が 所 在 す

る 本 市 で は 、国 指 定 史 跡 甲 斐 国 分 寺 跡 。国 分 尼 寺 跡 を は じ め と

す る 遺 跡 が 約 730箇 所 も 存 在 し ま す 。遺 跡 ・ 社 寺 ・ 古 民 家 建 造

物 、天 然 記 念 物 等 の 保 護 ・保 存 に 誠 心 誠 意 努 め て お り ま す 。

こ の た び 刊 行 の 運 び と な り ま し た 本 書 は 、山 梨 県 営 担 い 手

育 成 畑 地 帯 総 合 整 備 事 業 一 宮 末 木 地 区 支 線 道 路 改 良 工 事 に

伴 っ て 実 施 し た 、一 宮 町 内 に 所 在 す る 車 地 蔵 遺 跡 ・ 石 動 遺 跡 ・

北 中 原 遺 跡 。中 新 居 遺 跡 発 掘 調 査 の 成 果 を 記 し た も の で す 。

平 成 9年 か ら 12年 に か け て 旧 一 宮 町 教 育 委 員 会 、平 成 17年 に

笛 吹 市 教 育 委 員 会 が 発 掘 調 査 を 実 施 し ま し た 。

調 査 の 結 果 、奈 良 か ら 平 安 時 代 に か け て の 住 居 跡 を は じ め 、

土 坑 墓 、溝 、鋳 造 関 連 遺 構 等 を 発 見 し ま し た 。な か で も 古 代 か

ら 中 世 に か け て の 鋳 造 関 連 遺 構 の 発 見 は 、県 内 初 の 事 例 で あ

り 、廃 棄 さ れ た 鉄 鍋 鋳 型 な ど が 多 量 に 出 土 し ま し た 。国 分 寺 周

辺 域 の 生 業 と 鋳 物 師 集 団 の 動 向 の 一 端 を 示 す 貴 重 な も の で も

あ り ま す 。

調 査 終 了 後 は 他 の 市 内 遺 跡 発 掘 調 査 と の 調 整 を 図 り つ つ 、

報 告 書 作 成 の た め の 整 理 作 業 を 順 次 進 め て 参 り ま し た 。調 査

実 施 か ら 10年 と い う 歳 月 を 経 ま し た が 、本 書 が 笛 吹 市 ひ い て

は 山 梨 県 の 歴 史 研 究 の 一 助 と な れ ば 幸 い で す 。

末 筆 と な り ま し た が 、発 掘 調 査 か ら 報 告 書 刊 行 ま で ご 指 導 ・

ご 鞭 撻 を い た だ き ま し た 関 係 諸 機 関 。関 係 各 位 に 、厚 く 御 礼 申

し 上 げ ま す 。

平 成 22年 3月

笛 吹 市 教 育 委 員 会

教 育 長  山 田 武 人
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1本 書 は、 山 梨 県 笛 吹 市 一 宮 町 末 木 地 内 に 所 在 す る、 車 地 蔵 遺 跡 ・ 石 動 遺 跡 ・ 北 中 原 遺 跡 。中

新 居 に 係 る 埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査 報 告 書 で あ る。

2調 査 は、 山 梨 県 営 担 い 手 育 成 畑 地 帯 総 合 整 備 事 業 一 宮 末 木 地 区 支 線 道 路 3・ 4・ 6・ 9・ 13・ 14号 改 良 工

事 に 伴 う も の で、 一 宮 町 教 育 委 員 会 及 び 笛 吹 市 教 育 委 員 会 が 山 梨 県 峡 東 農 務 事 務 所 か ら の 委

託 さ れ て 実 施 した。 調 査 費 用 は す べ て 事 業 者 負 担 に よ る も の で あ る。

3発 掘 調 査 は 1997～ 2000、 2005年 に 実 施 し た。 調 査 体 制 は「第 1章 1.調 査 に 至 る 経 緯 。調 査 経 過」

で示 した。

4整 理・ 報 告 書 作 成 は 平 成 10。 12・ 14・ 18・ 19年 度 に 実 施 した。 本 書 に 係 る 出 土 遺 物 及 び 記 録 類 は、

笛 吹 市 教 育 委 員 会 で 保 管 して い る。

5本 書 の 執 筆 は、 瀬 田 正 明 、 野 崎 進 、 望 月 秀 和 が 分 担 し、 各 報 文 末 に 担 当 を 明 記 し た。 編 集 は、

望 月 が お こ な っ た。 な お、 附 編 1の 金 属 分 析 は 」FEテ ク ノ リサ ー チ 株 式 会 社 に、 附 編 2・ 3の 植

物 遺 体 及 び 骨 の 同 定・ 分 析 は 中 山 誠 二 氏 。植 月 学 氏 (山 梨 県 立 博 物 館 )に 寄 稿 して 頂 い た 。

6本 書 に 使 用 し た 地 図 は、 一 宮 町 役 場 発 行 の 都 市 計 画 基 本 図、 国 土 地 理 院 発 行 「石 和 」 1/200,000

を 加 工 。加 筆 して 作 成 した。

7出 上 した 金 属 製 品 の 保 存 処 理 は、 (財 )帝 京 大 学 山 梨 文 化 財 研 究 所 に 委 託 した。

8発 掘 調 査 及 び 報 告 書 作 成 に あ た り、 以 下 の 方 々・ 機 関 か ら ご教 示 、 ご高 配 を 賜 っ た。

記 して 厚 く感 謝 申 し上 げ る しだ い で あ る。

穴 澤 義 功 ・ 出 月 洋 文 。今 福 利 恵・ 閏 間 俊 明 ・ 岡 野 秀 典 ・ 沓 名 貴 彦 ・ 小 野 正 文・ 櫛 原 功 一

坂 本 美 夫 ・ 佐 々 木 満・ 末 木  健 ・ 鈴 木  稔 ・ 谷 回 一 夫 。長 沢 宏 昌・ 中 山 誠 二 ・ 新 津  健

畑  大 介・ 林 部  光・ 平 川  南 。平 野  修 ・ 保 坂 康 夫・ 宮 沢 公 雄 ・ 室 伏  徹・ 森 原 明 廣

八 巻 与 志 夫 ・ 山 下 孝 司

(財 )帝 京 大 学 山 梨 文 化 財 研 究 所  山 梨 県 教 育 委 員 会 学 術 文 化 財 課  山 梨 県 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー

山梨 県 立 考 古 博 物 館  山 梨 県 立 博 物 館
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1本 書 中 の 遺 構 ・ 調 査 坑 等 の 表 記 に つ い て は、 以 下 の 通 りで あ る。

SI― 住 居 跡   SK― 土 坑   SD― 清   SX一 不 明 遺 構   Pit― ピ ッ ト  Tr―  ト レ ン チ

S― 石  K一 撹 乱

2遺 構・ 遺 物 図 版 の 縮 尺 は、 原 則 下 記 の 通 りだ が、 各 図 版 中 に示 した ス ケ ー ル を参 照 され た い。

遺 構  住 居 跡 -1/60   カ マ ド ー 1/30  土 坑 。P■ -1/40 溝 -1/60。 1/80

遺 物  1/4(小 形 品 は 1/3・ 1/2。 原 寸 )

3遺 構 図 中 の 方 位 は、 国 家 座 標 (旧 測 地 系 )を 示 し、 標 高 は 海 抜 高 で 表 して い る。

4遺 構 番 号 及 び トレ ン チ 名 は 、 原 則 調 査 時 に 付 し た も の を そ の ま ま 使 用 して お り、 調 査 や 整 理 時

の 検 討 で 欠 番 と した 。

5調 査 時 の 情 報 欠 落 に よ り、 一 部 不 備 点 が あ る が そ の ま ま 掲 載 して い る。

6本 書 に お け る 時 期 に つ い て は、『 山 梨 県 史 資 料 編 2 原 始・ 古 代 』 と森 原 明 廣 1994「 山 梨 県 地

域 に お け る 古 代 末 期 の 土 器 様 相」 (『 丘 陵』 第 14号 )掲 載 の 編 年 か ら比 定 した。

7石 材 に つ い て は 『標 準 原 色 図 鑑 全 集 6 岩 石 鉱 物 』 保 育 社 を 参 照 した。

8本 書 の 図 版 中 に 示 した トー ン・ 網 等 、 土 層 及 び 遺 物 観 察 表 の 表 記 に つ い て は、 以 下 の 通 り。

遺 物 図 版

煤 ・ 黒 変 :や や 薄 い 黒 塗 り 施 釉 ラ イ ン :一 点 破 線  擦 痕 (転 用 等 )範 囲 :破 線

〈断 面 〉

須 恵 器 :ベ タ 塗 り  陶 器 (灰 釉・ 緑 釉 等 ):濃 い 網 目  磁 器 (青 磁 ・ 染 付 等 ):薄 い 点 網



土 層 観 察 表

締 ま り

◎ :非 常 に 締 ま りあ り ○ :締 ま りあ り △ :や や 締 ま り に か け る

混 入 物

◎ :多 量 に含 む  ○ 含 む  △ :少 量 含 む  □ :微 量 含 む

遺 物 観 察 表 (胎 土 表 記 )

赤 :赤 色 粒 子 (ス コ リア等 )白 :白 色 粒 子 (長 石・ 石 英 等 )黒 :黒 色 粒 子 (角 閃 石 等 )金 :金 雲

母
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第 一 章 調 査 の経 緯 と地 理 的・ 歴 史 的環 境
1.調 査 に 至 る 経 緯 と 調 査 経 過

平 成 8年 度 、 畑 地 帯 総 合 整 備 事 業 (担 い 手 育 成 型 )一 宮 末 木 地 区 が 新 規 採

択 さ れ た 。

本 地 区 は 、 モ モ ・ ブ ド ウ 等 を 中 心 と し た 果 樹 地 帯 で あ り、 盛 ん に 果 樹 の 栽

培 が 行 わ れ て い る が 、 農 業 従 事 者 の 高 齢 化 、 輸 入 自 由 化 等 の 影 響 に よ り、 将

来 の 農 業 経 営 に 不 安 が 抱 か れ て い た 。 中 核 農 家 は 十 分 な 農 地 面 積 を 有 し て お

ら ず 、 経 営 は 不 安 定 な 状 況 で あ つ た 。

本 事 業 は 農 道 及 び 農 業 用 排 水 路 を 改 良 ・ 新 設 し、 経 営 規 模 の 拡 大 や 生 産 性

を 向 上 さ せ る こ と に よ っ て 、 計 画 的 な 栽 培 に よ る 経 営 の 安 定 化 ・ 合 理 化 と 作

物 の 品 質 向 上 を 図 る こ と を 目 的 と し た 。

事 業 は 平 成 19年 3月 ま で 行 わ れ 、 改 良 。新 設 さ れ た 農 道 は 6533m(延 長 )、

排 水 路 3543m(同 )、 受 益 面 積 は 116haと な っ た 。

事 業 開 始 に あ た っ て 、 文 化 財 保 護 法 に よ る 通 知 が 必 要 で あ る こ と を 回 答 し

た 。

こ の 結 果 を 踏 ま え 、 事 業 者 と 教 育 委 員 会 と で 協 議 を 行 い 、 包 蔵 地 に 該 当 す

る 農 道 ・ 排 水 路 に つ い て は 工 事 着 手 前 に 法 に よ る 通 知 を 行 い 、 工 事 に よ り 包

蔵 地 に 影 響 が 出 る 場 合 は 教 育 委 員 会 が 主 体 と な っ て 記 録 保 存 の た め の 発 掘 調

査 を 行 う こ と に な っ た 。

年 度 ご と の 調 査 経 過 は 以 下 の と お り で あ る 。

・ 平 成 9年 度  支 線 6号 道 路 地 区 の 北 半 分 を 対 象 と し て 車 地 蔵 遺 跡 の 発 掘 調

査 を 行 っ た 。

調 査 期 間  平 成 10年 1月 19日 ～ 3月 16日
。平 成 10年 度  支 線 6号 道 路 の 南 半 分 と 支 線 4・ 9号 道 路 を 対 象 と し て 石 動

遺 跡 ・ 北 中 原 遺 跡 の 発 掘 調 査 を 行 っ た 。

調 査 期 間  平 成 10年 8月 25日 ～ 平 成 11年 3月 13日

・ 平 成 11年 度  支 線 3号 道 路 を 対 象 と し て 石 動 遺 跡 の 発 掘 調 査 を 行 つ た 。

調 査 期 間  平 成 H年 11月 15日 ～ 平 成 12年 1月 19日

・ 平 成 12年 度  支 線 13号 道 路 を 対 象 と し て 石 動 遺 跡 ・ 中 新 居 遺 跡 の 発 掘 調

査 を 行 っ た 。

調 査 期 間  平 成 12年 10月 17日 ～ 12月 26日
。平 成 13年 度  排 水 路 3号 が 雨 宮 氏 屋 敷 跡 に 該 当 し、 工 事 立 会 い を 行 っ た 。

・ 平 成 14年 度  排 水 路 2号 が 国 分 寺 南 遺 跡 に 該 当 し、 工 事 立 会 い を 行 っ た 。

・ 平 成 16年 度  支 線 14号 道 路 を 対 象 と し て 北 中 原 遺 跡 の 発 掘 調 査 を 行 っ た 。

調 査 期 間  平 成 17年 1月 17日 ～ 4月 27日

・ 平 成 17年 度  支 線 12号 道 路 が 薬 師 堂 遺 跡 に 該 当 し、 試 掘 調 査 を 行 っ た が 、

遺 構 。遺 物 は 発 見 さ れ な か っ た 。

(瀬 田 )

… 1-
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第一章 調査の経緯と地理的・歴史的環境

2.地 理 的 環 境 と 周 辺 の 追 跡

(1)地 理 的 環 境

笛 吹 市 の 地 理  今 回 報 告 す る 車 地 蔵 遺 跡 ・ 石 動 遺 跡 ・ 北 中 原 遺 跡 ・ 中 新 居

遺 跡 は 、 山 梨 県 笛 吹 市 一 宮 町 末 木 字 車 地 蔵 、 字 石 動 、 字 北 中 原 、 字 中 新 居

(以 下 、 末 木 地 区 )に 所 在 す る 。 山 梨 県 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 す る 衝 吹 市 は 、

平 成 16年 10月 12日 に 、 笛 吹 川 流 域 の 6町 村 (東 八 代 郡 石 和 町 ・ 御 坂 町 。一 宮

町 ・ 八 代 町 ・ 境 川 村 、 東 山 梨 郡 春 日 居 町 )の 合 併 に よ り 発 足 し た 。 平 成 18

年 8月 1日 に は 、 東 八 代 郡 芦 川 村 が 編 入 し 、 総 面 積 201,92k � (山 梨 県 の 面 積 の

約 45%)、 標 高 は 256m(石 和 町 井 戸 周 辺 )～ 1,793m(御 坂 黒 岳 )を 測 る に

至 っ た 。

本 市 は 、 甲 府 盆 地 の 東 端 に 位 置 す る 。 北 方 の 秩 父 山 地 と 大 菩 薩 嶺 、 南 東 の

御 坂 山 塊 へ と 連 な る 急 峻 な 丘 陵 山 岳 地 帯 と、 河 川 に よ っ て 形 成 さ れ た 扇 状 地

帯 お よ び 沖 積 平 地 帯 か ら 構 成 さ れ て い る 。 地 形 と し て は 西 方 の 盆 地 低 部 へ 向

け て 広 が り を み せ て お り、 市 域 に お け る 標 高 の 最 高 値 は 黒 岳 (御 坂 黒 岳 )で

第2図 道路建設範囲(支線位置)図
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1,793m、 最 低 値 は 笛 吹 川 流 域 の 沖 積 平 地 部 (石 和 町 井 戸 周 辺 )で 約 256mを

測 る 。 本 市 に お け る 平 成 18年 の 土 地 利 用 状 況 は 、 宅 地 14.9kだ (7.4%)、 農 用

地 41.6k∬ (20.6%)、 森 林 等 118.lkだ (58.5%)で あ り、 約 2割 を 占 め る 農

用 地 の 大 半 は 、 盆 地 特 有 の 扇 状 地 帯 に 広 が る 桃 ・ ブ ド ウ を 中 心 と し た 果 樹 畑

で あ る 。 本 市 で は 昭 和 30年 代 頃 か ら 扇 状 地 に 適 し た 果 樹 栽 培 が 広 ま り、 今

日 に 至 っ て は 国 内 有 数 の 一 大 果 樹 生 産 地 帯 と な っ た 。 ま た 、 春 に は 桃 の 花 で

彩 ら れ 、 観 光 ス ポ ッ ト と し て も 生 産 出 荷 量 に 劣 ら ず 注 目 さ れ 、 賑 わ い を み せ

て い る 。

市 名 の 由 来 と な っ た 笛 吹 川 の 本 流 は 、 秩 父 山 地 よ り 発 す る 延 長 46 5km、 流

域 面 積 1,040k∬ を 測 る 。 本 市 域 を 西 流 し た 後 は 、 盆 地 南 辺 を 流 れ て 南 巨 摩

郡 鰍 沢 町 で 釜 無 川 と 合 流 し、 富 士 川 と な っ て 最 後 は 駿 河 湾 へ 注 い で い る 。 境

川 ・ 鼓 川 。兄 川 ・ 重 川 。 日 川 。金 川 な ど 複 数 の 支 流 が あ り、 本 市 域 を 特 徴 づ

け る 扇 状 地 形 の 形 成 要 因 と な っ て い る 。

な お 、 扇 状 地 上 に は 多 数 の 遺 跡 が 存 在 し、 特 に 古 代 に は 国 分 二 寺 、 国 府 、

国 衛 と い っ た 甲 斐 国 の 中 枢 機 関 が 置 か れ 、 そ の 周 辺 は 遺 構 ・ 遺 物 が 極 め て 濃

密 に 分 布 す る 、 県 内 有 数 の 数 を 誇 る 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地 を も つ 市 と し て 周 知 さ

れ て い る 。 さ ら に 笛 吹 川 流 域 の 扇 状 地 扇 端 部 、 沖 積 地 で は 、 発 掘 調 査 に よ っ

て 微 高 地 の 掘 削 や 谷 部 の 埋 め 立 て た 痕 跡 、 表 層 条 里 と 看 取 で き る 条 里 型 土 地

区 画 が 認 め ら れ る 。 金 川 以 西 で は 、 永 井・ 増 囲 条 里 (八 代 町 )・ 埋 没 条 里 (御

坂 町 )等 が あ り、 金 川 以 東 に は 、 坪 井 条 里 。中 尾 条 里 。金 田 本 都 塚 条 里 な ど

が 表 層 条 里 と し て 認 識 さ れ て い る 。 国 府 (春 日 居 町 )や 国 分 二 寺 周 辺 に お い

て も 条 里 型 土 地 区 画 が み ら れ 、 国 分 二 寺 周 辺 の 方 形 区 画 は 、 南 北 軸 の 傾 き が

国 分 二 寺 の 主 軸 と 一 致 し て い る こ と か ら 、 計 画 的 に 配 置 さ れ た こ と が う か が

え る 。 調 査 遺 跡 周 辺 で は 、 御 手 洗 川 右 岸 の 亀 沢 遺 跡 及 び 今 宮 遺 跡 で 水 田 跡 を

検 出 し て お り、 調 査 成 果 等 か ら 、 こ れ ら 条 里 の 施 工 時 期 は 9世 紀 前 半 と 推 定

さ れ る 。 し か し な が ら、 河 川 の 氾 濫 は 土 地 の 形 成 要 因 で あ る 一 方 、 発 掘 調 査

で 明 ら か と な っ た 居 住 域 の 盛 衰 や 耕 地 の 消 滅 ・ 開 墾 な ど、 こ の 地 で の 生 活 に

多 大 な 影 響 を 及 ぼ し た 要 因 の 一 つ で も あ る 。

調 査 遺 跡 周 辺 の 地 理  箇 吹 川 以 南 の 一 帯 は 、 金 川 ・ 大 石 川 ・ 京 戸 川 。 日 川 等

に よ っ て 形 成 さ れ た 重 合 扇 状 地 帯 と な っ て い る 。箇 吹 市 一 宮 町 字 末 木 地 区 (以

下 、 末 木 地 区 )は 、 こ の 重 合 扇 状 地 帯 の な か で も 最 大 規 模 で あ る 金 川 扇 状 地

扇 央 部 に 位 置 し、 標 高 は 約 290～ 500m、 北 西 方 向 に 下 る 比 較 的 緩 や か な 傾

斜 地 に 集 落 が 展 開 し て い る 。 末 木 地 区 は 金 川 右 岸 に あ た る も の の 、 流 路 か ら

は 約 800～ 900mほ ど 離 れ て い る た め 、 農 業 用 水 と し て は 旭 山 山 麓 か ら 発 し、

黒 駒 か ら 金 川 の 水 を 引 く 宮 渠 が 注 い で い る 田 垂 川 が 利 用 さ れ て き て い る 。 田

垂 川 は 、 末 木 地 区 の 東 端 を 流 れ 、 一 ノ 宮 ・ 神 沢 地 区 と の ほ ぼ 境 を 成 し、 古 く

か ら 用 水 と し て 利 用 さ れ て き た 河 川 で あ る 。 利 水 に よ る も の な の か 、 こ の 流

路 は 人 為 的 に 変 移 さ せ た 可 能 性 が 窺 え 、現 在 も 慈 眼 寺 (一 宮 町 末 木 336所 在 )

や 、 御 手 洗 川 へ 合 流 す る 手 前 の 車 居 遺 跡 第 1・ 2次 調 査 地 点 (笛 吹 市 2006)の

付 近 で 特 異 的 に 流 曲 し た 地 形 が み ら れ る 。 ま た 、「 多 々 稽 川 」 と 称 さ れ 、 タ

タ ラ に 由 来 す る と 指 摘 さ れ て お り、 今 回 報 告 す る 石 動 遺 跡 か ら 出 土 し た 鉄

滓 ・ 製 鉄 炉 壁 ・ 鋳 型 な ど 鋳 造 に 関 連 し た 遺 物 は 、 そ の 傍 証 と な っ て い る 。

本 地 区 の 西 に は 、 国 分 二 寺 が 置 か れ た 国 分 ・ 東 原 地 区 、 北 に は 御 手 洗 川 の
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以 南 を 境 に し て 本 都 塚 ・ 北 都 塚 地 区 、 東 に は 先 述 の 通 リ ー ノ 宮 ・ 神 沢 地 区 、

南 に は 支 線 9号 線 。13号 線 あ た り を 境 に し て 塩 田 地 区 と 隣 接 し て い る (第 2

図 参 照 )。

(2)歴 史 的 環 境

『 倭 名 類 柔 抄 』 の 記 載 で は 、 古 代 の 山 梨 (甲 斐 国 )は 4郡 (巨 摩 郡 ・ 山 梨

郡 ・ 八 代 郡 ・ 都 瑠 郡 )に 分 け ら れ て お り 、 本 市 域 は 八 代 郡 及 び 山 梨 郡 比 定 地

に あ た り 、 末 木 地 区 は 山 梨 郡 林 部 郷 に 含 ま れ る と さ れ て い る 。

甲 斐 国 分 二 寺 と 周 辺 遺 跡  末 木 地 区 は 、 末 木 遺 跡 (国 道 20号 線 建 設 工 事 に 伴

う 調 査 )に お い て 、 県 内 で 最 も 早 い 時 期 に あ た る 1970年 代 か ら 発 掘 調 査 が 行

わ れ て い る 地 域 で あ る 。 前 述 の 通 り 、 甲 斐 国 分 二 寺 が 造 営 さ れ た 国 分 。東 原

地 区 に 隣 接 し て い る 。 二 寺 周 辺 一 帯 で は 、 座 標 軸 よ り 5度 余 り 東 偏 す る 一 定

の 方 画 地 割 が 認 め ら れ 、 本 地 区 も そ の 地 割 内 に 位 置 し て い る 。 今 回 調 査 し た

遺 跡 は 、 甲 斐 国 分 二 寺 の 創 建 期 に あ わ せ て 出 現 す る 集 落 遺 跡 で 、 二 寺 の 造

営 ・ 維 持 に 関 連 し て 出 現 し た 新 興 集 落 地 と し て 「 国 分 寺 集 落 」 ま た は 「 国 分

寺 関 連 遺 跡 群 」 と 呼 称 さ れ て い る 。 な お 、 周 辺 地 域 一 帯 は 遺 構 ・ 遺 物 が 濃 密

に 分 布 す る た め 、 遺 跡 分 布 範 囲 (第 3図 )は 、 字 名 や 寺 院 地 範 囲 等 で 区 切 っ

て い る 。 以 下 、 国 分 二 寺 の 盛 衰 と あ わ せ 、 調 査 遺 跡 お よ び 周 辺 遺 跡 の 様 相 に

つ い て ふ れ て お き た い 。

二 寺 創 建 吸 前  遺 構 は 希 薄 、 も し く は 明 確 に 確 認 で き て い な い が 、 国 分 寺 周

辺 に お い て 、 縄 文 時 代 中 期 頃 の 上 器 片 、 土 偶 な ど が 出 上 し て い る 。 弥 生 時 代

に な る と 、 筑 前 原 遺 跡 で 住 居 跡 を 検 出 し て い る ほ か 、 塩 田 地 区 で は 塩 田 の 壷

と 称 さ れ て い る 前 期 の 遺 物 が さ れ て い る 。 松 原 遺 跡 。金 山 遺 跡 等 で 古 墳 時 代

前 期 段 階 の 集 落 が 確 認 さ れ て い る 。 古 墳 時 代 後 期 に は 笛 吹 川 以 南 の 地 域 で 、

金 川 や 京 戸 川 の 流 域 に お い て 小 規 模 古 墳 が 集 中 し 、 末 木 地 区 周 辺 で は 国 分 古

墳 群 が 形 成 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 古 墳 時 代 中 期 以 降 の 二 寺 周 辺 域 お い

て 、 創 建 時 ま で 遺 構 。遺 物 が ほ と ん ど 確 認 で き な い 空 白 地 帯 と な つ て お り 、

聖 武 天 皇 の 詔 通 り 、 在 地 の 人 々 の 迷 惑 に な ら な い 土 地 選 定 が 実 施 さ れ た こ と

が 窺 え る 。

創 建 期 (奈 良 時 代 )平 安 時 代 は 、 古 代 甲 斐 国 の 中 心 地 域 の 様 相 を 示 す 濃 密 な

遺 構 ・ 遺 物 の 分 布 が 窺 え る も の の 、 遺 構 と し て は 、 廃 材 の 活 用 、 も し く は 国

分 寺 廃 退 の 表 れ な の か 、 カ マ ド の 構 築 材 と し て 瓦 を 転 用 す る 事 例 が 多 く 確 認

さ れ て い る 。 10世 紀 後 半 ～ H世 紀 頃 ま で は 、 住 居 使 用 期 間 に つ い て は 明 確 で

は な い が 、 遺 構 数 に つ い て は 最 盛 と な り 、 広 範 囲 で 遺 構 。遺 物 が 分 布 す る 。

以 降 、 国 分 寺 集 落 は 居 住 域 と し て は 衰 退 傾 向 と な る が 、 西 田 町 遺 跡 、 大 原 遺

跡 な ど で は 中 世 に い た る ま で 断 続 的 な 変 遷 が み ら れ る 。

古 代 の 交 通 路  甲 斐 路 ル ー ト 上 の 黒 駒 付 近 (笛 吹 市 御 坂 町 )か ら 、 国 分 二 寺

付 近 を 通 り 鞍 掛 遺 跡 の 西 方 を 北 上 す る 道 は 、 富 士 山 と 金 峰 山 を 結 ぶ 修 験 者 の

通 用 道 路 で あ る こ と か ら 道 者 街 道 と 呼 ば れ 、 山 岳 信 仰 の 盛 行 に 伴 い 、 重 要 度

を 増 し た と 思 わ れ る 。

古 代 に お い て 本 遺 跡 付 近 は 、 山 梨 郡 の 東 部 、 林 部 郷 (一 宮 町 東 原 付 近 )に

属 し て い た と 推 定 さ れ て い る 。 さ ら に 、 塩 田 に は 飛 鳥 時 代 創 建 と 言 わ れ る 楽

音 寺 や 、 橋 立 に は 甲 斐 国 の 惣 社 と も 言 わ れ る 甲 斐 奈 神 社 が 残 る 。

中 世 に は 、 当 地 域 は 一 宮 庄 に 属 し て い た と 推 定 さ れ る 。 一 宮 庄 は 、 末 木 に

あ る 長 昌 寺 所 蔵 の 大 般 若 経 の 奥 書 で 、 明 応 5年 (1497)書 写 の も の に 「 山 梨
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第 1表 周辺遺跡一覧

番号 遺跡名 M
l 甲斐国分寺跡 奈良・平安・中世
2 甲斐回奔尼寺跡 奈良・平安・中世

3 琉前原遺跡 祢牛・ 古 婚 。奈 E・ 平 空・ 中 世 ・ 折 世

4 甲斐国分尼寺跡北遺跡 茶 巳・ 平 密 。中 世

5 矢倉還跡 百 晴 ・ 粂 思・ 半 哲 ・ 甲 Tr

6 松原還跡 古墳・奈良・平安・ 中世

両ノ木神社遺跡 棗 降・ 半 野

8 竜ノ木遺跡 占墳・奈良・平安 。中世

9 釜山遺跡 FT増 。 ・ 平安・ 中世

10 国分寺西〕 彗へど・ .」半

国分寺南ゝ 署V・ ・ 平 を ・ 析 世

百 壕 清 跡 鱈 V・ ●Ψ

笠木地蔵遺跡 縄文 。古墳・奈良 。平安 。中世
鞍掛遺跡 赤生・古墳・奈良・平安

慈眼寺北遺跡 占墳・平安

16 某師堂遺跡 奈良 。平安 。中世

|ヒ堀遺跡 縄文・古墳・奈良・平安
18 天神原遺跡 弥生・奈良・平安
19 木地蔵遺跡 縄文・古墳・奈良 。平安・中世

20 楽音寺遺跡 縄文・奈良・平安 。中世

争宮遺跡 祢 牛 ・ 古 靖 。奈 喜・ 平 密 。中 世

車居還跡 古墳・奈良・平安・ 中世

天神堂遺跡 縄文・奈良 。平安

古屋氏屋敷 中世

F巻屋敷 中世

F巻本村遺跡 中世

丸前北遺跡 祢生・奈良・ 平安

劃分古墳群 古墳

郡 一 宮 庄 傘 木 村 瑞 光 山 長 昌 禅 寺 」 (傘 木 は 末 木 の 当 て 字 )と あ る の が 初 見 で

あ る 。 尚 、 当 地 域 が 山 梨 郡 か ら 八 代 郡 に な る の は 、 慶 長 年 間 以 降 と す る 説 も

あ る 。

甲 斐 国 一 宮 と さ れ る 浅 間 神 社 は 、 貞 観 6(864)年 の 富 士 山 の 噴 火 を 契 機

に 摂 社 で あ る 山 宮 神 社 (伝 垂 仁 天 皇 8年 建 立 )か ら 遷 宮 さ れ た と 言 わ れ て い

る 。 こ の 浅 間 神 社 の 祭 祀 で 最 も 重 要 な 神 事 が 「 御 幸 祭 」 で あ る 。 二 宮 美 和 神

社 (笛 吹 市 御 坂 町 )、 三 宮 玉 諸 神 社 (甲 府 市 )の 三 社 合 同 で 行 わ れ る 夏 ・ 冬

2回 の 公 祭 で 、 現 在 も 「 お み ゆ き さ ん 」 と 呼 称 さ れ 受 け 継 が れ て い る 。「 御

幸 祭 」 が 初 め て お こ な わ れ た の は 、 諸 国 一 宮 制 の 成 立 時 期 で あ る 11世 紀 ま

で さ か の ぼ る と 考 え ら れ て い る 。 御 幸 祭 が 通 る 道 が 「 御 幸 道 (み ゆ き み ち )」

と 呼 ば れ (一 道 と も 言 う )、 か つ て は 浅 間 神 社 か ら 国 分 尼 寺 付 近 を 通 り、 そ

の ま ま 西 側 の 金 川 に 向 か っ た と 言 わ れ て い る 。 尚 、 こ の 一 帯 は し ば し ば 洪 水

に 見 舞 わ れ た 地 域 で あ る 。 明 治 40年 8月 の 水 害 で は 京 戸 川 と 大 石 川 の 合 流

地 点 か ら 下 流 (御 手 洗 川 沿 岸 )で 大 規 模 な 氾 濫 が 生 じ た 。そ の 状 況 を 伝 え る『 一

宮 町 誌 』 に 掲 載 さ れ た 浅 間 神 社 罹 災 状 況 写 真 か ら は 、 J滲 状 と と も に こ の 地 域

に お け る 土 地 様 相 の 変 容 を 窺 う こ と が で き る 。

本 市 域 は 、 か つ て 国 分 二 寺 、 国 府 、 国 衛 と い っ た 甲 斐 国 の 中 枢 機 関 が 置 か

れ 、 さ ら に は 国 中 (甲 府 盆 地 地 域 )と 郡 内 (大 月 ・ 都 留 ・ 富 士 五 湖 地 域 )、

及 び 官 道 (東 海 道 )を 結 ぶ ル ー ト が 通 る 要 衝 地 で あ り、 古 代 甲 斐 国 の 中 心 地

域 で あ っ た こ と は 推 測 で き よ う。 し か し な が ら、 今 日 に 至 る ま で の 環 境 変 化

の 影 響 か 、 未 だ 国 分 二 寺 以 外 の 明 確 な 官 衛 遺 構 、 御 坂 山 地 か ら 盆 地 へ 降 り て

き た 後 の 道 路 遺 構 の 確 認 が で き て い な い 。 複 雑 な 環 境 変 化 が 認 め ら れ る 本 市

で は あ る も の の 、 郡 。官 衡・ 寺 院 を 繋 な い で い た 古 代 ル ー ト の 発 見 は 、 国 府・
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第一章 調査の経緯と地理的・歴史的環境

国 行 の 位 置 、 遺 構 の 発 見 に つ な が る 可 能 性 が あ る こ と か ら 、 古 代 甲 斐 国 の 研

究 及 び 今 後 の 市 内 遺 跡 調 査 の 課 題 の ひ と つ と な っ て い る 。

3.グ リ ッ ド の 設 定 と 座 標

旧 一 宮 町 で は 、 甲 斐 国 分 寺 ・ 尼 寺 の 周 辺 の 調 査 に 対 応 す る た め 、 国 家 座 標

値 を 基 に グ リ ッ ド を 設 定 し て い る 。 基 本 的 に 一 宮 町 内 に お け る 調 査 記 録 は 国

家 座 標 (旧 日 本 測 地 系 )上 で 行 っ て き た 。 2000年 よ り、 世 界 測 地 系 (日 本 測

地 系 2000)で 表 示 す る よ う に な っ た が 、 甲 斐 国 分 二 寺 周 辺 は ま だ 世 界 測 地 系

に 対 応 し て い な い 。 ま た 、 本 書 掲 載 の 調 査 記 録 に つ い て も 、 調 査 時 に は 旧 測

地 系 で グ リ ッ ド を 設 定 し た こ と や 、 国 分 二 寺 周 辺 調 査 と の 整 合 性 を 保 つ こ と

を 考 慮 し、 旧 測 地 系 の ま ま 報 告 し た 。 な お 、 調 査 区 は す べ て 国 家 座 標 に 準 じ

て グ リ ッ ド を 設 定 し て い る も の の 、 グ リ ッ ド の 名 称 は 調 査 単 位 で 任 意 に 付 し

て い る こ と を ご 留 意 い た だ き た い 。 (望 月 )

Om

第5図  調査グリッド図
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第二章 車地蔵遺跡 97年度調査区

第 二 章 車 地 蔵 遺 跡 支 線 6号 地 区 〔97年 度調査区〕
1.調 査 概 要

こ の 調 査 は 、 草 地 蔵 遺 跡 地 内 に お け る 畑 地 帯 総 合 整 備 事 業 ・ 一 般 農 道 支 線

6号 建 設 に 先 立 ち 、 平 成 9年 (1997)に 一 宮 町 教 育 委 員 会 が 実 施 し た 。 建 設 予

定 地 の 既 存 道 路 (T字 状 に 東 西 約 200m、 南 北 約 350mlの 拡 幅 部 分 に 、 17ト レ

ン チ を 設 定 し、 約 376だ を 調 査 し た 。 な お 、 対 象 地 は 北 に 下 る 傾 斜 地 で あ り、

調 査 範 囲 北 端 (5Tr)と 南 端 (16T→ で は 、 約 12mの 標 高 差 が あ っ た 。

」喜Ki化輛 N

第6図  グリッド及び トレンチ位置図

嘲 g〕
調査トレンチ〔第48

lTr A-3～ E-3・ E-2グ リ ッ

ド、 東 西 に 延 び る 既 存 道

路 南 側 に 位 置 す る 。 東 西

方 向 約 45m、  幅 約 2mの
範 囲 を 調 査 し 、 必 要 に 応

じ て 部 分 的 に 拡 張 を 行 っ

た 。 掘 削 は 地 表 面 か ら 最

深 120cmを 測 っ た 。 地 表

面 か ら の 深 さ 約 80cmで

暗 褐 色 土 ま た は 黒 掲 色 土

/1の 遺 構 確 認 面 と な り、 住

帰∃ 励小 6 車干 (S11・ 2・ 3・ 4。 6・ 10)、

も 土 坑 3基 lSKl・ 2・ 8)を 検

出 し た 。 他 、 遺 構 外 遺

1物
と し て 土 師 器 不 (95～

100。 103 ～ 104)、   土  師  器

皿 (105)、 須 恵 器 甕 (102)、

灰 釉 陶 器 (101)が 出 土 し

た 。  な  お 、  103 ～  105 は

墨 書 土 器 で あ り 、 判 読 は

で き な い が 103・ 104は 体

本予 部 、 105は 底 部 に 墨 筆 が

確 認 で き た 。

2Tr F-2～ H2グ リ ッ ド 、

東 西 に 延 び る 既 存 道 路

南 側 に 位 置 す る 。 東 西

約 20mの 範 囲 を 2Trと し た

が 、 畑 境 (石 垣 )は 崩 せ な

か っ た た め 、 こ れ を 境

に 西 側 を 2Tr(W)(約 12.5m

X lm)、 東 側 を 2Tr(E)(約

4.5m× lm)と し た 。 掘 肖U

は 地 表 面 か ら 最 深 134cm

を 測 っ た 。 明 確 な 遺 構
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第二章 車地蔵遺跡 97年度調査区

ヒ_T_聟上望p_T_fm

第8図  遺構位置図(2)

は 少 な く 、 地 表 面 か ら 約 70cmの 深 さ で 黒 褐 色 土 及 び 礫 を 含 む 暗 褐 色 土 層 と な

り 、 2Tr(W)で 道 路 跡 を 確 認 し た 。 他 、 遺 構 外 遺 物 と し て 須 恵 器 壷 (106)が 出 土 し

た 。

3Tr N-1～ Slグ リ ッ ド、 東 西 道 路 に 位 置 す る 。 既 存 道 路 南 側 約 53mの 範 囲

を 3Trと し た が 、 畑 進 入 路 部 分 は 耕 作 の 都 合 上 調 査 で き ず 、 こ れ を 境 に 西 側

を 3Tr(W)(約 24.5m× 1.5ml、  東 側 を 3TrlEl(約 23m× 1.5mlと し た 。 掘 削 は 地 表 面

か ら 最 深 66cmを 測 っ た 。 地 表 面 か ら 約 40cmの 深 さ で 黒 褐 色 土 及 び 礫 を 含 む

暗 褐 色 土 の 遺 構 確 認 面 と な り、住 居 跡 1軒 615)、 土 坑 4基 (SK3・ 5・ 6・ 7)を 検 出 し た 。

ま た 、農 業 用 水 管 (以 下 、畑 管 )の 埋 設 に よ っ て 、遺 構 の 一 部 が 壊 さ れ て い た。

他 、 遺 構 外 遺 物 と し て 土 師 器 郷 (107～ 109)、 陶 器 片 (1101な ど が 出 土 し た 。

4Tr L5～ L-9グ リ ッ ド、 南 北 に 延 び る 既 存 道 路 西 側 に 位 置 す る。 南 北 約

48m、 幅 約 ■5mの 範 囲 を 調 査 し た。 掘 削 は 地 表 面 か ら 最 深 164cmを 測 っ た 。

明 確 な 遺 構 は 検 出 で き な か っ た が 、 地 表 面 か ら 約 50cmの 深 さ で 暗 褐 色 土 層

と な り、 不 明 遺 構 6X l)と し た 落 ち 込 み を 確 認 し た 。

5Tr I-1～ Klグ リ ッ ド、東 西 に 延 び る 既 存 道 路 北 側 に 位 置 す る。 東 西 約 40m、
幅 約 2mの 範 囲 を 5Trと し た が 、 畑 進 入 路 部 分 工 作 の 都 合 上 調 査 で き ず 、 こ

れ を 境 に 西 側 を 5Tr(W)(約 8m× 2ml、  東 側 5TrlFl(約 4.5m× 2mlと し た 。 掘 削 は

地 表 面 か ら 最 深 122cmを 測 っ た 。 明 確 な 遺 構 は 検 出 で き な か っ た が 、 地 表 面

か ら 約 50cmの 深 さ で 黒 褐 色 土 層 と な り、 5Tr(W)で 不 明 遺 構 6X2)と し た 落 ち 込
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み を 確 認 し た 。 他 、 5Tr(W)か ら 灰 釉 陶 器 壷 (111)、 石 英 (127)な ど が 出 土 し た 。

6Tr L3～ M8グ リ ッ ド、 南 北 に 延 び る 既 存 道 路 東 側 に 位 置 す る 。 南 北 約

53m、 幅 約 2mの 鞄 囲 を 6Trと し た が 、 畑 進 入 路 部 分 は 耕 作 の 都 合 上 調 査 で き

ず 、 こ れ を 境 に 】ヒ側 を 6TrlNl(約 21m× 2ml、  南 側 を 6Tr(S)(約 26m× 2mlと し た 。

掘 削 は 地 表 面 か ら 最 深 2m、 6Tr(S)で 最 深 lmを 測 っ た 。 地 表 面 か ら 約 70cm

の 深 さ で 、 黒 褐 色 上 の 遺 構 確 認 面 と な り、 6TrlN)か ら 住 居 跡 1軒 619)。 土 坑 1

基 (SK4)を 検 出 し た 。 他 、灯 明 皿 (112)、 仏 飯 具 (113)、 釘 (120・ 121)な ど が 出 土 し た 。

7Tr L-1・ 2～ Mlグ リ ッ ド、 東 西 に 延 び る 既 存 道 路 南 側 に 位 置 す る 。 東 西 約

12m、 幅 2mの 範 囲 を 調 査 し 、 掘 削 は 地 表 面 か ら 最 深 lmを 測 っ た 。 地 表 面 か

ら 約 45cmの 深 さ で 、 暗 褐 色 上 の 遺 構 確 認 面 と な り、 調 査 範 囲 の 大 半 が 撹 乱

を 受 け て い た 。 住 居 跡 1軒 lS18)を 検 出 し た 。

8Tr L-2～ 3グ リ ッ ド、 南 北 に 延 び る 既 存 道 路 東 側 に 位 置 す る 。 南 北 約 9m、

幅 2mの 範 囲 を 調 査 し、 掘 削 は 地 表 面 か ら 最 深 144cmを 測 っ た 。 地 表 面 か ら

約 80cmの 深 さ で 褐 色 土 層 と な っ た が 、 遺 構 は 確 認 で き な か っ た 。

9Tr K-27～ 28グ リ ッ ド、南 北 に 延 び る 既 存 道 路 西 側 に 位 置 す る 。 南 北 約 33m、

幅 ■5mの 範 囲 を 調 査 し 、 地 表 面 か ら 最 深 48cmま で 掘 削 し た 。 地 表 面 か ら の

深 さ 約 40cmで 褐 色 土 層 と な っ た が 、 遺 構 は 確 認 で き な か っ た 。

1 0Tr K 25グ リ ッ ド、 南 北 に 延 び る 既 存 道 路 西 側 に 位 置 す る 。 南 北 約 3,7m、

幅 ■5mの 範 囲 を 調 査 し 、 地 表 面 か ら 最 深 40cmま で 掘 削 し た 。 地 表 面 か ら 約

34cmの 深 さ で 褐 色 土 層 と な っ た が 、 遺 構 は 確 認 で き な か っ た 。 他 、 小 片 で

あ る が 、 土 師 器 邪 底 部 に 墨 筆 が 確 認 さ れ た 墨 書 土 器 (114)、 金 属 製 品 (122・ 124)

が 出 土 し た 。

1lTr M-22グ リ ッ ド、 東 西 に 延 び る 既 存 道 路 北 側 に 位 置 す る 。 東 西 約 4m、 幅

lmの 範 囲 を 調 査 し た 。 地 表 面 か ら 最 深 60cmま で 掘 削 し た 。 地 表 面 か ら 約

50cmの 深 さ で 褐 色 土 層 と な っ た が 、 遺 構 。遺 物 は 確 認 で き な か っ た 。

1 2Tr M-19～ 20グ リ ッ ド、南 北 に 延 び る 既 存 道 路 西 側 に 位 置 す る 。南 北 約 45m、

幅 ■2mの 範 囲 を 調 査 し、 掘 削 は 地 表 面 か ら 最 深 60cmま で 掘 削 し た 。 地 表 面

か ら 約 30cmの 深 さ で 褐 色 土 層 と な っ た が 、 遺 構 ・ 遺 物 は 確 認 で き な か つ た 。

1 3Tr M 15グ リ ッ ド、 南 北 に 延 び る 既 存 道 路 西 側 に 位 置 す る 。 3.3m、 幅 ■5m

の 範 囲 を 調 査 し た 。 地 表 面 か ら 最 深 56cmま で 掘 削 し た 。 地 表 面 か ら 約 40cm

の 深 さ で 褐 色 土 層 と な っ た が 、遺 構 は 確 認 で き ず 、か わ ら け (115)が 出 土 し た 。

14Tr L 28～ 29グ リ ッ ド、 南 北 に 延 び る 既 存 道 路 東 側 に 位 置 す る 。 南 北 約

3m、 幅 約 i3mの 範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 54cmま で ま で 掘 削 し た 。 地

表 面 か ら 約 40cmの 深 さ で 褐 色 土 層 と な っ た が 、 遺 構 は 確 認 で き な か っ た 。

15Tr J-31グ リ ッ ド、 南 北 に 延 び る 既 存 道 路 西 側 に 位 置 す る 。 南 北 約 3m、 幅

約 ■5mの 範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 56cmま で 掘 削 し た 。 地 表 面 か ら 約

40cmの 深 さ で あ り 褐 色 土 層 と な っ た が 、 遺 構 ・ 遺 物 は 確 認 で き な か っ た 。

1 6Tr K 35グ リ ッ ド、 東 西 に 延 び る 既 存 道 路 南 側 に 位 置 す る 。 南 北 約 4m、 幅

約 ■5mの 範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら は 最 深 100cmま で 掘 削 し た 。 地 表 面 か ら

約 75cmの 深 さ で あ り 褐 色 土 層 と な っ た が 、 遺 構 確 認 は で き な か っ た 。 他 、

小 片 で あ る が 土 師 器 郵 (116)と 不 明 金 属 製 品 (123)が 出 上 し た 。

1 7Tr}13グ リ ッ ド、 東 西 に 延 び る 既 存 道 路 南 側 に 位 置 す る 。 南 北 約 3.3m、

幅 約 ■5mの 範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 60cmま で 掘 削 し た 。 地 表 面 か ら

約 34cmの 深 さ で あ り 褐 色 土 層 と な っ た が 、 遺 構 は 確 認 で き な か っ た 。

-14-



第二章 車地蔵遺跡 97年度調査区

3。 発 見 し た 遺 構 。遺 物

・ S11〔 第 9図 〕

位 置 と 検 出 状 況  B・ C-3グ リ ッ ド、 lTrの 中 央 か ら や や 西 に 位 置 す る 。 重 複

す る 遺 構 は な く、 東 壁 と 西 壁 を 確 認 し た 。 規 模 は 不 明 だ が 、 東 西 の 壁 間 は 約

4.2m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 約 25cmを 測 っ た 。遺 構 の 特 徴  褐 色 ブ ロ ッ

ク を 少 量 含 む 床 面 を 確 認 し た 。 カ マ ド は 西 壁 に 位 置 し、 炭 化 物 と 焼 土 、 及 び

構 築 材 と 思 わ れ る 礫 を 確 認 し た 。 ま た 、 カ マ ド の 南 側 で は 土 坑 を 確 認 し た 。

出 土 遺 物  須 恵 器 蓋 (1)、 土 師 器 皿 (2)・ 甕 (7)、 灰 釉 陶 器 娩 (3～ 5)、 脚 高 高 台 付

不 (6)な ど が 出 土 し た 。 本 遺 構 か ら は 灰 釉 陶 器 椀 は 3点 出 土 し た が 、 い ず れ

も 成 形 が 粗 く、歪 み が あ る 。 ま た 4は 内 面 に 転 用 痕 (内 面 見 込 み 部 の 磨 滅 )や 、

内 面 口 縁 付 近 に 煤 も し く は 漆 の 付 着 が み ら れ た 。 遺 構 の 時 期  カ マ ド 出 土 遺

物 の 時 期 か ら 、 10C後 半 ～ 1lCと し て お く。

。S12〔 第 10図 〕

位 置 と 検 出 状 況  D-3グ リ ッ ド、 lTrの 中 央 か ら や や 東 に 位 置 す る 。 西 側 は

重 複 す る S13、 南 壁 中 央 付 近 は SK2 1こ 壊 さ れ て お り、 南 壁 。東 壁 。西 壁 を 確 認

し た 。 規 模 は 不 明 だ が 、 方 形 を 呈 す と 思 わ れ 、 東 西 の 壁 間 は 約 3.6mを 測 っ

た 。 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 、 約 25cmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  検 出 し

た 範 囲 に は カ マ ド施 設 は な か っ た 。 東 隅 で 土 坑 を 検 出 し た 。 出 土 遺 物  土 師

器 邪 (8～ 101・ 高 台 付 5(11～ 13)。 羽 釜 (15)、 灰 釉 陶 器 皿 (14)、 な ど が 出 土 し た 。

Hは 内 外 面 に 暗 文 状 の ヘ ラ 描 き 模 様 が あ り、 外 面 は 雲 ま た は 風 、 内 面 に は

鳥 ・ 羽 を 模 し て い る よ う な モ チ ー フ が 窺 え る 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 の 時 期

か ら 、 1lC頃 と し て お く。

。S13〔 第 11・ 12図 〕

位 置 と 検 出 状 況  C・ D-3グ リ ッ ド、 lTrの 中 央 に 位 置 す る 。 重 複 す る S12を 壊

し て い た 。 規 模 は 不 明 で あ る が 、東 西 2.5m、 南 北 は 確 認 範 囲 で 2.2mを 測 っ た 。

確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 、 約 10cmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  カ マ ド は 南

西 隅 に 位 置 し、焼 土 と 多 数 の 礫 の 堆 積 を 確 認 し た 。 平 瓦 (126)も 出 土 し て お り、

礫 と と も に カ マ ド構 築 材 に 用 い ら れ た も の と 考 え ら れ る 。 他 、 床 下 か ら 土 坑

と 少 量 の 焼 土・炭 化 物 を 検 出 し た 。出 土 遺 物  土 師 器 邪 (16～ 20)。 高 台 付 邪 (23・

24)・ 甕 (25～ 29)。 羽 釜 (29～ 31)、 緑 釉 陶 器 娩 (21)、 灰 釉 陶 器 娩 (22)、 平 瓦 (126)

な ど が 出 土 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 か ら 、 HC前 半 ～ 中 頃 と し て お く。

・ S14 〔Я手11・ 12國]〕

位 置 と 検 出 状 況  D2・ 3～ E2・ 3グ リ ッ ド、 lTrの 東 側 に 位 置 す る 。 重 複 す る

SKlに 壊 さ れ て い た 。 確 認 範 囲 で は 西 壁 の み を 確 認 し 、 遺 構 遺 存 部 分 は 東 西

約 3.5mを 測 っ た 。 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 、 約 15cmを 測 る 。 遺 構 の 特

徴  確 認 範 囲 に カ マ ド は な か っ た が 、 焼 土 を 少 量 検 出 し て い る 。 ま た 、 中 央

部 に は 多 数 の 礫 が 確 認 さ れ て い る 。 出 土 遺 物  土 師 器 好 (32)・ 脚 高 高 台 付 郷

(34)、 灰 釉 陶 器 坑 (33)、 鉄 滓 (125)な ど が 出 上 し た 。遺 構 の 時 期  遺 存 状 況 が 悪 く、

明 確 で は な い が 、 出 土 遺 物 の 時 期 か ら 1lC後 半 頃 と し て お く。

。 S15 〔Яヨ13・ 14,コ 〕

位 置 と 検 出 状 況  01グ リ ッ ド、 3Tr(W)の 中 央 に 位 置 す る 。 重 複 す る SK7に

南 壁 の 一 部 を 壊 さ れ て お り、 東 壁 ・ 西 壁 。南 壁 を 確 認 し た 。 方 形 を 呈 す と 考

え ら れ 、 東 西 の 壁 間 は 約 4m、 南 北 は 確 認 範 囲 で ■5mを 測 っ た 。 明 確 な 貼 り

床 は 確 認 で き な か っ た が 、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 25cmを 測 っ た 。
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S11カマド

1褐 色 土 しまりあまりない。粘性あ り。

2黄褐色土 ブロック状。 しまりはあまりない。粘性あり。

3黄褐色± 1層 に 2層が粒子状に混入 している層。 しまりはあまりない。粘性あ り。

4黒褐色土 黄褐色ブロックが混 じる。炭化物、焼土粒を含む。 しまりはあまりない。粘性あり。

任 ¬ _T_洋 尊 型 ____」
m

第9図  S11

Ｋ

仰

Ⅷ

＝

―

石
翠
　
　
　
　
　
　
　
　
引
鰤

＼
＼
　
―
―

♂．

。回
低

。
（
弯
型
契

。３
禅
ひ
格
彎
ひ
絲
⊃

。つ
佃
嘲
Ｓ
弾
ふ
、
日
籍
ｄ
暉
　
引

ｄ

鯉

中

Ｅ
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＜‐

坐___「_F当型二_____rm

ゝ

-16-

罐

Cm



第二章 車地蔵遺跡 97年度調査区

l_T_r_■生ピ壁_____琴m

御り      Cm

第 10図  S12

-17-



∽ 一 ■

∞

ヨ

１
に

出 � 〕 一 ヨ

∽ 雨 ■ � π

削 三 図 　 ∽ 冨 ミ （ こ

土 土 土 上 土 上 土 土 土

色 色 色 色 色 色 色 色 色

醒 囀 醒 翻 熱 囀 醒 酪 醒
ヨ

ヨ

B 
  
  
  
  
  
  
  
 B
′

35
24
m

1

脚

炭
化
物
粒
、
焼
土
粒
を
少
量
含
む
。

し
ま

り
や
や
あ

り
。
粘
性
や
や
あ

り
。

焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
。

し
ま
り
は
あ
ま

り
な
い
。
粘
性
や
や
あ

り
。

焼
上
粒
を
少
量
含
む
。

し
ま

り
は
あ
ま

り
な
い
。
粘
性
や
や
あ

り
。

焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
む
。

し
ま

り
は
あ
ま

り
な
い
。
粘
性
や
や
あ

り
。

ブ
ロ
ッ
ク
状
。

し
ま

り
は
あ
ま

り
な
い
。
粕

性
は
あ
ま
り
な
い
。

黄
褐
色
ロ
ー
ム
粒
、
焼
土
粒
を
少
量
含
む
。

し
ま
り
や
や
あ

り
。
粘
性
や
や
あ

り
。
構
築
粘
土
か
。

焼
土
粒
を
少
量
含
む
。

し
ま
り
や
や
あ

り
。
粘
性
や
や
あ

り
。

焼
土
粒
を
少
量
含
む
。

し
ま

り
や
や
あ

り
。
粘
性
や
や
あ

り
。

‐ Ｐ げ 睛 〕 一 ３
暗
褐
色
上
 
礫

(D
5c
m大

)が
若
干
混

じ
る
。

焼
土
粒

と
炭
化
物
粒
を
少
量
含
む
。

し
ま

り
あ

り
。

粘
性
や
や
あ

り
。

褐
色

土
 
礫

(②
10
cm
大

)を
多
量
に
含
む
。

し
ま

り
や
や
あ

り
。
粘
性
あ

り
。



16

¶ ノ

第二章 車地蔵遺跡 97年度調査区

鰈
憾      け

２５
フ
‐―
〃
２６

薫

に  34

Cm



Ｅ
ｏ
∞
い
ｍ

くヽ

S15内 土坑 1・ 粘土溜まり

1 暗褐色上 しまりはあまりない。粘性ややあり。

2 黒褐色土 炭化物ブロック、暗褐色ブロックを含む。

しまりはあまりない。粘性ややあり。

3 暗褐色上 しまりtよ あまりない。粘性ややあり。

4 暗褐色土 焼土粒 (②lcm)を少量含む。

しまりはあまりない。粘性ややあり。

5 暗褐色土 焼土粒 (¢5cm以下)を含視

しまりなし。粘性ややあり。

6 黒 色 土 炭化物層。しまりなし。粘性ややあり。

第 13図  S15(1)

暗褐 色土 褐色粒 (D5mm大 )を少量含む。

しまりはあまりない。粘性ややあり。

灰黄褐色土 粘土ブロック。しまりあり。粘性あり。

褐 色 ± 2層の粘上をブロック状に含む ⑫lcm大 )。

炭化物粒 ⑫5mmttTlを少量含む。しまりはあまりない。

粘性ややあり。
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遺 構 の 特 徴  カ マ ド は 東 南 隅 に 位 置 し 、 礫 と 焼 上 の 堆 積 を 確 認 し た 。 袖 部 に

は 石 と 粘 土 を 用 い て お り 、 燃 焼 部 で は 支 柱 石 の 痕 跡 と 思 わ れ る 凹 み を 確 認 し

た 。 遺 構 南 西 で は 粘 土 の 集 績 お よ び 覆 土 に 炭 化 物 粒 と 粘 土 ブ ロ ッ ク を 含 む

ピ ッ ト を 検 出 し た 。 出 土 遺 物  土 師 器 郷 。皿 類 (35～ 48・ 50・ 51)、 灰 釉 陶 器 坑 (49)

な ど が 出 土 し た 。 土 師 器 は カ マ ド部 分 か ら の 出 上 が 多 く 、 器 面 が 黒 変 し て い

る も の や 煤 け て い た 。 50の 上 師 器 郷 は や や 片 口 状 、 51の 土 師 器 邪 片 は 黒 色 処

理 さ れ た 内 面 に 線 刻 が み ら れ た 。 遺 構 の 時 期  伴 出 関 係 は 明 確 で は な い が 、

カ マ ド付 近 の 出 土 遺 物 か ら 、 10C後 半 頃 と し て お く 。

。S16〔 第 15図 〕

位 置 と 検 出 状 況  A-3グ リ ッ ド 、 lTrの 西 側 に 位 置 す る 。 重 複 は な く 、 東

壁 ・ 西 壁 を 確 認 し た 。 規 模 は 不 明 で あ る が 、 東 西 壁 間 は 約 3.8mを 測 っ た 。

明 確 な 貼 り 床 で は な い が 、 暗 褐 色 土 の 床 面 を 検 出 し 、 確 認 面 か ら の 深 さ は

約 15cmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  検 出 し た 範 囲 に カ マ ド 施 設 は な く 、 性 格 に つ

い て は 不 明 で あ る が 、 遺 構 内 で ピ ッ ト1基 と 、 溝 状 の 落 ち 込 み を 検 出 し た 。

出 土 遺 物  土 師 器 蓋 (52)・ 不 (53～ 59)。 甕 (60)な ど が 出 土 し た 。 52の 土 師 器 蓋 は 、

外 面 に 暗 文 が あ り 、 日 縁 部 の 曲 は ほ ぼ 垂 直 で 端 部 が 面 を な し て い る 。 54～ 58

の 上 師 器 郷 は 、 全 体 的 な 器 面 の 劣 化 と 灯 明 痕 と 思 わ れ る 黒 変 が あ る も の が み

ら れ た 。 な お 、 HC代 の 遺 物 に 9C代 の 遺 物 が 混 在 し た が 、 確 認 範 囲 が 狭 小 で

あ っ た た め 、 別 遺 構 と の 重 複 な ど に つ い て は 不 明 で あ る 。 遺 構 の 時 期  8C後
半 ～ 9C代 の 遺 物 が 混 在 し た も の の 、 1lC後 半 頃 と し て お く 。

・ S17〔 第 18図 〕 調 査 時 に は 住 居 跡 と し て い た が 、 調 査 終 了 後 に 土 坑 と 断 定

し た た め 、 SK3と し た 。

・ S18 〔舅子15図1〕

位 置 と 検 出 状 況  M-1グ リ ッ ド 、 7Trの 東 側 に 位 置 す る 。 重 複 す る 遺 構 は な

い が 、 撹 乱 に よ り 東 側 が 壊 さ れ て い た 。 規 模 は 不 明 で あ る が 西 壁 と 北 壁 を

確 認 し 、 確 認 範 囲 で は 東 西 約 2.7m、 南 北 85cm、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 20cmを

測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  検 出 し た 範 囲 に は カ マ ド施 設 は な く 、 出 土 遺 物 も 少 な

か つ た 。 出 土 遺 物  土 師 器 不 (61)が 出 土 し た 。 ま た 後 世 の 混 入 物 で あ る が 、

器 台 形 土 製 品 と 称 さ れ る も の (62・ 63)が 出 土 し た 。 こ れ ら は 瓦 質 で 外 面 が 黒

変 し て お り 、 63の 胴 部 に は 通 器 孔 、 62は 口 縁 部 が U字 状 に 開 い て い る 。 敷 輪

(シ キ ワ )と 呼 ば れ る 混 炉 や 七 輪 の 上 に お い て 釜 な ど を か け る 補 助 的 な 道 具

で あ り 、 五 徳 の 一 種 と し て 熱 源 の 口 径 と 鍋 釜 の 底 径 や 底 の 丸 み を 合 わ せ 、 胴

部 の 通 気 孔 に よ り 熱 効 率 を よ く す る 機 能 を も つ も の で 、 大 正 時 代 以 降 、 戦 後

ま で の 遺 物 と さ れ て い る 。 遺 構 の 時 期  遺 物 が 少 な く 明 確 で は な い が 、 HC
後 半 頃 と し て お く 。

・ S19 〔Я子16・ 17,コ 〕

位 置 と 検 出 状 況  L-3・ 4グ リ ッ ド、6TrlNlの 中 央 か ら 北 側 に か け て 位 置 す る 。

重 複 す る 遺 構 は な く、 確 認 範 囲 で は 北 壁 の カ マ ド部 分 と 南 壁 を 検 出 し た 。 規

模 は 不 明 で あ る が 、 南 北 の 壁 間 は 約 3.5m、 確 認 面 か ら 床 面 の 深 さ 80 cmま で

掘 削 し た 。 遺 構 の 特 徴  カ マ ド は 北 壁 に 位 置 し、 袖 部 。支 柱 石 ・ 煙 道 部 と 焼

土・炭 化 物 の 堆 積 を 確 認 し た 。 袖 部 の 構 築 材 に は 粘 土 と 礫 が 用 い ら れ て お り、

そ の 他 天 丼 石 等 に 用 い ら れ た と 推 測 す る 礫 の 堆 積 を 確 認 し た 。 出 土 遺 物  須

恵 器 不 (64・ 65)、 土 師 器 郵 (66)・ 甕 (67・ 69)・ 柱 状 高 台 郷 (68)な ど が 出 土 し た 。

遺 構 の 時 期  HC前 半 頃 の 遺 物 が 混 在 し た が 、 カ マ ド 出 土 遺 物 の 時 期 か ら 、
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8C中 頃 と し て お く。

。S110 〔

'密

17,4〕

位 置 と 検 出 状 況  B3グ リ ッ ド、 lTrの 西 側 に 位 置 す る 。 部 分 的 に 撹 乱 を 受

け 、 重 複 す る SK9とこ西 壁 の 一 部 を 壊 さ れ て い た 。 規 模 は 不 明 だ が 東 壁 ・ 西 壁

を 確 認 し、 東 西 の 壁 間 は 約 3.8mを 測 っ た 。 明 確 な 貼 り 床 で は な い が 、 や や

し ま り が あ り 黒 褐 色 土 ブ ロ ッ ク を 含 む 褐 色 土 層 を 確 認 し、 確 認 面 か ら の 深 さ

は 約 20cmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  検 出 し た 範 囲 に カ マ ド 施 設 は な く、 西 壁

に や や 段 差 が 確 認 で き た が 、 性 格 に つ い て は 不 明 で あ る 。 出 土 遺 物  土 師 器

邪 (70～ 79)・ 甕 (80)な ど が 出 土 し た 。 70。 71の 上 師 器 界 に は 墨 書 が あ り、 79は

墨 痕 が 確 認 で き た 。 墨 書 に つ い て は 磨 滅 や 破 損 部 で 判 読 で き な か っ た が 、 い

ず れ も 10C前 半 頃 の 土 師 器 好 体 部 に 書 か れ て い る 。 76の 内 面 口 縁 部 に 灯 明 痕

を 確 認 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 の 時 期 か ら 、 10C前 半 頃 と し て お く。

。SKl〔 第 18図 〕

位 置 と 検 出 状 況  E-2・ 3グ リ ッ ド、 lTrの 東 側 に 位 置 す る 。 重 複 す る S14を 壊

し て い た 。 不 整 で あ る が 円 形 を 呈 す と 思 わ れ 、確 認 範 囲 で 直 径 2.lmを 測 っ た 。

確 認 面 か ら の 深 さ は 約 65cmを 測 る 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で

あ る 。

。SK2〔 第 18図 〕

位 置 と 検 出 状 況  }3グ リ ッ ド、 lTrの 中 央 よ り や や 東 側 に 位 置 す る 。 重 複

す る S12を 壊 し て い た 。 楕 円 形 を 呈 し、 長 形 i5m、 短 径 1.lmを 測 っ た 。 確 認

面 か ら の 深 さ は 約 20cmを 測 る 。 遺 構 の 特 徴  覆 土 に 礫 を 含 ん で い た が 、 性

格 に つ い て は 不 明 で あ る 。 出 土 遺 物  脚 高 高 台 郷 が 1点 出 土 し た が 、 小 片 の

た め 図 化 し な か っ た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が 少 な く 明 確 で は な い が 、 HC

代 以 降 と し て お く。

・ SK3〔 第 18図 〕            、

位 置 と 検 出 状 況  Qlグ リ ッ ド、 3Tr① の 西 側 に 位 置 す る 。 重 複 す る 遺 構 は

な か っ た 。 プ ラ ン は 不 整 形 で 、 北 側 は 畑 管 で 壊 さ れ て い た 。 確 認 範 囲 で は

直 径 3mほ ど の 規 模 で 、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 lmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴

内 部 は 部 分 的 に フ ラ ス コ 状 に な っ て お り、 覆 土 に は 多 量 の 礫 や 、 炭 化 物 や 焼

土 ブ ロ ッ ク が 包 含 さ れ て い た 。 な お 、 プ ラ ン 確 認 段 階 で は カ マ ド と 想 定 し て

S17と 遺 構 番 号 を 付 し た が 、 調 査 進 展 に よ り 土 坑 と 断 定 し、SK3と し た 。 但 し 、

甕 や 羽 釜 が 出 土 し、 焼 土 や 炭 化 物 も 確 認 さ れ て い る こ と か ら 、 住 居 跡 の カ マ

ド 施 設 を 壊 し て い た 可 能 性 も 窺 え る 。 出 土 遺 物  土 師 器 好 (81・ 82)・ 甕 (83)。 羽

釜 (84)が 出 土 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 か ら、 1lC前 半 頃 と し て お く。

。SK4〔 第 19図 〕

位 置 と 検 出 状 況 [3グ リ ッ ド、 6Tr(W)の 北 側 に 位 置 す る 。 重 複 す る 遺 構 は

な か っ た 。 楕 円 形 を 呈 す と 思 わ れ 、 確 認 範 囲 で は 東 西 約 2m、 確 認 面 か ら の

深 さ は ■2mを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  遺 構 の 断 面 観 察 に よ り、 覆 土 が 南 か ら

北 側 へ 自 然 埋 没 し て い る 状 況 が 窺 え る こ と と、 覆 土 中 に か わ ら け (85・ 88)、 陶

器 (89)、 青 磁 (90)、 石 臼 (128)な ど を 含 ん で い る こ と か ら 、 中 世 の 廃 棄 坑 と 推

測 さ れ る 。 出 土 遺 物  前 述 の か わ ら け・ 陶 磁 器 類 。石 臼 の 他 、土 師 器 郷 (86・ 87)、

須 恵 器 壷 (91)。 好 (92)が 出 土 し た 。陶 磁 器 類 は 、15C末 ～ 16C前 半 頃 に 比 定 さ れ る 。

遺 構 の 時 期  若 干 10C後 半 ～ 1lC代 の 遺 物 が 混 在 す る が 、 か わ ら け と 陶 磁 器

類 の 出 土 か ら 、 近 世 と し て お く。

-24-



lσ

∽ 一 〇

ｍ

ド 一 ３
５
２

‐ げ け い 一 も ヨ

∽ ６ ■ 莉 巧

A

部 ぶ 図 　 ∽ ５ 盆 ）

‐ 囀 伽 ‐

35
19
m

暗
褐
色
土
 
焼
土
粒

(D
lm
m大

)、
炭
化
物
粒

(D
lm
m以

下
)を

少
量
含
む
。

し
ま

り
や
や
あ

り
。
粘
性
や
や
あ

り
。

暗
褐
色
土
 
焼
土
粒

(D
7m
m大

)を
右
干
含
み
、
炭
化
物
粒

(り
lm
m以

下
)を

少
量
含
む
。

し
ま

り
や
や
あ

り
。
粘
性
や
や
あ

り
。

暗
褐
色
土
 
焼
土
粒

(D
lm
m大

)を
若
干
含
み
、
炭
化
物
粒

(D
lm
m
以

下
)を

含
む
。

し
ま
り
や
や
あ

り
。
粘
性
や
や
あ

り
。

暗
褐
色
土
 
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
。
白
色
粒
子

(D
lm
m)
、

炭
化
物
粒

(D
lm
m以

下
)を

若
干
含
む
。

し
ま

り
や
や
あ

り
。
粘
性
や
や
あ

り
。

黒
褐
色
土
 
焼
土
粒

(D
5m
m以

下
)、

炭
化
物
粒

(D
3m
m以

下
)を

含
む
。

し
ま

り
あ

り
。
粘
性
や
や
あ

り
。

炭
化
物
層

焼
土

層

暗
帽
色
土
 
焼
土
粒
ブ
ロ
ッ
ク

(②
2c
m以

下
)、

炭
化
物
粒

(り
3m
m以

下
)を

多
量
に
含
む
。

し
ま

り
な

し
。
粘
性
や
や
あ

り
。

暗
褐
色
±
 8
層

と
類
イ塊

暗
掲
色
度
、
焼
土
粒

(0
1c
m)

黄
褐
色
土
 
粘
土
ブ
ロ
ッ
ク
。

黒
色

土
 
炭
化
物
層
。

し
ま

り
な

し
。
粘
性
や
や
あ

り
。

褐
色

土
 
炭
化
物
粒

(D
5m
m大

)を
少
量
含
む
。

し
ま
り
は
あ
ま

り
な
い
。
粘
性
や
や
あ

り
。

ヨ

削 日 椰 　 冊 さ 即 肺 尊 罵 ＝ 剛 削 叫 図

5 6 7 8 9 10 11 12



∽ 0
∽ 〓 〇

Ｎ Ｏ

鋼 劉 ≪

／ ２ に ≪ £

簸 　
Ｎ ∞

枷 ｏ ヨ

汀 ――
．Ｔ ＼

Ｎ 一

ヽ

い 識 “ Ｎ 岡 一 　 ∽ 一 ０ （ � ▼ 一 〇

臨
6 6

‐ Ｎ Ｏ ‐

8 
  
  
  
  
  
  
B′

1

（ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 マ 　 　
Ｎ 商

個 ぐ
創 釧 剌 刊

６ ０
Ｏ ｏ ヨ

1 
暗
褐
色
土
 
掲
色
ブ
ロ
ッ
ク

(D
5m
m)
、

炭
化
物
粒

10
5m
ml

を
少
量
含
む
。

し
ま

り
は
あ
ま

り
な
い
。

2 
黒
褐
色
土
 
黄
褐
色
粒

(D
lc
m以

下
)、

炭
化
物
粒

⑫
lc
m大

)

を
若
干
含
む
。
し
ま

り
あ

り
。
粘
性
あ

り
。

3 
帽

色
土
 
黒
褐
色
ブ
ロ
ッ
ク

(D
3c
m大

)を
若
干
含
む
。

し
ま

り
あ

り
。
粘
性
や
や
あ

り
。

4 
暗
褐
色
土
 
黄
褐
色
粒

⑫
lc
rn
力

を
若
千
含
む
。

し
ま
り
あ

り
。

粘
性
あ

り
。

０ ヨ

0



第二章 車地蔵遺跡 97年度調査区

SK2

こと3525m
暗褐色土 礫 (り3cm大)を含む。 しまりややあり。

粘性ややあり。

褐 色 土 礫 (D4cm大)を含む。 しまりな し。

粘性はあまりない。

黒褐色土 褐色粒 (Dlcm以下)と 礫 (D2cm大 )

を含む。 しまりあり。粘性ややあ り。

=ど3528m

l 黒褐色土 しまりはあまりない。粘性ややあり。

2 暗褐色土 ロームブロック (D5cm以下)を少量含む。しまりはあまりない。

粘性ややあり。

3 暗褐色土 ロームブロック (D3cm以下)と炭化物粒 (01mm大)が少量混じる。

しまりはあまりない。粘性ややあり。

ｍ

〆

一
３５２

SK3

④

ユ

ン
パ

4 暗褐色土 焼土ブロック、炭化物を多量に含む。

5 黒褐色土 ロームブロック、炭化物を多量に含む。

6 黒褐色土 交雑物は少なく、表面が しまる。

7 黄褐色土 焼上ブロックを含む。火床面。

8 黄褐色土 砂質土。地山。

第 18図  SKl～ 3

しまりはあまりない。粘性あ り。

しまりはあまりない。粘性あり。

m

Ⅷ 菱
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・ SK5〔 第 20図 〕

位 置 と 検 出 状 況  Q-1グ リ ッ ド、 3Tr(W)の 中 央 か ら や や 東 に 位 置 す る 。 重 複

す る 遺 構 は な か っ た 。 ト レ ン チ の 南 壁 際 で 検 出 し 、 円 形 を 呈 す 土 坑 と 思 わ れ

る 。 確 認 範 囲 で は 直 径 80cm、 確 認 面 か ら の 深 さ は 12cmを 測 っ た 。 出 土 遺 物

土 師 器 甕 片 (93)が 出 土 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が 少 な く、 時 期 は 明 確

で は な い た め 、 9～ 10C頃 と し て お く。

・ SK6〔 第 20図 〕

位 置 と 検 出 状 況  Rlグ リ ッ ド、 3Tr(Elの 中 央 か ら や や 東 に 位 置 す る 。 重 複

す る 遺 構 は な か つ た 。 ト レ ン チ の 北 壁 際 で 検 出 し 、 南 側 は 畑 管 に よ り 壊 さ れ

て い た 。 確 認 範 囲 で は 東 西 約 lm、 確 認 面 か ら の 深 さ は 12cmを 測 っ た 。 出 土

遺 物  須 恵 器 甕 片 (94)が 出 土 し た 。 内 外 面 が 磨 耗 し て お り、 転 用 硯 や 石 皿 な

ど 用 途 に 使 用 さ れ た 可 能 性 が 窺 え る 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が 少 な く、 時 期

は 明 確 で は な い た め 、 9～ 10C頃 と し て お く。

・ SK7〔 第 20図 〕

位 置 と 検 出 状 況  01グ リ ッ ド、 3TI・(W)の 中 央 か ら や や 東 に 位 置 す る 。 重 複

す る S15の 南 壁 の 一 部 を 壊 し て い る 。 平 面 形 は 不 整 形 で 、 確 認 範 囲 で は 最 長

約 ■2m、 確 認 面 か ら の 深 さ は 26cmを 測 っ た 。 遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。 遺

構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

。SK8〔 第 20図 〕

位 置 と 検 出 状 況  B-3グ リ ッ ド、 lTrの 西 側 に 位 置 す る 。 規 模 は 不 明 で あ る

が 、 円 形 を 呈 す と 思 わ れ 、 確 認 範 囲 で は 最 長 約 75cm、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約

20cmを 測 っ た 。 遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く 、

不 明 で あ る 。

・ SK9

位 置 と 検 出 状 況  B-3グ リ ッ ド、 lTrの 西 側 に 位 置 す る 。 S110の 西 壁 の 一 部

を 壊 し て い た 。 確 認 範 囲 で は 最 長 約 ■3mを 測 っ た が 、 規 模 や 遺 構 の 性 格 は

不 明 で あ る 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

・ 道 路 跡 〔第 21図 〕

位 置 と 検 出 状 況  G2・3グ リ ッ ド、 2Tr(W)に 位 置 す る 。 ト レ ン チ 南 壁 際 で 確

認 し、 確 認 範 囲 で は 長 さ 約 93m、 幅 5cmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  礫 が な く 、

や や し ま っ た 面 が 確 認 で き 、 か つ て の 畑 地 に 伴 う 道 路 の 一 部 と 推 測 さ れ る 。

遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が は な く、 明 確 な 時 期 は 不 明 で あ る が 、 近 世 。近 代 ま

で 下 る 可 能 性 が 窺 え る 。

・ 不 明 遺 構 1〔 第 21図 〕

位 置 と 検 出 状 況  I・」-1グ リ ッ ド、 5Tr(W)の 中 央 に 位 置 す る 。 遺 構 単 位 が 明

確 で は な く、確 認 面 か ら の 深 さ は 約 20cmと 浅 い 。 遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

ま た 、 自 然 地 形 や 耕 作 痕 で あ っ た 可 能 性 も あ る 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な

く、 不 明 で あ る 。

・ 不 明 遺 構 2〔 第 21図 〕

位 置 と 検 出 状 況  L6・ 7グ リ ッ ド、 4Trの 中 央 か ら や や 北 に 位 置 す る 。 南 北

約 8mの 範 囲 に 複 数 の 掘 り 込 み 、 ま た は 落 ち 込 み が あ り、 確 認 面 か ら の 深 さ

は 約 50cmを 測 っ た 。遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、

時 期 は 不 明 で あ る 。
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第二章 車地蔵遺跡 97年度調査区

a′3530m

しまりややあり。粘性あり。

壁3515m

1

2

3

4

5

6

91

黒褐色土 耕作土。

暗褐色土 礫 ⑫30cm以下)が若干混じる。粘土粒 (D5mm大 )を含む。

暗褐色土 礫 (¢30cm以下)が混じる。しまりややあり。粘性あり。

黒褐色土 褐色粒 ⑫lcm大)を少量含む。しまりややあり。粘性あり。

黄褐色土 礫 (D40cm以下)を多量に含む。しまりなし。粘性なし。

褐 色 土 黒褐色土層 (4層)をブロック状 (D10cm以下 )に含む。

〔_」 ノ

翼軽懲桜 92

第 19図  SK4

牲_す_隼浮上__」 m

― lノ
86

緯
― lυ

瞥警琥柱 88
フ弘

贈
Cm
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SK5 SK6

a′ 3530m

任_す_彎型二__」 m

／

９４
0

Cm Cm

SK7

二
④

三二3530m

主主3525m

4

5

第20図  SK5～ 8

SK8

a′3526m

嗜掲色土 礫 (②10cm以下)を含む。粘土粒 (り5mm以下)と

明黄褐色粒 (Dlmm大 )を多量に含み、焼土粒 105mm峡祠 を

少量含む。しまりややあり。粘性ややあり。

暗掲色土 礫 (01cm以下)が少量混じる。粘土粒lD5mm以祠 と

明黄褐色粒 (Dlmm大 )を多量に含み、焼土粒 (05mm郷)を

少量含む。しまりややあり。粘性ややあり。

黒褐色土 礫 (¢3cm大)が若千混じる。炭化物粒1021mm以→ を

多量に含む。しまりはあまりない。粘性ややあり。

暗褐色上 礫⑫角mヵが少量混じる。しまりはあまりない。粘性あり。

黄褐色土 ブロック状。しまりなし。粘性はあまりない。

一Ｋ

∴

”
ｉ
一

・一一一一一一

ユ
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道路状遺構

SXl

SX2

第二章 車地蔵遺跡 97年度調査区

Iど 3516m

黒褐色土 礫 (り15cm以下)が混じる。しまりあり。粘性ややあり。

暗褐色土 礫 (り20cmttTlが混じる。褐色ブロック (の10cm大)しまりあり。粘性あり。

黒褐色土 礫 (り 15cm以下)が混じる。酸化鉄粒 (②5mm大)を若千含む。しまりあり。粘性あり。

三二3540m

暗褐色土 褐色粒 (り2cm大 )を者干含む。しまりあり。粘性ややあり。

暗掲色土 褐色粒 (②lcm大 )を少量含む。しまりややあり。粘性ややあり。

黒褐色上 黒掲色粘土ブロック、褐色ブロックを含む。しまりややあり。粘性あり。

暗褐色土 褐色ブロック (10YR4/6、 D2cm大)を岩干含む。粘性が強い。

暗褐色土 黄褐色ブロック (D3cm大)を若干含む。しまりややあり。粘性ややあり。

第21図 道路状遺構SX卜 2
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遺構外
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119

(117～ 119)           Cm

25

ν
125騨

Cm

金属製品

|

SI
1     123

瓦

ｒ
ヽ

　
　
ｍ

石製品

出
日
日
日
□

一

127

盗
贈

Cm

第23図  土製品・転用品。金属製品・瓦・石製品
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2 甲 剋 威 遺 嚇 更 繰 6号地 区  ト

立 置

lTr S11～ 4・ 6・ 10、 SKl・ 2・ 8・ 9

tTrω 置構 な し

2Tr(h0 道路跡

3T r俗 SK3・ 6

〕Tr(W S15、 SK5・ 7

Tr SX2

,Tr Sじ(1

】Tr(N) S19、  SK4

遺構 な し

7Tr S18

〕Tr な し

)Tr 遺構なし

10Tr

1lTr 遺構なし

12Tr

13Tr 通信なし

14Tr

15Tr 遭構なし

16Tr 遺構なし

17Tr 遺構 な し

表 レンチー覧 表3 車地蔵遺跡支線6号地区 遺構一覧
E構名 眩 置 鷺 期

lTr OC後半～ 11(

lTr 1lC頃

lTr lC前半～中 LF

lTr 1lC後半頃

3Trrヽ VⅢ

lTr 1lC後半頃

7Tr

δTI 〕C中頃

lTI 10C前半頃

lTr 下明

SK2 lTr HC代 以降

3T(D 1lC前半頃

SKコ Tr d) ■世

SK5 )～ 10C頃

SK6 3TIEl )～ 10C頃

SK7 Fり ]

SK8 lTI 不明

SK9 lTr

,Tr 不 明

SX2 lTr

適路跡 2Tr 不 明

表 4 6号地区 遺物観察表

図 番号 遺 構 種 別 器 種 ｍ
ｍ
鰤

醒
絲
離

鍼 胎 土 整 形 技 法 色 調 備 考

9 須謡 蓋
(1701

良 密、自
外

内
ロクロナデk回転ヘラ削り
ロクロナデ 疋オリープ 表土出土

9 2 土師器 皿

(136)
(17) 良 密、赤

(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ、同心円状暗文
(底)ヘラ削り

燈色

9 3 灰釉陶器 坑

‐４ 。

６ 。

６ ８

良 徴密

(外)ロ クロナテk施釉・ふき取 りか
(内)ロ クロナ武 全面施釉
(底)回転糸切痛

灰白色
奎みがあり
米面施釉は粗い

9 4 灰釉陶器 境

(150)
(59)
(80)

良 徴密

外
内
底

ロクロナデ、
ロクロナデ、
回転糸切遠

釉
釉

施
施 灰自色

つけがけ ,内面見込み部無粕
項用痕あり
ヨ縁付着物 (漆か)

9 5 灰釉陶器 婉
(148)

良 徴密、自・ 黒
外

内
ロクロナデ、施釉
ロクロナ六 施釉

灰 自色

9 6 土師器 脚高高台郷 良 郵、赤

外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切唐

浅黄橙色
■面及び底面がやや黒変
J明痕、二次利用か

9 7 土師器 甕
13001

良 毒、自・ 黒
〔外)指頭痕、ナデ
:内),ヽケメ、ナデ 橙色

8 S12 土師器 不

(102)
(33)
(45)

良 彗、赤・白・黒
(外)ロ クロナデ
(内 )ロ クロナデ
(底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

橙色

9 土師器 郷

(132)
1701 長 と、赤。自・金

外

内
ロクロナデ
ロクロナヂ 光黄色

土師器 郷
(1121

良 密、赤・ 黒
外

内
ロクロナデ
ロクロナデ 登色 内面黒変、灯明痕か

土師器 高台付坪
(1■ 6)
(55)
(66)

良 密、自・黒
(外 )ロ クロナデ(ミ ガキ、紋様状暗文
(内 )ロ クロナデ〔ミガキ、内黒、紋様状暗文
(底)回転糸切痕、付高台

登色 勺面見込み部が強く黒変
τ明痕か

土師器 高台付郷
(116)

良 密、赤・黒

外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痛

登色 有面やや黒変、
∬明痘か?

土師器 高台付郷 良 密、赤・ 黒
彿
納
伝

ロクロナデ
ロクロナデ
ロクロナデ

登色
勺面灯明痕、
Ⅲ面・底部の一部が黒変

灰釉陶器 境
(164)

良 緻密・黒 (夕pロクロナ式 施釉 (内)ロ クロナ戌 施釉 灰自色
内面体部下半は無釉
刷

=多

塗 りか

土師器 羽釜
(282)

良 密、白・金 いス
いア

ナ
ナ

外
内

ハケメ
橙色

12 土師器 不

Ｈ
３
５

ややイ
良

やや粗、赤・白
外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
磨滅・回転糸切痕か

鈍葺燈色
灯明痕
被熱により全面的に劣化

17 S13 土師器 不

tl1 2,

(31)
58

良 密、赤・黒
(外)ナデ
(内)ナデ
(底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

登色

12 土師器 不

1110)
(28)
(43)

良 密、赤・白

堺

的

底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痕

豊色
全体的に劣化
底部はほぼ磨滅

土師器 イ
(126)

良 密、赤・白・金
一ア
『ア

ナ
ナ

如
耐 登色

内・外面の一部が黒変
灯明痕か

12 S13 土師器 邸 良 雪、赤・白

外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痕

橙色

12 緑釉陶器 皿 徴密、白
”
耐
ｎ

ロクロナデ、施釉
ロクロナデ、施釉
付高台、施釉

灰オリープ色 全面施釉

灰釉陶器 筑
(120)

徴密、黒
(外)ロ クロナデ、
(内)ロ クロナデ、

施釉
施釉

灰色 遭釉後、外面ふき取りか

12 土師器 脚高高台杯 良 る、自・黒
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)ロ クロナ武 付高台

橙色

12 土師器 脚高高台郷 良 畜、赤・黒
(夕pロクロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)ロ クロナデ、付高台

陰色

-34-
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歯 謡 選 構 種 別 器 種
ｍ
ｍ
鰤

醍
絲
雌

焼成 胎  土 整 形 技 法 色 調 備 考

12 土師器 蜜

(2661
良 密、赤・ 白・金

(外)ナス ハケメ、指頭痕

(内)ナ六 ハケメ、指頭痕
月赤褐色

S13 土師器 鉢
(312)

良 酪、赤・白・金
(外)ナデ、ハケメ、指頭痕
(内)ナデ、ハケメ、指頭痕

月赤褐色 外面が若干煤けている

土師器 甕
(2861

良 督、赤・ 自・金
(外)ナデ、ハケメ、指頭痕
(内)ナデ、ハケメ

明赤褐色

S13 土師器 甕 ．
８

良 雪、赤 。自・金

外

内
ナデ
ナデ 鉗掲色 内面が若干煤けている

S13 土師器 羽釜 やや粗、自・金
:外)ハケメ、ナデ
:内 )ハケメ、ナデ、ヘラナデ

橙色

土師器 羽釜
1228)

督、赤・ 自・金
外)ハケメ、指頭痕、ナデ
内)指頭痕

月赤褐色
内面劣化
外面が若千煤けている

土師器 羽釜
(2901

良 雪、自・ 黒・金 月赤褐色 外面が煤けている

土師器 郷

(124)
(37)
56

良
密、赤・白・黒・

金

〔外)ロクロナデ
t内)ロクロナデ
「廣)回転系切唐、スノコ状圧痕

霊色

灰釉陶器 婉

僚
Ｇ
⊂

０
０
０

良 徴密、自
〔外)ロ クロナデ、施釉
〔内)ロ クロナデ、施釉
「底)ナデ、付忘台、無釉

疋自色
餌ナがイナ
再面見込み部無釉
lr田 滝

土師器 脚高高台 14N 良 密、赤・黒

外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
ナ六 付高合

登色
勺面一部黒変
卜面及び底面がやや煤けてし
る

土師器 皿

(115)
124)
36

良 密、赤 。自・黒
(外)ロ クロナ六 ヘラ削り
(内)ロ クロナデ
(底)ヘラ削り

月赤褐色
畳みあり
ミ斑あり

土師器 杯

‐２ ６

２ ４

６ ８

良 密、赤・ 自・黒
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕

目色
歪みあり
全体的にやや黒変

土師器 邸

(122)
(26)
50

良
やや粗、赤・自・

小礫

(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

月褐色

14 土師器 郷

(140)
(30)
(78)

良 密、赤・ 白
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

鈍褐色
歪みあ り
全体的にやや黒変

S15 土師器 郷 勒⑩⑪
長 酵、赤 。自・黒

いア
デ

痕

ナ

ナ
切

ロ
ロ
糸

ク

ク
転

ロ
ロ
回

外
内

底
登色

外面の大半が黒変
内面は部分的に爆けている

14 土師器 雰

６

働

６

‐４
は
６

農 と、赤。自・黒
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

(内)橙色
(外)鈍黄褐色

黒斑あ り
全体的にやや煤けている

土師器 イ

‐５ ３

４ ３

６ ７

長 番、赤・ 白・ 黒
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕

据褐色

瓢 あり
底部 2度切、成形時の補修
か
全体的にやや煤けている

Ы 5 土師器 郷

139
37
68

良 密、赤・ 自・黒
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕

橙色
黒班あり
全体的にやや煤けている

S15 土師器 必

‐ ３

３

６
良 密、赤・白・黒

いア
“ア
痕

ナ

ナ
切

ロ
ロ
糸

ク

ク
転

ロ
ロ
回

外
内

底
橙色

黒斑あ り
外面口縁の一部が黒変
全体的にやや煤けている

土師器 不

‐３ ６

３ ８

６ ７

良 密、赤・ 白・黒
:外)ロ クロナデ、ヘラ削り
〔内)ロ クロナデ
t底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

明褐色 歪みあ り

14 土師器 必
(155)

良 密、赤・ 白・黒
外
内

ロクロナデ
ロクロナ六 内黒

橙色
黒斑あ り
内面黒色処理

土師器 郷 ? 良 密、赤・自・
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

橙色

S15 土師器 雰

00)
良

密、赤・ 白・
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

橙色 黒斑あ り

14 土師器 雰

168)
良 畜、赤・ 白・黒

(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ、内黒
(底)回転糸切痕

橙色
付面黒色処理

14 灰釉陶器 婉 長 致密・ 白
(外)ロ クロナデ、回転ヘラ削り、
(内)ロ クロナデ、施釉
(底)付高台、静止糸切り

施釉

灰自色
耐毛塗 りか
村面見込み部に転用痕あり
Tち 掻きか

土師器 IT Ｄ

・

良 と、赤。自・黒
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)ナデ

明褐色
1口
1面黒変、被熱

51 土師器 不 良 督、赤・ 白・ 黒
(外)ロ クロナデ、ヘラ削り
(内)線刻、内黒

馳
翻
勺面黒色処理

土師器 蓋
(146)

駐密、赤・ 白
(外)ロ クロナデ、ヘラ削り、暗文
(内)ロ クロナデ

橙色

うヽえりは弱 く、端部がやや角
長る
勺面が若千燦けている

15 土師器 邸

(104)
艮 欧密、赤・ 白

外
内
底

ロクロナデ、暗文
ロクロナデ、暗文
ヘラ削り

登色
本部暗文 (ま たはミガキ)は
■面縦位、内面積位
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図 番号 遺 構 種 別 器 種

口径 lcml
器高 lcml 賊 胎 土 整 形 技 法 色 調 備 考

土師器 不

‐０ ９

２ ９

５ ６
良 q、 赤・白

(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕

鈍黄橙色 全体的に劣化 している

土師器 雰

‐０ ２

３ ‐

３ ７
良 密、自・赤

(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕

橙色
こみあり
ミ部が若干柱状をなす

土師器 不

(125)
(35)
54

良
やや粗、赤 ,自・
黒

(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕

橙色
本部外面一部黒変
跡 的に劣化している

57 土師器 必 良 密、赤・ 自・黒
(外)ロ クロナデ
(内 )ロ クロナデ
(底)回転糸切痕

(内)鈍黄橙色
(外)明褐色

土師器 イ 良 密、赤・自

『ア
デ

痕

ナ

ナ
切

ロ

ロ
糸

ク
ク
転

ロ

ロ
回

外
内

底
登色

内面が者干燦けている
灯明痕か

S16 土師器 必

182)
艮 密、赤・ 自・黒

〔外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
〔底)回転糸切痕

登色

土師器 甕

(801
良 糧、赤 。自・黒 一アナ

メ
メ
痕

′ヽ ケ

′ヽ ケ
糠

外
内
底

月赤褐色 劣化著しセ

15 土師器 雰

(140)
(36)
56

長 蓄、赤 ,自・金
(外 )ロ クロナデ
(内 )ロ クロナデ
(底 )回転糸切痕

會色
内・外面の一部が黒変
灯明痕か
全体的に劣化 している

瓦質土器 シキワ ⑩∞⑩
密、赤

(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)ロ クロナデ

橙色
黒変 敷輪 (シキワ)

七輪の上に載せて使う
大正期か

瓦質土器 シキワ
(1461

艮 彗、赤・自・金
(外)ナデ
(内)ロ クロナデ 月赤褐色

ワ
使

キ
て

シ
せ

ぐ
載

輸
に

敷
上
か

の
期

変
輪
正

黒
七
大

須齢 郷
(152)
(37)
(114)

長 と、白
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕、回転ヘラ削り、付高台

天白色
盤状、角高台
高台より底部が僅かに突出

須恵器 邦

(50
不 良

やや祖、赤・黒・
銭

(外)ロ クロナデ
(内)ナデ 死白色 焼成不良による劣化

S19 土師器 皿

０
０
０

仙
¢
Ｇ

良 語、金
〔外)ロ クロナデ
〔内)ロクロナデ
〔底)回転糸切痕

黒褐色
全面黒変
内面口縁に付着物
灯明痕か

S19 土師器 小甕

(581
良 密、赤・白・金

〔外)ナ六 指頭痕
:内)指ナデ
〔底)ナデ

燈色 手づくねか

17 土師器 柱状高台郷
(501

やや7
良

やや粗、赤・白

デ
いア
いア

ナ
ナ
ナ

外
内
底

橙色

土師器 甕 良 密、白 (外)ハケメ、ナデ
(内)ハケメ、ナデ 赤褐色

～
面剥離、被熱による劣化か

土師器 芥

‐２ ４

３ ３

５ ４

良 彗、自・赤・黒
(外)ヘラ削り、墨書『囲y日か ?
(内 )ロ クロナデ
(底)回転糸切痕、ヘラ削り

橙色
ミ部黒変、灯明痕か
勺面見込み部及び
可縁が煤けている

17 Sl10 土師器 不

(119)
(46)
(42)

良 辱、白・赤・黒
(外)ヘラ削り、墨書『□』
(内)コ クロナデ
(底)ヘラ削り

亜橙色

S110 土師器 イ

‐４ ７

５ ４

５ ２

農
やや密、自・黒・

儀

(外)ヘラ削り
(内 )ロ クロナデ、内黒
(底)回転糸切痕、ヘラ削り

登色 内面黒色処理

17 土師器 必 長 密、赤・金
(外)ヘラ削り
(内)ロ クロナデ、内黒

月赤褐色

17 S110 土師器 不
(120)

良 密、赤・自・黒
(外)ロ クロナデ、ヘラ削り
(内 )ロ クロナデ 登色 黒斑あり

17 土師器 郎

(1261
良 密、金・自

〔外)ロ クロナ六 ヘラ削り
〔内)ロ クロナデ 登色

17 土師器 邪
(104)

良 密、赤・黒・金
外

内
ロクロナデ
ロクロナデ 橙色

内面口縁にスス付着
外面の一部が黒変
灯明痕

17 土師器 lT

(501
良 密、赤・金

堺
胸
底

ロクロナデ、ヘラ削り
ロクロナデ
回転糸切痕、ヘラ削り

月赤褐色

17 土師器 必 良 密、黒・金
(外)ロ クHナデ、ヘラ削り
(内 )ロ クロナデ
(底)回転糸切痕、ヘラ削り

橙色

17 土師器 邦 密、自・赤
(外)ロ クロナデ
(内)Hク ロナデ、墨痕または墨書

登色

17 土師器 甕 長 彗、自・赤・金
(外)ハケメ、指頭痕
(内 )ハケメ、指頭痕
(底)木葉痕

月赤褐色 勺・ 外面がやや黒変

土師器 イ

０
０
０

ｍ
¢
Ｇ

良 彗、赤・黒
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕

橙色

SK3 土師器 不

(701
良 雪、赤・自 。金

安痕切

ェア
一ア
縣

ナ
ナ
回

姉
耐
耐

橙色 霞部中央に穿孔か ?

SK3 土師器 寮

(294)
良 酪、赤・自・黒

外)ハケメ、指頭痕、指ナデ
内)ハケメ、指頭痕、指ナデ

橙色 芍面がやや黒変
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図 需 遺 構 種 別 器 種
司
ｎ
ｍ

●

●

俺

唯
絣
齢

焼成 胎  土 整 形 技 法 色 調 備  考

SK3 土師器 羽釜
(222)

罠 彗、赤・ 白・金 (外)ハケメ、指ナデ 月赤褐色

SK4 土師質土
器

小皿
(1301

良 密、黒・金
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ

麦黄橙色 1512末～ 1612前半頃か

土師器 邪

(701
良 密、自・赤

(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕

篭色
Ⅲ面一部赤色、
尭成時の焼きムラか

土師器 雰

170)

良 密、赤 。自・金
(外)ロ クロナデ
(内 )ロ クロナデ
(底)回転糸切痕

登色

土師器 必

(50)

良 密、赤・黒
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕

更黄褐色

SK4 陶器 筑
(124)

艮 密、赤
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ

橙色

SK4 青磁 塊 良 密、白
(外)施釉、陰刻か
(内)施釉

最色
鼈泉窯か
1512頃

SK4 須恵器 壷か 良 密、自・黒
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ

え色

須恵器 郷

1701

良 密、赤・ 白
(外)ロ クロナデ(火欅
(内)ロ クロナデく火欅
(底)回転糸切痕

死色 勺面見込み部に転用痕あり

SK5 土師器 甕 良 密、白・赤・金
(外)ハケメ、ナデ
(内)ハケメ
(底)木葉痕、工具痕か

登色

SK6 須恵器 甕 良 密、自・赤
(外)タ タキロ
(内)ヘラナデか

戻黄色
Ⅲ面及び内面が磨滅している
呟用痕か

l Tr 土師器 雰

(136)
(45)
(66)

良
密、白・赤・黒・

金

(外)ロ クロナデ、ヘラ削り
(内)ロ クロナデ、暗文 月赤褐色

l Tr 土師器 イ 良
密、自・赤・黒・

金

(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ、暗文、内黒 登色 見込み部に暗文状ヘラ摘き

l Tr 土師器 邪

(118)
(40) 良 密、自・金

(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ 月赤褐色

底部劣化が著しい

外面がやや煤けている

l Tr 土師器 イ

(1321
良 密、自

(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ

登色 外面黒変

lTr 土師器 必 良 密、赤・黒
(外)ロ クロナデ、
(内)ロ クロナデ、

ヘラ削り
暗文

線刻
豊色 体部外面に 5条の線刻あり

100 lTr 土師器 応 良 密、赤・黒・ 金
(外)ロ クロナデ(ヘラ削り、線刻か
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕、指頭痕

豊色

l Tr 灰釉陶器 娩

(86)
良 徹密、白・ 金

(外)ロ クロナデ、回転ヘラ削り
(内)ロ クロナデ(施釉
(底)回転糸切痕、

死黄色
付け高台欠落
見込み部無釉
擦痕あり、転用硯か

l Tr 須恵器 壺 良 密、白・黒
帯
デ

突
ナ

Ｌ
フ

ロ

ヘ

キ

ヽ

タ
デ

タ
ナ

外
内 疋色

lTr 土師器 イ 良 密、赤・黒
(外)ロ クロナデ、
(内)ロ クロナデ

墨書『□』
登色 体部外面に墨書あり

lTI 土師器 郷 良 密 、 赤
(外)ロ クロナデ、墨書『□』
(内)ロ クロナデ

登色 体部外面に墨書

lTr 土師器 皿 良 密、赤・黒
(外)ヘラ削り
(内)ロ クロナデ
(底)ヘラ削り、墨書『□』

登色 底部外面に墨書

2Tr 須謡 壼 良 密、自
(外)回転ヘラ削り
(内)ナ六 指ナデ
(底)磨滅

疋色

3Tr 土師器 14N

(114)
良 密、白・赤

(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ、ミガキ、内黒

月赤褐色 内面黒色

3Tr 土師器 応

(129)
(30)
(76)

良 密、白・赤
(外)ナデ
(内)ナデ
(底)回転糸切痕

月赤褐色 底部がやや黒変

3Tr 土師器 郵 良 やや粗、白・金
(外)ナデ
(内)ナデ
(底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

月赤褐色

3Tr 陶器 婉
(122)

良 密、自
(外)ロ クロナデ、施釉
(内)ロ クロナデ、施釉

甍黄色 近代か

111 5Tr 灰釉陶器 一霊 良 徹密、白
(外)回転ヘラ削り、施釉
(内)ロ クロナデ
(底)付高台か

疋黄色

6Tr 陶器 灯明皿 良 緻密

(外)ロ クロナデ、施釉
(内)ロ クロナデ、施釉
(底)回転糸切痕

目色 近世

113 6Tr 陶器 仏飯具
46

良 密、自

釉

釉

施

施

いア
ぅア

ナ

ナ
ロ

ロ

ク

ク

デ

ロ

ロ
ナ

外

内

底
疋自色

農面劣化
江世か

10TI 土師器 芥
(内 )ロ クロナデ
(底)ヘラ削り、墨書『□』

登色

13Tr
土師質土

器

(134)
良 密、自・金

(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ

浅黄橙色 いわらけ

16Tr 土師器
(124)
(27) 良

密、白・赤・黒・

金

(外)ロ クロナデ
(内 )ロ クロナデ
(底)回転糸切痕

鈍橙色 ■面一部黒変
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図 鰐 遺 構 種 別 器 種

日径 lcall

器高 lclnl

底径 lcml
焼成 胎 土 整 形 技 法 色 調 備 考

土師器 高杯か 良 密、赤・自
(外)ヘラナス ナデ
(内 )ナデ
(底)指頭痕、ナデ

月褐色 てづくねか

表5 車地蔵遺跡支線 6号地区 瓦 観察表

図 番号 遺 構 種 類
(口 ) (c tl) (cm) (cm)

製 作 技 法 色 調 備 考

平瓦
i凸面)縄叩き目

〔凹面)布 目痕、ヘラ削り
橙色密、赤・自・ 小礫

表6 車地蔵遺跡支線6号処区 土製品等 観察表

図 番号 遺 構 種 類
重 量

(貿 ) 鶉
くｃｍ＞

最大幅

(cm)

最大厚

(cm)
製 作 技 法 色 調 備 考

土製円盤 (外)ナデ (内)ナデ
断面が磨滅している

工具等に利用か

転用硯 41 (外)タ タキロ (内)当て具痕、ナデ
内外面擦痕、磨滅

周辺打ち掻き、転用硯か

表 7

国 番号 遺 構 種 類
重  量

(g) (cm) (cm) (cm)
石 質 備 考

5Tr 3949 石英

SK4 石 臼 173 129 安山岩

表 8 金製品等 観察表

図 番号 遺 構 種 類
重量

(質 )

最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最却

(c lll)
材 質 備 考

6Tr 釘 縦 38 10 07

6Tr 釘 10

S110 不明 27 錘か ?

16Tr 不明 05

不明

鉄滓 6323
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北西からSi3カマド

北西から
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東から

北から Si5遺物出土状況

Si5粘土Si5カマ ド 西から
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519カマド

北から

西から

北西から
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西から

西から

lTr 東から lTr

西から

東から

西から 3Tr

3Tr

西から

2Tr(W) 東から
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北から 4Tr

東から lTr

軒
　
　
　
肝

5Tr

南西から

-42-
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北から北から

北西から
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北東から

北から 調査風景 (2Tr)

東から   調査前状況

第二章 車地蔵遺跡 97年度調査区

南から

西から

12Tr
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５
　
車
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蔵
遺
跡
　
支
線
６
号
地
区
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南から 南から

調査風景 (3Tr) 西から



Ｐ
Ｌ

６

車
地
蔵
遺
跡
　
支
線
６
号
地
区

6

斡
22

-44-



第二章 車地蔵遺跡97年度調査区

Si5                                                    P

8二

蔵
遺
跡

憲
邑

-45-



S110Ｐ
Ｌ
８

車
地
蔵
遺
跡
　
支
線
６
号
地
区

SK3

,                  87                 88

81

-46-

■|=転Ⅲ離社'!五 !― ■静



P
L
9

車
地
蔵
遺
跡

支
線
６
号
地
区

金属製品

127

-47-

遺構外・墨書土器



4.ま と め

調 査 の 結 果 、 住 居 跡 9軒 、 土 坑 9基 を 発 見 し た 。 遺 構 は 4Tr以 南 で は 確 認

で き な か っ た が 、 調 査 範 囲 が 狭 小 で あ っ た た め 、 分 布 の 範 囲 に つ い て は 明 確

で は な い 。 出 土 遺 物 か ら の 年 代 観 の 順 に ま と め る と 、古 代 で は S19が 8C中 頃 、

SK5。 6 が 9 ～ 10C 頃 、S110 が 10C 前 半 頃 、S15 が 10C 後 半 頃 、S11 が 10C 後 半 ～ 1lC 頃 、

S13が 1lC前 半 ～ 中 頃 、 S14・ 6・ 8が HC後 半 頃 、 S12が HC頃 で あ っ た 。 中 世 段 階

の 明 確 な 遺 構 は 発 見 で き な か っ た が 、 中 世 ～ 近 代 で は 15C末 ～ 16C頃 の か わ

ら け や 陶 器 が 出 土 し た SK4を 検 出 し た 。 そ の 他 、 灯 明 皿 ・ 仏 飯 器 ・ 石 臼 な ど

が 出 土 し た 。 ま た 、 報 文 中 で も 述 べ た が 、 大 正 期 ～ 戦 後 に か け て の 遺 物 と 考

え ら れ る 瓦 質 状 土 製 品 (シ キ ワ )な ど が 出 土 し た 。

車 地 蔵 遺 跡 で は こ れ ま で に 、 昭 和 49年 の 山 梨 県 教 育 委 員 会 に よ る 現 国 道

20号 部 分 (勝 沼 バ イ パ ス 274・ 269。 259地 点 )の 調 査 を は じ め 、 一 宮 町 教 育 委

員 会 が 実 施 し た ケ ー ヨ ー 地 区 、 ケ ー ヨ ー 2次 WoE区 、 向 洋 産 業 地 区 で 発 掘

調 査 を 行 っ て い る 。 一 宮 町 教 育 委 員 会 が 調 査 実 施 し た 地 区 は 、 本 調 査 区 の 隣

接 地 に あ た る が 、 残 念 な が ら い ず れ も 正 式 な 報 告 書 が 刊 行 で き て い な い 。 調

査 概 要 に つ い て は 、 猪 股 善 彦 氏 (「 甲 斐 国 分 寺 地 域 に お け る 集 落 構 造 と 展 開

に 関 す る 若 干 の 考 察 」『 山 梨 県 考 古 学 協 会 誌 第 13号 』 2002等 )が 、 住 居 跡 98

軒 、 掘 立 柱 建 物 4棟 を 検 出 し た 旨 が 報 告 さ れ て い る 。 こ れ ま で の 調 査 成 果 か

ら 車 地 蔵 遺 跡 に お け る 遺 構 の 分 布 傾 向 を み て み る と、 国 分 寺 創 建 期 に あ た る

8C中 頃 か ら 9C頃 に か け て と、 10～ 1lC代 を 主 体 と す る 2時 期 を 画 期 と 推 察

で き る 。 前 者 は 集 落 の 成 立 期 、 後 者 は 遺 構 数 が 増 加 す る 傾 向 が あ り、 集 落 の

構 造 に 何 ら か の 変 化 が あ っ た こ と が 考 え ら れ る 。 し か し な が ら 、 正 規 報 告 が

さ れ て い な い た め 詳 細 な 分 析 が で き ず 、 想 像 の 域 を で な い 状 況 に あ る 。 今 後

の 課 題 と し て は 、 ま ず 国 分 寺 周 辺 の 発 掘 調 査 報 告 の 早 期 刊 行 で あ り、 そ の 上

で 遺 構 の 分 布 ・ 変 遷 の 分 析 を 行 い 、 掘 立 柱 建 物 が 存 在 す る 遺 跡 の 性 格 に つ い

て の 検 討 や 、 集 落 の 範 囲 的 (位 置 的 )単 位 で の 検 討 か ら、 国 分 二 寺 と の 関 連

性 を 考 え て い き た い 。 (望 月 )
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第二章 石動遺跡 。北中原遺跡 〔98年度調査〕

第 二 章 石 動 遺 跡 支 線 4・ 6・9号 地 区、

北 中原 遺 跡 (第 3次 ) 〔98年 度 査 区〕

I。 1998年 度 調 査 に つ い て

本 調 査 は 、 石 動 遺 跡 及 び 北 中 原 遺 跡 地 内 に お け る 畑 地 帯 総 合 整 備 事 業 ・ 一

般 農 道 支 線 4・ 6・9号 建 設 に 先 立 ち 、 平 成 10年 (1998)度 に 一 宮 町 教 育 委 員 会 が

実 施 し た 。 調 査 は 支 線 ご と に 4号 地 区 、支 線 6号 地 区 、支 線 9号 地 区 と 区 分 し、

工 期 と 調 整 し な が ら 順 次 進 め 、 98年 度 調 査 全 体 で は 、 奈 良 時 代 か ら 中 近 世

に 至 る ま で の 遺 構 を 確 認 し、 住 居 跡 15軒 、 土 坑 6基 、 ピ ッ ト 4基 、 溝 8条 、

石 列 3条 、 鋳 造 関 連 遺 構 等 を 検 出 し た 。 本 書 で は 整 理 の 都 合 上 、 調 査 当 時 に

付 番 し た 番 号 は 変 更 せ ず に 報 告 し た 。 ト レ ン チ 名 に つ い て は 各 地 区 の 支 線 番

号 を 付 し 、 4-1～ 7Tr・ 61～ 13Tr・ 91～ 14Trと し た 。 遺 構 名 に つ い て は 略 記 を

使 用 し 、 調 査 地 区 ご と に S11・ SKl～ と し た 。

な お 、 支 線 9号 線 は 、 石 動 遺 跡 ・ 北 中 原 遺 跡 の 境 界 に あ た り、 道 路 南 側 に

設 定 し た ト レ ン チ 分 は 、北 中 原 遺 跡 (第 3次 )と な る 。 本 書 中 の 北 中 原 遺 跡 (第

3次 )に 該 当 す る 部 分 に つ い て は 、 同 調 査 名 を 付 し て 示 し た 。 ま た 、 各 調 査

区 に つ い て は 遺 構 一 覧 表 (表 12・ 17)・ ト レ ン チ ー 覧 表 (表 11。 16)を ご 参 照 の 上 、

ご 留 意 い た だ き た い 。

Xギ 季
¢

‐
AAきB CC DD EEIFF

Om

第24図  トレンチ位置図

９

【
Ю

　

＝
　

１２
　

‐３

　
‐４

■

‐５

学
‐６

沖
‐７

-49-



Ⅱ。 支 線 4号 地 区

建 設 範 囲 の 既 存 道 路 (東 西 約 140m間 )の 拡 幅 部 分 に 7箇 所 の ト レ ン チ を 設

定 し、 約 46馬 を 調 査 し た 。 本 書 で 報 告 す る な か で は 甲 斐 国 分 僧 寺 跡 に 最 も

近 い 位 置 に あ た り、 標 高 は 約 364mを 測 る 。 調 査 の 結 果 、 溝 1条 と 瓦 の 出 土

を 確 認 し た 。

1.調 査 ト レ ン チ

4‐lTr A-4グ リ ッ ド、 既 存 道 路 の 南 側 に 位 置 す る 。 東 西 約 4m、 幅 約 1lmの 範

囲 を 調 査 し、地 表 面 か ら 最 深 120cm掘 削 し た 。 遺 構 は 、東 西 方 向 の 溝 1条 6Dl)

を 確 認 し た 。 遺 物 は SDl以 外 で は 土 師 器 邪 (4)。 甕 (5)、 陶 器 娩 (6)・ 灰 釉 陶 器 壼 (7)

な ど 、 10C代 の 遺 物 が 出 土 し た 。

4‐2Tr B4グ リ ッ ド、 既 存 道 路 の 南 側 に 位 置 す る 。 東 西 約 5m、 幅 約 1,lmの 範

囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 100cm掘 削 し た 。 明 確 な 遺 構 の 痕 跡 は 確 認 で き

な か っ た が 、 調 査 時 の 所 見 や 出 土 遺 物 か ら 、 4-1・ 3Trで 確 認 し た SDlの 延 長

部 分 の 内 で あ る と 推 定 し た 。 遺 物 は 土 師 器 蓋 (8・ 9)。 郷 (10～ 16)。 高 台 付 郷 (20)、

須 恵 器 邪 (17)・ 甕 (18)な ど、 8C後 半 ～ 9C頃 の 遺 物 が 出 土 し た 。 な お 、 15は 墨

書 土 器 で 、 欠 損 部 に よ り 文 字 は 判 読 で き な か っ た が 、 底 部 に 「 □ 呂 ?」 を 確

認 し た 。 そ の 他 、 軒 平 瓦 (26)。 平 瓦 (27)・ 丸 瓦 (28)な ど 国 分 寺 に 関 連 す る 遺 物

が 出 土 し た 。

4-3Tr C-4グ リ ッ ド、 既 存 道 路 の 南 側 に 位 置 す る 。 東 西 約 4m、 幅 約 1.lmの
範 囲 を 調 査 し 、地 表 面 か ら 最 深 HOcmま で 掘 削 し た 。 遺 構 は 、東 西 溝 1条 (SDl)

を 確 認 し た 。 調 査 時 の 所 見 か ら、 4 1Trよ り 延 長 す る SDlと 推 定 し て お り、 遺

物 は 須 恵 器 郷 (21)・ 甕 (22・ 23)、 中 世 の 蝸 (24)が 出 土 し て い る 。 23の 須 恵 器 甕 は 、

頸 部 に 凸 帯 が あ り、 群 馬 県 等 で 確 認 さ れ て い る 顕 部 凸 帯 文 付 甕 に 類 似 す る 。

4-4Tr D・ E-4グ リ ッ ド、 既 存 道 路 の 東 側 に 位 置 す る 。 東 西 約 5m、 幅 約 1.lmの

範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 100cmま で 掘 削 し た 。 礫 が 多 く、 明 確 な 遺 構

は な か っ た 。 遺 物 は 、 灰 釉 陶 器 娩 (25)が 出 土 し た 。

4‐ 5・ 6Tr G・ H・ I-4グ リ ッ ド、 既 存 道 路 の 北 側 に 位 置 す る 。 ト レ ン チ 設 定 後 に 両

端 を 拡 張 し、 あ わ せ て 東 西 約 19m、 幅 1.lmの 範 囲 を 調 査 し た 。 地 表 面 か ら 最

深 45cmま で 掘 削 し た が 、 耕 作 に よ る 撹 乱 以 外 は 確 認 で き な か っ た 。

4‐7Tr K・ L4グ リ ッ ド、 既 存 道 路 の 北 側 に 位 置 す る 。 東 西 約 5m、 幅 約 1lmの

範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 45cm掘 削 し た 。 遺 構 ・ 遺 物 は 確 認 で き ず 、

地 山 面 に は 人 頭 大 の 礫 が 混 在 し た 。

2.発 見 し た 遺 構 ・ 遺 物

。SDl〔 第 25・ 26図 〕

位 置 と 検 出 状 況  A～ C-4グ リ ッ ド、 4 1Tr、 4-2Tr(内 部 に あ た る と 推 定 )、

4-3Trで 確 認 し た 。 東 西 方 向 に 延 び る 遺 構 と 推 定 さ れ る が 、規 模 は 不 明 で あ る 。

出 土 遺 物  い ず れ も 小 片 で 時 期 差 が 認 め ら れ る が 、 土 師 器 郷 (1～ 3)が 出 土

し た 。 1は 内 面 見 込 み 部 ま で 暗 文 が 施 さ れ て い る 。 2は 暗 文 は な く、 底 部 ヘ

ラ 削 り し て い る 。 3は 口 縁 部 が 玉 縁 状 に 肥 厚 し て い る 。 ま た 、 溝 内 部 と 推 定

し た 4-2Trか ら は 、 墨 書 土 器 (15)や 瓦 (26～ 28)な ど も 出 土 し た 。 遺 構 の 時 期

出 土 遺 物 を 考 慮 し、 幅 を も た せ て 8C末 ～ 9C頃 と し て お く。
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1 暗褐色上 しまりなし。

2 黒掲色土 しまりなし。

3 黒褐色土 ややしまりあり。

4褐 色 土 ややしまりあり。

5 褐 色 土 黒色土を含む。

6 褐 色 土 黄色土を含む。

フ 黄 色 土 砂質。

1 暗褐色土

2 褐 色 土 やや しまりあ り。

3 褐 色 土 黄色土、黒色土粒を含む。

暗褐色土

暗褐色土 人頭大の霊を多量に含む。
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表9 石動遺跡支線 4号地区 遺物観察表

国 野号 遺 構 種 別 器 種

口篠 やmJ
器高 lcml 焼 成 胎 上 整 形 技 法 色 調 備 考

I 4-1溝 土師器 邸 農 lgl密、赤・自
(外)ヘラ削り

(内)ロ クロナデ、暗文

(底)静止糸切痕、ヘラ肖」り

橙色
底部は中央が凹み、
ヘラ削り後も糸切痕が残る

2 4-1溝 土師器 邪 良 徹密、赤・ 白

俳

納

値

ヘラ削り
ロクロナデ
ヘラ肖1り

浅黄色

3 4-1溝 土師器 必

(130)

良 密、赤・ 白
外

内

ロクロナデ
ロクロナデ 橙色

ヨ縁部は肥厚 し、先端がやや尖る
II面下半に強いロクロロ

4-l Tr 土師器 郷

(130)

良 密、自
外

内

ロクロナデ
ロクロナデ 橙色 ホ面下半に強いロクロロ

5 4-l Tr 土師器 甕

(256,

良 粗、自・金
(外)ハケメ

(内)ハケメ、ナデ
鈍赤褐色

ケヽメ線は細かく、

ヨ縁部が短い

6 4-l Tr 陶器 娩 良 やや密、自

(外)ロ クロナ六 火欅

(内)ロ クロナス 火欅

(底)回転糸切痕

浅黄橙色
晩成は良いが、土師のような色調

をしている

7 4-l Tr 灰釉 壼 良 密、黒

”

耐

Ю

ロクロナデ
ロクロナデ

付高台
灰褐色

8 4-2Tr 土師器 蓋 艮 密、赤・ 白
外

内

ロクロナデ(暗文 ナデ
ロクロナデ、暗文

鈍橙色
内外面に同心円状

又は渦巻状暗文あり

9 4-2Tr 土師器 蓋

(160)

良 密、赤・ 白・黒
(外)ロ クロナデ、ヘラ削り

(内)ロ クロナデ、贈文
橙色

内面に同心円状又

は渦巻状暗文あり

縁端部が小さく折 り返っている

4-2Tr 土師器 郷 良 密、赤・白
外

内

ロクロナデ、
ロクロナデ、

キガ

文

ミ

暗 橙色

11 4-2Tr 土師器 必 良 密、赤 ,自 (外)ヘラ削り、ミガキ

(肉)ロ クロナデ、暗文
澄色 内面、放射状暗文

12 4-2Tr 土師器 必

(631

良 密、自・金
〔外)ヘラ削り、ミガキ

:内)ロ クロナデ、放射状暗文
明赤褐色 表面が劣化している

4-2Tr 土師器 イ 良 必、赤 。自

(外)ロ クロナデ、ヘラ削り

〔内)ロ クロナデ、暗文

(底)ヘラミガキ
橙色

直部はヘラ削り・ ミガキ後も

14 4-2TI 土師器 イ

(114)

(41) 良 やや密、赤・白
外

内

ロクロナデ、ヘラ削り
ロクロナデ(暗文

橙色
瞥文の条が少ない

勺面の一部が黒変 灯明か

15 4-2TI 土師器 郷
密、赤・ 自・ 黒・

金

外

内

底

ヘラ削 り

暗文
ヘラミガキ、墨書『□□ (?呂)J

橙色

蜃部はやや丸みあり

また中央がやや凹む

16 4 - 2Tr 土師器 必

(1061

良 やや粗、赤・ 自
外
内
佐

ヘ ラ削 り

ナデ、内黒

ヘ ラ削 り

橙色

4-2Tr 陶器 婉か やや密、自
(内)ロ クロナデ

(底)ロ クロナデ(付高台
灰白色 表面が劣化している

4-2TI 須恵器 鉢 良 やや粗、白

外

内

底

ロクロナデ
ロクロナデ

回転糸切痕
掲灰色

19 4-2Tr 土師器 仏鉢型土器 長 る、自
(外)ロ クロナデ、ミガキ

(内 )ロ クロナデ、ミガキ、内黒
橙色 内面黒色処理

外面の一部が煤けている

4-2Tr 土師器 高台付郷 良 lE、 自・金

(外)縦ハケメ

(内)横ハケメ

(底)未葉痙、脚部内側に結ハケメ
明赤褐色

被熱により劣化

部分的に燥けている

21 4 - 3Tr 須恵器 イ 良 密、自

(外)ロ クロナデ

(内)ロ クロナデ

(底)回転糸切痕、指頭痕

暗灰黄色

4 - 3Tr 須恵器 甕 良 密、白
外

内

ロクロナデ〔自然釉
ロクロナデ 褐灰色 勺面自然釉 (黄色のまだら状 )

4 3Tr 須恵器 甕 良 やや密、自・黒
〔外)ナデ

:内)顕部にナデ、体部に当て具痕
褐灰色

頃部凸帯付甕

祥馬県所産か

4-3Tr 土師器 鍋

(310)

良 やや密、自
i外)ナス 縦ハケナデ

〔内)ナデ
鈍褐色 勺耳土器か

4-4Tr 灰釉陶器 婉 良 敬密、自

(外)ナデ

(内 )ナデ

(底)回転糸切痕、付高台

鈍黄橙色

表 10 石動遺跡支線 4

図 番号 遭 構 種 類
重量

(g)

最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最頬

(cm)
焼成 陥  上 製 作 技 法 色 調 備 考

4 - 2Tr 軒平瓦 560 やや粗、自・金
(凸 面

(凹面

ヘラ削り

ハケロ
鈍橙色

4-2Tr 平瓦 620 良 密、自・ 黒
(凸面

(凹面

縄叩き目

布目痕、ヘラ削り
灰褐色

4-2Tr 丸瓦 長 雪、自
(凸 面)ヘラ削り

(凹面)布 目痕、ヘラ削 り
黄灰色
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北から4-lTr東から

東から4-4TroSDl 東から

西から西から

西から東から
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Ⅲ .支 線 6号 地 区

建 設 範 囲 の 既 存 道 路 (南 北 約 200m間 )の 拡 張 部 に 、 13箇 所 の ト レ ン チ を

設 定 し 、 約 162∬ を 調 査 し た 。 調 査 の 結 果 、 住 居 跡 9軒 、 溝 4条 、 石 列 1条

を 検 出 し た 。

1.調 査 ト レ ン チ

6‐lTr Nlグ リ ッ ド、 既 存 道 路 の 西 側 に 位 置 す る。 南 北 約 ■7m、 幅 約 lmの 範

囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 80cmま で 掘 削 し た 。 地 表 面 か ら 約 50cmで 礫 を

含 む 暗 褐 色 土 層 と な り、明 確 な 遺 構 は 確 認 で き な か っ た。 調 査 時 の 所 見 で は 、

溝 の 内 部 で あ る 可 能 性 も 推 察 し た が 、 人 為 的 な 遺 構 の 存 在 は 確 認 で き な か っ

た。

6-2Tr M3・ 4グ リ ッ ド、 既 存 道 路 の 西 側 に 位 置 す る。 南 北 約 ■5m、 幅 約 lmの

範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 45cmま で 掘 削 し た 。 地 表 面 か ら 約 30cmの 深

さ で 人 頭 大 の 礫 が 多 く 混 在 す る 暗 褐 色 土 と な り、 明 確 な 遺 構 は 確 認 で き な

か っ た 。

6‐3Tr M・N-6グ リ ッ ド、 既 存 道 路 の 西 側 に 位 置 す る。 南 北 約 42m、 幅 約 ■3mの

範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 45cmま で 掘 削 し た 。 遺 構 確 認 面 は 地 表 面 か

ら 約 40cmの 深 さ で あ り、 溝 1条 6Dl)を 確 認 し た 。

6-4Tr M7・ 8グ リ ッ ド、 既 存 道 路 の 東 側 に 位 置 す る。 南 北 約 6.5m、 幅 約 2mの

範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 60cmま で 掘 削 し た 。 遺 構 確 認 面 は 地 表 面 か

ら 約 30cmの 深 さ で あ り、 住 居 跡 2軒 S11・ 2)及 び SDlの 延 長 部 と 推 定 す る 溝 を

検 出 し た。

6‐5Tr M-8・ 9グ リ ッ ド、 既 存 道 路 の 東 側 に 位 置 す る。 南 北 約 45m、 幅 約 ■5mの

範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 75cmま で 掘 削 し た 。 遺 構 確 認 面 は 地 表 面 か

ら 約 45cmの 深 さ 、 住 居 跡 1軒 616)、 溝 1条 (SD3)を 検 出 し た 。

6-6Tr M 10～ M-12グ リ ッ ド、既 存 道 路 の 東 側 に 位 置 す る。南 北 約 16.5m、 幅 約 1.2m

の 範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 lmま で 掘 削 し た。 遺 構 確 認 面 は 地 表 面 か

ら 約 60cmの 深 さ で あ り、 住 居 跡 2軒 614・ 5)、 及 び SDlの 延 長 部 と 推 定 す る 溝

を 検 出 し た 。 ま た 、 遺 構 外 よ り 内 面 に 刻 書 「 大 」 が あ る 土 師 器 郷 片 (47)や 羽

釜 (48)な ど、 10C後 半 頃 の 土 師 器 が 出 土 し た 。

6‐7Tr M-13・ 14グ リ ッ ド、 既 存 道 路 の 東 側 に 位 置 す る。 南 北 約 15.5m、 幅 約 1.lm

の 範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 65cmま で 掘 削 し た 。 遺 構 確 認 面 は 地 表 面

か ら 約 20cmの 深 さ で あ り、 住 居 跡 2軒 613・ 7)、 及 び SDlの 延 長 部 と 推 定 す る

溝 を 検 出 し た 。

6‐8Tr KoL-16グ リ ッ ド、 既 存 道 路 の 東 側 に 位 置 す る。 南 北 方 向 に 約 43m、 幅

約 ■3mの 範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 90cmま で 掘 削 し た。 遺 構 確 認 面 は

地 表 面 か ら 約 30cmの 深 さ で あ り、 溝 1条 6D2)を 検 出 し た 。 な お 、 本 ト レ ン

チ は ほ ぼ SD2の 内 部 に 位 置 し て い た 。

6-9Tr L 13・ 14グ リ ッ ド、 既 存 道 路 の 東 側 に 位 置 す る。 南 北 約 5,4m、 幅 約 1.lm

の 範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 lmま で 掘 削 し た 。 遺 構 確 認 面 は 地 表 面 か

ら 約 50cmの 深 さ で あ り、 SD2の 延 長 部 と 推 定 す る 溝 を 確 認 し た 。

6‐ 1 0Tr K-17・ Lぃ 17・ K18グ リ ッ ド、 既 存 道 路 の 東 側 に 位 置 す る。 南 北 約 ■6m、 幅

約 ■5mの 範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 65cmま で 掘 削 し た 。 遺 構 は 確 認 で き

な か った。
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第 29図 遺構位置図 (2)
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第二章 石動遺跡・北中原遺跡 〔98年度調査〕

6‐1lTr M-10グ リ ッ ド、 既 存 道 路 の 東 側 に 位 置 す る 。 南 北 約 3,7m、 幅 約 lmの
範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 60cmま で 掘 削 し た 。 遺 構 確 認 面 は 明 確 で は

な い が 、 地 表 面 か ら 約 40cmの 深 さ で SDlの 延 長 部 と 推 定 す る 溝 を 検 出 し た 。

他 、 土 師 器 郷 (49)が 出 土 し た 。

6‐ 1 2Tr K-19。 20。」20～ 22グ リ ッ ド、 既 存 道 路 の 東 側 に 位 置 す る 。 南 北 約 29m、

幅 約 2mの 範 囲 を 調 査 し 、 地 表 面 か ら 最 深 150cmま で 掘 削 し た 。 遺 構 確 認 面

は 地 表 面 か ら 約 lmの 深 さ で あ り、 溝 1条 6D4)と 石 列 を 検 出 し た 。 他 、 土 師

器 郷 (501、 リ ン グ 状 の 不 明 金 属 製 品 (52)な ど が 出 土 し た 。

6‐1 3Tr」 -24。25グ リ ッ ド、 既 存 道 路 の 東 側 に 位 置 す る 。 南 北 約 9.5m、 幅 約 1lm
の 範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 55cmま で 掘 削 し た 。 明 確 な 遺 構 は な か っ

た が 、地 表 面 か ら 約 20cmの 深 さ で 硬 化 面 を 確 認 し た 。他 、丸 瓦 (53)が 出 土 し た 。

2.発 見 し た 遺 構 。遺 物

。 S11 〔う言30・ 31,4〕

位 置 と 検 出 状 況  M-8グ リ ッ ド、 6-4Tr、 に 位 置 す る 。 重 複 す る S12を 壊 し て

い た 。 調 査 範 囲 に お い て は 北 壁 を 確 認 し、 カ マ ド 位 置 か ら 南 壁 ラ イ ン を 推

定 す る と 、 南 北 壁 間 は 約 3.5mを 測 っ た 。 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 、 約

35cmで あ っ た 。 遺 構 の 特 徴  カ マ ド は 南 西 隅 に 位 置 し 、 炭 化 物 と 焼 土 及 び

構 築 材 の 一 部 と 考 え ら れ る 礫 を 確 認 し た 。 出 土 遺 物  土 師 器 皿 (1～ 3・ 8)・ 不

(4～ 7・9～ 16)鉢 (17)・ 脚 高 高 台 不 (18)・ 甕 (19。 20)。 羽 釜 (21)な ど が 出 土 し た 。

主 に カ マ ド 周 辺 で ま と ま っ て 出 土 し て お り、 土 師 器 邪 は 日 縁 が 玉 縁 化 し て お

り、 器 面 が 黒 変 し た り、 煤 け て い た り し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 の 時 期 か

ら 、 10C後 半 頃 に 位 置 付 け て お き た い 。

・ S12 〔

'書

30,コ 〕

位 置 と 検 出 状 況  M-7グ リ ッ ド、 6 4Trに 位 置 す る 。 調 査 範 囲 に お い て は 、

重 複 す る S11に 壊 さ れ て い た 。 ほ ぼ 床 面 の み で あ り、 遺 存 部 分 は 南 北 約 2mを
測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  検 出 し た 範 囲 に は 、 カ マ ド 施 設 等 は な か っ た 。 S11とこ

伴 う 棚 状 施 設 な ど の 可 能 性 も 考 え ら れ る 。 遺 構 の 時 期  S11と は 別 遺 構 と す

れ ば 、 出 土 遺 物 が な い た め 明 確 で は な い が 、 重 複 関 係 か ら S11構 築 以 前 と し

て お き た い 。

。 S13 〔

'書

3214〕

位 置 と 検 出 状 況  M13グ リ ッ ド、 ∈7Trの 北 側 に 位 置 す る 。 重 複 す る SD日こ

西 側 を 壊 さ れ て お り、 調 査 範 囲 で は 北 壁 と 南 壁 を 確 認 し た 。 検 出 し た 範 囲 で

は 南 北 の 壁 間 は 約 3.5m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 約 30cmを 測 っ た 。

遺 構 の 特 徴  検 出 し た 範 囲 に カ マ ド施 設 は な か っ た 。 中 央 と 南 端 で ピ ッ ト を

確 認 し た が 、 い ず れ も 床 面 か ら の 深 さ は 30cm未 満 と 浅 く、 性 格 は 明 確 で は

な い 。 北 側 で は 棚 状 施 設 的 な 約 10cm程 度 の 段 差 が 確 認 で き た 。 出 土 遺 物

灰 釉 陶 器 坑 (22)、 土 師 器 甕 (23)が 出 土 し た 。 や や 厚 み の あ る 付 高 台 で 、 外 面

残 存 部 に は 釉 を 確 認 で き な い が 、 内 面 は 刷 毛 塗 り さ れ て お り 、 見 込 み 部 は 無

釉 と な っ て い る 。 23の 土 師 器 甕 は 外 面 だ け で な く、 底 部 に ヘ ラ 状 ま た は ハ

ケ 状 の 調 整 痕 が み ら れ る 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が 少 な く、明 確 で は な い が 、

10C末 頃 と し て お く。

。 S14 〔

'密

32,コ 〕

位 置 と 検 出 状 況  M llグ リ ッ ド、 6-6Trの 南 側 に 位 置 す る 。 重 複 す る SDlに

-61-



S11・ 2

坐_r_r_F当淫上_____琴m

S11カ マド

第30図  S11(1)。 S12

a′ 3667m

1 黄褐色 土 粘土ブロックを含む。天丼構築上。

2 暗褐色 土 褐色粘土ブロックを含む。

3暗 褐色 土

4「FtX4B色土 黄色土粒、カーボンを多く含む。

E

込
|

９

‐

-62-

性 コ _r司 型 早 生 ____lm



第二章 石動遺跡・Jヒ中原遺跡 〔98年度調査〕

�
l

08

∞
愕

鯵
И

握
＼ 韻 案

、

17

μ

２‐

第31図  S11(2)

-63-

Cm



西 側 を 壊 さ れ て お り、 調 査 範 囲 で は 北 壁 と 南 壁 を 確 認 し た 。 検 出 し た 範 囲 で

は 、 南 北 の 壁 間 は 約 3.7m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 、 約 50cmを 測 っ た 。

遺 構 の 特 徴  検 出 し た 範 囲 に カ マ ド 等 の 施 設 は な か っ た 。 出 土 遺 物  い ず れ

も 小 片 で あ っ た が 、 脚 高 高 台 不 (24)・ 甕 (26)、 灰 釉 陶 器 壼 (25)、 な ど が 出 土 し た 。

遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が 少 な く 明 確 で は な い が 、 10C後 半 頃 と し て お く 。

・ S15 〔

'窮

33E珂 〕

位 置 と 検 出 状 況  M10グ リ ッ ド、 6 6Trの 北 側 に 位 置 す る 。 SDlとこ西 側 を 壊

さ れ て お り、 調 査 範 囲 で は 西 壁 を 確 認 し た 。 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 約

30cmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  検 出 し た 範 囲 に は カ マ ド 等 の 施 設 は な か っ た 。

出 土 遺 物  土 師 器 皿 力 (27)。 灰 釉 陶 器 坑 (28)、 甕 (29)な ど が 出 土 し た 。 27は 墨

書 土 器 で あ り、 外 面 底 部 に 墨 筆 が 確 認 で き る が 破 片 の た め 判 読 で き な か っ

た 。 三 日 月 状 の 短 い 付 高 台 で 、 底 部 は 回 転 糸 切 痕 を 残 し て い る 。 遺 構 の 時 期

出 土 遺 物 の 時 期 か ら 、 10C後 半 頃 に 位 置 付 け て お き た い 。

。S16 〔

'密

33Eコ 〕

位 置 と 検 出 状 況  M-8・ 9グ リ ッ ド、 6-5Trに 位 置 す る 。 南 側 は 重 複 す る SD3に

壊 さ れ て い た 。 調 査 範 囲 に お い て は 東 壁 を 確 認 し た 。 遺 構 の 特 徴  検 出 し た

範 囲 で は 、カ マ ド 等 の 施 設 は な か っ た 。 出 土 遺 物  土 師 器 皿 (30)。 郷 (31・ 32)・

灰 釉 陶 器 坑 (33)な ど が 出 土 し た 。 土 師 器 郷 は い ず れ も 底 部 に は 回 転 糸 切 痕 が

残 り、 器 面 は や や 劣 化 し て い た 。 33の 灰 釉 陶 器 は 回 縁 部 で 小 さ く 外 反 す る

器 形 で 、 内 外 面 を 付 け 掛 け 施 釉 さ れ て い る 。 ま た 、 ト チ ン の 跡 や 別 個 体 の 口

縁 部 が 外 面 に 付 着 し て い る こ と か ら 、 重 ね 焼 さ れ た も の と 推 測 さ れ る 。 遺 構

の 時 期  出 土 遺 物 か ら 、 HC中 頃 と し て お き た い 。

・ S17 〔

'奮

34,コ 〕

位 置 と 検 出 状 況  M14グ リ ッ ド、 6 7Trの 南 端 に 位 置 す る 。 重 複 す る 遺 構 は

な く、 調 査 範 囲 で は 北 壁 を 確 認 し た 。 検 出 し た 範 囲 で は 確 認 面 か ら 床 面 ま で

の 深 さ は 約 15cmを 測 っ た が 、 土 層 観 察 か ら 地 表 面 か ら 約 10cmの 深 さ か ら 一

部 覆 土 が 確 認 さ れ 、 床 面 ま で は 約 35cmを 測 る 。 遺 構 の 特 徴  検 出 し た 範 囲

に は カ マ ド 施 設 は な か っ た 。 ト レ ン チ の 西 壁 に か か る 位 置 で ピ ッ ト 1基 を 確

認 し た が 、 性 格 に つ い て は 不 明 で あ る 。 出 土 遺 物  土 師 器 皿 (34)。 郷 (35～

37)・ 脚 高 高 台 付 郷 (38)。 甕 (39)な ど が 出 上 し た 。 土 師 器 郷 皿 は 底 部 に は 回 転

糸 切 痕 が み ら れ 、日 縁 部 が 玉 縁 化 し て い る 。 体 部 ヘ ラ 削 り 調 整 さ れ た も の と 、

ロ ク ロ ナ デ だ け し か 見 ら れ な い も の が 伴 出 し て い る 。 ま た 、 器 面 に 黒 変 し た

も の や 煤 け た も の が あ り、 灯 明 に 使 用 さ れ て い た こ と が 推 測 さ れ る 。 遺 構 の

時 期  出 土 遺 物 の 時 期 か ら、 10C中 ～ 末 頃 と し て お く。

・ SDl 〔

'密

35,コ 〕

位 置 と 検 出 状 況  N-6・ 7・ M-7・ 10。 11・ 12・ 13グ リ ッ ド、 6-3・ 4・ 6・ 7・ 1lTrで 確 認 し た 。

南 北 方 向 に 延 び 、重 複 す る S11・ 2・ 3・ 4・ 5を 壊 し て い た 。 な お 、調 査 範 囲 で は S11・ 2・

6と の 重 複 関 係 は 明 確 で は な い が 、 SD日ま上 層 に 位 置 す る た め 、 他 遺 構 へ の

影 響 は 少 な か っ た と 思 わ れ る 。 遺 構 の 特 徴  検 出 状 況 か ら、 旧 道 に 伴 う 側 溝

と 推 定 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 は な い が 、 検 出 し た 遺 構 の 中 で 最 も 新 し

い 時 期 に 位 置 付 け ら れ 、 近 世 。近 代 ま で 下 る 可 能 性 が あ る 。

。SD2〔 第 36・ 37図 〕

位 置 と 検 出 状 況  L-13・ 14・ 16・K-16グ リ ッ ド、 6-8・ 9Trで 確 認 し た 。 南 北 方 向 に

延 び る 溝 で 、 検 出 し た 範 囲 で は 南 北 約 3mを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  SDlの 西 側
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1
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坐_r_r_F当型上_____rm Cm
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24

暗褐 色土 黄色土粒を少量含む。

暗黄褐色土 黄色土ブロックを少量含む。

暗黄褐色土 黄色土粒を含む。
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黄色上ブロックを少量含む。

黄色土ブロックを多量に含む。
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第34図  S17
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に 位 置 し た が 、 軸 方 向 や 検 出 レ ベ ル が 異 な り、 旧 道 に 伴 う 溝 で は な い と 思 わ

れ 、性 格 は 不 明 で あ る 。 出 土 遺 物  6-9Tr確 認 部 か ら 、柱 状 高 台 邪 (41・ 42)、 釘 151)

な ど が 出 土 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が 少 な く 明 確 で は な い が 、 1lC代 と

し て お き た い 。

。 SD3 〔

'富

35・ 37:封 〕

位 置 と 検 出 状 況  M-9グ リ ッ ド、 6-5Trで 確 認 し た 。 重 複 す る S16を 壊 し て い

た 。 検 出 し た 範 囲 で は 南 北 約 3.5m、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 20cmを 測 っ た 。

遺 橋 の 特 徴  遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。 出 土 遺 物  土 師 器 甕 (43)、 陶 器 甕 (44)

な ど、 10C後 半 頃 の 遺 物 が 出 上 し て い る 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 は S16か ら

の 流 れ 込 み で あ る 可 能 性 が 考 え ら れ 、 重 複 関 係 か ら 段 階 的 な 位 置 付 け と し て

S16廃 絶 後 と し て お き た い 。

・ SD4 〔

'密

36鬱頚〕

位 置 と 検 出 状 況  J-20・K20グ リ ッ ド、 6-12Trで 確 認 し た 。 上 層 に 1号 石 列 が

位 置 す る 。 東 西 方 向 に 延 び る 溝 と 推 測 し、 検 出 し た 範 囲 で は 最 大 幅 約 5m、

確 認 面 か ら の 深 さ は 約 60cmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  性 格 に つ い て は 不 明 で

あ る が 、 断 面 観 察 か ら 南 側 か ら 自 然 埋 没 し た 状 況 が 窺 え る 。

・ 1号 石 列 〔第 36図 〕

位 置 と 検 出 状 況  」-20。 K20グ リ ッ ド、 6-12Trの 中 央 に 位 置 す る 。 SD4の 上 層

に 位 置 す る が 、重 複 は し て い な い 。 検 出 し た 範 囲 で は 、南 北 約 3.5mを 測 っ た 。

遺 構 の 特 徴  調 査 時 の 所 見 か ら 、 古 い 畑 境 の 石 垣 の 一 部 で あ り、 畑 の 拡 張 に

よ っ て 埋 没 し た と 推 察 し て い る 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 は な い が 、 近 世 。近

代 ま で 下 る 可 能 性 が あ る 。

表 11 石動遺跡支線 6号地区 トレンチー覧 表 12 石動遺跡支線 6号地区 遺構一覧
位 置 難

lT「 遺構なし

2Tr 遺様な し

3Tr

4Tr S11・ 2、 SDl

5Tr S16、 SD3
6Tr S14・ 5、 SDl

7TI S13・ 7、 SDl

8Tr SD2

〕Tr SD2

10Tr 遺棧なし

1lTr

12Tr SD4、 1号石列

13Tr 更化面

選構名 位 置 時 期

lTr 10C後 半頃

】Tr loC後半頃

S15 )Tr 10C後半頃

S17 7Tr loC中～末頃

S13 10C末頃

SD2 〕。9Tr 1lC代

1lC中頃

lTr

,Tr 双6廃絶後

12Tr りヽ]

種化面 13Tr 下刷日

3・ 4・ 6・ 7・ 1lTr

I号石列 12Tr
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表 13 石動遺跡支線 6号地区 遺物観察表

図 遺 構 種 別 器 種

口径 lcall

器高 lcml

嬉認酸他mJ
焼成 胎 土 整 形 技 法 色 調 備 考

土師器 皿

116
26
65

良 密、赤・自・金

(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ

(底)回転糸切痕

黄橙色

ヨ縁の一部を打ち掻き

再面がやや煤けている

2 土師器 皿

122
25
49

良 密、赤・黒・金

外

内

底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痛

登色

剖旺あり

勺面がやや煤けている

3 土師器 皿

(H6)
(21)

(60)

良 密、赤・ 自

外

内

虐

ロクロナデ
ロクロナデ 豊色 黒班あり

4 土師器 杯

(142,

(38)

50
良 毒、赤・ 自

く外)ロ クロナデ、ヘラ削り

(内)ロ クロナデ

(底)回転糸切痕、ヘラ削り

児赤褐色 跡 にやや黒変・煤けている

5 土師器 然

(135)

(39) 良 密、赤・ 自

く外,コ クロナデ

(内)ロ クロナデ

(底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

明赤褐色 付面がやや原けている

6 土師器 芥

130
36
52

良 密、赤・ 自

(外)ロ クロナデ

(内)ロ クロナデ

(底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

赤橙色

黒班あり

句面及び外面の一部が黒変

ヨ縁の一部を打ち掻き、灯明か

7 土師器 然

(130)

(35)

(56)

良 密、白

外

内

底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切瘤

橙色
内面の一部及び

米面口縁部がやや黒変

8 土師器 皿

119
26
60

良 密、赤・白

(外)ロ クロナデ

(内)ロ クロナデ

(底)回転糸切痕

明赤褐色

口縁の一部を打ち掻き

内面がやや煤けている

灯明m

9 Ы l 土師器 必

130
35
60

良 彗、赤・自

く外)ロ クロナデ

(内)ロ クロナデ

(底)回転糸切痕

橙色 内面がやや煤けている

S11 土師器 第

125
36
62

良 雪、赤・白

外

内

底

ク ロ ナ

ロクロナデ

回転糸切痕

橙色 回縁の一部を打ち掻きか

土師器 必

125
41 良 雪、赤・白

(外)ロ クロナデ

(内)ロ クロナデ

(底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

橙色 全体に歪みあり

土師器 応

144

44
67

良 やや粗、赤・自

”

耐

耐

ロクロナデ
ロクロナデ
ロ韓糸切蒲

橙色
璧面及び外面体部の一部、

覧び内面口縁部が黒変

13 土師器 芥 良 密、赤・ 白

(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ

(底)回転糸切痕 ,ス ノコ状圧痕

橙色 代面が黒変、煤けている

14 土師器 郷

(58)

良 雪、赤・ 自

(外)ロ クロナデ

(内)ロ クロナデ 登色 卜面一部黒変

土師器 郷 良 晉、赤・ 自

t外)ロ クロナデ

〔内)ロ クロナデ

:底)回転糸切痕 (2回 )

滝黄色

再・外面がやや黒変

更部 2度切り

土師器 然

(67)

良 彗、自・黒・金

(外,ロ クロナデ

〔内)ロ クロナデ、線刻

(底)回転糸切痕

奮色 句面見込み部に線刻あり

17 土師器 鉢

(230)

(73)

(114Ⅲ

良 彗、赤 。自

:外)ロ クロナデ

〔内)ロ クロナデ

〔底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

登色 外面黒変 (廃棄後か)

内面やや燥けている

土師器
脚高

高台郷

(1661

やや粗 やや密、赤・白

外

内

底

ロクロナデ
ロクロナデ
ロクロナデ

登色

内面見込み部から体部下半が黒変

被熱により、全体的に劣化してい

る

土師器 甕 良 やや密、赤 ,自・金
〔外)タテハケ

:内 )ヨ コハケ、指頭痕
竜黄色 部分的に煤けている

土師器 甕 良 やや密、自・金・ 黒
外)ロ クロナデ、タテハケ

内)ロ クロナデ
i色 末広日縁

土師器 羽釜 長 やや粗、自・金
(外)ハケメ、指頭痕

(底)ハケメ、指頭痕
豊色

灰釉陶器 境 良 致密、金・黒

(外,ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ、施釉

(底)ロ クロナデ、付高台

炎ままヨ
内面見込み部は無釉

やや擦痕あり

土師器 甕 農 l■、赤・白・黒・金

(外)ハケメ、指頭痕

(内)劣化剥離

(底)ハケメ

明赤褐色 表面は劣化で剥離している

底部調整か

土師器
脚高

高台野
農 密、赤・自・金・ 黒

俳

ｍ

伝

ロクロナデ、
ロクロナデ
ロクロナス

ヘ ラ

付高台

鈍黄橙色 勺面が煤けている

灰釉陶器 一霊

(62)

農 密、赤・ 白・黒

”

⑪

回

ロクロナデ

ロクロナデ

回転糸切痕、付高台

灰黄色

土師器 甕

(27

良
やや粗、赤・白・黒・

金

(外)タテハケ、指頭痕

(内 )ヨ コハケ<指頭痕
赤色 蒋・外面に黒斑あり

土師器 皿 か 長 密、赤 。自・金・黒

(外)ヘラ削 り

(内)ロ クロナデ

(底)回転糸切痕、墨書『□引

登色

S15 灰釉陶器 婉

63
長 lgl密、自・黒

(外,ロ クロナデ、施釉

(内)ロ クロナデ、施釉

(底)回転糸切痕、付高台

曳黄色

勺面見込み部無釉・磨滅

本部打ち掻き
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図 番号 遺 構 種 別 器 種

日径 lcml

器高 にml 賊 陥 土 整 形 技 法 色 調 情 考

S15 土師器 甕

(1

粗 やや粗、白・金
(外)タ テハケ

(内 )ヨ コハケ
赤褐色 部分的にやや黒変

土師器 血

(52)

良
やや粗、赤 。自・黒・

金

く外,ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ

(底)回転糸切痕

彗色 勺面がやや煤けている

S16 土師器 必

(126)

142)

(50〕

良 密、赤・自・黒

外

内

康

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痛

登色

土師器 郷

(50)

やや粗 やや粗、赤・白
(外)ロ クロナデ

(内)ロ クロナデ 登色 釣体的に劣化している

灰釉陶器 塊 良 徴密、赤・白・黒
(外)ロ クロナデk施釉

(内)ロ クロナ六 施釉
淡黄色 ■面に別個体の日縁破片が付着

三ね焼きで傾き、接触したものか

土師器 皿

(122)

(22)

(54)

良 密、赤・白・黒

(外)ロ クロナデ

(内)ロ クロナデ、見込み部粘土補充か

(底)回転糸切痕

橙色

黒班あり 全体的にやや爆けてい

る

見込み部中央に粘土貼 り付け痕あ

り

土師器 r4N

(136)

(381

64
良 密、赤・白・黒

(外)ロ クロナデ、ヘラ削り

(内)ロ クロナデ

(虞)回転糸切痛、ヘラ削り

橙色 ヨ縁部に灯明痕

土師器 イ

124

38
50

良 やや粗、赤・自・黒
(外)ロ クロナデ、ヘラ削り

(内)ロ クロナデ

(底)回転糸切痕、ヘラ肖Jり

篭色

卜さい瓢 あり

勺面口縁部の一部が黒変

土師器 不

131

38
51

良 至、赤 。自・ 黒

外

内

底

ロクロナデ

ロクロナデ

回転糸切痕

月赤褐色

土師器 隔
繭

良 やや密、赤・ 白・黒

外

内

底

ロクロナデ
ロクロナデ
ロクロナデ

橙色

土師器 蜜

12901

良 粗、自・金
(外)タテハケ

(内 )ヨ コアヽケ
褐色 全体的に黒変している

土師器 甕

(110)

良 やや密、赤 。自・金

(外)タテハケ

(内 )ヨ コハケ

(底)木棄痕

悟褐色 全体的に黒変している

SI12 土師器
脚高

高台皿
良 やや粗、赤・自・金

外

底

ロクロナデ

回転糸切痕
橙色 菖部摩耗

土師器
脚高

高台皿
良 やや粗、赤・ 白・金

め
Ｄ

ロクロナデ

回転糸切痕
橙色 蔓部摩滅

37 土師器 雲 良 やや粗、白・金

(外)ハケメ

(内 )ハケメ、ナデ 褐色

陶器 甕 良 密、白
(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ、当て具痕
天色 米面及び内面 (頸部まで)施釉か

6-6Tr 土師器 IIN

(129)

(35) 良 密、赤・ 白・金・黒

外

内

底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痛

橙色

6-6Tr 土師器 郷 農 緻密、赤・自・黒 ,金
(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ 髄

6-6Tr 土師器 イ 良 密、赤 ,自・黒

(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ、線刻『大』 ?ま たは『本』 ?

か

陰色 有面線刻あり

6-6Tr 土師器 羽釜

(200)

粗 粗、赤・ 自・黒・金
(外)タテハケ

(内 )ヨ コハケ
弛本偶色

内面劣化・剥離

ホ面は羽部以下が黒変

6-1lTr 土師器 郷 良 やや粗、赤 。自・黒

”

耐

耐

ロクロナデ
Hクロナデ
回FK糸切痣

地黄橙色 全体的に表面が劣化

6-12Tr 土師器 IIN 良 密、赤・ 自・金・黒

(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ

(底)回転糸切痕、スノコ状圧痙

橙色

表 14 石動遣跡支線 6号処区 金属製品 観察表

図 番号 遺 構 種類
重量

(宜 )

最大長

(cm)

最大幅

(cm)

麒 厚

(cm)
材  質 備 考

SD2 釘 1221

6 - 1 2Tr 責金具

表 15 石動遺跡支線 6号地区 瓦 観察表

図 番号 遺 構 種類 鑢
ω

最大長

(cm)
最大幅

(cm)

最大厚

(cm)
焼成 胎 土 製 作 技 法 色 調 備 考

6-1 3Tr 丸瓦 700 127 良 やや密、金・白
(凸面)縄叩き目、ナデ

(凹面)布目痕、ヘラ削り
安黄色
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Ⅳ .支 線 9号 地 区

建 設 範 囲 の 既 存 道 路 (北 東 方 向 約 230m間 )の 拡 幅 部 分 に 、 14箇 所 の ト レ

ン チ を 設 定 し、約 290� を 調 査 し た 。 調 査 の 結 果 、住 居 跡 7軒 、土 坑 6基 、ピ ッ

ト 4基 、 集 石 3基 、 溝 3条 、 鋳 造 関 連 遺 構 を 検 出 し た 他 、 旧 河 道 を 確 認 し た 。

前 述 の と お り、 支 線 9号 は 石 動 遺 跡 ・ 北 中 原 遺 跡 の 境 界 に あ た る た め 、 道

路 を 境 に 北 側 は 石 動 遺 跡 支 線 9号 地 区 、 南 側 に 設 定 し た ト レ ン チ 分 は 、 北 中

原 遺 跡 (第 3次 )と な る 。

本 書 で は 北 中 原 遺 跡 (第 3次 )地 区 か ら 検 出 し た 遺 構 は 、 同 調 査 名 を 付 し

て い る 。 ま た 、 下 記 に 遺 構 一 覧 表 (表 17)・ ト レ ン チ ー 覧 表 (表 16)を 示 し た

の で あ わ せ て ご 参 照 の う え 。 ご 留 意 い た だ き た い 。

1.調 査 ト レ ン チ

～ 石 動 遺 跡 支 線 9号 地 区 ～

9‐lTr GG 12・ HH-12グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 既 存 道 路 に 沿 つ て 、 幅 約 2mの 弧 状 の

ト レ ン チ を 設 定 し た 。 約 40だ の 範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 60 clnま で 掘

削 し た 。 遺 構 確 認 面 は 地 表 面 か ら 約 20cmの 深 さ で あ り、 住 居 跡 1軒 611)、 土

坑 1基 (SKl)、 溝 2条 6Dl・ 2)、 旧 河 道 を 確 認 し た 。

9‐3Tr准 15。W15グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 既 存 道 路 に 沿 っ て 約 5m、 幅 lmの 範 囲

を 調 査 し 、 地 表 面 か ら 最 深 45cm掘 削 し た 。 地 山 に は 礫 が 混 在 し て お り、 遺

構 は 確 認 で き な か っ た 。 土 師 器 野 ・ 甕 が 僅 か に 出 土 し た が 、 小 片 の た め 、 図

化 し な か っ た 。

9‐4Tr子 16グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 既 存 道 路 に 沿 っ て 約 5,3m、 幅 ■3mの 範 囲

を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 85cmま で 掘 削 し た 。 遺 構 確 認 面 は 地 表 面 か ら 約

20cmの 深 さ で あ り、 住 居 跡 1軒 s13)、 土 坑 1基 6Klを 検 出 し た 。 他 、 遺 構 外

遺 物 と し て 土 師 器 邪 (76)な ど が 出 土 し た 。

9‐5Tr R 17・ S-17グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 既 存 道 路 に 沿 っ て 約 65m、 幅 ■3mの 範

囲 を 調 査 し、地 表 面 か ら 最 深 22cmま で 掘 削 し た 。 部 分 的 に 硬 化 面 が 確 認 で き 、

道 路 状 遺 構 と 推 定 し た 。

9‐6Tr Q-17・ 降17グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 既 存 道 路 に 沿 っ て 約 4m、 幅 ■5mの 範 囲

を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 34cmま で 掘 削 し た 。 ト レ ン チ 西 半 分 は 礫 層 で 、

遺 構 は な か っ た が 、 焙 烙 蝸 (77)、 砥 石 (100)が 出 上 し た 。

9-7Tr Q-18グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 既 存 道 路 に 沿 っ て 約 4m、 幅 ■5mの 範 囲 を 調

査 し、 地 表 面 か ら 最 深 38cmを 測 っ た 。 遺 構 は な く、 地 山 に 多 量 の 礫 が 混 在

し て い た 。

9-8Tr N-19・ 0-19グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 既 存 道 路 に 沿 つ て 約 43m、 幅 1,4mの 範

囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 65cm掘 削 し た 。 遺 構 は な く、 全 面 的 に 礫 が 多

く 混 在 し て い た 。

9‐9Tr M-19グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 既 存 道 路 に 沿 っ て 約 4.3m、 幅 生3mの 範 囲 を

調 査 し、 地 表 面 か ら 約 50cmま で を 掘 削 し た 。 遺 構 は 確 認 で き な か っ た 。 内

耳 蝸 と 思 わ れ る 土 器 片 (78)、 釘 (89)が 出 土 し た 。

～ 北 中 原 遺 跡 (第 3次 )～
9‐2Tr  Z-13・ 14・ AA-13・ BB-12・ 13・ CC-12・ DD-11・ 12・ EE-11・ 1■■10。 11・ GG-11 グ リ ッ ド とこ 位 置 す

る 。 既 存 道 路 に 沿 っ て 約 90m、 幅 約 ■3～ 2mの ト レ ン チ を 設 定 し た 。 調 査 面

積 は 約 130∬ 、 地 表 面 か ら 最 深 70cmま で 掘 削 し た 。 遺 構 確 認 面 は 地 表 面 か ら
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第39図 遺構位置図 (2)
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約 45cmの 深 さ で 、 住 居 跡 1軒 S12)、 土 坑 2基 (SK2・ 3)、 集 石 遺 構 1基 (1号 集 石 )

を 確 認 し た。 S12出 土 の 炉 壁 片 や 、遺 構 外 遺 物 に 銅 が 付 着 し た 須 恵 器 小 皿 (73)。

土 師 器 郷 (74)な ど が あ る こ と か ら、 鋳 造 に 関 連 す る 遺 構 の 存 在 が 推 測 さ れ

る。 他 、 遺 構 外 遺 物 と し て 土 師 器 甕 の 胴 部 片 を 使 用 し た 土 製 円 盤 (75)な ど が

出 土 し た。

9‐1 0Tr LoM-19グ リ ッ ドに 位 置 す る。 既 存 道 路 に 沿 っ て 約 9m、 幅 lmの ト レ ン

チ 設 定 を 行 い 、 地 表 面 か ら 最 深 106cmま で 掘 削 し た 。 な お 、 検 出 し た 遺 構 に

つ い て は 一 部 拡 張 を 行 っ て 調 査 し た 。 遺 構 確 認 面 は 地 表 面 か ら 約 40cmの 深

さ で あ り、 住 居 跡 2軒 614・ 5)を 検 出 し た 。 他 、 天 聖 元 賢 (96)、 鉄 淳 (86)が 出 土

し た 。

9‐1lTr N・ 019グ リ ッ ド に 位 置 す る。 既 存 道 路 に 沿 っ て 約 12m、 幅 i4mの 範 囲

を 調 査 し、地 表 面 か ら 最 深 120ch掘 削 し た 。遺 構 確 認 面 は 地 表 面 か ら 約 40cmで 、

溝 1条 (SD3)を 検 出 し た 。 他 、 遺 構 外 遺 物 と し て 香 炉 片 (80)な ど が 出 土 し た 。

9‐12Tr P-18・ 19・ Q-18グ リ ッ ド に 位 置 す る。 既 存 道 路 に 沿 っ て 約 12m、 幅 2mの
範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 120cm掘 削 し た 。 遺 構 確 認 面 は 、 地 表 面 か ら

約 80cmの 深 さ で 、 住 居 跡 2軒 616・ 7)、 土 坑 1基 (SK6)を 検 出 し た 。 他 、 遺 構 外

遺 物 と し て 須 恵 器 蓋 (81)、 緑 釉 陶 器 椀 (82)、 焙 烙 蝸 (83)な ど が 出 土 し た。

9‐13Tr S。 子17グ リ ッ ド に 位 置 す る。 既 存 道 路 に 沿 っ て 約 12m、 幅 ■4mの ト レ

ン チ を 設 定 し、 部 分 的 に 拡 張 を 行 っ た 。 掘 削 深 度 は 地 表 面 か ら 最 深 150cmを

測 っ た 。 地 表 面 か ら 約 40cmの 深 さ で 石 列 (1号 石 列 )を 確 認 し、 約 lmの 深 さ

で 鋳 造 関 連 遺 構 を 確 認 し た。 他 、 遺 構 外 遺 物 と し て 土 師 器 邪 (61～ 63・ 67・ 68)、

高 台 付 郷 (64)、 柱 状 高 台 郷 (65)、 須 恵 器 壷 (66)・ 甕 (69)、 釘 (901、 永 楽 通 費 (97)、

鉄 滓 (93)、 鋼 製 品 (94)、 丸 瓦 (98)な ど が 出 土 し た 。

9‐14Tr子 16グ リ ッ ド に 位 置 す る。 既 存 道 路 に 沿 っ て 約 21m、 幅 lmの 範 囲 を

調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 165cmま で 掘 削 し た 。 遺 構 確 認 面 は 地 表 面 か ら 約

60cmの 深 さ で 、 石 列 1箇 所 を 検 出 し た。 溝 1条 6D4)を 検 出 し た 。 他 、 遺 構

外 遺 物 と し て 、 土 師 器 好 (84)、 釘 (87)が 出 上 し た 。

表 16 石動遺跡支線9号地区 トレンチー覧

位 置 遺構名 追跡名

lTr S11、  SKl、  SDl。 2、 1日 河道 石 動

2Tr S12、  SK2・ SK3、  1号集石 北中原

3Tr 遺構なし 石 動

4Tr S13、  SK4 石 動

5Tr 道路状遺橋 石 動

6Tr 遺構なし 石 動

7Tr 遺 構 な し 石 動

8Tr 遺構なし 石 動

9Tr 遺構なし 石 動

1 0Tr S14・ 5、 Pitl々ヤ4 北中原

1lTr SD3 北中原

12Tr S16・ 7、  SK5 北中原

13Tr 鋳造関連遺構、3号集石 北中原

14Tr 2号集石 北中原

泰 I 9 遺構一覧

遺構名

lTr 9C後半～ 10C代 石 動

S12 2Tr 不明 北中原

4Tr 10C後半 転

OTr 10C前半頃 北中原

OTr S14廃絶以降 北中原

2Tr 1lC中 | Jヒ 中原

S17 2Tr S16廃絶以降 北中原

SKl lTr 不明 石 動

SK2 2Tr 不 明 T 動

SK3 2Tr 不明 石 動

SK4 4Tr 不明 石 動

SK5 10Tr 不 明 封ヒ中原

SK6 12Tr 不明 石 動

鋳造関連遺構 13Tr 中世段階 北中原

SDl lTr 石

SD2 lTr 10C中 頃 石 動

SD3 1lTr 不明 北中原

1号集 石 2Tr 不 明 Jヒ 中原

2号集 石 14Tr 不明 ゴヒ中原
3号集石 13Tr 近世 。近代頃 北中原

Pitl-4 10Tr 不 明 】ヒ中原

lTr 不明 石動

道路状遺構 5Tr 不 明 石動
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2.発 見 し た 遺 構 。遺 物

・ S11〔 第 40図 〕

位 置 と 検 出 状 況  GG・HH-12グ リ ッ ド、 9 1Trに 位 置 す る 。 重 複 す る SKlに 北

西 隅 、 SD2に 南 壁 の 一 部 を 壊 さ れ て い た 。 調 査 範 囲 に お い て は 南 壁 と 西 壁 を

確 認 し た 。 規 模 は 不 明 で あ る が 、 西 壁 の 長 さ は 約 3.5m、 確 認 面 か ら 床 面 ま

で の 深 さ は 約 25cmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  検 出 し た 範 囲 で は カ マ ド 等 の 施

設 は な く、 周 溝 状 の 落 ち 込 み 確 認 で き た 。 出 土 遺 物  甕 (1・ 2)が 出 土 し た 。 1

の 甕 は ハ ケ メ が な く、 成 形 後 内 外 面 に 横 ナ デ 調 整 が 施 さ れ て い る 。 県 北 西 部

で 出 土 す る ロ ク ロ 甕 と は 異 な り、 成 形 後 に 回 転 台 に 乗 せ 、 回 転 横 ナ デ を 施 し

た も の と 考 え ら れ る 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 か ら 、 9C後 半 ～ 10C代 と し て お

く。

。S12〔 第 40・ 41図 〕  北 中 原 遺 跡 (第 3玖 )

位 置 と 検 出 状 況  FF・ GG llグ リ ッ ド、 9-2Tr東 端 に 位 置 す る 。 調 査 範 囲 で は

重 複 は な く、 北 壁 か ら 東 壁 ま で を 確 認 し た 。 検 出 し た 範 囲 で は 西 壁 ■7m、 確

認 面 か ら の 深 さ 約 30cmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  調 査 時 の 所 見 か ら 住 居 と し

た が 、 検 出 し た 範 囲 で は カ マ ド施 設 等 は な く、 明 確 な 貼 り 床 等 も 確 認 で き な

か っ た 。 覆 土 中 か ら 炉 壁 片 が 出 土 し て お り、 遺 構 の 性 格 と し て は 鋳 造 に 関 連

す る 捨 て 場 遺 構 、 ま た は 少 量 で は あ る が 板 状 の 金 属 片 の 出 土 や 焼 土 炭 化 物 が

散 在 し て い る 状 況 か ら 、 鋳 込 み 場 の 一 画 に あ た る 可 能 性 も 考 え ら れ る 。 出 土

遺 物  9C中 頃 の 土 師 器 皿 (8)と 、 炉 壁 (3～ 7)、 用 途 不 明 鉄 製 品 (91・ 92)、 古 銭

(95)が 出 土 し た 。 3～ 5。 7の 内 表 面 は 指 ナ デ や 指 頭 痕 等 が 確 認 で き た 。 還 元 に

よ り 胎 土 が 灰 色 化 し、 表 面 に 細 か い 発 泡 が み ら れ た 。 6は 炉 底 に 近 い 部 分 で

あ り、 内 面 は 発 泡 と 溶 融 物 の 付 着 が み ら れ た 。 95の 古 銭 は 元 祐 通 費 で あ る 。

初 鋳 年 は 1086年 と さ れ て お り、 出 土 品 は 象 書 の 小 平 銭 で あ っ た 。 な お 、 ト

レ ン チ 出 上 で あ る が 、 73・ 74の 土 師 器 に は 溶 解 し た 銅 の 付 着 が あ り、 ト リ ベ

な ど の 用 途 で 鋳 造 に 関 連 し た 遺 物 と 考 え ら れ る 。 遺 構 の 時 期  年 代 を 示 す 出

土 遺 物 は 少 な く、 遺 構 の 年 代 は 時 期 不 明 で あ る 。

・ S13 〔

'密

42,コ 〕

位 置 と 検 出 状 況  子16グ リ ッ ド、 9 4Trに 位 置 す る 。 重 複 す る SK4に 東 壁 の

一 部 を 壊 さ れ て い た 。 調 査 範 囲 に お い て は 東 壁 ・ 西 壁 ・ 南 壁 を 確 認 し、 南 北

の 壁 間 は 約 3.5m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 、 約 35cmを 測 っ た 。 遺 構 の

特 徴  検 出 し た 範 囲 に カ マ ド 施 設 等 は な か っ た 。 遺 構 西 端 で 深 さ は 20cmの

ピ ッ ト を 検 出 し た が 、 性 格 は 明 確 で は な い 。 出 土 遺 物  土 師 器 皿 (9)・ 邪 (10。

11)・ 脚 高 高 台 邪 (12・ 13)・ 小 型 甕 (14)が 出 土 し た 。 全 体 的 に 灯 明 痕 や 煤 け た

遺 物 が 多 く み ら れ た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 か ら 、 10C後 半 頃 と し て お く。

・ S14〔 第 42・ 43図 〕 北 中 原 遺 跡 (第 3次 )

位 置 と 検 出 状 況  L・M-19グ リ ッ ド、 9 10Trの 西 側 に 位 置 す る 。 重 複 す る S15

が カ マ ド上 部 を 壊 し た と 推 定 す る 。 調 査 範 囲 で は 東 壁 。西 壁・ 南 壁 を 確 認 し 、

東 西 の 壁 間 は 約 3m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 約 30cmを 測 っ た 。 遺 構 の

特 徴  カ マ ド 施 設 は 南 東 隅 に 位 置 す る 。 重 複 す る S15の 影 響 は ほ と ん ど み ら

れ な か っ た 。 土 ・ 炭 化 物 と 多 数 の 礫 が 堆 積 し て お り、 袖 ・ 東 壁 に か か る 煙 道

部 を 確 認 し た 。 出 土 遺 物  遺 物 は 少 な く、 土 師 器 邪 (18)、 須 恵 器 甕 (19)な ど

が 出 上 し た 。 18に は 灯 明 痕 が あ り、 19は 両 面 が 磨 耗 し て い た 。 遺 構 の 時 期

出 土 遺 物 の 時 期 か ら 、 10C前 半 頃 と し て お く。
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。S15〔 第 43図 〕 北 中 原 遺 跡 (第 3玖 )

位 置 と 検 出 状 況  M-19グ リ ッ ド、 9-10Trに 位 置 す る 。 明 確 な 壁 面 は 確 認 で

き ず 、 ト レ ン チ 壁 面 で S14の 上 層 に 位 置 す る こ と を 確 認 し た 。 規 模 は 不 明 で

あ る が 、 確 認 範 囲 で は 南 辺 約 2m、 西 辺 約 0,7mを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  検 出

し た 範 囲 で は 、 カ マ ド 施 設 等 は な か っ た 。 遺 構 の 時 期  重 複 関 係 か ら、 S14

廃 絶 以 降 と し て お く。

・ S16〔 第 44図 〕 北 中 原 遺 跡 (第 3玖 )

位 置 と 検 出 状 況  P・ Q18グ リ ッ ド、 9-12Trに 位 置 す る 。 調 査 範 囲 で は 西 壁 と

東 壁 を 確 認 し、 調 査 範 囲 に お け る 東 西 の 壁 間 は 約 5.5m、 確 認 面 か ら 床 面 ま

で の 深 さ は 約 18cmを 測 っ た 。 重 複 す る S17に 上 部 を 壊 さ れ て い た 。 遺 構 の 特

徴  検 出 し た 範 囲 で は カ マ ド 施 設 等 は な か っ た 。 出 土 遺 物  灰 釉 陶 器 (20・ 21)

が 出 上 し た 。 20は 口 縁 部 が 僅 か に 外 反 し て お り、 内 外 面 は 付 け 掛 け 施 釉 し

て い る 。 21は 付 高 台 で 、 底 部 に は 糸 切 痕 が み ら れ た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺

物 の 時 期 か ら 、 1lC中 頃 に 位 置 付 け て お き た い 。

・ S17〔 第 44図 〕 北 中 原 遺 跡 (第 3次 )

位 置 と 検 出 状 況  Q-18グ リ ッ ド 、 9-12Trに 位 置 す る 。 重 複 す る S16の 上 部 を 壊

し て い た 。 ト レ ン チ 壁 面 で 確 認 し し た 遺 構 で あ り 、 調 査 範 囲 で は 東 西 約 4.7m

を 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  検 出 し た 範 囲 で は カ マ ド 施 設 等 は な か っ た 。 遺 構

の 時 期  出 土 遺 物 が な く 、 明 確 な 時 期 は 不 明 で あ る 。 S16と の 重 複 関 係 か ら 、

S16廃 絶 以 降 と し て お く 。

・ 道 路 状 遺 構 〔第 45図 〕

位 置 と 検 出 状 況  R・S17グ リ ッ ド、 9-5Trに 位 置 す る 。 調 査 範 囲 に お い て 、

黄 色 土 ブ ロ ッ ク を 含 む 硬 化 面 が 部 分 的 に 確 認 で き た 。 規 模 は 明 確 で な い 。

遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 は な く、 不 明 で あ る 。

・ SKl〔 第 45図 〕

位 置 と 検 出 状 況  GG-12グ リ ッ ド、 9 1Trに 位 置 す る 。 重 複 す る S11を 壊 し て

い た 。 径 約 48cm円 形 で 、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 25cmを 測 っ た 。 遺 構 の 時 期

出 土 遺 物 は な く、 時 期 は 不 明 で あ る 。

・ SK2〔 第 45図 〕

位 置 と 検 出 状 況  FF-10グ リ ッ ド、 9 2Trに 位 置 す る 。 重 複 す る 遺 構 は な く、

径 約 60cm円 形 を 呈 し、 確 認 面 か ら の 深 さ は 17cmを 測 っ た 。 遺 構 の 時 期  出

土 遺 物 は な く、 時 期 は 不 明 で あ る 。

・ SK3〔 第 45図 〕

位 置 と 検 出 状 況  FF-11グ リ ッ ド、9-2Trに 位 置 す る 。 楕 円 形 を 呈 す と 推 定 し、

検 出 し た 範 囲 で は 長 径 約 90cmを 測 っ た 。 遺 結 の 時 期  出 土 遺 物 は な く、 時

期 は 不 明 で あ る 。

・ SK4〔 第 42図 〕

位 置 と 検 出 状 況  半16グ リ ッ ド、 9-4Trに 位 置 す る 。 重 複 す る S13を 壊 し て

い た 。 北 側 は ト レ ン チ 外 と な る た め 規 模 は 明 確 で は な い が 、 検 出 し た 範 囲 で

は 径 約 75cm、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 65cmを 測 っ た 。 出 土 遺 物  土 師 器 野 (15・

16)。 甕 (17)が 出 土 し た 。 出 土 遺 物 の 時 期 は 10C後 半 頃 で あ り、 S13か ら の 混 入

と 考 え ら れ る 。 遺 構 の 時 期  1lC代 と し て お く。 段 階 的 に 、 S13廃 絶 後 と し て

お く。
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第二章 石動遺跡・北中原遺跡 〔98年度調査〕

・ SK5〔 第 45図 〕 北 中 原 遺 跡 (第 3次 )

位 置 と 検 出 状 況  Q18グ リ ッ ド 、 9 12Trに 位 置 す る 。 調 査 範 囲 で は 重 複 は な

く 、 精 円 形 を 呈 す と 推 定 し た 。 検 出 し た 範 囲 で は 短 径 約 34cm、 確 認 面 か ら の

深 さ は 約 28cmを 測 っ た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 は な く 、 時 期 は 不 明 で あ る 。

・ P■ 1～ 4〔 第 45図 〕 北 中 原 遺 跡 (第 3次 )

位 置 と 検 出 状 況  M19グ リ ッ ド 、 9-10Trに 位 置 す る 。 い ず れ も 調 査 範 囲 で は

重 複 は な か っ た 。 Pitlは 径 25cmの 円 形 を 呈 す 。 Pit2は 径 34cmの 不 整 形 を 呈 す 。

Pit3は 検 出 し た 範 囲 で 径 28cmを 測 る 円 形 と 推 定 す る 。 Pit4は 径 41cmを 測 り 、 ほ

ぼ 円 形 を 呈 す 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 は な く 、 不 明 で あ る 。

・ 1号 集 石 〔第 46図 〕 】ヒ中 原 遺 跡 (第 3次 )

位 置 と 検 出 状 況  Z14グ リ ッ ド、9-2Tr西 側 に 位 置 す る 。 調 査 範 囲 に お い て 、

東 西 約 5mの 範 囲 で 礫 の 堆 積 を 確 認 し た 。 規 模 ・ 性 格 に つ い て は 明 確 で は な

い 。 出 土 遺 物  土 師 器 甕 (22)が 出 土 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 は 流 れ 込 み

と 考 え ら れ る た め 、 時 期 は 明 確 で は な い 。

・ 2号 集 石 〔第 46図 〕 】ヒ中 原 遺 跡 (第 3次 )

位 置 と 検 出 状 況  子16グ リ ッ ド、 9 14Trに 位 置 す る 。 列 状 に な ら ん だ 礫 を

確 認 し 、 規 模 は 明 確 で は な い が 、 西 壁 は 約 3.5m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ

は 約 25cmを 測 っ た 。 遺 構 の 時 期  時 期 は 明 確 で は な い 。

・ 3号 集 石 〔第 46図 〕 】ヒ中 原 遺 跡 (第 3次 )

位 置 と 検 出 状 況  S・子17グ リ ッ ド、 9-13Trに 位 置 す る 。 鋳 造 関 連 遺 構 の 上 部

に 位 置 し た 遺 構 で 、 確 認 範 囲 で 105mを 測 っ た 。 規 模 は 明 確 で は な い が 、 旧

畑 地 の 石 垣 と 考 え ら れ る 。 遺 構 の 時 期  集 石 に 伴 う 出 土 遺 物 は な か っ た が 、

時 期 と し て は 近 世 。近 代 頃 ま で 下 る も の と し て お く。

・ 鋳 造 関 連 遺 構 〔第 47・ 48・ 49・ 50・ 51・ 52・ 53・ 54図 〕 北 中 原 追 跡 (第 3次 )

位 置 と 検 出 状 況  牛17グ リ ッ ド、9-13Trに 位 置 す る 。 規 模 は 明 確 で は な い が 、

調 査 範 囲 に お い て は 東 西 約 5mの 範 囲 に 大 量 の 鋳 型 が 廃 棄 さ れ て い た 。 遺 構

の 特 徴  鋳 型 等 の 捨 て 場 遺 構 の 一 部 と 考 え ら れ る 。 遺 物 包 含 層 下 に は 、 テ

ラ ス 状 の 高 ま り と 5基 の Pitが あ り、 最 下 面 に は 2条 の 溝 を 確 認 し た 。 な お 、

調 査 範 囲 狭 小 で あ っ た 上 、 廃 棄 さ れ た 鋳 型 が 集 積 さ れ た 場 所 と 推 察 さ れ 、 遺

構 範 囲 は 明 確 に と ら え る こ と は で き な か っ た 。 出 土 遺 物  土 師 器 小 皿 (23)、

土 師 器 不 (24～ 26)、 鋳 型 (27～ 43・ 46・ 56?)、 ジ ョ ウ ?(43・ 45)、  ト リ ベ (47)、

三 又 状 土 製 品 (48)、 炉 壁 (49～ 54)、 斬 羽 口 (58・ 59)等 が 出 土 し た 。 鋳 型 は

調 査 当 時 半 分 以 上 の 形 を 残 し て い た も の が 18点 あ り、 内 2点 は ほ ぼ 完 形 に

近 い 状 態 で あ っ た 。 27の 鉄 鍋 や 28の 唐 草 文 が 施 さ れ た 鋳 型 は 外 型 の み で 、

内 子 は 確 認 で き な か っ た 。 遺 構 の 時 期  9-13Trの 遺 構 外 遺 物 と し て は 、 10C後

半 か ら 1lC代 の 遺 物 (61～ 69)な ど が 出 土 し た が 、 23の 土 師 器 小 皿 は 鋳 型 の 堆

積 よ り 下 層 の P止 か ら 出 土 し た 遺 物 で あ る こ と か ら、 少 な く と も 12C代 以 降 と

考 え ら れ る 。 た だ し、 27の 鉄 鍋 や 28の 唐 草 文 が 施 さ れ た 蓋 状 製 品 も し く は 茶

釜 と 考 え ら れ る 鋳 型 が あ る こ と か ら、 13～ 14cと 考 え ら れ る 。
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表上の一部。英雑物は少なく、 しまりな し。

炭化物、焼土粒を少量含む。

人頭大の礫が混 じり、鋳型、炉壁を多量に含む。

炭化物、焼土粒を少量含む。2層 よりやや明るい。

A'3720m

5 黒 褐 色 土  炭化物を含む。

6 暗 褐 色 土  黄色土粒を多 く含む。

7 暗 掲 色 土  炭化物、黄色土粒を少量含む。

8 暗 掲 色 ±  7層 よりやや暗い。黄色土粒を少量含む。

9 黒 褐 色 土  黄色土粒を多量に含む。

10 暗 褐 色 土  黄色土粒を含む。

11 暗 褐 色 土  黄色土粒を多く含む。

12 暗黄褐色土  黄色土・黒色上の如 ックから成る層。礫を含み、

上面が特に しまる。作業面の一部、またはテラス状の施設か。

13 黒 色 土  黒色土ブロックの層。上面 しまる。第 2作業面。

14 褐 色 土  包含層。英雑物少ない。

15 暗 褐 色 土  焼土粒を少量含む。

16 暗黄褐色土  黄色上粒を含む。

17 黒 褐 色 土  黄色土ブロックを多 く含む。

18黒 褐 色 土

19 黄 色 土 砂質土。地山。
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第二章 石動遺跡・北中原遺跡 〔98年度調査〕

表 18

図 喬号 遺 構 種 類
(cm) (cm) (cmう

他の潤値 調 整 痕 等 備 考

3 S12 炉壁 7 7 (外)スサ ?種子痕、変色  (内 )表面発泡、指頭痕、指ナデ 2層 (4層 )

S12 炉壁 2 (外)スサ、種子痕、変色  (内 )表面発泡、指頭痕、指ナデ 2層 (5層 )

炉壁 1 550 (外)スサ ?種子痕、変色 (内 )表面発泡、指頭痕、指ナデ 2層 (5層 )

6 S12 炉壁 3 1170 (外)スサ、種子痕、変色  (内 )表面発泡、溶融物付着 2層 (5層 )

S12 炉壁 213 1640 (外)スサ、種子痕、変色 (内 )表面発泡、指頭痕、指ナデ 2層 (5層 )

鋳造関連灌構 鋳型・ 鍋 409 (外)(内 )、

鋳造関連遺構 鋳型・茶窯か ? 355 (外)(内 )、

鋳造関連遵儲 鋳型・鍋か 5 (外)スサ、種子痕 (内 )、 2層 3層 )

30 鋳造関連日構 鋳型・鍋か 5 780 (外)スサ、種子痕 (内 ) 2娠雪 3層 )

鋳造関連通構 鋳型・鍋か 3 620 (外)スサ、種子痕 (内 ) 2層 3層 )

51 鋳造関連遺構 鋳型・鍋か 920 (外)スサ、種子痕、炭化物付着 (内 )、 2層 5層 )

鋳造関連遺構 鋳型・鍋か (外)スサ、種子痕 (内 ) 2層 5層 )

鋳造関連遺構 鋳型・鍋か (外)スサ、種子痕、種子 (内 )、 2層 3層 )

鋳造関連遺構 鋳型・鍋か 71 3 外)スサ、種子痕  (内 2層 4層 )

鋳造関連遺構 鋳型・鍋か (外)スサ ?種子痕 (内 ) 2層 3層 )

鋳造関連遺構 鋳型・鍋か 外)スサ、種子痕  (内 2層 3層 )

鋳造関連遺構 鋳型・鍋か (外)スサ ?種子痕 (内 ) 1層 2層 )

鋳造関連遺構 鋳型・鍋か (外)スサ ?種子痕 (内 2層 3層 )

鋳造関連遺構 鋳型・鍋か 〔外)スサ ?種子痕  (内 ) 2層 3層 )

41 鋳造関連遺構 (外)スサ 種子痕 (内 表面発泡、指頭痕、指ナデ 2層 5層 )

鋳造関連遺構 鋳型・ 鍋か 6 71 (外 スサ ?種子痕 (内 2層 4層 )

鋳造関連遺構 鋳型 〔外 スサ 種子痕 (内 ) 2層

鋳造関連遺構 490 165、 孔 3 〔外 スサ 種子痕 (内 ) 2層

鋳造関連遺構 (外)スサ ?種子痕 (内 ) 3層

鋳造関連遺構 227 外 スサ 種子痕 (内 ) 2層 (3層 )

47 鋳造関連遺繕 とリベ・るつば? 308 〔外 (内)スサ 種子痕 回縁に指頭痕

鋳造関連遺構 三又状土製品 (サル) 高さ 53 :表)スサ ?種子痕、指頭痕、変色 (裏)スサ ?種子痕、指頭痕

鋳造関連遺構 炉壁・炉底か 6 950 i外 スサ?種子痕 (内 )表面発泡、溶融物付着 2層 (3層 )

鋳造関連遺構 炉壁・炉底か 9 7 440 :外)スサ ?種子痕  (内 )表面発泡、溶融物付着 4層

51 鋳造関連遺構 炉壁・炉底か 545 :外 スサ ?種子痕、指頭痕 (内 )表面発泡、溶融物付着 2層 (5層 )

鋳造関連遺構 炉壁・炉底か 249 :外 スサ ?種子痕、 (内)表面発泡、溶融物付着 2層 (5層

鋳造関連遺構 輔羽日 :外 スサ ?種子痕、 (内)表面発泡、溶融物付着 2層 (3層

鋳造関連遺構 炉 4 216 :外 スサ?種子痕、工具痕 (内)表面発泡 2層 (4層

鋳造関連遺構 鋳型か 31 :外 スサ ?種子痕、 (内)表面発泡、溶融物付着 1層 (2層 )

鋳造関連遇構 鋳型か 回径 28 外 スサ ?種子痕、 (内)表面発泡 1層 (2層 )

鋳造関連遺構 輔羽口 31 2 口径 62 (外)(内 )

鋳造関連遺構 輔羽回 (外)表面発泡 2層

鋳造関連遺構 輔羽口 口径 6 (外 ) 表面発泡 (内 ) 2層

鋳造関連遺構 浴融物 5 (外)スサ ?種子痕、 (内)表面発泡

SDl〔 第 55図 〕

位 置 と 検 出 状 況  GG 12グ リ ッ ド、 9-lTr西 壁 際 で 確 認 し た 。 規 模 は 明 確 で

は な い が 、 調 査 範 囲 に お い て は 南 北 約 6.2mを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  出 土 遺

物 は 若 千 時 期 差 が 認 め ら れ る も の の 、 SD2と 平 行 す る 位 置 に あ る こ と か ら 、

旧 道 路 の 側 溝 で あ っ た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 出 土 遺 物  土 師 器 不 (70)が 出 土

し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 の 時 期 か ら 、 10C後 半 頃 と し て お く。

SD2〔 第 55図 〕

位 置 と 検 出 状 況  HH 12グ リ ッ ド、 9 1Tr西 壁 際 で 確 認 し た 。 規 模 は 明 確 で

は な い 。 遺 構 の 特 徴  出 土 遺 物 は 若 干 時 期 差 が 認 め ら れ る も の の 、 SDlと 平

行 す る 位 置 に あ り、 旧 道 路 の 側 溝 で あ っ た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 出 土 遺 物

土 師 器 不 (71)、 須 恵 器 甕 (72)が 出 土 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が 少 な く

明 確 で は な い が 、 10C中 頃 と し て お く。

SD3〔 第 55図 〕 北 中 原 遺 跡 (第 3次 )

位 置 と 検 出 状 況  N・ 0-19グ リ ッ ド、 9 1lTrで 確 認 し た 。 確 認 面 か ら 床 面 ま で

の 深 さ は 約 22cmを 測 っ た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 は な く、 不 明 で あ る 。
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表 19 石動遺跡支線9号地区 遣物観察表

園 番号 遺 構 種 別 器 種

口径 lc�

器高 m
底径 lc五

焼 成 胎 土 整 形 技 法 色 調 備 考

1 土師器 甕

(218)

良 やや密、白・金
(外)ロ クロナデ、粘土付着

(内 )ロ クロナデ
月赤褐色

ロクロ調整

叩き目な し。

2 土師器 甕

(84)

良 ほ、白・金

(外)ハケメか

(内 )ハケナデ

(底)木棄痕

堀赤褐色
底部やや黒変

外面は劣化して表面が剥離

8 土師器 皿

132

27

56

良 やや密、赤 ,金

(外)ロ クロナデ、回転ヘラ削り

(内 )ロ クロナデ

(底)回転ヘラ切痕

明赤褐色 全体的に煤けている

9 土師器 皿

(H6)

(22)

50

良 密、赤・ 白

(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ

(底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

橙 色

黒班あ り

口縁打ち掻き

内面やや煤けている 灯明か

土師器 杯 良 密、白

(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ

(底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

橙色

11 土師器 郷

(152)

良 必、白
(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ
橙色

土師器
脚高

高台郷
良 やや密、赤・ 白

(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ

(底)ロ クロナデ、付高台

登色
黒班あり

全体的に煤けている

土師器
脚高

高台邪
良 必、赤・ 自

(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ

(底)ロ クロナデ、付高台

登色

黒班あ り

口縁打ち掻き

内面やや煤けている 灯明か

土師器 小型甕

(184)

良 l■、白・金
(外)タテハケ、指頭痕

(内 )ナデ、ヨコハケ、指頭痕
月赤褐色 筈体的に煤けている

土師器 皿

(120)

良 密・ 白
(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ
橙色 付面黒変、灯明か

土師器 邪

(138)

(33)

(70)

良 やや密、赤・ 白

(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ

(底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

橙 色 黒班あ り

17 土師器 甕

(126)

良 やや密、赤 。自
〔外)ナデ

:内)ナデ
橙 色 黒班あ り

43 土師器 添

136)

良 密、赤・ 白
〔外)ロ クロナデ

〔内)ロ クロナデ
橙 色

口縁の一部が黒変

灯明痕

須恵器 甕 良 密、白
(外)叩き目、線刻、

(内)ナデ
灰色 外面摩耗

灰釉陶器 婉

(150)

良 餞密、白・黒
(外)ロ クロナデ、施釉

(内 )ロ クロナデk施釉
浅黄色

つけがιナ

内面は刷け塗りか

見込み部無釉

灰釉陶器 椀

(80)

良 徴密、自・黒

(外)ロ クロナデ、施釉

(内 )ロ クロナデ、施釉

(底)ロ クロナデ、付高台

天自色
内面は刷け塗りか

見込み部無釉

2号集石 土師器 甕

(70)

良 粗、赤・ 白

(外)ナデ

(内 )ナデ

(底)ナデ

橙色
外面一部黒変

内面劣化 。剥離

9-1 3Tr

鋳造関連遺構

土師質土

器
小 皿

(88)

(16)

(68)

良 密、赤 。白・黒

(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ

(底)回転糸切痕

豊色 Pi内出土

9-1 3Tr

鋳造関連遺構
土師器 邸

128

39

64

良 蓄、赤・白・黒

(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ

(底)回転糸切痕 ,、 指頭痕

蠅赤褐色 歪みが大きし

9-1 3TI

遺構外
土師器 郷

(54)

良 密、赤・黒

(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ

(底)回転糸切痕 ,、 指頭痕

豊色

9-1 3TF

遺構外
土師器 郷

(150)

良 晉、赤 。白・黒
(外)ロ クロナデ、ヘラ削り

(内 )ロ クロナデ
橙色

9-1 3Tr

遺構外
土師器 郷

(108)

(34)

`4ク
ヽ

良 やや密、自

(外)ロ クロナデ、ヘラ削り

(内 )ロ クロナデ

(底)ヘラ削り

橙色 内 。外面黒変
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第二章 石動遺跡・北中原遺跡 〔98年度調査〕

図 番号 選 構 種 別 器 種

口径 lcml

器高 lcml

底径 にml

焼 成 胎  土 整 形 技 法 色 調 備 考

9-1 3Tr

遺構外
土師器 不

(132)

(40)

(64)

良 やや粗、自・金

(外)ロクロナデ

(内 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切痕、スノコ状圧痕

at橙色
勺面及び外面の一部が煤けて

かる

9-1 3Tr

遺構外
土師器 郷

48

良 やや密、白

(外)ロクロナデ

(内 )ロクロナデ

(底 )回転糸切痕

橙 色

9-1 3Tr

表彩
土師器 高台付釘 やや粗 やや粗、赤・白・黒

(内 )ロ クロナデ(内黒、線刻

(底)回転糸切痕、付高台、線刻
橙 色

有面見込み部及び

氏面に線刻あ り

9-13東

廃土
土師器

柱状

高台野
良 やや密、白

(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ

(底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

橙 色 全体的にやや黒変

9-1 3Tr

遺構外
灰釉陶器 士車 良 登、自

(外)回転ヘラ削り

(内 )ロ クロナデ

(底)付高台

灰白色

9-1 3Tr

遺構外
土師器 郷 良 雪、赤・白・黒

(外)ロクロナデ

(内 )ロクロナス 線刻
橙 色

9-1 3Tr

遺構外
土師器 雰 良 密、赤・金

(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ
橙色

内面が煉けている

灯明痕

9-1 3Tr 須恵器 甕 良 蕗、自・黒
(外)自然釉

(内 )ナデ
鈍黄橙色

土師器 郷

68

良 やや粗、赤・ 白・黒

(外ロクロ)ナデ

(内 )ロ クロナデ

(底 )回転糸切痕

登色 勺面の一部がやや黒変

土師器 杯 良 やや密、赤・白

(外)ヘラ削り

(内 )ロクロナデ

(底)回転糸切痕、ヘラ削り

登色 ホ面及び底面が黒変

須恵器 甕 良 晉、自
(外)叩き目

(内 )ナデ、当て具痕
疋色

勺・外面がやや磨耗

転用痕か

9-2TI

遺構外
陶器 ガヽ皿

188)

(21)

(56)

良 必、自・ 黒

外

内

底

ロクロナデ

ロクロナデ

回転糸切痕

嗜灰黄色

内面に溶融物付着

とリベに利用か

15C中 葉～後葉か

9-2Tr
土師質土

器
皿 良 野、白・黒

(外)ロ クロナデ

(内 )ロクロナデ

(底)回転糸切痕

暗灰黄色

内面から外面に溶融物 (銅 )

付着

15C中 葉～後葉か

9-4Tr 土師器 豚 良

`、

赤・白・黒

(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ

(底)回転糸切痕

車障色 内面やや黒変

9-6TF
土師質土

器
焙烙蝸

(298)

(481

(234)

やや粗
やや粗、赤・白・金・

黒

(外)ロ クロナデ、ヘラ削り

(内 )ロ クロナデ
艶褐色

外面が煤けている

底部が磨耗 している

近世

9-9Tr
土師質土

器
内耳蝸 粗 やや粗、・白・黒

(外)ロクロナデ

(内 )ロ クロナデ
橙 色

外面が劣化、煤けている

15C末～ 16C前半頃か

9-1 0Tr 土師器 必

(126)

(34)

(62)

良 粗、赤・白・黒

(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ

(底)回転糸切痕

橙 色 全体的に劣化

9-1lTr
土師質土

器
香 原 良 密、赤、自、黒

(外)ロ クロナデ、押型支

(内 )ロ クロナデ
鈍橙色

外面がやや煤けている

中世

9-1 2TI 須恵器 蓋 良 密、自

(外 )ロ クロナデ、回転ヘラ削り

(内 )ロ クロナデ

(底)回転ヘラ削 り

褐灰色

9-1 2Tr 緑釉陶器 碗 良 徴密、自

(外)ロ クロナデ、施釉

(内 )ナデ、施釉

(底)付高台

更黄色

9-1 2Tr
土師質土

器
焙烙蝸 良 やや密、白・金・黒

(外 )ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ
登色

外面がやや爆けている

近世

9-1 4Tr 土師器 14N

(H9)

(34)

(56)

良 密、赤・ 白・黒

(外)ロ クロナデ

(内 )ロ クロナデ

(底)回転糸切痕

燈色
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表 20 石動遺跡支線 9号地区  土製品観察表

図 番号 遺 構 種類
重量

(g)

最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最大厚

(cm)
胎 土 製作技法 色 調 備  考

9 - 4Tr 土製円盤 437g 密、赤・白 鈍橙色

表 21 石動遺跡支線 9号地区 金属製品観察表

図 番号 遺 構 種 類
要 買昇 蒲 脚 粥 材 質 備 考

釘 765 05 鉄

9 - 1 0Tr 滓 765 26 08

9 - 1 4Tr 釘 249 138 鉄

釘 22 鉄

9 - 9Tr 釘 569 65 鉄

9 - 1 3Tr 釘 249 03 鉄 表採

板状不明品 04 鉄

板状不明品 249 鉄

9 - 1 3Tr 滓 1033 28

9 - 1 3Tr 板状不明品 鋼

表 22 石動遣跡支線9号地区 瓦観察表

図 需 遺 構 種 類 曹 蒲 蘭 謝 胎 土 製 作 技 法 色 調 備 考

9 - 1 3Tr 丸 瓦 22 やや密、白・金
(凸面)

(凹面)布目痕
浅黄色

表23 石動遺跡支線 9号地区  石製品観察表

図 需 遺 構 種 類
重 量

(費 )

最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最大厚

(cm)
石 質 備 考

砥石 420 89 尼岩
1面

但し剥離片

100 9 - 6Tr 砥石 2547 花向岩 3面 (他 2面の一部も使用か)

表採

(石塔脇埋

没)

墓石 2547 485 239 花闘閃緑岩
F国長比久尼』

F天明七年』(1787年 )
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動
遺
跡
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年
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線
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号
地
区
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原
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跡
（第
３
次
）

南から

西から

東から Si3・ SK4

南から 9-1 0TroS14

S14カマド
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道路状遺構

硬化面 (9-14Tr) 硬化面 (9-1 4Tr)

南から   旧河道 (9-lT⇒

Ｐ
」
‐９
　
石
動
遺
跡
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年
度
調
査
支
線
９
号
地
区

，北
中
原
遺
跡
（第
３
次
）
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拡張後、確認状況

第二章 石動遺跡・北中原遺跡 〔98年度調査〕

鋳造関連遺構確認状況   北かぢ

北から   拡張後、確認状況

検出状況 (遺物-28蓋 ?鋳型) 北から

Ｐ
Ｌ
２。
　
石
動
遺
跡
鋸
年
度
調
査
支
線
９
号
地
区
、北
中
原
遺
跡
（第
３
次
）

構確認状況

艤 警 |ず
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東から

北東から 9-2Tr集石

北東から

9-2Tr

9-2Tr

Ｐ
Ｌ
２‐
　
石
動
遺
跡
９８
年
度
調
査
支
線
９
号
地
区
、
北
中
原
遺
跡
（第
３
次
）

南西から

北東から

南西から

東から
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≡

緯
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‘

第二章 石動遺跡 。北中原遺跡 〔98年度調査〕

||.Ii

9-13Tr

―

鞠

磐 = ■

南西から9-13Tr上層 東から 9中 1 4Tr

東から 9-1lTr 東から

9-12Tr

西から

北東から
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鋳造関連遺構完掘状況

鋳造関連遺構内 Pit

Ｐ
Ｌ
２３
　
石
動
遺
跡
鋸
年
度
調
査
支
線
９
号
地
区
、北
中
原
遺
跡
（第
３
次
）

北西から 鋳造関連遺構 完掘状況

調査後近景

レプリカ作成作業状況 遺物取り上げ作業状況

鋳造関連遺構 レプリカ

北西から 南東から
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1号集石
鋳造関連遺構
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第二章 石動遺跡・北中原遺跡 〔98年度調査〕
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調
査
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線
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号
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区
、北
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遺
跡
（第
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次
）
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V。 ま と め

調 査 の 結 果 、 住 居 跡 14軒 、 集 石 3箇 所 、 溝 8条 、 土 坑 6基 等 を 発 見 し た 。

各 遺 構 の 年 代 に つ い て は 、 表 12・ 17で 示 し た 。 以 下 、 各 地 区 ご と に 出 土 遺 物

か ら 得 た 年 代 観 の 順 で ま と め る 。

・ 支 線 4号 地 区  SDlを 発 見 し、 8C末 ～ 9C代 に 比 定 し た 。 そ の 他 、 遺 構 は 確

認 で き な か っ た が 、 少 量 で あ っ た が 8C中 頃 ～ 10C代 の 遺 物 が 出 土 し た 。 SDl

か ら は 平 瓦 ・ 丸 瓦 ・ 均 整 唐 草 文 軒 平 瓦 片 が 出 上 し た 。 軒 平 瓦 は 、 側 面 か ら 約

10cmほ ど が 残 存 し た も の で あ る 。 瓦 当 面 の モ チ ー フ に つ い て は 、 櫛 原 功 一

氏 の 甲 斐 型 唐 草 文 軒 平 瓦 の 型 式 分 類 を も と に す る と、 珠 文 帯 が な く、 脇 ・ 上

幅 が 短 い こ と (上 縁 部 は 欠 損 )、 各 主 。支 葉 先 端 の 珠 部 は 大 き く、 珠 部 の な

い 支 棄 も や や 厚 み が あ り、 第 2単 位 の 第 1支 葉 の 巻 き 込 み が 主 葉 に 対 向 し て

い る こ と な ど が 特 徴 と し て あ げ ら れ る 。 SD日ま東 西 方 向 に 延 び で 、 さ ら に 国

分 寺 寺 院 地 推 定 域 の 外 に あ た る も の の 、 瓦 や 8C中 頃 ～ 9Cに か け て 遺 物 が 出

土 し た こ と か ら 、 同 時 期 に 存 在 し た 道 路 の 側 溝 も し く は 地 境 等 で あ っ た 可 能

性 が 窺 え た 。

・ 支 線 6号 地 区  古 代 で は 、 S17が 10C中 ～ 末 頃 、 S11・ 4・ 5が 10C後 半 頃 、 S13

が 10C末 頃 、 S16が HC中 頃 、 SD2が 1lC代 で あ っ た 。 な お 、 遺 物 が 出 土 せ ず 、

重 複 関 係 か ら 段 階 的 な 位 置 づ け と し た S12は 10C後 半 以 前 、 SD3は 1lC中 頃 以

降 と し た 。 中 世 段 階 は 明 確 で は な い が 、 近 世 。近 代 で は SDl、 1号 石 列 な ど

を 検 出 し た 。

・ 支 線 9号 地 区  古 代 で は 、 S11が 9C後 半 ～ 10C代 、 S14が 10C中 頃 、 S13・ SDl

が 10C後 半 、 S16とま 1lc中 頃 で あ っ た 。 な お 、 遺 物 が 出 土 せ ず 、 重 複 関 係 か ら

段 階 的 な 位 置 づ け と し た S15は 10C前 半 以 降 、 S17は HC中 頃 以 降 と し て お く。

ま た 、 明 確 な 時 期 は 不 明 で あ る が 、 中 世 の 遺 構 と 推 察 さ れ る 鋳 造 関 連 遺 構 を

検 出 し た 。 近 世 ・ 近 代 で は 、 3号 集 石 を 検 出 し た 。

・ 鋳 造 関 連 遺 構 に つ い て

今 回 確 認 し た 鋳 造 関 連 遺 構 は 、 支 線 9号 地 区 の S12、 9 13Trで 検 出 し た 廃 棄

場 で あ る 。 い ず れ も 廃 棄 後 の 鋳 型 や 炉 壁 を 廃 棄 し た 場 所 と 考 え ら れ 、 直 接 鋳

造 を 行 っ た 鋳 込 み 場 等 の 施 設 は 確 認 で き な か っ た 。 し か し な が ら 、 報 文 中 で

述 べ た と お り、 S12は 鋳 込 み 場 の 一 画 で 、 作 業 場 と し て の 機 能 が 廃 絶 し た 後

に 廃 棄 場 と な っ た 可 能 性 も 考 え ら れ る 。 両 遺 構 は 、 検 出 し た 当 初 か ら 注 目 さ

れ 、 今 回 の 報 告 ま で に 『 山 梨 県 史 資 料 編 7中 世 4考 古 資 料 』 等 に お い て 概 要

紹 介 さ れ て い る 。

ま た 、 9-13Trか ら 南 へ 約 150mの 場 所 で 山 梨 県 教 育 委 員 会 が 実 施 し た 北 中

原 遺 跡 第 1・ 2次 調 査 で は 、 多 数 の 鉄 製 品 が 出 土 し て い る 。 さ ら に は 9C前 半

代 の 遺 構 か ら 、 鍛 冶 に 関 連 し た と 「 被 熱 土 塊 」 が 多 量 の 遺 物 が 検 出 さ れ 、

高 熱 で 処 理 を 行 う 工 房 の 存 在 が 推 定 さ れ て い る 。 こ の こ と か ら 、 猪 股 善 彦 は

北 中 原 遺 跡 の 集 落 に つ い て 、「 他 の 国 分 寺 関 連 遺 跡 と 同 様 、 国 分 寺 造 営 時 期

に 連 動 し て お り、 造 営 に 関 わ る 鉄 主 体 の 金 属 を 製 造 す る 工 集 団 と し て 再 編 さ

れ 、 県 営 団 地 地 区 以 外 に 居 住 を 移 し た と 解 さ れ る 」 (猪 股 善 彦 2002)と し、

国 分 寺 の 存 続 と 密 接 に 関 わ っ た 典 型 的 な 国 分 寺 集 落 と 位 置 付 け て い る 。

(望 月 )
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第四章 石動遺跡 〔99年度調査〕

第 四章 石 動 遺 跡 支 線 3号 地 区 〔1999年 度 調 査〕

1.調 査 概 要

本 調 査 は 、 石 動 遺 跡 地 内 に お け る 畑 地 帯 総 合 整 備 事 業 ・ 一 般 農 道 支 線 3号

建 設 工 事 に 先 立 ち 、 平 成 11年 (1999)11月 ～ 12年 1月 に 一 宮 町 教 育 委 員 会 が

実 施 し た 。 調 査 は 既 存 道 路 (東 西 約 100m、 南 北 130m)の 拡 幅 部 に 13箇 所

の ト レ ン チ を 設 定 し、 約 380馬 を 調 査 し た 。 対 象 地 は 、 長 昌 寺 の 西 側 に 位 置

し て お り、 緩 や か に 北 へ 向 か っ て 傾 斜 す る 土 地 で 、 1・ 2Trか ら 7Trま で の 標 高

差 は 約 5mを 沢1っ た 。 限 ら れ た 調 査 範 囲 の た め 遺 構 の 規 模 や 性 格 に つ い て は

不 明 点 を 残 し た も の の 、 奈 良 時 代 ～ 江 戸 時 代 ま で の 遺 構 を 発 見 し た 。

2.調 査 ト レ ン チ

lTr K-11～ 16グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 既 存 道 路 東 側 の 南 北 約 50m、 幅 約 ■5

mを 調 査 範 囲 と し、 地 表 面 か ら 最 深 230cmま で 掘 削 し た 。 地 表 面 か ら 約 68cm

の 深 さ で 暗 褐 色 土 の 遺 構 確 認 面 と な り、 土 坑 2基 (SK2・ SK3)、 集 石 6箇 所 (1～

4・ 10・ 11号 集 石 )、 溝 1条 (SD6)を 確 認 し た 。 他 、 ト レ ン チ 出 土 遺 物 と し て 焙

烙 蝸 (35)が 出 土 し た 。

2Tr 」15。 16・ K-15・ 16グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 既 存 道 路 西 側 の 南 北 約 13m、 幅 約 ■5

mを 調 査 範 囲 と し、 最 深 134cmま で 掘 削 し た 。 地 表 面 か ら 約 60cmの 深 さ で 暗

褐 色 土 (Ⅱ 層 )の 遺 構 確 認 面 と な り、 土 坑 1基 (lTrで 確 認 し た SK2の 一 部 )を

確 認 し た 。

3Tr 」14・ 15・ K-14・ 15グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 既 存 道 路 西 側 の 南 北 約 8m、 幅 約 ■5

mを 調 査 範 囲 と し、 地 表 面 か ら 最 深 30cmま で 掘 削 し た 。 遺 構 。遺 物 の 確 認

は で き な か っ た 。

第59図  トレンチ位置図

Om
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4Tr J-12・ 13・ K12・ 13グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 既 存 道 路 西 側 の 南 北 約 10m、 幅 約 15m

を 調 査 範 囲 と し 、 最 深 100cmま で 掘 削 し た 。 地 表 面 か ら 約 50cmの 深 さ で 暗 褐

色 土 (Ⅱ 層 )の 遺 構 確 認 面 と な り、 溝 1条 (SD3)を 確 認 し た 。

5Tr K9・ 10グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 既 存 道 路 東 側 の 南 北 約 115m、 幅 約 ■5mを 調

査 範 囲 と し、 地 表 面 か ら 最 深 H Ocmま で 掘 削 し た 。 地 表 面 か ら 約 28cmの 深 さ

で 暗 褐 色 土 (I層 )の 遺 構 確 認 面 と な り、 土 坑 1基 (SKl)、 溝 1条 (SD l)を 確

認 し た 。

6Tr K4～ 8グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 既 存 道 路 西 側 の 南 北 約 40.5m、 幅 約 ■5m

を 調 査 範 囲 と し 、 地 表 面 か ら 最 深 85cmま で 掘 削 し た 。 な お 、 地 表 面 か ら 約

45cmの 深 さ で 遺 構 確 認 面 と な り、 住 居 跡 2軒 (S11・ 2)、 集 石 1箇 所 (5号 集 石 )、

溝 2条 (SDl・ 4)、 テ ラ ス 1箇 所 (テ ラ ス 2)を 検 出 し た 。 他 、 ト レ ン チ 出 土 遺 物

と し て 焙 烙 蝸 (36)・ 内 耳 蝸 (37)が 出 土 し た 。

7Tr I-3・ J-3・ 4K-3・ 4グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 既 存 道 路 に 沿 っ て 南 北 約 10m、 東 西

約 14m、 幅 約 2～ 3.5mを 範 囲 と し、 約 50� を 調 査 し た 。 掘 削 は 地 表 面 か ら 最

深 120cmを 測 っ た 。 地 表 面 か ら 約 40～ 60cmの 深 さ で 遺 構 確 認 面 と な り、 住

居 跡 3軒 613～ 5)、 土 坑 1基 6K5)、 集 石 1箇 所 (9号 集 石 )、 ピ ッ ト 2基 (Pit1 9。

20)を 検 出 し た 。 他 、 ト レ ン チ 出 土 遺 物 と し て 甕 (38)が 出 上 し た。

8Tr I。 」3グ リ ッ ド に 位 置 す る。 既 存 道 路 南 側 の 東 西 約 Hm、 幅 約 2.5mの 範 囲

を 調 査 し、 住 居 跡 1軒 (S16)、 ピ ッ ト 1基 (Pit18)を 検 出 し た。 他 、 ト レ ン チ 出

土 遺 物 と し て 土 師 器 小 皿 (39)が 出 土 し た 。

9Tr F～ H3グ リ ッ ド に 位 置 す る。 既 存 道 路 南 側 の 東 西 約 1lm、 幅 約 2.5mの

範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 H Ocmま で 掘 削 し た 。 地 表 面 か ら 約 42cmの 深

さ で 遺 構 確 認 面 と な り、 住 居 跡 1軒 617)、 土 坑 2基 (SK6。 7)、 ピ ッ ト 9基 lPit9

～ 17)、 集 石 2箇 所 (7・ 8号 集 石 )溝 1条 (SD5)を 検 出 し た 。 他 、 ト レ ン チ 出 土 遺

物 と し て 須 恵 器 不 (40)、 柱 状 高 台 邪 (41)が 出 土 し た 。

10Tr E-2・ 3グ リ ッ ドに 位 置 す る。 既 存 道 路 西 側 の 南 北 約 8m、 幅 約 ■5mを 調 査

範 囲 と し、 地 表 面 か ら 最 深 30cmま で 掘 削 し た 。 遺 構 は 確 認 で き な か っ た が 、

土 師 器 郷 (42)が 出 土 し た。

1lTr A～ Cl・ BoC 2グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 道 路 新 設 部 分 で 、 約 32∬ を 調 査 範 囲

と し 、 土 坑 1基 (SK8)を 検 出 し た 。 他 、 ト レ ン チ 出 土 遺 物 と し て 土 師 器 郷 (43～

45)、 土 製 の 焙 烙 鍋 (46・ 47・ 49)・ 壷 (50)。 播 鉢 (51)、 磁 器 で は 染 付 碗 (48)が 出 土 し た 。

12Tr K6～ 8グ リ ッ ドに 位 置 す る。 既 存 道 路 西 側 の 南 北 約 25m、 幅 約 2mを 調

査 範 囲 と し、 地 表 面 か ら 最 深 108cmま で 掘 削 し た 。 地 表 面 か ら 約 50cmの 深 さ

で 遺 構 確 認 面 と な り、 住 居 跡 1軒 (S12)、 ピ ッ ト 4基 lPitl～ 3)、 溝 3条 (SD2・ 3・ 7)

を 確 認 し た 。 他 、 ト レ ン チ 出 土 遺 物 と し て 土 師 器 小 皿 (52)、 須 恵 器 壺 (53)が

出 土 し た 。

13Tr K-9～ 11・」―Hグ リ ッ ド に 位 置 す る。 既 存 道 路 西 側 の 東 西 約 19m、 幅 約 2

mを 調 査 範 囲 と し、地 表 面 か ら 最 深 102cmま で 掘 削 し た 。や や 起 伏 が あ っ た が 、

地 表 面 か ら 約 30cmの 深 さ で 遺 構 確 認 面 と な り、土 坑 1基 6K4)、 ピ ッ ト 3基 (Pit6

～ 8)、 集 石 1箇 所 (12号 集 石 )、 溝 2条 (SD3・ 8)を 検 出 し た 。 他 、 ト レ ン チ 出 土

遺 物 と し て 土 師 器 郷 (54)が 出 土 し た。
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3.発 見 し た 遺 構 。遺 物

・S11〔 第 62図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K7・ 8グ リ ッ ド、 6Tr南 側 に 位 置 す る 。 調 査 範 囲 で は 重 複

す る SD日こ壊 さ れ て お り、 北 壁 、 南 壁 を 確 認 し た 。 な お 、 断 面 図 で は 別 遺 構

と 重 複 し て い る 可 能 性 も 窺 え る が 、 明 確 で は な い 。 規 模 は 不 明 だ が 、 検 出 し

た 範 囲 で は 南 北 の 壁 間 は 約 4.lm、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 約 40cmを 測 っ

た 。 遺 構 の 特 徴  検 出 し た 範 囲 で は カ マ ド施 設 は な く、 褐 色 ブ ロ ッ ク を 少 量

含 む 床 面 を 確 認 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

・S12 〔

'奮

62,4〕

位 置 と 検 出 状 況  K-7グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 6Trと 12Trで 確 認 し 、 重 複 す る

SDl(6Tェ )・ SD3(12Tr)に 壊 さ れ て い た 。 検 出 し た 範 囲 で は 西 壁 ・ 北 壁 、・ 南 壁 、 カ

マ ド の 一 部 を 確 認 し、 カ マ ド の 位 置 か ら 推 定 し た 東 壁 と 西 壁 と の 間 は 約 42
m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 約 30cmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  カ マ ド 施

設 は 北 東 隅 の 位 置 (6Tr側 )で 焼 土 と 灰 黄 掲 色 の 構 築 土 (粘 土 )を 確 認 し た 。 西

壁 か ら 約 30cm外 側 に ほ ぼ 等 間 隔 で 並 ぶ Pit2～ 4を 検 出 し た が 、 住 居 と の 関 係

に つ い て は 不 明 で あ る 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

・S13 〔努手63・ 65,コ 〕

位 置 と 検 出 状 況  K-3・ 4・ L3・ 4グ リ ッ ド、 7Tr東 側 に 位 置 す る 。 重 複 す る 9号
集 石 に 北 側 を 壊 さ れ て お り、 東 壁 。西 壁 。南 壁 の 一 部 を 確 認 し た 。 検 出 し た

範 囲 で は 東 西 の 壁 間 は 約 ■2m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 、 約 30cmを 測 っ

た 。 遺 構 の 特 徴  カ マ ド施 設 は 北 西 隅 に 位 置 し た 。 炭 化 物 ・ 焼 土 と 構 築 材 と

思 わ れ る 礫 の 堆 積 を 確 認 し た 。 他 、褐 色 ブ ロ ッ ク を 少 量 含 む 床 面 を 確 認 し た 。

出 土 遺 物  土 師 器 小 皿 (1・ 2・ 3)・ 不 (4・ 5)な ど が 出 土 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺

物 の 時 期 か ら 、 1lC後 半 頃 と し て お く。

eS14 〔舅手64・ 65,コ 〕

位 置 と 検 出 状 況  」・K-3グ リ ッ ド、 7Tr西 側 に 位 置 す る 。 重 複 す る SK5とこ上 部

を 壊 さ れ て い た 。 調 査 範 囲 で は 西 壁 。東 壁 。北 壁 を 確 認 し 、 東 西 の 壁 間 は 約

3.8m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 、 約 50cmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  カ マ ド

は 北 壁 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 し、 炭 化 物 と 焼 土 、 支 柱 石 、 袖 部 の 構 築 材 に 用 い ら

れ た 礫 を 確 認 し た 。他 、壁 外 周 で 約 50～ 90cm幅 の 硬 化 面 と Pit1 9を 確 認 で き た 。

出 土 遺 物  土 師 器 邪 (6～ 9)・ 皿 (10)・ 陶 器 (11)。 甕 (12・ 13)・ 竃 形 土 器 (14・ 15)、 須

恵 器 甕 (16)な ど が 出 土 し た 。 12は 口 径 が 大 き く 、 甕 系 の 鉢 と 称 さ れ る 器 形 に

近 い 。 14。 15は 竃 形 土 器 と し た が 、 ハ ケ メ 調 整 が み ら れ ず 、 ナ デ や 指 頭 痕 の

み が 確 認 で き る 。 14に 関 し て は 、 縄 文 土 器 で 浅 鉢 の 一 部 で あ る 可 能 性 も 示 唆

さ れ た が 、 カ マ ド か ら の 出 土 で 胴 部 に 穿 孔 が あ る こ と か ら 、 こ こ で は 竃 形 土

器 と し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 の 時 期 か ら 、 8C後 半 頃 と し て お く 。

・S15 〔,密 66:コ 〕

位 置 と 検 出 状 況  」-3グ リ ッ ド、 7Tr西 端 に 位 置 す る 。 重 複 は な く 、 調 査 範

囲 で は 北 壁 。東 壁 を 確 認 し、 東 西 約 2.9m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 、 約

60cmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  カ マ ド 施 設 が 北 壁 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 し 、炭 化 物・

焼 土 粒 を 確 認 し て い る 。 黄 色 土 を 含 む 貼 床 面 を 確 認 し た 。

出 土 遺 物  か わ ら け (17)。 甕 (18・ 19)な ど が 出 土 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物

か ら 、 8C中 頃 と し て お く。
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1黄 褐 色 土

2黄 褐 色 土

3暗 褐 色 土

4黒 色 土

5 暗黄褐色上

6 暗葺掲色土

7 暗黄褐色土

-3638m

黄色土ブロックを多量に含む。

東西方向の溝が切つている。

黄色土粒を含む。

黄色土ブロック、黒色上ブロックを含む。

S12

／
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I暗 褐色 土 黄色土粒を含む。

1 黒褐色土 炭化物粒を少量含む。SDlに伴う尉tの可能性あり。

2 暗黄褐色土 黄色土粒を含む。

3黒 掲色土 黄色土ブロックを含む。

4灰 褐色土 粘上、カマド構築土、下面が焼土化。

5暗 褐 色土 焼上を多量に含む。

6暗 褐 色土 焼土粒、炭化物を含む。

第 62図  S11。 2
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黒褐色土 交雑物は少ない。

黒褐色土 黄色土ブロックを多 く含む。
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黄色上粒を少量含む。

黄色上粒、焼土粒を含む。

英雑物は少ない。

黄色土から成る。焼土粒を含む。

黄色土粒を含む。上坑内覆土。

第63図  Si3(1)
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a黒 褐 色 土

b 暗黄褐色土

c 暗黄褐色土

A'3623m
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1 暗 褐 色 土 黄色土粒を含む。

2黒 掲 色 土

3 黒 掲 色 土 黄色土粒を多 く含む。

4 暗黄褐色土 貼床。

S 暗黄褐色土 貼壁、ややかたい。

6暗 褐 色 土 貼壁、黄色土ブロックを含む。

7 黄 色 土 貼壁、砂質晴褐色土ブロックを含む。ブロック状。
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焼土層、 7層が焼土化。
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黄色土粒を多 く含む。

炭化物、焼土粒を含む。
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第四章 石動遺跡 〔99年度調査〕

・S16〔 第 66図 〕

位 置 と 検 出 状 況  I-3グ リ ッ ド、 8Tr西 端 に 位 置 す る 。 調 査 範 囲 で は 重 複 は

な く、 北 壁 ・ 西 壁 ・ 東 壁 を 確 認 し、 東 西 約 42mを 浪よっ た 。 遺 構 の 特 徴  検

出 し た 範 囲 で は カ マ ド施 設 等 は な か っ た が 、 壁 外 周 で 幅 約 70～ 140cmの 硬 化

面 と 大 小 8基 の ピ ッ ト を 確 認 し た 。遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く 不 明 で あ る 。

・S17 〔

'密

6714〕

位 置 と 検 出 状 況  G・H-3グ リ ッ ド、 9Trの 中 央 か ら や や 西 に 位 置 す る 。 調 査

範 囲 で は 重 複 す る SK7・ 7号 集 石 ・ 8号 集 石 に 壊 さ れ て い た 。 西 壁 。東 壁 を 確

認 し、 東 西 の 壁 間 は 約 ■6m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 、 約 50cmを 測 っ た 。

遺 構 の 特 徴  カ マ ド施 設 は 別 遺 構 の 重 複 で 明 確 で は な い が 、 南 東 隅 の 壁 際 で

炭 化 物 と 焼 土 が 確 認 で き た 。 他 、 幅 約 20cmの 周 溝 を 西 壁 際 で 確 認 し た 。 出

土 遺 物  柱 状 高 台 郷 (20)な ど が 出 土 し た 。 た だ し、 重 複 す る 8号 集 石 で も 同

時 期 の 遺 物 が 出 土 し て お り、 混 ざ り 込 み で あ る 可 能 性 も 考 え ら れ る 。 遺 構 の

時 期  出 土 遺 物 が 少 な く、 明 確 で は な い が 、 8号 集 石 が 12C代 の 集 石 墓 と 推

定 さ れ る た め 、 そ れ 以 前 に 廃 棄 さ れ て い た と し て お く。

・SKl〔 第 76図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K-10グ リ ッ ド、 5Trの ほ ぼ 中 央 に 位 置 す る 。 SDl lこ 上 面 を

壊 さ れ て お り、 遺 存 状 況 は 悪 か っ た 。 楕 円 形 を 呈 す と 推 定 さ れ 、 検 出 し た 範

囲 で は 東 西 径 約 ■3m、 南 北 lm、 確 認 面 か ら の 深 さ 約 48cmを 測 っ た 。 遺 構 の

特 徴  遺 存 部 分 が 少 な か っ た た め 、 性 格 は 不 明 で あ る 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺

物 が な く、 不 明 で あ る 。

・SK2〔 第 68図 〕

位 置 と 検 出 状 況  」-15・ 16。 K15。 16グ リ ッ ド、 lTr・ 2Trの 南 端 で 確 認 し た 。 調 査

範 囲 で は 重 複 す る 遺 構 は な か っ た 。 規 模 は 明 確 で は な い が 不 整 形 を 呈 す と

推 定 さ れ 、 検 出 し た 範 囲 で は 北 東 方 向 に 約 5.4m、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 35cm

を 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  2Trの 確 認 範 囲 か ら 獣 骨 が 出 土 し た 。 獣 骨 に つ い て

は 附 編 3に 掲 載 し た 分 析 報 告 か ら 、ウ シ や ウ マ を 遺 棄 し た 場 所 と 考 え ら れ る 。

遺 構 の 時 期  遺 構 構 築 の 時 期 に つ い て は 明 確 で は な い が 、 獣 骨 (馬 ・ 牛 )の

分 析 か ら 、 近 代 と し て お く。

。SK3〔 第 69図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K-12グ リ ッ ド、 lTrの 北 側 に 位 置 す る 。 上 面 に は 3号 集 石

が 位 置 し た 。 円 形 を 呈 す 土 坑 と 考 え ら れ 、 検 出 し た 範 囲 で は 南 北 約 ■4m、 確

認 面 か ら の 深 さ 約 ■6mを 測 っ た 。 覆 上 に は 40cm大 の 礫 が 混 在 し た 。 遺 構 の

時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

・SK4〔 第 70図 〕

位 置 と 検 出 状 況  」・K llグ リ ッ ド、 13Trの 南 側 に 位 置 す る 。 確 認 範 囲 で は

重 複 す る 遺 構 は な か っ た 。 不 整 楕 円 形 を 呈 し、 長 径 約 ■3m、 確 認 面 か ら の 深

さ 約 10cmを 測 っ た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

。SK5〔 第 64図 〕

位 置 と 検 出 状 況  」-3グ リ ッ ド、 7Trの 西 側 に 位 置 す る 。 重 複 す る S14の 上 面

を 壊 し て い た 。 検 出 し た 範 囲 で は 、 南 北 約 90cm、 東 西 約 ■8m、 確 認 面 か ら

の 深 さ 約 30cmを 測 っ た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 は な く、 不 明 で あ る

。SK6〔 第 70図 〕

位 置 と 検 出 状 況  G3グ リ ッ ド、9Trの 中 央 に 位 置 す る 。重 複 す る 遺 構 は な く、
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第四章 石動遺跡 〔99年度調査〕

確 認 範 囲 で は 不 整 惰 円 形 で 東 西 約 75cmを 測 っ た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が

な く、 不 明 で あ る 。

・SK7〔 第 70図 〕

位 置 と 検 出 状 況  H-3グ リ ッ ド、 9 Trの 東 側 に 位 置 す る 。 重 複 す る 遺 構 は

な か っ た 。 や や 不 整 の 長 方 形 を 呈 し 、 約 ■5× ■2mを 測 っ た 。 遺 構 の 時 期

出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

・SK8〔 第 70図 〕

位 置 と 検 出 状 況  B-1・ 2グ リ ッ ド、 1lTrの 中 央 に 位 置 す る 。 確 認 範 囲 で は 重

複 す る 遺 構 は な か っ た 。 不 整 楕 円 形 を 呈 し、 東 西 約 ■3m、 確 認 面 か ら の 深 さ

約 10cmを 測 っ た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

・1号 集 石 〔第 71図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K-14グ リ ッ ド、 lTrの ほ ぼ 中 央 に 位 置 す る 。 確 認 範 囲 で

は 長 径 約 2mの 楕 円 形 状 に 礫 が 集 積 し て お り、 確 認 面 か ら 掘 り 方 ま で の 深 さ

は 約 28cmを 測 っ た 。 上 層 に は 20～ 30cm大 、 下 層 に は 40cm大 の 礫 を 充 填 し

て い た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

・2号 集 石 〔第 71図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K-13グ リ ッ ド、 lTrの 北 側 に 位 置 す る 。 確 認 範 囲 で は 径

約 ■8mの 半 円 形 状 に 礫 が 集 積 し て い た 。 確 認 面 か ら 掘 り 方 ま で の 深 さ は 約

30cmを 測 り、 20～ 40cm大 の 礫 が 充 填 さ れ て い た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が

な く、 不 明 で あ る 。

・3号 集 石 〔第 69図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K-12グ リ ッ ド、 lTrの 北 側 に 位 置 す る 。 確 認 範 囲 で は SK3

の 上 部 に 位 置 し 、 径 約 1.7mの 半 円 形 状 に 礫 が 集 積 し て い た 。 確 認 面 か ら 掘

り 方 ま で の 深 さ は 約 30cmを 測 り、 20～ 40cm大 の 礫 が 充 填 さ れ て い た 。

遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

・4号 集 石 〔第 72図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K ll・ 12グ リ ッ ド、 lTrの 北 端 に 位 置 す る 。 重 複 す る SD6を

壊 し て い た 。 規 模 は 明 確 で は な い が 、 調 査 範 囲 で は 南 北 約 3mの 範 囲 に 礫 が

集 積 し て い た 。 確 認 面 か ら 掘 り 方 ま で の 深 さ は 約 40cmを 測 っ た 。 充 填 さ れ

て い た 礫 は 、上 層 で は 10～ 30cm大 、下 層 で は 40～ 50cm大 の 礫 が 充 填 し て い た 。

出 土 遺 物  土 師 器 不 (21)、 焼 成 粘 土 塊 (22)な ど が 出 土 し た 。 遺 構 の 時 期  明

確 で は な い が 、 礫 に 混 在 し て い た 出 土 遺 物 か ら、 1lC代 と し て お く 。

・5号 集 石 〔第 73図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K6グ リ ッ ド、 6Tr(N)の 中 央 に 位 置 す る 。 6号 集 石 の 南

側 に 並 び 、径 約 80cmの 円 形
メ
状 に 礫 が 集 積 し て い た 。 掘 り 方 は 明 確 で は な か っ

た が 、 5～ 30cm大 の 礫 が 集 積 し て い た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明

で あ る 。

・6号 集 石 〔第 73図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K-6グ リ ッ ド、 6Tr(N)の 中 央 に 位 置 す る 。 5号 集 石 の 北

側 に 並 び 、 不 整 形 で あ る が 南 北 約 lmの 範 囲 に 礫 が 集 積 し て い た 。 堀 方 は 明

確 で は な か っ た が 、 30cm大 の 礫 が 集 積 し て い た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な

く、 不 明 で あ る 。

・7号 集 石 〔第 73図 〕

位 置 と 検 出 状 況  G・H3グ リ ッ ド、 9Trに 位 置 す る 。 重 複 す る S17の 上 面 に 位
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第四章 石動遺跡 〔99年度調査〕

置 し、 コ の 字 状 に 配 さ れ た 礫 を 確 認 し、 東 西 約 ■4m、 南 北 約 0,9mを 測 っ た 。

掘 り 方 は 不 明 で あ る が 、 20～ 50cm大 の 礫 が 7個 配 置 さ れ 、 内 部 に 黒 褐 色 土

が 堆 積 し て い た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

・8号 集 石 〔第 74図 〕

位 置 と 検 出 状 況  G・H-3グ リ ッ ド、 9Trに 位 置 す る 。 重 複 す る S17を 壊 し て お

り、 確 認 範 囲 で は 長 軸 ■9m、 短 軸 ■5mの 方 形 状 に 礫 を 配 石 し、 そ の 間 を 礫

で 充 填 し て い た 。 内 部 か ら は 10C～ HC代 の 遺 物 が 出 土 し て お り、 集 石 墓 で

あ つ た 可 能 性 が 窺 え る 。 確 認 面 か ら 掘 り 方 ま で は 最 深 約 35cmを 測 り、 20～
50cm大 の 礫 が 充 填 さ れ て い た 。 出 土 遺 物  土 師 器 皿 (23～ 30)。 柱 状 高 台 皿 が

出 土 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 か ら 、 12C代 と し て お く。

・9号 集 石 〔第 75図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K3グ リ ッ ド、7Trに 位 置 す る 。 重 複 す る S13を 壊 し て い た 。

礫 は 東 西 約 2.5mの 範 囲 で 列 状 に 集 積 し て い た 。 確 認 面 か ら 掘 り 方 ま で の 深

さ は 約 50cmを 測 り、 15～ 50cm大 の 礫 が 集 積 し て い た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺

物 が な く、 不 明 で あ る 。

。10号 集 石

位 置 と 検 出 状 況  降15グ リ ッ ド、 lTrの 南 側 に 位 置 す る 。 H号 集 石 の 南 側

の 位 置 に 並 び 、 南 北 約 ■8mの 範 囲 に 礫 が 集 積 し て い た 。 遺 構 の 時 期  出 土

遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

・H号 集 石

位 置 と 検 出 状 況  降15グ リ ッ ド、 lTrの 南 側 に 位 置 す る 。 10号 集 石 の 北 側

の 位 置 に 並 び 、 南 北 約 ■9mの 範 囲 に 礫 が 集 積 し て い た 。 遺 構 の 時 期  出 土

遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

・12号 集 石 〔第 75図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K10グ リ ッ ド、 13Trの 中 央 か ら や や 南 に 位 置 す る 。 重 複

す る SD3を 壊 し て お り、 南 北 約 ■lm、 東 西 ■4mの 範 囲 に 礫 が 集 積 し て い た 。

掘 り 方 は 明 確 で は な く、 10～ 40cm大 の 礫 が 集 積 し て い た 。 遺 構 の 時 期  出

土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

・SDl〔 第 75図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K-6～ 10グ リ ッ ド、5。 6Trで 確 認 し た 。南 北 方 向 の 溝 で あ り、

重 複 す る S12、 SKlを 壊 し て い た 。 検 出 し た 範 囲 で は 長 さ 約 41m、 幅 約 lm、
確 認 面 か ら の 深 さ は 約 25cmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  道 路 に 沿 っ て 延 び て お

り、 旧 道 路 跡 の 側 溝 、 ま た は 12Trで 確 認 し た SD7や 13Trで 確 認 し た SD8と 対

応 し、 畑 地 に 伴 う 溝 で あ っ た 可 能 性 が 窺 え る 。 出 土 遺 物  咸 平 元 費 (61)が 出

土 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が 少 な く、 明 確 で は な い が 、 検 出 状 況 か ら 近

世 。近 代 頃 ま で 下 る 可 能 性 が あ る 。

・SD2〔 第 76図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K-8グ リ ッ ド、12Tr南 側 で 確 認 す る 。 東 西 方 向 の 清 で あ り、

調 査 範 囲 に お い て は 重 複 す る SD3に 壊 さ れ て い た 。 規 模 は 明 確 で は な い が 、

検 出 し た 範 囲 で は 幅 約 ■9m、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 30cmを 測 っ た 。

遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

。SD3〔 第 76図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K-6～ 13グ リ ッ ド、 4・ 12・ 13Trで 確 認 し た 。 重 複 す る S12、

SD2・ 7・ 8を 壊 し、 12号 集 石 に 壊 さ れ て い た 。 南 北 方 向 に 延 び る 溝 で 、 規 模
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SD6

I暗 褐 色 上

Ⅱ 暗 褐 色 土 黄色土粒を含む。

SD6

1 黄 褐 色 土 黄色土粒を多量に含む。

2黒 褐 色 土

3 暗黄褐色上 黄色土粒を多量に含む。

4誤 石

a 暗 褐 色 土 人頭大の礫を多量に含む。

お
|

5・ 6号集石

A

ア・8号集石位置関係図

crllrll

∪
|

Ｅ
ｏ
一
〕
甲

引
・

lXll
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ア号集石

第73図  SD6、 5～ 7号集石
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は 明 確 で は な い が 、 確 認 し た 長 さ は 約 71m、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 70cmを

測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  道 路 に 沿 っ て 延 び て お り、 覆 土 中 に は 黄 色 土 を 含 ん で

い た 。 旧 道 路 の 側 溝 の 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 出 土 遺 物  土 師 器 皿 (32)、 須 恵

器 小 型 甕 (33)が 出 土 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 し た 遺 物 は 1lC頃 の も の と 比 定

さ れ る が 、 旧 道 路 の 側 溝 で あ れ ば 近 世・近 代 頃 ま で 下 る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。

SD4 〔第 76 図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K-4・ 5グ リ ッ ド、 6TrlNlの 北 端 で 確 認 し た 。 南 北 方 向 に 延

び る 溝 で 、検 出 し た 範 囲 で は 長 さ 約 42m、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 40cmを 測 っ

た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

SD5

位 置 と 検 出 状 況  F3グ リ ッ ド、9Trの 西 端 で 確 認 し た 。南 北 方 向 の 溝 で あ り、

調 査 範 囲 で は 重 複 は な か っ た 。 規 模 は 明 確 で は な い が 、 検 出 し た 範 囲 で は 幅

約 1.6m、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 70cmを 測 っ た 。遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、

不 明 で あ る 。

SD6 〔第 73 図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K llグ リ ッ ド、 lTrの 北 端 で 確 認 し た 。 北 東 方 向 に 延 び

る 溝 で 、 重 複 す る 4号 集 石 に 壊 さ れ て い た 。 検 出 し た 範 囲 で は 幅 約 90cm、 確

認 面 か ら の 深 さ は 約 50cmを 測 っ た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で

あ る 。

SD7 〔第 76 図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K-6グ リ ッ ド、 12Trの 北 側 で 確 認 し た 。 東 西 方 向 の 溝 で

あ り、 調 査 範 囲 に お い て は 重 複 す る SD3に 壊 さ れ て い た 。 規 模 は 明 確 で は な

い が 、 検 出 し た 範 囲 で は 幅 約 70cmを 測 っ た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、

不 明 で あ る 。

SD8〔 第 76図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K-9グ リ ッ ド、 13Trの 北 側 で 確 認 し た 。 東 西 方 向 の 溝 で

あ り、 調 査 範 囲 に お い て は 重 複 す る SD3に 壊 さ れ て い た 。 規 模 は 明 確 で は な

い が 、 検 出 し た 範 囲 で は 幅 約 60cmを 測 っ た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、

不 明 で あ る 。

表 25 石動遺跡支線 3号地区 遺構一覧
遺構名 位  置 推定年代

δTr

6Tr・ 12Tr 不明

7Tr C終半鱒

7Tr 〕C後半頃

7Tr

8Tr 下明

9Tr J号集石構築以前

5Tr 下明

SK2 1 ・2Tr lIIt

SK3 lTr ヽ明

SK4 13Tr 下制日

SK5 7Tr 下明

SK6 9Tr 下側日

SK7 3Tr 不明

SK8 HT「 下明

テラス 1 Wr 不明

テラス2 13Tr 下明

[号集石 lTr 下明

2号集石 lTr 下明

3号集石 lTr 下明

lTr 1lC代

表 24 石動遺跡支線 3号地区 トレンチー覧

位置 避 構

lTr

2Tr SK2

3Tr 渡構 な と

4Tr

5Tr

6Tr S11・ 2、 5号集石、 SDl・ 4、 テラス I

7Tr

8Tr S16、  P■18

9Tr S17、 SK6・ 7、 8号集石、 Pit9～ 17、 SD5

10Tr 遺構なし

1lTr SK6

12Tr S12、  SD2・ 3'7、  P正 1～ コ

13Tr SK4、 SD3・ 8、 P■6～ 8、  12号集石、 テラス 2

5号集石 δTr

6号集石 6Tr 不明

7号集石

8号集石 9Tr 12C代

9号集石

10号集石 lTr 不明

12号集石 13T「 不明

P■6～ 8 13Tr 不明

不閉

STr 不明

不明

5Tr・ 6Tr 近世・近代頃

SD2 12Tr 不明

4Tr・ 1 2Tr 1lC頃

δTI 不明

,Tr

SD6 lTI 不明

SD8 13Tr 不明
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1暗褐 色 土 黄色土粒を少量含む。
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SKl

-3645m

SD3

1

2

3

4

暗 褐 色 土  黄色土粒を少量含む。

暗 褐 色 土  黄色土はあまり合まない。

黄 色 土  砂質土。

暗 褐 色 土  黄色土粒を少量含む。

黄 褐 色 土  黄色土粒から成る。

黒 褐 色 土  粘土質、黄色土ブロックを含む。

――-3640m

33

Cm

SD4

a′3632m

暗 褐 色 土

暗 褐 色 土 黄色土粒を含む。

暗黄褐色土 黄色土粒を含む。

黒 褐 色 土 黄色土ブロックを含む。

カクランか ?

とと3640m

1暗 褐 色 上 しまりな し。

2 暗黄褐色土 黄色土ブロックを含む。

3 暗黄褐色土 黄色土粒を多量に含む。

4暗 褐 色 ± 2層 より黄色土ブロックが少ない。

第 76図  SKl、 SD2～ 4

3

I

I
Ⅲ

1

2

3

SD2

馬 夏
Ⅳ

3629m

SD2
1

2

黒褐色 土 黄色土粒を含む。

暗黄褐色土 やや鉄分を含む。 1黒 褐色土

黄色土ブロックを含む。

土

土

色

色

褐

褐

暗

暗

ＳＤ

ａ

ｂ

黄色土粒を含む。

黄色土ブロックを多 く含む。

142-

m



第四章 石動遺跡 〔99年度調査〕

SD5'Ptt19～ 17)

I暗 編色工 歳と療
・工 暗黄褐色主 漸移層。

H資 色 主 張 ∴

SD5
1黒損毒辻 ― HHにつくら城 ピットか?

2購編色土 期 を多く含む。
3 暗黄鶴色上 費色主粧を多く含む。

Pit8

36

8TF汀 |

137                     ・
備

第
'7園

 Sps.Pit、 選構外 (1)

6Tr

-143-

Cm



1 0Tr

込
鱒

▼
|・

=・
!=i:''号

:ィ|:41

一〔§§§懲愁褒豊長
45

臣三¬辱
∩
Ｈ

Ｈ

Ｈ

ＩＩ

日

Ｐ

４６

Cm

縫

第78図  遺構外

50

1 2Tr

51

い9～ 引)     Cm

12Tr

-144-



第四章 石動遺跡 〔99年度調査〕

金属製品

覆訂
~l

55

|

勲 日闇
1      11

― 62

658 ―け

第 79図  金属製品・石製品

_勁 _:Ⅲ

い ～略     Cm

m     Cm

い     Cm

ヽ
―

”

-145-

Cm



表26石動選跡支線 3号地区 遺物観察表

図 希号 遺 構 種 別 器 種
刺
呵
呵

●

●

●

径

高

径

口
器

底
焼成 胎 土 整 形 技 法 色 調 備  磨

S13 土師器 皿

(96)
(21)
46

良 やや粗、赤・白・黒

外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痕

橙色
勺・外面の一部がやや黒変
冬体的に劣化

2 土師器 皿 良 密、赤・ 自・黒

外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痕

橙色
勢 的にやや黒変
勺面が燥けている

3 土師器 ITll 良 密、赤 。自・黒

外
内
産

ロクロナデ
ロクロナデ 橙色

土師器 雰

(170)
(53)
(62)

良 密、赤・ 自・黒

外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痕

橙色
勺面黒変
重面及び外面体部下半が煤けている

5 土師器 不 長 密、赤・ 自

外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痕

橙色 全体的にやや煤けている

6 土師器 高台付第
113

良 織密、赤・白・県
(外)ヘラ削り
(内)ロ クロナデ、ミガキ
(底)静止ヘラ切、付高台、ミガキ

橙色 Ⅲ面黒変

土師器 必

‐２ ３

４ ８

７ ４

良 密、赤・ 白・黒

外
内
底

ロクロナデ、ヘラ削り
ロクロナデ、暗文
回転糸切痕、線刻

橙色
記込み部にも暗文あ り
泉刻は格子状に、縦横 2条・ 3条

3 土師器 郷
(134)

良 徴密、赤・自
外

内
ロクロナデ、ヘラ削り、ミガキ
ロクロナデ、暗文 橙色

9 土師器 lTN

(132)
(47)
(80)

良 赤・自・金

外
内
底

ロクロナデ、ヘラ削り
ロクロナデ
ヘラ削り

橙色 付面が部分的に黒変

土師器 皿

０
０
ω

仰
Ｃ
Ｇ

、自・黒・金

外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痕

鈍橙色 付・外面がわずかに煤けている

陶器 不
(148)

良 やや粗、白・黒
外

内
ロクロナデ
ロクロナデ 灰白色 曽体的に被熱による劣化

12 上師器 鉢

３２ ６

２。 ７

９ ５

やや粗、自・金

外
内
底

縦ハケメ、ナデ
横ハケメ、ナデ、指頭痕
木葉痕

明赤褐色
墨系の鉢
炭損後、部分的に黒変

13 土師器 蜜

(229)
番、自・黒・金

(外)縦ハケメ、ナデ
(内)横アヽケメ、ナデ

明赤褐色

S14 土師器 竃形土器 を、自・黒・金
(外)指頭痕、輪積痕
(内)ロ クロナデ(指頭痕

橙色

体卸
`庁穿孔部 あ り

内面一部黒変

土師器 竃形土器 自・黒・金
外

内
ナデ、
ナデ、

痕
痕

頭
頭

指
指 明赤褐色 鍔部の最下部

陶器 甕 農 、自・黒
外

内
叩き目
ナデ

暗灰黄 常滑か ?

土師質土
器

(132)
碁、赤・自・金

４ア
いア

ナ

ナ

ロ

ロ

外
内 鈍褐色

外面黒変
15C後半～ 16C前半か

土師器 蝸 良 督、赤・白・金
(外)横ハケメ、ナデ指頭痕
(内)ハケメ、ナデ

明赤褐色

土師器 甕
やや粗、赤・ 白・ 黒・

筈
一ス
デ

ナ
ナ

外
内

ハケメ、ヘラ削り
赤褐色

外面が部分的に黒変
輪積痕

土師器
柱状高台

郷
54

赤・白・黒・金

外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痕

橙色
外面一部黒変
全体的に燥けている

21 4号集石 土師器 イ
(114)

良 と、赤。自・黒・金
外

内
ロクロナデ
ロクロナデ 錐橙色

外面部分的に黒変
灯明か

3号集石 土師器 小皿 各、赤・白・黒・金

外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痕、指頭痕

鈍橙色 内・外面部分的に黒変

8号集石
S17

土師器 /」 皿ヽ やや粗、自・黒
外
内
虐

ロクロナデ
ロクロナデ 鈍橙色

全体的に劣化
外面一部黒変

8号集石 土師器 小皿 農
やや粗、赤・ 自・黒・

讐

外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痕

橙色
全体的に劣化
底面ほぼ磨滅

8号集石 土師器 /1ヽ皿

‐０ ‐

２ ‐

４ ８

良 、赤・白・黒・金
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

at橙色
黒班あり
内面に輸積状の継目あ り
成形時、回縁部に粘土紐付け足しか

74 8号集石 土師器 /」 皿ヽ やや粗、赤・白・黒
外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痕、指頭痕

淡橙色 全体的にやや劣化

8号集石 土師器 小皿 岬
硼
４４

]、 赤・自・黒

外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痕

鈍橙色
釣体的に劣化
蔓面ほぼ磨減

8号集石 土師器 /1ヽ皿 、赤・自・黒・金

外
内
虐

ロクロナデ
ロクロナデ 橙色

黒班あり
見込み部周辺を強 くナデ、

8号集石 土師器 小皿 尋、赤・白・黒・金

外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痕

淡橙色
巨面及び外面の一部がやや黒変
記込み都中心に凹みあり

8号集石 土師器
柱状高台

皿
艮 、自・黒

(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

鈍橙色
有面やや黒変
筈体的にやや煤けている

土師器 皿

(1181
(20) 必、自・金

(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕、スノコ状圧痕

淡橙色 歪み大

須恵器 小型甕
(122)

致密
(外)ロ クロナデ、
(内)ロ クロナデ

自然釉
灰 色

Pit 8 土師器 イNIlll

{1401
良 、赤 '自

外

内
ロクロナデ
ロクロナデ 淡橙色 黒班あり
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図 番号 遭 構 種 別 器 種

ｍ
∞
ｍ

径
高
径

口
器
底

焼成 胎 土 整 形 技 法 色 調 備 考

lTr
土師質土

器
焙烙鍋 ⑩∽⑩

長 やや粗、自・黒

痕頭指ア^
デ
いア

ナ
ナ
ナ

外
内
底

鈍橙色
氏面及び外面黒変
悟厚が比較的薄い
こ世

6Tr
土師質土

器
焙烙蝸

Ｄ

Ｏ

Ｄ

鶴
Ｇ
似

良 密、赤・白・金
(外)ロ クロナデ、回転ヘラ削 り
(内)ロ クロナデ
(底)ロ クロナデ

橙色
Ⅲ面黒変
丘世

6Tr
土師質土

器
内耳蝸 良 密、自・黒・金

(外)ナデ、ヘラ削り
(内)ナデ、指頭痕

橙色
面ヽ黒変

丘世

7Tr 土師器 甕
(205)

良 密、自 ,金 (外)ハケメ、ナデ
(内)ハケメ、ナデ

赤褐色 村面及び外面の一部が黒変

8Tr 土師器 /Uヽ皿 良 密、自・黒・金
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕

鈍橙色 付・外面部分的に黒変

9Tr 須恵器 芥
(109)

良 密、自
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ

暗灰黄色

牲

‐７
土師器

柱状高台
郷

良 やや粗、赤・ 自
(外)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕

橙色 讐体的に劣化

10Tr 土師器 メ

９

．
．

良 密、赤・白
(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ

鈍橙色 内面一部黒変

IITr 土師器 芥

(114)
(26)
(60)

良 密、自 黒・金

外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痕

飾燈色 全体的にやや黒変

1lTr 土師器 メ
(112)(26)

(48)
良 密、自 黒

外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
回転糸切痕

橙色

1lTr 土師器 邪

(581
良 密、自 黒・金

(外)ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ 橙色 内面やや黒変

1lTr
土師質土

器
焙烙堀

(3301
良 密、自

(外)ロ クロナ六 ヘラ削り
(内)ロ クロナデ

暗赤褐色
外面黒変
近世

1lTr
土師質土

器
焙烙蝸

(320)
(60)
(292)

良 密、自 黒・金

外
内
底

ロクロナデ
ロクロナデ
ロクロナデ

橙色
耳部 3箇所か
外面黒変

1 lTr 磁器 染付碗
56

良 徴密 筈面施釉 灰自色
世
前

近
肥

1 lTr
土師質土

器
焙烙塙 良 密、赤 自

t外)ナデ
〔内)ナデ、指頭痕 鮨燈色

外面黒変
近世

1lTr
土冊質土

器
茶釜か 良 密、自・金

外

内
ロクロナデ
ロクロナデ 鮨燈色

外面がやや煤けている
15C～近世頃か

1lTr
土師質土

器
橘鉢 良 密、自・金

(外)ナデ
(内)ナデ、擢 り目

鈍橙色
外面がやや煤けている
15C後半～ 16C末か

12Tr
土師質土

器
小皿

９

．
．

良 密、自・黒・金
外

内
ロクロナデ
ロクロナデ 鈍橙色

15C後半～ 16C前半か
かわらけ

12Tr 灰釉陶器 一霊 良 密、自・黒

外
内
底

回転ヘラ肖」り、自然釉
ナデ
ナデ、付高台

灰黄色

13Tr 土師器 妬 良 密、赤 。自・黒・金
外

内
ロクロナデ
ロクロナデ 橙色 黒班あり

表 27 石動追跡支線 3号地区 土製品観察表

図 野号 遺 構 種 類
重 量
(買 )

最大帳

(cm)
最大幅

(cm)
最大厚

(cm) 胎 土 色 調 膊 考

72 4号集石 焼成粘土塊 1608 やや密、自・金 浅黄色 スサ混在、壁材片か

表28 石動遺跡支線3号地区 金製品観察表

図 番号 適 構 種 類
(g) (cm) (c III)

最大厚
材 質 備 考

鉄器 鉄 日径 (7 8cm)

刀子 か 14 鉄

小柄 319 11 15 鉄 鍍銀、銀糸装飾あり

滓 975 磁石によくつく (強 )

滓 317 磁石に少 し反応する (弱い)

1lTr 滓 71 磁石に少 し反応する (弱い)

表29 石動遺跡支線3号地区 石製品観察表

図 番号 遣 構 種類
重 量

(cm)

最 大幅

(cm)

議 厚

(cm)
石 質 備 考

SD5 砥石 41 花闇岩質アプサライ ト 4面使用

1lTr 磨石 3900 花闇関緑岩 暫り面 3箇所か

1lTr 臼 205 寅山岩 上臼 側面に孔・盤痕あり
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4。 ま と め

調 査 の 結 果 、 住 居 跡 7軒 、 土 坑 8基 、 集 石 12箇 所 、 溝 8条 、 ピ ッ ト 20基 、

テ ラ ス 2箇 所 を 確 認 し た。 各 遺 構 の 時 期 に つ い て は、 本 文 と表 25で 示 し た

が、 本 調 査 区 で は、 出 土 遺 物 が 少 な く、 時 期 不 明 の 遺 構 が 多 か っ た。 出 土 遺

物 か ら 得 た 年 代 観 の 順 に、 遺 構・ 遺 物 に つ い て ま と め る と、 古 代 で は S15が

8C中 頃、S14が 8C後 半 頃、S13・ 4号 集 石・SD3が HC代 、8号 集 石 が 12C代 で あ っ

た。 中 世 段 階 は 明 確 で は な い が、近 世 ～ 近 代 で は SDl・SK2や 鍍 銀 さ れ た 小 柄 、

古 銭 な どを 検 出 し た。 SDlに つ い て は、 調 査 時 の 所 見 か ら近 世 。近 代 頃 に 畑

地 の 拡 張 に よ り埋 没 した も の と推 察 さ れ る。 構 築 時 期 は 明 確 で は な く、 別 遺

構 との 重 複 関 係 よ り年 代 が 遡 る 可 能 性 も 考 え られ、 調 査 区 東 側 に 所 在 す る長

昌 寺 の 寺 域 と関 連 す る可 能 性 が 窺 え る。 な お、 近 代 の 「 ウ シ・ ウ マ 捨 て 場」

で あ る SK2に つ い て は、 附 編 3で 詳 細 を 分 析・ 報 告 し て い る の で 参 照 さ れ た

セヽ。

(望 月 )
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西から

S12(1 2Tr)

S12古銭出土状況

S13カマ ド
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西から

Ｐ
Ｌ
２７
　
石
動
遺
跡
　
支
線
３
号
地
区

S11遺物出土状況 西から

北から

S12(6Tr)

西から

西から

Si3・ 9号集石 9号集石
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Ｌ
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石
動
遺
跡
　
支
線
３
号
地
区

東から

北から

北から

東から

・鞠

一一一一
ｓ‐５ 西から
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S17カマ ド前庭部

S17金属製品

西から 51ア

S17カマ ド

東から S17完掘状況
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西から

北から

西から

Ｐ
Ｌ
２９
　
石
動
遺
跡
　
支
線
３
号
地
区

151-

東から

粋

北から

北から



SKl

Ｐ
Ｌ
３。
　
石
動
遺
跡
　
支
線
３
号
地
区

SK2(lTr)

SK2(2Tr)

北から

東から

南から SK2獣骨出土状況

西から 3号集石。SK3

東から

西から

西から

SK2(lTr)

西から
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Ｐ
Ｌ
３‐
　
石
動
遺
跡
　
支
線
３
号
地
区

1号集石

2号集石

西から 1号集石完掘状況

西から 2号集石完掘状況

4号集石

ⅢⅢ■―・ |■∵

斡

院

(4号集石下)SD6(4号集石下) 北から
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Ｐ
Ｌ
３２
　
石
動
遺
跡
　
支
線
３
号
地
区

8号集石

10・ 11号集石

12号集石・SD3
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Ｐ
Ｌ
３３
　
石
動
遺
跡
　
支
線
３
号
地
区

SDl(6Tr)

SD2

SD3(1 2Tr)

】しから SDl(5Tr) 南から

東から

北から

南から

北からSD2(1 2Tr) 西から
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Ｐ
Ｌ
３４
　
石
動
遺
跡
　
支
線
３
号
地
区

|― 滸
東から

SD5'Pit9～ 17

テラス 2

西から SD7

テラス 1

東から

西から

東から

北から

勢 |

南から

SK8(1lTr)東から
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Ｐ
Ｌ
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石
動
遺
跡
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線
３
号
地
区

:

金属製品

57 剥離片のX線画像

石製品

57 わずかに残る銀板。銀糸
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第五章 石動・中新居遺跡 〔2000年度調査〕

第五 章 石 動。中新 居遺跡 支 線13号 地区 〔2000年 度調査〕
1.調 査 概 要

本 調 査 は 、 石 動 遺 跡 。中 新 居 遺 跡 地 内 に お け る 畑 地 帯 総 合 整 備 事 業 の 一 般

農 道 支 線 13号 建 設 に に 先 立 ち 、 平 成 12年 (2000)10月 ～ 12月 に 一 宮 町 教 育 委

員 会 が 実 施 し た 。 既 存 道 路 沿 い に 東 西 方 向 約 800mの 間 に 8箇 所 の ト レ ン チ

を 設 定 し、 計 約 310正 を 調 査 し た 。 な お 、 支 線 13号 線 は 石 動 遺 跡 。中 新 居 遺

跡 の 境 界 に あ た り、 道 路 南 側 に 設 定 し た ト レ ン チ 分 は 、 中 新 居 遺 跡 支 線 13

号 地 区 調 査 と な る 。 そ の た め 、 遺 構 の 報 告 に つ い て は 、 各 調 査 区 名 を 付 し て

示 し た 。 遺 構 一 覧 表 (表 31)・ ト レ ン チ ー 覧 表 (表 32)を 作 成 し て 整 理 し た の で 、

ご 留 意 い た だ き た い 。

2.調 査 ト レ ン チ

～ 石 動 遺 跡 支 線 13号 線 地 区 ～

lTr A3・ 4・ B3・ 4・ C-3,4・ DoE 3グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 既 存 道 路 に 沿 っ て 東 西 約 375
m、 幅 約 lm(拡 張 部 2mlの 範 囲 を 調 査 し 、 地 表 面 か ら 最 深 74cmま で 掘 削 し た 。

遺 構 確 認 面 は 地 表 面 か ら 約 25cmの 深 さ で あ り、 住 居 跡 2軒 611・ 2)、 溝 2条
(SDl・ 2)、 ピ ッ ト 1基 を 検 出 した。 他 、 トレ ン チ 出 土 遺 物 と して 縄 文 土 器 片 (61・

62)が 出 上 して い る。

2Tr E～ I-3+2グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 既 存 道 路 に 沿 っ て 東 西 約 39.5m、 幅 約 lm
の 範 囲 を 調 査 し 、 地 表 面 か ら 最 深 50 cmま で 掘 削 し た 。 遺 構 確 認 面 は 地 表 面

か ら 約 20cmの 深 さ で あ り、土 坑 1基 6Kl)、 埋 甕 、 ピ ッ ト 1基 を 検 出 し た 。 他 、

ト レ ン チ 遺 物 と し て 、 墨 書 土 器 の 土 師 器 雰 片 (53)が 出 土 し て い る。

5Tr L～ Q3・ P・ Q-4グ リ ッ ド に 位 置 す る。 既 存 道 路 に 沿 っ て 東 西 約 48m、 幅 約

2mの 範 囲 を 調 査 し、 地 表 面 か ら 最 深 60mま で 掘 削 し た 。 遺 構 確 認 面 は 地 表

面 か ら 約 25cmの 深 さ で 、住 居 跡 2軒 613・ 4)、 集 石 1箇 所 (5号 集 石 )、 溝 1条 (SDll)、

ピ ッ ト 1基 を 検 出 し た 。

6Tr S～ U_2グ リ ッ ド に 位 置 す る。 道 路 新 設 部 分 に あ た り、 東 西 方 向 約 23m、

幅 約 lmの 範 囲 を 調 査 し た。 な お 、 遺 構 確 認 部 分 に つ い て は 拡 張 を 行 い 、 遺

構 範 囲 及 び そ の 性 格 の 確 認 を 行 っ た 。 地 表 面 か ら 最 深 105cmま で 掘 削 し た 。

遺 構 確 認 面 は 地 表 面 か ら 約 25cmの 深 さ で あ り、 住 居 跡 1軒 (S16)、 溝 4条 6D3
～ 6)を 検 出 し た。

7Tr V～ x2グ リ ッ ド に 位 置 す る。 道 路 新 設 部 分 に あ た り、 東 西 方 向 約

24.5m、 幅 約 lmの 範 囲 を 調 査 し た 。 地 表 面 か ら 最 深 160 cmま で 掘 削 し た 。 遺

構 確 認 面 は 地 表 面 か ら 約 60cmの 深 さ で あ り、 住 居 跡 1軒 (S15)、 溝 2条 lSD8・ 9)

を 検 出 し た 。 他 、 ト レ ン チ 出 土 の 遺 物 と し て 、 土 師 器 皿 (56)が 出 土 し た 。
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第80図  トレンチ位置図
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第81図 遺構位置図 (1)
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3.発 見 し た 遺 構 ・ 遺 物

・ S11 〔

'富

83,コ 〕

位 置 と 検 出 状 況  A-4グ リ ッ ド、 lTr西

端 に 位 置 す る 。 調 査 範 囲 に お い て は 東

壁 を 確 認 し た が 、 重 複 す る SDl、 SD2に 大

半 を 壊 さ れ て い た 。 確 認 範 囲 で は 東 西

約 1.3m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 約

35cmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  検 出 し た

範 囲 で は カ マ ド 施 設 等 は な か っ た 。 覆 土

は 焼 土 粒 を 含 ん で い た 。 出 土 遺 物  土 師

器 皿 (1・ 2)・ 邪 (3・ 4)・ 竃 形 土 器 (5)、 灰 釉 陶 器

壼 (6)な ど が 出 土 し た 。 遺 構 の 時 期  出

土 遺 物 の 時 期 か ら 、 10世 前 半 ～ 中 頃 と

し て お く。

・ S12 〔

'密

83,コ 〕

位 置 と 検 出 状 況  D-4グ リ ッ ド、 lTr東

側 に 位 置 す る 。 調 査 範 囲 に お い て は 東

8Tr X～ Z2グ リ ッ ド に 位 置 す る。 道 路 新 設 部 分 あ た り、 東 西 方 向 約 16m、

幅 約 lmの 範 囲 を 調 査 し た が 、 遺 構 ・ 遺 物 は 確 認 で き な か っ た 。

～ 中 新 居 遺 跡 支 線 13号 地 区 ～

3Tr E3・ 4・F～ 13グ リ ッ ドに 位 置 す る。 既 存 道 路 に 沿 っ て 東 西 約 40m、 幅 約 ■2m
の 範 囲 を 調 査 し た 。 掘 削 は 、 地 表 面 か ら 最 深 60cmま で 掘 削 し た 。 遺 構 確 認

面 は 明 確 で は な か っ た が 、 ト レ ン チ 東 側 の 深 さ 約 45cmの と こ ろ で 、 集 石 2

箇 所 (1号 集 石 ・2号 集 石 )を 検 出 し た。 他 、 ト レ ン チ 出 上 の 遺 物 と し て 、 土

師 器 小 皿 (54)、 土 錘 (63)が 出 土 し た 。

4Tr」 ～ L3グ リ ッ ド に 位 置 す る。 既 存 道 路 に 沿 っ て 約 20m、 幅 約 1～ 2mの
範 囲 を 調 査 し た 。 遺 構 確 認 面 は 明 確 で は な か っ た が 、 ト レ ン チ 中 央 で 集 石 1

箇 所 (4号 集 石 )を 確 認 し た 。 他 、 ト レ ン チ 出 上 の 遺 物 と し て 、土 師 器 小 皿 (55)

が 出 上 し た 。
表 30 石動 。中新居遺跡支繰 13号地区 トレンチー覧
位置 遺 構

lTr S11・ 2、 Pitl、 SDl・ 2・ 10 Ef動

2Tr SKl、 IIt7甕

3Tr 1～ 3号集石 ,新居
4Tr

5Tr 4、 5号集石、 SDll S動

】Tr S16、 SD3-6 LI動

7Tr S15、  SD8'9 巨動

3TI 遺構な し g動

〕Tr 還構 な し ξ動

表 31 石動 。中新居追跡支線 13号地区 遺構一覧

4号集石 4Tr 10C後半～ 1lC代 ■新居
SDll

ITr 10世前半～中頃 EI動

5Tr

7Tr HC後半頃 自動

5Tr

δTr 〕C中頃 g動

埋甕 2Tr 1縄支時代中期

1号集石 3Tr ■新居
6号集石 7Tr 動

lTI ξ動

lTr 下明 Ef動

SKI 21士 不明 ξ動

2号集石 3Tr 下明 ,新居

3号集石 〕TI 下明 ,新居
5号集石 ,Tr ヽ明 ζ動

ITr 下明 石動

SD2 lTr ヽ明 g動

SD3～ 6 STr 下刷] 百動

SD8・ 9 ITr 下明 百動

lTr

`り

] 百動

壁 ・ 西 壁 を 確 認 し 、 重 複 す る Pitlに 西 壁 を 壊 さ れ て い た 。 規 模 は 明 確 で は な

い が 、 東 西 の 壁 間 は 約 3,3m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 約 30cmを 測 っ た 。

遺 構 の 特 徴  検 出 し た 範 囲 で は カ マ ド施 設 等 は な か っ た 。 遺 構 の 時 期  出 土

遺 物 は な く 、 不 明 で あ る 。

C S13 〔

'言

83,コ 〕

位 置 と 検 出 状 況  L3グ リ ッ ド、 5Tr西 端 に 位 置 す る 。 調 査 範 囲 に お い て は

東 壁 。南 壁 を 確 認 し た 。 規 模 は 明 確 で は な い が 、 確 認 し た 範 囲 は 東 西 約 3.6m、

南 北 約 2m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 約 10cmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  検

出 し た 範 囲 に カ マ ド 施 設 は な く、 東 壁 際 に P比2、 中 央 に Pit3・ 4を 検 出 し た が 、

性 格 。重 複 関 係 に つ い て は 不 明 で あ る 。 出 土 遺 物  土 師 器 不 (7)が 出 土 し た 。

な お 、 少 量 で あ る が 、 覆 土 中 に 縄 文 土 器 片 (57・ 58)が 混 在 し た 。 遺 構 の 時 期

遺 物 が 少 な く 明 確 で は な い が 、 HC頃 と し て お く。

・ S14 〔

'籍

84・ 85,コ 〕

位 置 と 検 出 状 況  M-4グ リ ッ ド、 5Tr西 側 に 位 置 す る 。 調 査 範 囲 に お い て は
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西 壁 を 確 認 し、 重 複 す る SDllの 上 部 を 壊 し て い た 。 規 模 は 明 確 で は な い が 、

東 西 約 48m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 約 20cmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴

検 出 し た 範 囲 で は カ マ ド施 設 等 は な か っ た が 、 西 壁 際 で 遺 物 が 集 中 し て 出 土

し た 。 出 土 遺 物  土 師 器 邪 (10～ 23・ 26)・ 皿 (24・ 25)が 出 土 し た 。 10～ 23は

1lC代 の 郷 や 皿 で 一 括 廃 棄 さ れ た も の と 考 え ら れ る 。 24～ 26は 10C前 半 頃 の

邪 や 皿 で 、 重 複 す る SD Hか ら の 混 入 と 考 え ら れ る 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物

か ら 、 1lC後 半 と し て お く。

。 S15 〔う言84,4〕

位 置 と 検 出 状 況  VoW 2グ リ ッ ド、 7Tr中 央 か ら や や 西 側 に 位 置 す る 。 調 査

範 囲 に お い て は 南 辺 ・ 東 辺 を 確 認 し 、 重 複 す る 6号 集 石 。SD7に 西 側 を 壊 さ

れ て い た 。 規 模 は 明 確 で は な く、確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 約 35cmを 測 っ

た 。 遺 構 の 特 徴  検 出 し た 範 囲 で は カ マ ド施 設 等 は 確 認 で き な か っ た が 、 覆

土 に は 焼 土 粒 ・ 炭 化 物 を 含 ん で い た 。 出 土 遺 物  土 師 器 郷 (8・ 9)が 出 土 し た 。

遺 構 の 時 期  遺 物 が 少 な く 明 確 で は な い が 、 1lC後 半 頃 と し て お く。

・S16 〔

'符

86・ 87[コ 〕

位 置 と 検 出 状 況  S-2グ リ ッ ド、 6Tr西 端 に 位 置 す る 。 重 複 す る SD3に 西 側

を 壊 さ れ て お り、 ま た 壁 が 明 確 で は な く、 周 溝 に よ っ て 遺 構 範 囲 を 推 定 し

た 。 調 査 範 囲 で は 西 辺 。東 辺 ・ 南 辺 を 確 認 し 、 東 西 間 は 約 5m、 確 認 面 か ら

床 面 ま で の 深 さ は 約 35cmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  東 辺 で 焼 土 ブ ロ ッ ク・ 粘

土 を 確 認 し、 カ マ ド 跡 と 推 定 し た 。 ま た 、 南 辺 の 中 央 付 近 で Pit状 の 掘 り 込

み を 確 認 し て お り、 袖 石 や 入 り 口 部 の 痕 跡 と も 考 え ら れ た が 、 い ず れ も 明 確

で は な か っ た 。 出 土 遺 物  土 師 器 郷 (31～ 43)。 甕 (46・ 47)、 須 恵 器 不 (44)。 甕 (45)、

鉄 鏃 (64)が 出 土 し た 。 47の 甕 は 器 面 が 若 干 磨 耗 し て い た が 、 胴 部 の 内 外 面 に

指 頭 痕 や ハ ケ メ 調 整 の 痕 が な く、 ロ ク ロ ナ デ に よ り 調 整 さ れ た 可 能 性 が 窺 え

る 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 か ら 、 8C中 頃 と し て お く。

・ SKl〔 第 88図 〕

位 置 と 検 出 状 況  E-3グ リ ッ ド、 2Tr西 側 に 位 置 す る 。 調 査 範 囲 で は 重 複 は

な く、 東 西 約 ■2m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 約 50cmを 測 っ た 。 遺 構 の

時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

。1号 集 石 〔第 88図 〕 中 新 居 遺 跡 支 線 13号 地 区

位 置 と 検 出 状 況  E3・ F-3・ 4グ リ ッ ド、 3Tr西 側 に 位 置 す る 。 調 査 範 囲 に お い

て は 約 9,7mの 範 囲 で 確 認 し、部 分 的 に 列 状 を な し て い た 。 調 査 時 の 所 見 か ら、

旧 畑 地 の 石 垣 の 一 部 と 推 定 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く 明 確 で は な い

が 、 検 出 状 況 か ら 近 世 。近 代 頃 と 推 定 し て お く。

・ 2号 集 石 〔第 88図 〕 中 新 居 追 跡 支 線 13号 地 区

位 置 と 検 出 状 況  H-3グ リ ッ ド、 3Tr西 側 に 位 置 す る 。 調 査 範 囲 に お い て は

東 西 約 ■9mの 範 囲 に 礫 が 堆 積 し て い た 。 性 格 に つ い て は 不 明 で あ る 。 遺 構

の 時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

・ 3号 集 石 〔第 88固 〕

位 置 と 検 出 状 況  13グ リ ッ ド、 3Tr西 側 に 位 置 す る 。 調 査 範 囲 に お い て は 東

西 約 ■8mの 範 囲 に 礫 が 堆 積 し て い た 。 性 格 に つ い て は 不 明 で あ る 。 遺 結 の

時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

・ 4号 集 石 〔第 89図 〕

位 置 と 検 出 状 況  K-3グ リ ッ ド、4Tr中 央 に 位 置 す る 。 規 模 は 明 確 で は な い が 、
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東 西 約 ■6m、 南 北 2mを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  方 形 状 に 約 30cm掘 り 込 ん で か

ら 礫 を 据 え て お り、内 部 も 礫 を 並 べ て 2区 画 に し て い た 。 出 土 遺 物 は 少 な か っ

た が 、 支 線 3号 地 区 検 出 の 8号 集 石 と 類 似 し て お り、 集 石 墓 で あ る 可 能 性 が

考 え ら れ る 。 出 土 遺 物  灰 釉 陶 器 壼 (49)が 出 土 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物

か ら 、 10C後 半 ～ HC代 と し て お く。

・ 5号 集 石 〔第 89図 〕

位 置 と 検 出 状 況  Q-2グ リ ッ ド、 5Tr東 側 に 位 置 す る 。 重 複 は な く、 長 径

80cm、 短 径 60cmの 楕 円 形 を 呈 し 、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 約 25cmを 測 っ

た 。 遺 構 の 特 徴  内 部 に は 径 15cmほ ど の 礫 が 充 填 さ れ て い た が 、 性 格 は 不

明 で あ る 。 出 土 遺 物  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

・ 6号 集 石 〔第 89図 〕 中 新 居 遺 跡 支 線 13号 地 区

位 置 と 検 出 状 況  半2グ リ ッ ド、 7Tr西 側 に 位 置 す る 。 約 南 北 6mの 間 に 3

条 の 石 列 を 検 出 し、 下 層 に は SD7が 位 置 す る が 、 重 複 関 係 に つ い て は 不 明 で

あ る 。 調 査 時 の 所 見 か ら、 1号 集 石 同 様 に 旧 畑 地 の 石 垣 の 一 部 と 推 定 し た 。

遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く 明 確 で は な い が 、 検 出 状 況 か ら 近 世 。近 代 頃 と

推 定 し て お く。

・ 埋 養 〔第 88図 〕

位 置 と 検 出 状 況  H-3グ リ ッ ド、 2Tr中 央 か ら や や 東 側 に 位 置 す る 。 縄 文 時

代 中 期 の 曽 利 V式 期 の 深 鉢 (48)が 正 位 で 据 え 置 か れ て お り、 上 部 は 掘 削 を 受

け て 欠 損 し て い た 。 こ の 他 は 、 lTrで 縄 文 土 器 の 小 片 が 出 土 し た も の の 、 調

査 範 囲 に お い て は 明 確 な 遺 構 は な か っ た 。

・ SDl 〔,群 83・ 90・ 91:コ 〕

位 置 と 検 出 状 況  A・ B4・ C・ D-3グ リ ッ ド、 lTrで 確 認 し た 。 東 西 方 向 の 溝 で 、

約 35mの 範 囲 で 確 認 し、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 45cmを 測 っ た 。 重 複 す る

S11、 SD2を 壊 し て い た 。 SD10と の 重 複 関 係 は 不 明 で あ る 。 遺 構 の 特 徴  溝 縁

部 に 小 ピ ッ ト が 伴 う 部 分 を 確 認 し た が 、 性 格 は 不 明 で あ る 。 旧 道 路 跡 ま た は

耕 地 に 伴 う 側 溝 と 推 定 し た 。 出 土 遺 物  土 師 器 高 台 付 不 (50)・ 小 型 甕 (51)が 出

上 し た 。 な お 、 少 量 で あ る が 覆 土 中 に 縄 文 土 器 片 (60)な ど が 混 在 し て い た 。

遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く 明 確 で は な い が 、 検 出 状 況 か ら 近 世 。近 代 頃 と

推 定 し て お く。

・ SD2〔 第 83・ 90図 〕

位 置 と 検 出 状 況  A3・ 4グ リ ッ ド、lTr西 側 で 確 認 し た 。南 北 方 向 の 溝 で あ り、

調 査 範 囲 に お い て は 重 複 す る S11を 壊 し、 SDlに 壊 さ れ て い た 。 規 模 は 明 確 で

は な い が 、検 出 し た 範 囲 で は 幅 約 12m、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 40cmを 測 っ た 。

遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、 明 確 な 時 期 は 不 明 で あ る が 、 段 階 的 に S11廃

絶 以 降 か ら SDl構 築 以 前 と 位 置 付 け て お く。

・ SD3〔 第 86図 〕

位 置 と 検 出 状 況  S-2グ リ ッ ド、6Tr西 端 出 確 認 し た 。南 北 方 向 に 延 び る 溝 で 、

重 複 す る S16を 壊 し て い た 。 調 査 範 囲 で は 幅 約 2.4m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の

深 さ は 約 85cmを 測 っ た 。 遺 構 の 特 徴  覆 土 上 面 に 焼 土 粒 。炭 化 物 を 含 ん だ が 、

重 複 す る S16か ら の 混 入 と 推 定 さ れ る 。 出 土 遺 物  土 師 器 甕 (29。 30)が 出 土 し

た が 、 S16か ら の 流 れ 込 み と 推 定 す る 。 遺 構 の 時 期  重 複 関 係 か ら S16廃 絶 以

降 と し て お く。

・ SD4 〔

'奮

90Eコ 〕
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1 黄 褐 色 土 やや暗い。

2 黄 褐 色 土 黒色上を含む。

3 黄 褐 色 土 地山。

◎ ▲④
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坐_す_当型二__4m

暗褐色土 表土。

暗褐色土 英雑物少ない。
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第五章 石動 。中新居遺跡 〔2000年度調査〕

5号集石

Ｅ
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m

6号集石 。SD7

第89図  4～ 6号集石
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位 置 と 検 出 状 況  牛2グ リ ッ ド、 6Tr東 側 で 確 認 し た 。 北 西 方 向 に 軸 を も つ

溝 で 、 撹 乱 の 影 響 で 明 確 で は な か っ た が 、 検 出 し た 範 囲 で は 確 認 面 か ら の 深

さ は 約 60cmを 測 っ た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。

。SD5 〔

'箱

90,4〕

位 置 と 検 出 状 況  T2グ リ ッ ド、 6Tr東 側 出 確 認 し た 。 北 西 方 向 に 軸 を も つ

溝 で 、 検 出 し た 範 囲 で は 幅 約 80cm、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 15cmを 測 っ た 。

性 格 は 不 明 で あ る 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く 明 確 で は な い が 、 土 層 観 察

か ら は SD6と 同 時 に 埋 没 し た と 考 え ら れ る 。

・ SD6 〔

'縛

90・ 91Eコ 〕

位 置 と 検 出 状 況  U2グ リ ッ ド、 6Trで 確 認 し た 。 南 北 方 向 に 延 び る 清 で 、

調 査 範 囲 に お い て は 幅 約 2.8m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 約 50cmを 測 つ

た 。 出 土 遺 物  土 師 器 邪 (52)が 出 土 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 は 8C中 頃

に 比 定 さ れ る が 、 遺 構 時 期 に つ い て は 不 明 で あ る 。

。SD8〔 第 90図 〕

位 置 と 検 出 状 況  WoX 2グ リ ッ ド、 7Tr東 側 で 確 認 し た 。 東 西 方 向 の 溝 で 、

重 複 関 係 は 明 確 で は な い が 、 SD9の 上 層 に 位 置 す る 。 検 出 し た 範 囲 で は 東 西

約 69m、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 35cmを 測 っ た 。遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く 、

不 明 で あ る 。

・ SD9 〔

'帯

90,コ 〕

位 置 と 検 出 状 況  X2グ リ ッ ド、 7Tr東 側 で 確 認 し た 。 南 北 方 向 の 溝 で 、 重

複 関 係 は 明 確 で は な い が 、 SD8が 上 層 に 位 置 す る 。 検 出 し た 範 囲 で は 東 西 約

1.8m、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 25cmを 測 っ た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、

不 明 で あ る 。

。SD10 〔う言90,コ 〕

位 置 と 検 出 状 況  E-3グ リ ッ ド、 lTr東 端 で 確 認 し た 。 SDlと の 重 複 関 係 は

不 明 で あ る 。 南 北 方 向 の 溝 と 推 定 し た が 、 出 土 遺 物 も な く、 規 模 や 時 期 に つ

い て は 不 明 で あ る 。

。 SDll 〔参言84:4〕

位 置 と 検 出 状 況  M3グ リ ッ ド、 5Tr西 側 で 確 認 し た 。 南 北 方 向 に 延 び る 溝

で 、 調 査 範 囲 に お い て は 重 複 す る S14に 上 部 を 壊 さ れ て い た も の の 、 幅 約 2,8

m、 確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 約 40cmを 測 っ た 。 出 上 遺 物  土 師 器 邪 (27・

28)が 出 土 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 か ら 、 10C前 半 頃 と し て お く。

4。 ま と め

調 査 の 結 果 、住 居 跡 6軒 、集 石 6箇 所 、溝 H条 、土 坑 、埋 甕 、Pitを 発 見 し た 。

各 遺 構 の 年 代 に つ い て は 、 表 31で 示 し た 。 出 土 遺 物 か ら 得 た 年 代 観 の 順 に

遺 構 を ま と め る と、 古 代 で は S16が 8C中 頃 、 SDllが 10C前 半 頃 、 S11が 10C前

半 ～ 中 頃 、4号 集 石 が 10C後 半 ～ 1lC代 、S14・ 5が HC後 半 頃 、S12が 1lC頃 で あ っ た 。

中 世 段 階 は 明 確 で は な い が 、 近 世・近 代 で は 1・ 6号 集 石 、SDlな ど を 検 出 し た 。

ま た 、 明 確 な 遺 構 確 認 は で き な か っ た が 、 縄 文 時 代 の 遺 物 が 出 土 し て お り、

埋 甕 は 中 期 後 葉 曽 利 V式 期 に 比 定 さ れ る 。 そ の 他 、 住 居 跡 や 溝 の 覆 土 に 混 在

し て 前 期 後 半・ 諸 磯 B式 (60)、 諸 磯 C式 期 (61)、 前 期 末・十 三 菩 提 式 期 (57)、

中 期 後 葉 ・ 曽 利 Ⅳ A期 (59)、 加 曾 利 E3式 期 (62)、 後 期 中 葉 ・ 加 曾 利 B式 期

(58)に 比 定 さ れ る 土 器 片 が 出 土 し た 。
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第五章 石動 。中新居遺跡 〔2000年度調査〕

表32 石動 。中新居造跡支線 13号地区 遺物観察表

図 番号 遺 構 種 別 器 種 麓樹 焼成 胎 土 整 形 技 法 色 調 備 考

1 土師器 Il l

‐２ ６

２ ４

４ ４
良 彗、赤・ 自・ 黒 魯員多誘季`

ヘラ削り
月赤褐色 内面がやや煤けている

SII 土師器 皿

‐２ ４

２ ３

５ ６
良 る、赤 。自・黒 綿 E多日李季ヽ鋒 旧」

1底)回転糸切痕、スノヨ状圧痕
月赤褐色 外面がやや煤けている

3 土師器 必
(144)
(47)
54

良 やや粗、赤・自・黒 棧;日多E李癸
ヘラ削り

(底)ヘラ肖Jり
橙色 黒班あり

4 土師器 雰 良 駁密、赤・ 白・ 黒 t贄;今夢」り
(底)静止糸切痕、ヘラ肖Uり 、墨書「□ |

橙色

5 土師器 竃形土器
(2601

良 語、赤・自・黒・金 (外)タテハケ
(内)ヨ コハケ 月赤褐色 勺面及び外画口縁部がやや黒変

6 須恵器 壺
94

良 密、自・黒
:外)ロクロナデ、施釉

1窪 ;昌墨民ぢ昴ちT牌高台
更黄色

7 土師器 % 良 基
や粗、赤・白・黒・

t待;詈多詈李季
(底)回転糸切痕

亀橙色 菖鈴恕腰慇犠

8 土師器 郷 良 やや粗、赤・ 白・黒
i會|:そ景ち君 登色 至森喬に劣化

9 土師器 必 良 基
や粗、赤。自・黒・ (外)ロ クロナデ

罐;渇象累窃君
竜赤褐色 内・外面及び割れ口に付着物あり

S14 土師器 杯

103
30
40

良 やや糧、赤・白・黒
(外)ロ クロナデ

i農!呂塞累窃ぞ 登色 織需示臨 けてぃる

11 土師器 雰
Ｈ
３
４

良 やや粗、赤・自・黒
(外 )ロ クロナデ
(内)ロ クロナデ
(底)回転糸切痕

竜橙色 内・外面一部黒変

S14 土師器 不

‐０ ８

３ ‐

４ ４
良 やや粗、赤・白・黒

t外 )ロ クロナデ
〔内)ロ クロナデ

`廣

う同競糸切痛
登色 織唇軍華晨爺てぃる

S14 土師器 邪

109
35
39

良 基
や粗、赤・白・黒・ t外)ロ クロナテ

〔内)ロ クロナデ

`底

)回転糸切痛
橙色 偽署秀茫

黒変

S14 土師器 雰

110
31
42

良 やや粗、赤・ 自・黒
〔外)ロクロナデ
〔内)ロクロナデ 橙色 内面やや黒変

15 土師器 イ
108
32
42

良 やや粗、赤・白・黒
〔外)ロクロナデ
〔内)ロ クロナデ
〔底)回転糸切痕

橙色 全体的に劣化

S14 土師器 イ

‐０ ８

３ ２

４ ３
良 塁

や粗、赤・白・黒・ t外,ロ クロナデ
〔内)ロ クロナデ「廣う回転糸切痛

橙色 勺・外面一部やや黒変

土師器 邦

２

２

９

Ｈ
３
３

農 やや粗、赤・ 白・ 黒 i織;E夕 E李季
:底)回転糸切痘

登色 A・ 外面一部やや黒変

S14 土師器 郷

108
295
44

良 やや粗、赤・ 自・黒 〔織;日多目李季 登色 全体的に劣化

土師器 必
(114)
(31)
43

良 やや粗、赤・白・黒 t待;目多日李季
(底)回転糸切痕

登色 対面がやや煤けている

土師器 郷
(111)
(28)
44

長 やや粗、赤 。白・黒 t偽;詈多日李季
(底)回転糸切薦

登色 勺面やや黒変

土師器 必

130
42
46

良 やや粗、赤・ 自・ 黒 〔織;日多目す季
(底)回転糸切雇

登色 erI的に劣化

土師器 イ

０

３

２

‐３

４

５
良 やや粗、赤・ 自・黒 t鋳;日多目李季

(底)回転糸切痕
宣色 釧本的に劣化

土師器 邸

‐２ ９

４ ６

４ ８
良 やや粗、赤・白・黒 t鋳;E多日李季

(底)回転糸切痕
燈色 主部が燦けている

土師器 皿

‐ ２ ８

２ ５

３ ２
長 やや粗、赤・白・黒 幣鰯Ξ多日李会

ヘラ削り
(底)回転糸切痕、ヘラ削り

髄 黒班あり

S14 土師器 皿

(130)
(27)
(51)

良 やや粗、赤・ 自・ 黒 懲言塗景ぢ念父号脇 橙色 底面及び外面の一部黒変

土師器 必

(118,
(45)
40

良 密、赤・ 自・黒 慇員ち昂手季`
割り

橙色

SDll 土師器 郷
(118)
(41) 良 密、赤 。自・黒 織;E多日李灸

ヘラ削り
(底)回転糸切痕、ヘラ削り、指頭痕

橙色

SDll 土師器 郷

113

をAキ

良 やや粗、赤・自・金
t會|:塗景ぢ且貪;誹 :

橙色 自曇覇甦尋客昇ξ選§灯明か
SD3・ S16 土師器 鉢

(192)
良 密、赤 。自・ 黒 織〕チ熟 橙色 劣化著しし

SD3 土師器 甕
(112)

や
貧
猾
基
や粗、赤・自・黒・〔鉛〕字票烈り

。ナデか
月赤褐色

39吾極幕祭
土師器 郷

125
37
78

良 密、赤 。自・黒
t會1量そ景坊aミ:誹 :

橙色 豊密惣矮審儀

土師器 イ 辮
８８

良 肇、赤・白・ 黒 留員多昂オ灸e塁
削り

餡 籍筈覺鐘宏鯨にも暗文か

土師器 杯 γぎ 良 督、赤 。自・ 黒 容員多昂,灸 命髭削り 登色 露覇譜雙あり

S16 土師器 雰 留 良 密、赤・ 白・黒 毯1彩誘入鐸‖
り

地橙色 禽争舞缶筆隼黒変

土師器 イ 辮 良 密、赤・白・黒 固員多昂オ季`
例り

蓬橙色 弁咎翠年箕塞、内面が煤けている

S16 土師器 不

134
55
70

警、赤・ 自・黒 圏宍3脇
、ナデ

登色 農密投怒策告の一部黒変
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図 番号 遺 構 種 別 器 種 選雹[報
焼成 胎  土 整 形 技 法 色 調 備 考

土師器 不 ▼メ 良 密、赤・ 自・黒 圏目盪員ち登父5訛 鈍橙色 割本的に劣化

土師器 邪 辮
６７

良 密、赤・白・黒
いな
ア
削

ナ
ナ
ラ

ロ
ロ
ヘ

ク
ク
転

ロ
ロ
回

外
内
底

鈍橙色 鞍調|:奪等黒変

土師器 郷 良 密、赤・白・黒 十毯1量そ量みa父三』4
橙色 鉛習騒後

土師器 ITN

71
良 密、赤・自・黒

t毯1曇そ景あ量父5跳 :
鈍橙色 宅絡盟倭策告の一部がやや黒変

土師器 不
72

良 密、赤・自・黒 罐す拿Z黙身覆、ヘラ削り、線刻『 橙色 全体的に劣化

土師器 IIN 良 密、赤 。自・黒
1毯1員を昂オF【怠三烈

り
橙色 全体的に劣化

土師器 外 良 密、赤・自・黒 〔偽〕E多ロチ季 橙色 勺面回縁部に灯明痕

須恵器 イ 』ヨ
67

良 密、自・ 黒
t會1目塗員あ琶iな會害 灰自色

須恵器 甕
(232)

良
. 蜜、自・ 黒 鰺骰EttE事会箸鍵義文 灰白色 チぶくれあり

土師器 甕 良 密、赤・ 白
t織;字票I」を浪福頭痕 月赤褐色 Ⅲ面が部分的に黒変

S16 土師器 蜜
(278)

良ヽ 粗、赤・ 白・黒・金 {綿 す季 橙色 塁≠そ駆ぢ占1ヒ
4号集石 須恵器 壬璽

(1281
良 密、白・ 黒

t自1屠詈魯
ラ削り

祭9_ブ艶 内・ 外面に自然釉

土師器 高台郷杯 良 密、赤 。自・黒・金
t會1目塗員ちき癬暑台 褐色 内面黒色処理

SDl 土師器 小型甕 良
' 粗、赤・ 白・黒・金 趨テ参、ヘラ削りか 男赤褐色 底面に線刻状の圧痕

SD6 土師器 必
や
置イ基

や粗、赤。自・黒・鰹参ヱ黙身後ヘラ削り、穿孔か 登色 ヨ貧霧曇霊祭黒変
2Tr 土師器 イ 良 密、赤・白・ 黒 〔偽;EttΞす季ヽヘラ削り、墨書『□』

登色 黒班あり

3Tr 土師器 小皿 ぽ 良 密、赤・金・黒 目盈量Й恋 登色

4Tr 土師器 小皿 良 密、赤・自・黒
i會1目ゑ員ちそ 登色

7Tr 土師器 皿 昭 良 密、赤・白・黒 圏影昂オ季`
ヘラ削り

登色 禽挙巽缶倉些部がやや黒変

表33 縄支土器 観察表

胎 土 色 調 備 考

!Tr 梁鉢 盛 !本 の懸垂文で器面を 9区分 し、半裁竹悟 中期後案・ 曽利 V式期 畜 白・黒・金 飽 底径 9 6cm、 内面劣化、

剥離、部分的に黒変

子裁竹管による刺突文 前期末・十三菩提式期 地い黄褐色

深 鉢 良 半裁竹管による羽状沈線文 後期中葉・加曾利 B式期

深鉢 良 と文に櫛歯状沈線文、蛇行沈線文 中期後葉・曽利Ⅳ A期

深鉢 良 半裁竹管による押引文

深 鉢 良 子裁竹管による結節沈線支

蒐い黄褐色

表 34 石動 。中新居遺跡支線 13号地区 土製品観察表

国 番号 遭 構 種 類 鑢
０ 藤

ｍ
最大幅

(cm) (cm)
胎  土 色 調 備 考

3Tr 土 錘 やや密、自・金 浅黄色

“

りの一部か 中心に孔あり

図 番号 遣 構 顧 鑢
０

最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最大厚

(cm)
材 質 備 考

鉄 鏃 137
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第五章 石動 。中新居遺跡 〔2000年度調査〕

西から

Ｐ
Ｌ
３７
　
石
動
遺
跡
　
支
線
１３
号
地
区

SDl・ 2

S11遺物出土状況 南から

東から

177-

西から

S11遺物出土状況

南西から



Ｐ
Ｌ
３８
　
石
動
遺
跡
　
支
線
１３
号
地
区

S14、  SDll

S障 遺物出土状況

西から

北から S16遺物出土状況 西から
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∬
健

西から

西から 西から

Щ

S16鉄鏃出土状況 北から 南から



第五章 石動・中新居遺跡 〔2000年度調査〕

西から

Ｐ
Ｌ
３９
　
石
動
遺
跡
　
支
線
１３
号
地
区

西から

4号集石

179-

北から

麟

Ⅷ

∝

絢
∈」〆

北から

ヾ

〆臨
ぴ
疵

西から4号集石完掘状況 北から



SD5。 6東から

Ｐ
Ｌ
４。
　
石
動
遺
跡
　
支
線
１３
号
地
区

4Tr Ph・ 硬化面
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第五章 石動・中新居遺跡 〔2000年度調査〕

3       石

動
.遺

す奪 跡.Ff

支
線
13
号

6       地
区

F

Si5

―     
与

Hlliilililli与

与 与 与 患 尊 慈
患

感

自 鵞

鷺

1  

臀
彎

島

島

与
与 与 与 与

島 島 島 島 島 鳥 鳥 鳥 鳥 程 4島

'1二

鬱 議 露

辞
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Ｌ
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石
動
遺
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線
１３
号
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区

42

土錘

幾

61

墨審土器

金属製品
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第六章 北中原遺跡 (4次 )

第六章 北中原遺跡 (第 4次 )支 線 14号 地区 (2005年 度調査分〕

1.2005年 度 調 査 に つ い て

こ れ ま で 報 告 し た 事 業 に 関 し て は 旧 一 宮 町 時 代 に 調 査 に 着 手 し た が 、 支 線

道 路 第 14号 の 建 設 箇 所 で あ る 本 調 査 地 点 の 試 掘 調 査 に 着 手 し た の は 、 6町
村 が 合 併 し 笛 吹 市 が 誕 生 し て か ら で あ る 。 今 回 の 調 査 地 点 は 県 が 実 施 し た

1・ 2次 調 査 地 点 と 、 一 宮 町 が 実 施 し た 3次 調 査 の 中 間 地 点 で あ る た め 、 本

調 査 の 可 能 性 を 想 定 し な が ら 、 平 成 17年 1月 17日 か ら 試 掘 調 査 に 入 っ た 。

遺 構 が 確 認 さ れ た 地 点 は 随 時 拡 張 し、 そ の ま ま 本 調 査 に 移 行 し た 。 3月 3日
ま で 調 査 を 実 施 し、 一 部 の 葡 萄 畑 を 残 し 、 一 旦 調 査 を 中 断 し た 。 と こ ろ が 、

そ の 後 葡 萄 棚 の 杭 や 小 張 な ど の 撤 去 が 急 き ょ 実 施 さ れ た た め 、 3月 15日 ～

3月 31日 、4月 7日 ～ 4月 27日 に か け て 追 加 調 査 を 実 施 し、調 査 を 完 了 し た 。

調 査 面 積 は 454だ で 、 住 居 跡 7軒 、 溝 状 遺 構 2、 地 下 式 坑 1、 土 坑 24、 P止 15、

道 路 状 遺 構 1、 抜 根 痕 2を 確 認 し た 。

尚 、 支 線 道 路 14号 は 道 路 幅 が ほ ぼ 10mで あ る が 、 南 側 は 簡 易 舗 装 の 道 路

が 使 用 中 で あ っ た た め 、 そ の 道 路 箇 所 は 掘 削 し て い な い 。

ま た 、 住 居 跡 の カ マ ド の 焼 土 は す べ て 洗 浄 し、 微 細 遺 物 の 検 出 に 努 め た 。

そ の 成 果 は 、 附 編 1・ 2に 纏 め て あ る 。 今 回 の 調 査 地 点 に 関 し て は 、 10× 10

mの グ リ ッ ド で 設 定 し て お り、 注 意 さ れ た い 。

2.基 本 層 序

基 本 層 序 は 、 第 1・ 2次 調 査 の 報 告 書 で 提 示 さ れ

て い る が 、 基 本 的 に は 同 様 で あ る が 、 B8グ リ ッ ド

で 基 本 層 序 を 確 認 し た の で 、 報 告 し て お く。 な お 、

Ⅳ ・ V層 に 関 し て は 、 D-4グ リ ッ ド の 地 下 式 坑 の 土

層 に よ る 。 Ⅲ
′
層 は 1・ 2次 の 報 告 書 で 述 べ て い る

よ う に 地 点 に よ り 厚 さ が 異 な り、 Ⅳ 層 の 礫 が 上 方

で 確 認 さ れ る 場 合 も あ る 。

I 表 土

Ⅱ  暗 黄 褐 色 土

Ⅲ  明 黄 褐 色 土 (ロ ー ム 質 の 上 )

Ⅲ
′ 明 黄 褐 色 砂 質 土

Ⅳ  礫 層

V 砂 礫 層

3.遺 構

今 回 調 査 し た 遺 構 は 住 居 跡 7軒 、土 坑 24基 な ど で あ る 。 調 査 区 の 制 約 か ら 、

全 容 が 明 確 に な っ た 住 居 跡 は S16。 7の み で あ っ た 。 ま た 、 S17の 南 側 に お け る

土 地 の 地 境 は 、 lm近 く の 段 差 が あ る こ と か ら 、 畑 に 整 備 さ れ た 段 階 で 大 き

く 削 り 取 ら れ て お り、 遺 構 が 削 平 さ れ て し ま っ た 可 能 性 が あ る 。 な お 、 竪 穴

の 部 分 的 な 調 査 に と ど ま っ た 住 居 で も 、 S12・ 5の カ マ ド周 り か ら の 遺 物 出 土 状

態 が よ く、 良 好 な 知 見 を 得 ら れ た 。

・S11 ('書  94・ 95 図 、 PL43)
C12グ リ ッ ド。 道 路 の 東 側 で 確 認 す る が 、 西 壁 に つ い て は 既 存 道 路 の 下 に

存 在 す る も の と 思 わ れ 、東 壁 は 調 査 区 外 に 展 開 す る 。 本 住 居 跡 は 床 面 が 3面 、

一―-37400m

牲 す _… す 生 淫 上 ___Jm

第92図 基本層序
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カ マ ド が 2基 確 認 さ れ て お り、 3軒 分 の 住 居 跡 の 重 複 で あ る 。 土 層 観 察 か ら

新 し い 住 居 跡 か ら 番 号 を 付 し た 。 S1lAは 主 軸 が ■5m程 度 で 、 確 認 面 か ら の

深 さ は 最 大 で 25cmで あ る 。 S1lBは Aの 住 居 跡 の 下 層 で 確 認 さ れ た も の で 、 C

は こ れ ら 2軒 に よ り 大 半 が 壊 さ れ る が 、南 壁 付 近 を わ ず か に 残 す も の で あ る 。

S1lAの カ マ ド は 北 壁 に 付 設 さ れ 、 確 認 時 に 石 が 散 乱 し て 原 型 を ほ と ん ど 留 め

い て い な い 。 こ の カ マ ド の 硬 化 面 の 下 か ら さ ら に 1基 カ マ ド を 確 認 し て お り、

こ れ が S1lBの カ マ ド と 思 わ れ る 。

遺 物 は あ ま り 多 く 出 土 せ ず 、 3軒 分 で 土 器 189点 、 2,3788で あ る 。 出 土 状

態 を 記 録 し た 土 器 で 、 住 居 跡 の 所 属 を 明 ら か に で き た も の は 、 明 示 し た 。

出 土 遺 物 か ら 平 安 時 代 Ⅵ 期 (10C前 半 )と 想 定 し て お き た い 。

・S12 ('君 96・ 97 図 、 PL43)
B8グ リ ッ ド で 確 認 。 住 居 跡 の 西 半 分 は 調 査 区 外 に 展 開 す る 。 南 北 は 3.4m

で 、ほ ぼ 方 形 を 呈 す る と 思 わ れ 、確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 約 50cmで あ る 。

貼 床 が 2面 、 カ マ ド が 2基 確 認 さ れ た こ と か ら 、 建 替 え が な さ れ た も の と 想

定 し て お き た い 。 カ マ ド は 東 壁 に 付 設 さ れ 、中 央 よ り や や 南 壁 に 寄 っ て い る 。

床 面 は ほ ぼ 平 坦 で 堅 緻 で あ り、 周 溝 は 全 周 し て い な い 。 カ マ ド の 右 の 北 東 隅

に 、 浅 い 土 坑 状 の 掘 り 込 み を 確 認 し た 。 旧 カ マ ド に は 両 袖 に 袖 石 が 埋 設 さ れ

て い た と 思 わ れ 、 そ の 掘 り 込 み を 確 認 し た が 、 新 カ マ ド に は 袖 石 の 痕 跡 は 認

め ら れ な か っ た 。 土 器 は 589点 、 3,4458が カ マ ド の 周 辺 に 集 中 し て 出 土 し 、

特 に 右 袖 (南 壁 )寄 り に 集 中 し て 見 ら れ た 。

出 土 遺 物 か ら 平 安 時 代 Ⅵ 期 (10C前 半 )と 想 定 し て お き た い 。

・S13 ('符 98・ 99 図 、 PL43・ 44)

CHグ リ ッ ド で 確 認 。 東 ・ 西 壁 は 調 査 区 外 に 展 開 し、 結 果 的 に 住 居 跡 を ト

レ ン チ 調 査 し た 形 と な り、 形 状 ・ 規 模 は 不 明 で あ る 。 当 初 、 地 境 付 近 で 確 認

さ れ た た め 、 地 境 溝 か と 思 わ れ た 遺 構 で あ る 。 南 北 3.3m程 の 住 居 跡 で 、 北

壁 に 周 溝 を 確 認 し た が 、 床 面 は 所 々 堅 緻 な 貼 床 が 施 さ れ て い る が 、 全 面 に は

及 ん で い な い 。 カ マ ド は 一 部 調 査 し、 東 壁 に 付 設 さ れ て い る こ と を 確 認 し

た 。 袖 石 や 天 丼 石 を 確 認 し た が 、 原 位 置 を 維 持 し て い な い 。 カ マ ド前 面 で 確

認 し た 石 は 被 熱 し て い る が 、 こ れ ら の 被 熱 箇 所 が バ ラ バ ラ の 方 向 に 散 乱 し て

お り、 石 の 下 か ら 完 形 の 野 (59)が 出 土 し て い る こ と か ら 、 廃 棄 時 に カ マ ド

が 破 壊 さ れ た 可 能 性 が あ る 。 土 器 は 291点 、 2,614gが 出 土 し、 カ マ ド 周 辺 に

集 中 し て い た 。 覆 土 か ら 、 縄 文 時 代 中 期 前 葉 の 五 領 ケ 台 式 の 土 器 片 が 出 土 し

て い る 。

出 土 遺 物 か ら 平 安 時 代 Ⅵ 期 (10C前 半 )と 想 定 し て お き た い 。

・S14 (第 100 図 、 PL44)
C9グ リ ッ ド で 確 認 。 住 居 跡 の 大 半 は 東 側 の 調 査 区 外 に 展 開 す る 。 深 さ

35cm程 で 、 南 北 3.3 mを 測 り、 方 形 を 呈 す る も の と 思 わ れ る 。 床 面 は 貼 床

が 施 さ れ 、 平 坦 で 堅 緻 で あ っ た 。 床 面 下 で 径 60cm程 の 楕 円 形 の 上 坑 を 1基
確 認 し た 。 土 坑 の 中 央 に 巨 石 が あ り、 こ の 上 面 が 平 坦 で 、 ほ ぼ 床 面 の 高 さ で

あ る こ と か ら 、 人 為 的 に 床 面 に 高 さ を 揃 え る よ う に 設 置 さ れ た も の と 思 わ れ

る 。 郷 (68)は こ の 土 坑 の 石 の 下 か ら 出 土 し て い る 。 南 壁 よ り に 比 較 的 石 が

集 中 し て い た が 、 カ マ ド の 残 骸 な の か は 不 明 で あ る 。 土 器 は HO点 、 949g
と あ ま り 多 く な い 。

出 土 遺 物 か ら 平 安 時 代 Ⅵ 期 (10C前 半 )と 想 定 し て お き た い 。
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。S15 ('符  101・ 102・ 103 図 、 PL44)
B-7グ リ ッ ド に 位 置 す る 。 住 居 跡 の ほ ぼ 束 半 分 を 調 査 し た の み で 、 西 側 は

調 査 区 外 に 展 開 す る 。 北 側 に 遺 構 が 重 複 し て お り、 こ の 遺 構 は 床 面 を 確 認 し

た こ と か ら 住 居 跡 と 思 わ れ 、 覆 土 は Ⅲ 層 の ブ ロ ッ ク を 含 む 土 で 、 埋 め 戻 し た

か の よ う な 印 象 を 受 け た た め 、 住 居 跡 の 建 替 え を 想 定 し て お き た い 。 床 下 か

ら 北 側 に 土 坑 、 カ マ ド 前 面 に 焼 上 が 入 っ た Pitを 確 認 し た 。 こ れ ら は い ず れ

も 旧 住 居 (B)に 伴 う も の と 考 え ら れ る 。 カ マ ド は 東 壁 に 付 設 さ れ 、 大 き な

立 石 を 1つ ず つ 袖 石 に 使 用 し た 両 袖 と 支 脚 が 原 位 置 を 維 持 し て い た 。 カ マ ド

の 袖 石 は 燃 焼 部 側 が 熱 を 受 け て い る が 、 構 築 財 に 使 用 さ れ た 石 に は 不 自 然 な

被 熱 が 認 め ら れ 、 別 の カ マ ド に 使 用 さ れ た も の を 転 用 し た 可 能 性 が 高 い 。 カ

マ ド の 両 脇 に は 、 棚 状 の 浅 い 掘 り 込 み が 確 認 さ れ た 。 78・ 88は 右 袖 の 構 築 財

に 使 用 さ れ て い た 。 特 に 88は 右 袖 内 、 右 袖 燃 焼 部 側 、 覆 土 と バ ラ バ ラ に 出

土 し て い る 。 特 に 国 縁 部 は 袖 の 構 築 財 に 使 用 さ れ て い た 。 87は B(十日住 居 跡 )

か ら 出 土 し て い る 。 カ マ ド の 燃 焼 部 か ら 磨 石 が 熱 を 受 け た 状 態 で 出 土 し て い

る 。 土 器 は 386点 、 8,3618が 出 土 し、 カ マ ド周 辺 に 集 中 し て い る 。

出 土 遺 物 か ら 平 安 時 代 Ⅵ 期 (10C前 半 )と 想 定 し て お き た い 。

。S16 ('富  104・ 105 図 、 PL44)
C-7グ リ ッ ド。 東 西 2.45m、 南 北 2.4mの ほ ぼ 方 形 を 呈 し 、 主 軸 方 向 は N一

100° 一 Eで あ る 。 南 東 、 南 西 隅 で 土 坑 (SK10、 SKll)で そ れ ぞ れ 重 複 す る が 、

住 居 跡 の 方 が 新 し い 。 床 面 は ほ ぼ 平 坦 で 、 ほ ぼ 全 面 に 貼 床 が 施 さ れ て い た 。

確 認 面 か ら 床 面 ま で の 深 さ は 約 30cmで あ っ た 。 カ マ ド は 東 壁 に 付 設 さ れ 、

袖 (特 に 右 袖 )に は 構 築 財 と し て 礫 や 土 器 が 使 わ れ て い た 。 燃 焼 部 か ら 炭 化

物 の 層 は 認 め ら れ た が 、 焼 土 は な い 。 左 袖 の 下 か ら 炭 化 物 の 層 が 確 認 さ れ 、

カ マ ド の 掘 り 型 か ら 、 袖 石 を 設 置 し た と 思 わ れ る 小 Pitを 確 認 し た こ と か ら 、

カ マ ド の 作 り 替 え が 行 わ れ た と 思 わ れ る 。 ま た 、 カ マ ド の 中 央 に 巨 石 が 置 か

れ て い た こ と か ら 、 カ マ ド 封 じ の 祭 祀 が 行 わ れ た 可 能 性 が あ る 。 土 器 は 180

点 、 2,007gが 出 土 し て い る 。

出 土 遺 物 か ら 平 安 時 代 Ⅵ 期 (10C前 半 )と 想 定 し て お き た い 。

。S17 ('育  106・ 107 図 、 PL44)
DoE-5グ リ ッ ド。 南 北 3.4m、 東 西 43mの 長 方 形 を 呈 し 、 主 軸 方 向 は 真 北

で あ る 。 5基 の 上 坑 に よ っ て 壊 さ れ 、 段 々 畑 の 耕 作 に よ り 削 平 さ れ て い る た

め 、 覆 土 も 概 ね 10cm程 度 し か 残 っ て い な か っ た 。 当 初 西 側 で 周 溝 が 確 認 さ

れ な か っ た が 、他 の 壁 際 に 周 溝 が 巡 っ て い る こ と か ら 、 よ く 精 査 し た と こ ろ 、

西 壁 か ら 50cm程 内 側 で 周 溝 が 確 認 で き た 。 覆 土 が 薄 い た め 土 層 で よ く 観 察

で き な か っ た が 、 最 初 に 周 溝 が 巡 る 小 さ な 住 居 跡 が 構 築 さ れ 、 西 側 に 拡 張 さ

れ た 可 能 性 が 高 い 。 床 面 は 北 側 に 向 か っ て 傾 斜 し 、 部 分 的 に 貼 床 が 施 さ れ て

い る 。 カ マ ド は 北 壁 に 付 設 さ れ て い る 。 カ マ ド は 土 坑 に よ り 左 袖 を 壊 さ れ て

お り、 残 存 状 態 は 悪 い 。 土 器 は 37点 、 655gが 出 土 し、 遺 構 の 遺 存 状 態 も 悪

い こ と も あ っ て 、 出 土 量 は 少 な い 。

出 土 遺 物 か ら 平 安 Ⅳ 期 (9C前 半 )と 想 定 し て お き た い 。

・ 地 下 式 坑 (第 109図 、 PL45)

D-4グ リ ッ ド。 ブ ド ウ 畑 の 支 柱 が 撤 去 で き な か っ た た め 、 完 掘 で き な か っ

た 。 17 m X■4mの 洋 ナ シ 形 の 入 口 部 は 、 地 表 面 か ら 深 さ 40cm程 で あ る 。 方

形 部 は 東 西 ■6mで 、 地 表 面 か ら 生4mの 深 さ で あ る 。 地 主 か ら こ の 辺 り が 以
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前 陥 没 し 、 ゴ ミ を 埋 め た と 聞 い た が 、 こ の 地 下 式 坑 は 自 然 堆 積 で あ る こ と か

ら 、 別 の 遺 構 と 考 え ら れ る 。 側 壁 は 被 熱 に よ り、 赤 色 硬 化 し て い た 。

。SDl (第 108 図 、 PL45)
BoC-12グ リ ッ ド で 確 認 さ れ た 。 確 認 さ れ た 範 囲 で 規 模 は 、 巾 40 cm、 深 さ 5

clnで あ っ た 。 土 器 は 143点 、 1,735gが 出 土 し た 。

。SD2

C-1、 D-2グ リ ッ ド で 確 認 し た が 、 道 路 の 拡 張 幅 が 狭 く、 清 状 遺 構 が 存 在 す

る こ と だ け を 確 認 し た に 過 ぎ な い 。

SKと ピ ッ ト に つ い て は 、 表 36・ 37とこ ま と め て あ る 。

4.  遺 物  (第 110 ～ 118 図 、  表 38 ～ 40、  PL46 ～ 49)

今 回 の 調 査 で 出 土 し た 土 器 は 、 2,264点 、 約 26kgで あ る 。 そ の 大 半 は 土 師

器 で あ る が 、 須 恵 器 、 灰 釉 陶 器 、 青 磁 、 陶 器 、 縄 文 土 器 も 僅 か な が ら 出 土 し

て い る 。 そ の 他 、 瓦 、 土 製 品 、 石 製 品 も 少 量 出 土 し て い る 。 S14か ら は 、 図

示 で き な か っ た が 須 恵 器 の 野 の 底 部 片 の 内 面 に 、 ベ ン ガ ラ が 付 着 し て お り、

転 用 さ れ た も の と 思 わ れ る 。

土 器 ・ 瓦 に つ い て は 、 表 38～ 40表 に ま と め て あ る 。

・ 石 製 品

3点 を 報 告 す る 。 1は S15の カ マ ド の 支 脚 で 、花 聞 岩 製 の 自 然 石 で あ る 。 尖 っ

た 方 を 地 中 に 埋 め て お り、 上 部 は 熱 を 受 け 黒 変 し て い る 。 長 さ 19。 4cm、 最 大

幅 9.4cm、 厚 さ 6.2cm、 重 量 1450gで あ る 。 2は 花 聞 閃 緑 岩 製 で あ る 。 当 初 砥 石

か と 想 定 し た が 、 砥 石 に あ ま り 使 用 し な い 石 材 で あ る た め 、 磨 石 と し て お き

た い 。 長 さ 12.3cm、 最 大 幅 8 4cm、 厚 さ 7.7cm、 重 量 973gで 、 被 熱 に よ り 黒 変 し

て い る 。 S15の カ マ ド 内 か ら 出 上 し て お り、 カ マ ド の 右 袖 の 構 築 財 に 転 用 さ

れ て い た 。 3は 打 製 石 斧 で 粘 板 岩 製 で あ る 。 長 さ (5.2)cm、 幅 5.4cm、 厚 さ ■2cm、

重 量 は 37.4gで あ る 。

(野 崎 )

-186-



第六章 北中原遺跡 (4次 )

表37 】ヒ中原遺跡支線 14号地区 ピットー覧表表 36 】ヒ中原遺跡 (第 4次 )支線 14号地区 土坑一覧表

遺構 グリッド 平面形

離

雲複関係 備考
深さ

SK2

SK3

X3、 5

不 明

ほぼ円形

C 楕円形

楕円形

SK9 不 明

SK10 1ま ,ま F

SK12

}5 裕円形 (円 に近

いう

『

5 ほば円形

SK16 橋円形

ⅢK18

縣 17 不 明 ,17、  SK16、

SK18 楕円形 t224, S17、  SK16

SK19 不 明 S17、  SK16、

SK18

SK20 SK21、  SK24

〔11〕 SK22

不 明 〔120〕 SK21、  SK23

不明

楕円形

u相 グリッド 平面形 情考
深き長 径 躍

(cml

不 明 不明

C-13 不整楕円

形

C10 楕円形

不 明

不 明

C10

不整円形

糖円形

P13 不整円形

ほぼ円形

P15 C‐ 7 円形

4

図 謡 遺 構 種 別 器 種

口径 lcml

器高 cml

底径 rcml

焼成 脂 土 整 形 模 法 色 調 俗 考

土師器 不 密 自・ 黒・赤・金 内 )ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ

底)指頭痕・スノコ状圧痕

(内 ) 茶褐色

(外 )茶褐色

FTち 欠き後割れ口研磨

土師器 必 晋通 密 自・黒 (内 )ナデ

lalナ デ→ヘラケズリ 外)暗橙褐色

3 土師器 高台付必 良 密 自・黒・金 (内 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ

(底 】糸切り→高台貼付け ナデ

内 ) 橙褐色

外)橙褐色

打ち欠き後胴部は一部研磨

土師器 普通 密 白・黒・金 内

外

底

ロクロナデ

ロクロナデ

糸切り・指頭押え

内 ) 橙掲色

外〕橙掲色

土師器 良 密 白・黒・赤 内

外

ロクロナデ

ロクロナデ→ヘラケズリ
(内 )明褐色

(外 )明縛褐色

土師器 衰 (353) 普通 露 自・ 雲母 (内 )ヨ コハケ・ヨコナデ・指頭痕

(外 )ヨ コナデ・タテハケ→ナデ・指

頭痕有・輪積み痕有

(内 ) 暗茶褐色

(外 )舅謙疱

内 )口縁ヘラ状 orハケ状工具

=よ
る押捺 ?

S11 土師器 甕 12721 普 通 密 自・ 黒・金 (内 )ヨ コナデ (日縁 )。 細かいヨコノ

ケ

(外 )ヨ コナデ→指頭・粗いナナメハ

ケー部指頭痕有り

(内 )暗茶褐色

(外 )暗茶褐色

羽釜 普 通 密 自・黒 。金 1内 )ハケナデ→ヨヨナデ

外)ナデ→指頭仕上げ・ヨヨナデ・

内)茶褐色

外)暗茶褐色

土師器 翼

(1381

普通 密 自・雲母・金 内 )ク シロ

外 )ナ デ 。指頭痕

底 Ⅲナデ ?

内)暗灰褐色

外〕暗灰褐色

橘鉢 ?中世か ?

須恵器 一　

一　

一

農 密  白 内 ) ナ デ

外 )ナデ

内)濃青灰褐色

外)暗褐色

110 土師器 置とカマ ド 一　

一　

一

晋 通 密 自・金 (内 )ヨ コナデ・指頭痕

(外 )ヨ コナデ・タテハケ→弱いナデ

内 )昭灰褐色

外 )暗茶掲色

S12 土師器 旨通 密 自 黒・赤・金

(微 )

(内 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ (底 )回

転糸切り→ヘラケズリ

(内 )橙褐色～明褐色

(外 )橙褐色～明褐色

(底 )糸切り後半分一定方向のヘ

ラケズリ(指頭による歪み有)当

初蓋を作る予定がイ (皿 )|こ なっ

たものか ?

土師器 (1341 普 通 密 自・黒・赤・金

(微 )

( )ロ

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ(底 )ヘ

ラケズリ

(内 )暗褐色

(外 )明褐色～暗茶褐

負

掘り方と接合

土師器 必 普涵 密 白・ 雲母 (内 )ロ ク

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ(底 )ヘ

ラケズリ

(内 )暗橙褐色、明褐

色

(外 )贈橙褐色、明褐

色

スス付着、種入 り
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上師器 普通 密 白・黒・赤 (内 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

(底 )ヘラケズリ

内)明褐色、明橙褐

ヨ

土師器 (134)

(25)

密 自・黒・赤 ,金

(微 )

内 )ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

底)ヘラケズリ、糸切り痕、指頭痕

内)明橙褐色

外)明橙褐色

る方向のヘラケスリ後直交万同

ヘラケズリ、指頭痕部に糸切り

土師器 密 白・黒・赤・ 金 内)ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

底)ヘラケズリ (一定方向 )

(内 )明褐色～明橙褐

色

(外 〕明褐色

糸切り痕が内面に残る。かつ ,こ

の上器の製作時に糸切りが深く底

部に大があいたため粘上を賠付じ

て指頭、ヘラケズリしているのか?

土師器 普 通 やや粗  自・ 黒・赤 内

外

底

ロクロナテ

ロクロナデ→ヘラケズリ

ヘラケズリ

内)暗茶褐色

外 )暗茶褐色

土師器 (1301

(21)

(301

良

(微 )

内

外

蔵

ロクロナデ

ロクロナデ→ヘラケズリ

ヘラケズリ

)

(外 )明橙褐色

土師器 不

26

50

普通 密 自 黒・ 赤 金 内

外

底

ロクロナデ

ロクロナデ→ヘラケズリ
ヘラケズリ

(内 )明褐色～明種褐

色

(外 )明褐色～明橙褐

内面に墨痕

S12 土師器 (1301

(201

普通 密 白・黒・赤・金

(微 )

内

外

底

ロクロナデ

ロクロナデ→ヘラケズリ

ヘラケズリ

( 内 )晴 掲色

(外 )暗褐色

土師器 晋 通 密 自・黒・赤 ,金

(微 )

内

外

ロクロナデ

ロクロナデ→ヘラケズリ
(内 )明褐色

(外 〕橙褐色

甍部竹管状の痕跡有り。乾燥fTCに

/J管 の上に置いたものか?

110 上師器 (1401

(26)

普通 露 自・ 黒・金 内 )

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

(内 )暗茶褐色

(外 )明褐色

土師器 必 131

29

63

やや良 密 自・黒・赤・金

(微 )

内)ナ デ

外 )ロ クロナデ

内)明褐色、黒褐亀

外)明褐色～黒褐色

スス付着。底部中央指頭屋有 (意

図的に押している )

土師器 不 (1601 普 通 野 黒 赤・金 (微 内 ))ロ ク

外〕ロクロナデ 外 )明白褐色

土 師器 (126) やや良 密 白・雲母 内))ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ

内 ) 明橙褐色

外 )明橙褐色

土師器 (120,

?1)

普 通 密 赤・雲民 (微 ) 内)ロ クロナデ→ヘラケズリ

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

内)茶褐色

外〕茶褐色

S12 土師器 循 自・ 黒・赤・釜

(微 )

内

外

底

ロクロナデ

ロクロナデ→ヘラケズリ
ヘラケズリ

内)明茶褐色

外】明茶褐色

土師器 イ (160 普 通 密 自・黒・ 赤・

母

雲 (内 〕ロクロナデ

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズ

(底 )回転糸切り(指頭により残る)→

ヘラケズリ

内)明橙褐色～黒褐

■

外 )明橙褐色～黒褐

割れた痕二次焼成

土師器

50

普通 密 自・黒・赤・金 (内 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

(底 )回転糸切り→ヘラケズリ (一定

方向)指頭痕

内)茶褐色～暗茶褐

ζ

外 )茶褐色～暗茶掲

指頭痕部に糸切り痕

上師器

1371

31

普通 密 白・黒・赤 内

外

底

ロクロナデ

ロクロナデ→ヘラケズリ

ヘラケズリ

内 )) 茶褐色

外)茶褐色

(底 )ある方向に肖」った後、直交

するように削りなおし。指頭痕の

土師器 密 自・黒・赤 内

外

底

ナデ
ハケ→ヘラナデ

回転糸切 り→ヘラケズリ

内〕暗茶褐色、ム ラ

有り

(外 )賠茶褐色、ムラ

有り

ヘラケズリがミガキ状、墾膏土器

土師器 郷 (1401 密 赤・冨拇 (微 ) (内 )ロ クロナテ

(外 )ロ クロナデ→ 2方向のヘラケズ

リ (ある方向にやってからまた別方向

に )

(虞うヘラケズリ

(内 )茶褐色～暗茶褐

色

(外 )茶褐色～暗茶褐

色

土師器 郷 (1201

(39)

密 自・黒 赤・金

(微 )

内

外

廣

ロクロナデ

ロクロナデ→ヘラケズリ

糸切 りた

内 ) 明種 褐 色

外 )明橙褐色

土師器 イ (1301 普通 密 自・黒・赤・金

(微 )

内

外

ロクロナデ

ロクロナデ→ヘラケズリ

内 ) 明褐色

外)明橙褐色

土師器 イ 普 通 密 赤・雲母 (微 ) (内 )ヨ コナデ

(外 )ヨ コナデ→ヘラケズリ

内 ) 暗橙褐色

外)嘩終褐色

土師器 不 134 晋通

(微 )

(内 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

(内 )明褐色

(外 )明褐色

土師器 第 (1561 普 通 密 自・黒 赤・金

(微 )

( 内

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

(内 )明茶掲色

(外 )明茶褐色

土師器 一
　

一
　

５ ５

旨通 密 自・黒 (内 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

イ廣 糸ヽ切り→一部外周ヘラケズリ

(内 )明褐毎

(外 )明茶褐色、スス

Tち欠き? 内面スス付着、底部

毛形
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土師器 一
　

一
　

５ ９

普通 密 白 黒・赤 (内 )ロ クロナデ

(外 )ヘラケズリ (回転 ?)

(底 )糸切り→ヘラケズリ (直交する

ように2方向に】

内 ) 暗橙褐色

外)暗橙褐色

旨頭によ り糸切 り痕残

土師器 邪 一
　

一
　

５ ２

良 密  自・赤 (内 )ロ クロナデ

(外 )ヘラケズ リ

(底 )糸切 り→若干外周ヘラケズリ、

指顔押えナデ

(内 )黒褐色

(外 )明橙褐色

内黒、糸切り指頭痕による残、外

町にも指頭有

土師器 イ 一
　

一
　

５ ８

良 密  白 (内 )ロ クロナデ

(外 )ヘラケズリ

(底 )糸切り→ヘラケズリ (直交する

方向Ⅲ

(内 )明褐色～橙掲色

(外 )明褐色～橙褐色

糸切 り指頭による残

灰釉陶器 娩 (162) 密 自・黒 (内 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ

(内 )灰白色

(外 )灰自色

勺外 随 欄

土師器 雰 ? 一
　

一
　

一

良 密 自・黒・ 赤 (内 )暗文 (内 )明 東褐色

(外 )明黄褐色

至書土器

土師器 羽 釜 1242) 普 通 密 自・金 (内 )ヘラナデ

(外 )ヨ コナデ→タテハケ

(内 )茶褐色～暗茶褐

色

(外 )茶褐色～暗茶褐

土師器 置きカマド 一　

一　

一

普 通 密 自・黒・金 肉)ヨ コハケ (粗 )・ 指頭痕

外 )タ テハケ (粗 )指頭痕

内 ) 茶褐色

外)茶褐色

把持孔有

S12 土師器 置とカマ ド 一　

一　

一

普通 雷 自・黒・金 内 )ヨ コハケ (粗 )。 指頭痕

外 )タ テハケ (粗 )・ 指頭痕

内)茶褐色

外〕茶褐色

S13 土師器 郷 皿 普通 密 自・黒 内 )ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

底)糸切り→ 2方向のヘラケズリ

内)橙褐色

外〕暗掲色

土師器 郷 (1201

(231

長 黒・赤・ 金 (少 ) 内 )ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

底)ヘラケズリ

内 ) 明褐色 茶褐色

外)明褐色～茶褐色

氏部の作 り出 し不明瞭

(1801

50

(601

晋通 密 黒・赤 内 )ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

底)直交するヘラケズリ

(内 )明褐色～明橙褐

色

〈外)明褐色～明橙褐

土師器 (1701

(54)

(401

良 密 白・黒・赤 囚 )ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

底 】糸切 り→ナデ・指頭

(内 ) 橙褐色

(外 )橙褐色

52と 同一個体か? 指頭による

歪み有

土師器 イ (1701 良 密 白・黒・赤 内

外

ロクロナデ
ロクロナデ→ヘラケズリ

(内 )橙褐色

(外 〕橙褐色

51と同一個休か ?

土師器 イ (148) 普通 径 自・黒・赤・金

(微 )

(内 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

(底 )ヘラケズリ

内)明茶褐色

外 )明茶褐色

土師器 イ 長 密 自・黒・赤・金

(微 )

内

外

底

ロクロナデ

ロクロナデ→ヘラケズリ

糸切り→ヘラケズリ

内 ) 褐 色

外)褐色

旨頭により糸切 り痕残

(128)

1361

良好 密 自・黒・赤 内

外

底

ロクロナデ

ロクロナデ→ヘラケズリ

糸切 り→ヘラケズリ

内)明褐色～便褐色

外)明褐色～橙褐色

嘆部指頭による歪み有

土師器 不 125

43

普 通 密 白・黒・赤・金

(微 )

内

外

底

ロクロナデ

ロクロナデ→ヘラケズリ

2方向のヘラケズリ

( 内 ) 茶褐色～暗褐色

(外 )茶褐色～暗褐色

土師器 郷 (1261 普通 密 白・黒・赤 内 )ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

(内 )明褐色

(外 )明褐色

土師器 イ (128) 普通 密 自・黒・赤・金

(微 )

(内 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

(肉 )明茶褐色～茶褐

色

(外 )明茶褐色～茶褐

色

再画 墨痕 ?

土師器 不 (1261 普 通 密 自・黒・赤・ 金

(微 )

(内 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

( 〕明褐色～暗褐色

(外 )明褐色～暗褐色

土師部 ３ 。

　

一
　

一

普通 密 白・黒・赤 (内 )ロ クロナデ

〈外)ロ クロナデ→ヘラケズリ

内)明茶褐色

外)明茶褐色

回縁 スス付着 (灯明か 91

須恵器 邪 一　

一　

一

密 白・黒 ( 内 )ロ

(外 )ロ クロナデ

内)明灰掲色

外)灰褐色

内面 赤彩 (ベ ンガラ)パ レット

として使用

土師器 甕 13001 普通 やや粗 自 黒・Ω

(多 )

(内 )ヨ コハケ 指頭痕

(外 )ナ デ・タテハケ・指頭痕

内)茶褐色～暗褐色

外)茶褐色～暗褐色

土師器 甕 晋 通 やや粗 白・黒・赤

・ 笙渉

内)ヨ コハケ・指頭・接合痕

外〕ナデ・タテハケ→指頭

内)茶掲色～暗茶褐

ζ

外)茶褐色～暗茶褐

土師器 霊 (1061 普 通 密 自・黒・雲 内)ヨ ヨナデ・ハケナデ

外】ナデ

)茶 偶色

外)茶褐色

同部剥落のため不明
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縄文土器 深鉢 一　

一　

一

普通 やや粗 自・黒・ 金 外 )集合沈線文 (内 ) 明茶褐色

(外 )明茶褐色

こ領ケ台 (集合沈線文 )

終文上器 深 鉢 一
　

一
　

一

普通 やや粗 白・黒・金

(微 )

外 〕集合沈線文 (内 ) 明茶褐色

(外 )橙褐色

E領ケ台 (集合沈線文)65と Fnj一

い?

67 縄文土器 普通 必 白・黒・金 (微 ) 内 )ナ デ

外 )RIの無節縄文

(内 ) 明茶褐色

(外 〕明茶褐色

電支中期

土師器 灯明皿 (1301

1361

晋 通 密 白・赤・金 (内 )ナデ

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ(底 )糸

切り→部分的ヘラケズ リ

(内 )茶褐色

(外 )茶褐色

1内 )ス ス付着  (外 )巻き上

;藤

上師器 不 (1481

(43)

晋通 内

外

底

ロクロナデ→ヘラケズリ

回転糸切 り→ヘラケズリ

(内 )明橙褐色

(外 )明橙褐色

糸切り後部分的に一定方向のヘラ

ケズリ

土師器 イ (1401 普通 密 自・黒・赤 雲 内

外

ロクロナデ

ロクロナデ→ヘラケズリ

肉 )明泰褐色～褥色

外 )明茶褐色～褐色

口縁に指で挟んだことによる歪み

痕有

S14 土師器 一
　

一
　

３ ６

普通 密 自・赤 内

外

廣

ロクロナデ

ヘラケズリ

ー定方向のヘラケズリ

内 ) 茶褐色

外)茶褐色

甕 一　
一　
碑

普通 密 自・金 (内 )ヘラナデ

(外 〕ヘラケズリ→指頭押え、ヘラの

当て痕有

(底 〕木葉痕 (2葉か ?)

内)茶褐色～暗褐色

外 )茶褐色～暗褐色

割れ口に炭化物付着 (二次的なも

の )

土師器 O 普通 密 自・黒・赤・金

(微 )

(肉 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ

内)明褐色

外)橙褐色

(底 )剥離

土師器 (1561

(52)

晋 通 内

外

底

ロクロナデ

百クロナデ→ヘラケズリ

ー定方向のヘラケズリ

(内 )暗褐色

(外 )暗褐色

外)ススor黒色処理 (底 )棒承

こ具による押捺 ?

土師器 不 旨通 密 自・黒・金 t内

(外

(底

ケラ

ロクロナテ

ロクロナデ→ヘラケズリ

糸切り(指頭痕)→直交方向ヘラ

リ

(内 )明褐色～明橙褐

色

(外 )明褐色～明橙褐

色

土師器 イ (1201

142)

(401

普通 苺 自・黒・赤・雲・

金

内)ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

底)ヘラケズリ?

(内 )明 褥色～明煮褐

色

(外 )明褐色～明黄褐

外)巻上げ痕有 部分的黒変 (票

な)

雰 (122)

1391

普通 密 白・黒・赤 ,金

(微 〕

内 )ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

底 )ヘラケズリ

( 内 ) 明糧褐色

(外 )明橙褐色

土師器 (1481

(501

良 密 自・黒・赤 1内 )ロ クロナデ

1外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

1底 )回転糸切り (指頭押え)→直交方

旬に部分的にヘラケズリ

(内 )暗褐色

(外 〕明褐色

土師器 (120)

(381

38

晋 連 密 白・黒・赤・金

(微 )

内

外

底

ロクロナデ

ロクロナデ→ヘラケズリ
ヘラケズリ

(内 )明茶褐色～暗褐

色

(外 )明茶褐色～磨褐

(外 )巻上げ痕有 (底 )3方向のヘ

ラケズリ、最後はミガキ状になっ

ている

土師器 イ (134) 普 通 密 自・金 (彼 ) (内 )ロ クロナテ→ヘラタスL

(外 )ロ クロナデ

"
茶褐色

土師器 イ (1201 普通 密 自・黒・赤 (内 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

内 )明橙褐色

外 )明褐色

塁書

S15 土師器 郵 (1281 普通 密 白・黒・赤 (内 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ

内 ) 晴褐色

外)暗褐色

スス ?黒変

土師器 良 密 白・黒・赤 ,金

(微 )

内

外

底

ロクロ

ロクロナデ→ヘラケズリ

ー定方向?のヘラケズリ

内)明黄褐色

外〕明黄掲色

113 土師器 不 旨通 自・ 黒・赤・金

(微 )

内

外 ロクロナデ→ヘラケズリ

内)明橙褐色

外)明茶褐色

灰釉 椀 一
　

一
　

７ ２

慎 内

外

ロクロナデ

ロクロナデ

)

外 )明灰褐色

土師器 一　

一　

一

普通 密 自・黒 赤 内)暗文―放射状 (花弁状0
外)ロ クロナデ

内 ) 黒褐色

外)明黄褐色

内 )黒色処理

土師器

145)

(40)

普通 密 白・黒・赤・金 (内 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

(底 )糸切り(指頭痕)→外周ヘラケズ

リ

内 ) 暗褐色

外 )暗茶褐色

(外 )ヘラクス リ :や や乾いた状

態で (ヘ ラミガキに近い )、 左下

りのヘラケズリ

土師器 小型頚 晋 通 やや粗 白・金 内

外

底

ヨコハケ・指頭痕

タテハケ

木葉痕

内)暗褐色

外)暗褐色

土師器 寮 (256) 普通 密 自・ 黒・ 金 肉 )ヨ コハケ・ 指頭痕

外 )ナナメハケ・指頭痕

内)茶褐色

外)茶褐色～黒褐色

土師器 小型甕 (1701 普通 やや粗 自・金 内 )ヨ コハケ (粗い)指頭痕

外 )タ テハケ→ナデ、タテハケ・指

内〕暗茶褐色

外)暗茶褐色
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土師器 雲 普通 やや粗  自・金 内

外

底

ヨコハケ (粗い )・ 指頭痕

タテハケ・指頭痕

木葉痕・種子痕・指頭痕

(内 )暗褐色

(外 )暗茶褐色

113 土師器 甕 一　
　
一　
”

旨通 やや粗 白・黒・金 肉 )ヨ コハケ・ナデ・指頭痕

外 )タ テハケ・指頭押え

〔底)指頭痕有

(獨 ,茶褥色～暗碍色

(外)茶褐色～黒褐色

t底,本案痕 置き直しているの

い、二重となっている

土師器 蜜 普通 やや粗 白・金 (多 ) 内 )ヨ コハケ・指頭痕

外 )タ テハケ・指頭痕

(内 )茶褐色～暗褐色

(外 )茶褐色～暗褐色

114 土師器 蜜 一　

一　

一

良 やや粗 自・黒・金

(多 )

肉)ヨ コハタ・指頭痕

外 )タ テハケ・指頭痕

(内 )茶褐色～暗褐色

(外 )茶褐色～暗褐色

土師器 羽釜 (2301 良 (内 )ヨ コハケ・指頭痕

(外 )タ テハケ・ハケ→ナデ・指頭押

え

(内)茶褐色～暗褐色

(外)茶褐色～黒褐色

つばより下は,黒変

(30 0)

腎通 やや粗  自・金 内)ヨ コハケ→ナデ

外 )タ テハケ

(内 )暗褐色

(外 〕茶褐色

晋 通 やや粗  自・金 内)ヨ コハケ→ナデ

外 )タ テハケ

(内 )暗褐色

(外 )茶褐色～暗褐色

上師器 (128)

(221

普 通 密 自・黒・赤 内

外

底

ナデ

ロクロナデ→ヘラケズリ

回転糸切り→ヘラケズリ

内)茶褐色

外 )茶褐色

(底 )糸切 り後直交万向のヘラケ

ズリ。ヘラケズ リによる底部作 り

出し

土師器 (1301 普 通 密 白・黒・赤 内)ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ 色

(外 )明茶褐色～賠褐

(内 )スス付着

S16 土師器 邦 (134) 普通 密 自・黒・赤・金 肉 )

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

内 ) 明褐色

外 )明褐色

土師器 邪 良 内)ロ クロナデ→一部ヘラミガキ

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

底 )回転糸切り→外周不定方向ヘラ

オズリ

内 ) 黒褐色

外 )茶褐色

墨書有 り。打ち欠き 内面黒色処

理

O

1391

1461

密 自・黒・赤 1内 )ロ クロナデ

1外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ (夢1時

十回り )

廣 ヘヽラケズウ

内)茶褐色

外 )明橙褐色

非時計回りのヘラケズリ

土師器 (1301 普通 密 自・黒・赤・金

(微 )

(内 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ

内)明茶褐色

外 )明茶褐色

土師器 不 (150)

146)

162)

良 密 自・黒・赤 (内 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

) 茶 褐 色

外 )茶褐色

糸切り後 (指頭痕により残る,直

交(2方向)のヘラケズリ

土師器 イ (164)

(49)

(52)

普通 密 自・黒・赤 内

外

底

ロクロナデ

ロクロナデ→ヘラケズリ

ヘラケズリ

( 内 ) 暗茶74色

(外 )茶褐色

土師器 雰 (146) 普 通 密 自・ 黒・ 亦

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

( 内 ) 橙褐色

(外 )橙褐色

114 土師器 必 晋 適 需 自・黒・赤 内 )

外)ヘラケズリ

(内 )橙褐色

(外 )糧褐色

主師器 (170) 良 密  自 内)ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

(内 )暗茶褐色

(外 )暗茶褐色

上師器 不 (1401 普通 密 白・黒・赤 内)ロ クロナデ

外〕ロクロナデ→ヘラケズリ

(内 ) 暗褐色

(外 )暗褐色

内X外 )黒変

110 土師器 イ (1561 普通 密 白・黒・赤 内ロクロ)ナデ

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

内 ) 明橙褐色

外)明橙褐色

土師器 郷 一
　

一
　

５ 。

普通 密 白・黒・赤・雲

母 (微 )

内 )ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ、指頭

I「え

底】糸切り→部分的ヘラミガキ

内 ) 明黄褐色

妹)茶褐色

指頭は、内外面で指の位置が異な

るためかなりゆがんでいる

一
　

一
　

４ 。

密 自・黒 赤・金 内

外

底

ゞ

ロクロナデ

ロクロナデ→ヘラケズリ

糸切り(指頭により判明)→外周

ケズリ

内)明黄褐色

外 )茶褐色

(底 )糸切り痕 (指頭により判明 )

外周ヘラケズリ

土師器 普通 密 自・黒・赤 ,金

(微 )

内

外

底

ロクロナデ

ロクロナデ→ヘラケズリ

ヘラケズリ

(内 )暗福色

(外 )茶褐色

115 土師器 不
一　
一　
豹

普通 密 自・黒・赤 内

外

底

ロクロナデ

ヘラケズリ

ヘラケズリ

(門 ,明帥 色

(外 )明橙褐色

聾書 あ り

115 土師器 高台付郵 (1601

96

普通 密 白・黒・赤・金 (内 ,ロ クロナテ

(外 )ロ クロナデ→部分的にヘラケミ

ガキ

イ脚Ⅲロクロナデ→ヘラケズリ

(い )明橙褐色～暗褐

色

(外 )明橙褐色～暗褐

(内 )50ケ 所以上の爪のあて痕有

(底 )一定方向のヘラケズリ (脚 )

接合後ナ大 3ケ所爪のあて痕有
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土師器 高台付杯 一
　

一
　

〇 。

(微 )

( 内 ) ク

(外 )ロ クロナデ

(内 )明橙褐色

(外 )暗褐色

〈内)爪痕?有 140ケ 所以上)脚

内面墨痕、打ち欠き、爪痕?(外 )

ヘラ状具のあて痕有

須恵器 高台付雰 一
　

一
　

８ ７

密 自・ 黒 1内 )ロ クロナデ

1外 )ロ クロナデ

1底 )回転糸切り→外周回転ヘラケズ

(内 )明灰褐色

(外 )明灰褐色

転用硯か  底部貼付高台 接合

痕有

土師器 小型雲 120 普通 密 自・金 (多 ) (内 )ヨ コハケ→ハケ状工具によるナ

デ・指頭痕

(外 )ナ デ (回唇部 )・ 指頭痕→タテハ

ケ・指頭痕

(内 )暗茶褐色

(外 )茶褐色

土師器 霊

(O Ol

普通 密 自・黒・金 (内 )粗いヨコハケ・指頭痕

(外 )口唇部ナデ・指頭痕→タテヘラ

ケズリ・指頭痕→ナデ

イ底】木葉痕・屠1の 圧痕有り

内)褐色～暗褐色

外)褐色～暗褐色

須恵器 蓋 (144) 密 白・黒 内)ロ クロナデ

外)回転ヘラケズリ、ロクロナデ

内 ) 灰褐色

外)灰褐色

土師器 甕 (3001 普通 密 自・金 (多 ) 内 )ヨ コハケ

外 )ヨ コナデ→タテハケ・指頭痕

内)明褐色～黒褐色

外)明褐色～黒褐色

土師器 甕

(100)

普通 雷 自・金 (多 ) 内)タ テハケ・指顕押え

外 )ヨ コナデ→粗いタテハケ・指頭

崖有

底 木ヽ葉埴

内)茶褐色～賠茶褐

ヨ

外)茶褐色～暗茶褐

土師器 長 密 自・黒・赤・金

(微 )

内

外

底

臣

暗文

ロクロナデ→ヘラケズリ

回転糸切り→ヘラケズリ・指頭

内)橙褐色

外 )茶掲色～暗褐色

土師器 良 密 自・黒・赤 ,金 内)暗文

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

底)回転糸切り→ヘラケズリ・線刻 閉

虎後〕

( ) 種 褐 3

(外 )茶褐色～黒褐色

土師器 邪 (1401 普通 密 白・金 (微 ) 内)ナデ

外)ナデ

( ) 明貢褐色

(外 )明黄褐色

霊書あり

土師器 必 一
　

一
　

７ ０

普通 密  自 (内 )ロ クロナデ→みこみ部花弁状暗

文

(外 )回転糸切り→外周ヘラミガキ

イ底】ロクロナデ

( 内 ) 橙褐色

(外 )橙褐色

墨書あり

土師器 甕 (300) 晋 逓 日・黒・金 (多 (内

(外

ケ

ヨコハケ・指頭痕

口縁ヨコハケ・指頭痕、タテ′

(内 )茶褐色～暗褐色

(外 )暗褐色

116 土師器 晋 通 密 自・金 (多 ) 内

外

底

ヨコハケ→指頭押え

タテハケ→指頭押え

ナデ?

(内 )茶褐色

(外 )暗褐色

上師器 蜜 (3001 普通 自・ 黒 金 (多 ) (内

(外

ケ

ヨコハケ・指頭痕

口縁ヨコハケ・指頭痕、タテハ

(月 )茶偶色

(外 )暗褐色

土師器

29

68

普 通 密 白・黒・赤 金 内 )ナ デ

外)ロ クロナデ

底 )回転糸切り

1内 )明貢褐色～明橙

弓色

1外 )明黄褐色～明橙

土師器 イ (1201 良 密 白・黒 金 内 ) 暗文

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

内 ) 明黄褐色

外)明黄褐色

土師器 】

一

晋 通 密 日・黒・赤 内 )ロ クロナデ

底 )回転糸切り

内)明橙褐色

外)明灰褐色～明橙

116 須恵器 (1361 長 密  自 内 )ロ クロナデ

外〕ロクロナデ

内)灰褐色～黄褐色

外)灰褐色～黄褐色

土師器 」ヽ型蜜 (1201 普通 堅 自・黒・金 (多 ) (内)ロクロナデ→ヘラケズリ

(外 )ロ クロナデ→指頭痕、タテハケ

) 東褥 色

外 )暗茶褐色

SDl 土師器 雲
一　
一　
瑚

普通 密 白・黒・金 (内 )ナ デ

(外 )指頭痕、タテハケ

(底 )木葉痕

内 ) 橙褐色

外)掲色

青 磁 碗 一　

一　

一

良好 密  自 ( ) 随 釉 蓮 弁

(外 )施釉

(内 )青緑

(外 )青緑

土師器 甕 (1861 晋 通 野 口・黒・金 (多 (内 )ヨ コハケ・指頭痕

(外 )タ テハケ・指頭痕

(内 )縮 色

(外 )茶褐色～黒褐色

116 地下式坑 土師器 一
　

一
　

５ 。

良 (内 )ロ クロナデ

(底 )回転糸きり・スノコ状圧痕

(内 )橙褐色

(外 )橙褐色

振 恨痕 須恵器 蓋 (160) 良 密  自 (内 )ロ クロナデ

(外 )回転ヘラケズリ・ロクロナデ

) 膏灰 褐 色

外)灰褐色
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第六章 北中原遺跡 (4次 )

抜根痕 灰釉陶器 必 一
　

一

密  自 内)ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ

内)灰自色

外 )灰白色

(114) 良 密 自・ 黒・赤・金 内)ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

) 明種褐色

外)明橙褐色

土師器 良 密 自・黒・赤・金 内)ロ クロナデ

底)糸切り→ヘラナス ヘラケズリ

内 , 茶褐色

外)茶褐色

須恵器 雲 一　

一　

一

良 密 白・金 (内 )あ て具痕

(外 )タ タキ

内)明灰褐色

外)明灰褐色

(内 )に あて具痕あり。(外 )イこ自

然釉

Sk8 土師器 不
一　
一　
律

良 密 自・金 ( 内晴文

(底 )回転糸切り→ヘラナデ

内)明褐色

外 )茶褐色～黒褐色

SK9 須恵器 甕 一　

一　

一

良 憂 日・黒・ 赤 ( 内 )ロ ク

(外 )櫛形波状文

( 内 ) 灰黒色

(外 )灰黒色

SK16・ 17 須恵器 蓋 一　

一　

一

密 自・黒・ 赤 (内 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ

(肉 )灰褐色

(外 )灰褐色

SK18・ 19 土師器 長 密 自・黒・ 赤・金 内)ロ クロナデ

底〕回転糸切り

(内 )明種褐色

(外 )明橙褐色

■師器 必 (119) 良 密 自・ 黒・赤・ 金 内)ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ 外)明橙褐色

須 謡 不 (1481 普通 密 自・黒 内 )ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ

内)明褐色～灰褐色

外 )明褐色～灰褐色

通 翻 土師器 (1461 良 密 自・黒・赤・金 内〕ロクロナデ

外)ロ クロナデ

内 ) 明褐色

外)明褐色

選構外 土師器 邦 (134) 良 内 )ロ クロナデ

外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

内)茶褐色

外〕茶褐色

遺構外 土師器 然 9 密 自 '金 (内 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

(内 )橙褐色

(外 )橙褐色

遺構外 土師器 不

イ72)

良 密 自・ 赤・金 (内 )ロ クロナデ

(外 )ロ クロナデ→ヘラケズリ

(底)ヘラケズリ

内

外

底

明茶褐色

暗茶褐色

暗褐色

遭構外 主師器 皿 長 密 自・黒・金 (内 )ロ クロナデ

(外 )ヘラケズリ

`底

)ヘラケズリ

内

外

茶褐色

茶褐色

霞構外 土師器 不

一　
一　
ｍ

良 密 白・金 (内 )暗文

(底 )回転糸切 り→ヘラケズ リ

肉

底

明黄褐色

橙褐色

至書あ り

選構外 土師器 鉢 一
　

一
　

４ ８

良好 密 自・黒・赤 (内,ロクロナデ

(外 )ロ クロナ夭 指頭痕

(底 )回転糸切り、指頭痕、ヘラケズ

リ

(内 )明褐色

(外 )明褐色

(底 )明褐色

遺構外 土師器 必
一
一
ハ

密 自・黒・赤・金 内)ロ クロナデ

外)ロクロナデ→ヘラケズリ

底 )回転糸きり、ヘラケズリ

内

外

底

暗茶褐色

暗茶褐色

暗茶褐色

遺構外 土師器 面 台付 野

1761

密 自・赤 内 )ロ クロナデ

底 )糸切り→高台魅付け、ナデ

1内 )茶褐色～暗茶褐

二

底 )茶褐色～暗茶褐

適構外 須恵器 長 密 自・赤 内 )ロ クロナデ

外)ロ クロナデ→ヘラケズリ

底 】回転糸とり、ヘラケズリ

内)灰4B色

外)灰褐色

選藉外 須謎 護 (180) 良 密 自・黒 内 )ロ クロナテ

外 )ロ クロナデ

内

外

灰褐色

灰褐色

遺構外 須恵器 (1601 良 内 )ロ ナ デ

外 )ロ クロナデ

(内 ) 青灰掲色

(外 )青灰褐色

遼構外 須恵器 第 密 自 黒・赤・金 内

外

底

ロクロナデ

ロクロナデ

回転ヘラケズリ

内

外

底

青灰褐色

青灰褐色

青灰褐色

遺構外 察恵 器 面 台 付 イ 長 籍 自・ 黒 (内 )ロ クロナデ

(外)ロクロナデ

(底 )糸切り→高台貼付け

内

外

青灰褐色

青灰褐色

選儒外 灰釉陶器 碗

(801

良 密 自 内

外

底

ロクロナデ

回転ヘラケズリ

糸尻

1内

ヨ

1外

自貢褐色～緑灰

白黄褐色

選 誹 陶器 碗

一
一
田

良 密 白・黒 内 )ロ クロナデ

底)回転糸切 り→高台貼付け

内

底

緑褐色

自黄褐色

遺構外 須恵器 甕 一　

一　

一

良 内 )

外 )タ タキ

(内 )灰褐色

(外 )黒褐色
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遺構外 須恵器 壷 長 露 自・ 金 内)ヘラクスリ

外)凸帯

内)灰褐色

外)灰褐色

遺構外 須恵器 重 一
　

一　

一

良 密 自・赤・金 内)ナデ

外 )タ タキ

内 ) 青灰褐色

外)青灰褐色

表 39 1ヒ中原遺跡 (第 4次 )支線 14号地区 縄文土器観察表
選  構 種 別 器 種 備 考

廷土器 案鉢 五領ケ台 I式古段階 集合沈線

Fal 屈之内 2式

表 40 】ヒ中原遺跡 (第 4次 )支線 14号地区 瓦観察表
園 番 号 遺 構 器 組 大きさ 整 形 崚 法 陥 上

瓦・丸瓦 タテ (内 )布 目

(外 )ナ デ

やや粗 自・黒・金 良 無 質

タテ 100 (内 )布目

(外 )ヘラケズリ

密 自・黒・赤・金 良

3 (内 )布目

イ外】ナデ ケズリ?

密 自 ,金 (内 )(外)明黄褐色

瓦・ 丸瓦 (内 )布目・ 指欧痕 晋 通

色

瓦・平瓦 (内 )布目

外Ⅲナデ  ケズリ?

(内 ,(外)明貢偶色

瓦・ 丸瓦 タテ4 2

S14 瓦・平瓦 タテ (内 )タ タキ

(外 )タ タキ

密  自 (内 X外 )濃青灰褐色

瓦・平瓦 タテ42 (内 )布目 密 赤 。自・金 (微 ) (内 )(外 )明黄縄色

瓦・平瓦 タテー (内 )布 目

(外 )タタ■

密 金 普通 明黄褐色

(内)布目

(外 )タ タキ

密 金 濃青戻褐色

194



第六章 北中原遺跡 (4次 )

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

X=望 0′ 500

11

12

13

14

15

第93図 第 4次調査区と遺構分布図
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〇
卜
ぃ
卜
的

―
口
ｒ

ω
Ｎ
い
ヽ
ｏ
ヨ

色 調 締
混 入 物

備 考
L粒 赤 S 焼 土 C その他

暗褐色 ○ △ △

2 暗褐色 ◎ △

3 暗茶褐色 ◎ □ □ △ △

暗茶褐色 ○ ○ △

暗茶渇色 ◎ 褐色土 B◎ Aの貼床

明褐色 ◎ □ □

暗茶掲色 △ ○ ○ A

噂掲色 ○ O O A

9 明褐色 □ □

明掲色 O □ □

第94図  S11、 SK3～ 5実 測図
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第六章 北中原遺跡 (4次)

り
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一
＼

|

S1lAカマド

|

S1lBカマド

第95図  S'1カ マ ド実測図
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色 調 締
混 入 物

備 考
L粒 赤 S 焼土 C その他

| 暗褐色 ○ □

2 明褐色 ○ ○

暗褐色 ○ □

明黄褐色 ◎ Ⅲ層B◎

5 暗赤褐色 ○ ○ ロ

6 暗褐色 ◎ Ⅲ層粒□

7 明褐色 ○ Ⅲ層B◎

明黄褐色 ◎ Ⅲ層土◎

9 暗褐色 ○ △ △

暗茶褐色 ○ ◎ ◎
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第98図  Si3実測図、同カマ ド実測図
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第六章 引ヒ中原遺跡 (4次 )
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第 101図  S15、 P14実測図、同個体別分布図①
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第 102図  Si5個体別分布図②
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第六章 北中原遺跡 (4次)
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第 104図  S16・ SK10～ 13実 測図、同カマ ド実測図
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第六章 北中原遺跡 (4次 )
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第 106図  S17、 SK14～ 24実 測図
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混 入 物
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第六章 北中原遺跡 (4次)
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第 110図  抜根痕、SK6・ 7、 P4～ 7実 測図
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第六章 北中原遺跡 (4次 )
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第六章 北中原遺跡 (4次 )
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第六章 北中原遺跡 (4次 )
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第六章 北中原遺跡 (4次 )
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附編 1

附 編 1 笛 吹 市 一 宮 畑 総 末 本 地 区 金 属 分 析 調 査

JFEテ ク ノ リ サ ー チ 株 式 会 社

分 析 ・ 評 価 事 業 部  埋 蔵 文 化 財 調 査 研 究 室

1.は じ め に

山 梨 県 笛 吹 市 教 育 委 員 会 か ら 笛 吹 市 一 宮 畑 総 末 木 地 区 に 所 在 す る 石 動 遺

跡 、 北 中 原 4次 遺 跡 か ら 出 上 し た 鉄 関 連 遺 物 に つ い て 、 学 術 的 な 記 録 と 今 後

の 調 査 の た め の 一 環 と し て 化 学 成 分 分 析 を 含 む 自 然 科 学 的 観 点 で の 調 査 を 依

頼 さ れ た 。 調 査 の 観 点 と し て 、 出 土 鉄 滓 の 化 学 成 分 分 析 、 外 観 観 察 、 ミ ク ロ

組 織 観 察 、 X線 回 折 、 耐 火 度 に 基 づ き 、 資 料 の 製 造 工 程 上 の 位 置 づ け お よ び

始 発 原 料 な ど を 中 心 に 調 査 し た 。 そ の 結 果 に つ い て 報 告 す る 。

2.調 査 項 目 お よ び 試 験 。観 察 方 法

(1)調 査 項 目

調 査 資 料 の 記 号 、 出 土 遺 構 。注 記 お よ び 調 査 項 目 を 表 1に 示 す 。

(2)調 査 方 法

(1)重 量 計 測 、 外 観 観 察 お よ び 金 属 探 知 調 査

資 料 重 量 の 計 量 は 電 子 天 秤 を 使 用 し て 行 い 、 少 数 点 2位 で 四 捨 五 入 し た 。

各 種 試 験 用 試 料 を 採 取 す る 前 |こ 、 資 料 の 外 観 を mm単 位 ま で あ る ス ケ ー ル を

同 時 に 写 し 込 み で 撮 影 し た 。 資 料 の 出 上 位 置 や 資 料 の 種 別 等 は 提 供 さ れ た 資

料 に 準 拠 し た 。

着 磁 力 調 査
`こ

つ い て とよ、 直 径 30mmの リ ン グ 状 フ ェ ラ イ ト 磁 石 を 使 用 し、

6mmを 1単 位 と し て 35cmの 高 さ か ら 吊 し た 磁 石 が 動 き は 始 め る 位 置 を 着 磁

度 と し て 数 値 で 示 し た 。 遺 物 内 の 残 存 金 属 の 有 無 は 金 属 探 知 機 (M C i metal

checker)を 用 い て 調 査 し た 。 金 属 検 知 に あ た っ て は 参 照 標 準 と し て 直 径 と 高

さ を 等 し く し た 金 属 鉄 円 柱 (15mm φ x15mmH、 2.Omm φ X20mmH、 3.8mm φ x3.8mmH、
5mm φ x5mmH、  10mm φ x10mmH、  16mm φ x16mmH、  20mm φ x20mmH、
30mm φ x30mmH)を 使 用 し 、 こ れ と の 対 ,ヒ で 金 属 鉄 の 大 き さ を 半J断 し た 。

(■ )化 学 成 分 分 析

化 学 成 分 分 析 は 鉄 鋼 に 関 す る 」 IS分 析 法 に 準 じ て 行 っ て い る 。

・ 全 鉄 (T.Fe):三 塩 化 チ タ ン 還 元 一 ニ ク ロ ム 酸 カ リ ウ ム 滴 定 法 。

・ 金 属 鉄 (M.FO:臭 素 メ タ ノ ー ル 分 解 ―EDTA滴 定 法 。

・ 酸 化 第 一 鉄 lFeO):ニ ク ロ ム 酸 カ リ ウ ム 滴 定 法 。

・ 酸 化 第 二 鉄 lFe203):計 算 。 ・ 化 合 水 (CW.):カ ー ル フ ィ ッ シ ャ ー 法 。

・ 炭 素 (C)、 イ オ ウ lSl i燃 焼 ― 赤 外 線 吸 収 法 。

。 ラ イ ム (CaO)、  酸 化 マ グ ネ シ ウ ム (M80)、  酸 化 マ ン ガ ン (MnO)、  酸 化 ナ ト リ ウ

ム (Na20)、  珪 素 (Si)、 マ ン ガ ン (Mn)、  リ ン (P)、  銅 (Cu)、  ニ ツ ケ ル (Nl)、 コ バ ル ト

(Co)、 ア ル ミ ニ ウ ム lAり 、 ヴ ア ナ ジ ュ ム (V)、  チ タ ン (Til:ICP発 光 分 光 分 析 法 。

・ シ リ カ (Si02)、  ア ル ミ ナ (A1203)、  酸 化 カ ル シ ウ ム (CaO)、  酸 化 マ グ ネ シ ウ ム

(MgO)、 二 酸 化 チ タ ン (T102)、  酸 化 リ ン (P205)、 酸 化 カ リ ウ ム (K20):ガ ラ ス ビ ー

ド 蛍 光 X線 分 析 法 。 但 しCao,M80,MnOは 含 有 量 に 応 じ て ICP分 析 法 ま た は ガ ラ ス

ビ ー ド蛍 光 X線 分 析 法 を 選 択 。

・ 酸 化 ナ ト リ ウ ム (Na20):原 子 吸 光 法 。 な お 、 鉄 滓 中 成 分 は 、 18成 分 (全 鉄

T Fe、  金 属 鉄 M.Fe、 酸 化 第 一 鉄 FeO、 酸 化 第 二 鉄 Fe203、  シ リ カ S102、  ア ル ミ ナ
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A1203、  ラ イ ム CaO、  マ グ ネ シ ア M80、  酸 化 ナ ト リ ウ ムNa20、 酸 化 カ リ ウ ム K20、

二 酸 化 チ タ ンT102、  酸 化 マ ン ガ ン MnO、  酸 化 リ ン P205、  コ バ ル トCo、  化 合 水

CoW.、 炭 素 C、 ヴ ァ ナ ジ ウ ム V、 銅 Cu)を 化 学 分 析 し て い る 。 分 析 は 各 元 素 に

つ い て 分 析 し 、 酸 化 物 に 換 算 し て 表 示 し て い る 。

羽 口 ・ 胎 生 成 分 は 、 13成 分 (全 鉄 T.Fe、 酸 化 鉄 FeO、 シ リ カ Si02、 ア ル ミ ナ

A1203、  ラ イ ム CaO、 マ グ ネ シ ア M80、 化 合 水 C.W、 灼 熱 減 量 Ig.Loss、 二 酸 化 チ

タ ン T102、 酸 化 マ ン ガ ン MnO、 酸 化 ナ ト リ ウ ム Na20、 酸 化 カ リ ウ ム K20、 炭

素 C、 )を 化 学 分 析 し て い る 。 な お 、 粘 土 に つ い て は 産 地 検 討 の た め ル ビ ジ ュ

ウ ム Rb と ス ト ロ ン チ ュ ウ ム Srに つ い て も 分 析 し た 。

鉄 製 品 中 成 分 の 化 学 分 析 は 、 13成 分 (炭 素 C、 シ リ コ ン Si、 マ ン ガ ン Mn、

リ ン P、 イ オ ウ S、 銅 Cu、 ニ ッ ケ ル Ni、 コ バ ル ト CO、 ア ル ミ ニ ウ ム Aと 、 ヴ ア

ナ ジ ウ ム V、 チ タ ン Ti、 カ ル シ ウ ム Ca、 マ グ ネ シ ウ ム Mg)を 化 学 分 析 し て い る 。

(� )顕 微 鏡 組 織 観 察

資 料 の 一 部 を 切 り 出 し 樹 脂 に 埋 め 込 み 、 細 か い 研 磨 剤 な ど で 研 磨 (鏡 面 仕

上 げ )す る 。 炉 壁 ・ 羽 口・ 粘 土 な ど の 鉱 物 性 資 料 に つ い て は 顕 微 鏡 で 観 察 し

な が ら 代 表 的 な 鉱 物 組 織 な ど を 観 察 し、 そ の 特 徴 か ら 材 質 、 用 途 、 熱 履 歴 な

ど を 判 断 す る 。 滓 関 連 資 料 も 炉 壁 ・ 羽 口 な ど と 同 様 の 観 察 を 行 う が 特 徴 的 鉱

物 組 織 か ら 成 分 的 な 特 徴 に 結 び つ け 製 ・ 精 錬 。鍛 造 工 程 の 判 別 、 使 用 原 料 な

ど も 検 討 す る 。 金 属 鉄 は ナ イ タ ー ル (5%硝 酸 ア ル コ ー ル 液 )で 腐 食 後 、 顕

微 鏡 で 観 察 し な が ら 代 表 的 な 断 面 組 織 を 拡 大 し て 写 真 撮 影 し、 顕 微 鏡 組 織 お

よ び 介 在 物 (不 純 物 、 非 金 属 鉱 物 )の 存 在 状 態 等 か ら 製 鉄 ・ 鍛 冶 工 程 の 加 工

状 況 や 材 質 を 判 断 す る 。 原 則 と し て loo倍 お よ び 400倍 で 撮 影 を 行 う 。 必 要

に 応 じ て 実 体 顕 微 鏡 (5倍 ～ 20倍 )に よ る 観 察 も す る 。

(� )X線 回 折 測 定

試 料 を 粉 砕 し て 板 状 に 成 形 し、 X線 を 照 射 す る と、 試 料 に 含 ま れ て い る 化

合 物 の 結 晶 の 種 類 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ に 固 有 な 反 射 (回 折 )さ れ た 特 性 X線
を 検 出 (回 折 )で き る こ と を 利 用 し て 、 試 料 中 の 未 知 の 化 合 物 を 同 定 す る こ

と が で き る 。 多 く の 種 類 の 結 晶 に つ い て の 標 準 デ ー タ が 整 備 さ れ て お り 、 ほ

と ん ど の 化 合 物 が 同 定 さ れ る 。

測定装置 理学電気株式会社製 ロータフレックス (RU-300型 )

測定条件

① 使用X線 CⅢ Kα (波長=154178Å )

② Kβ 線の除去 グラファイト単結晶モノクロメーター

③ 管電圧・管電流 55kV。 250mA

④ スキャニング・スピード 40° /■lin

⑤ サンプリング・インターバル 0020°

⑥ DS,ス リット ユ

⑦ R,Sス リット 015mm

⑥ SSス リット 1

◎ 検出器 シンチレーション・カウンター
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附編 1

(v)耐 火 度 試 験

耐 火 物 及 び 耐 火 物 原 料 の 耐 火 度 試 験 は 、 」IS R 2204(耐 火 物 及 び 耐 火 物 原 料

の 耐 火 度 試 験 方 法 )及 び 」IS R 8101(耐 火 度 試 験 用 標 準 コ ー ン )に 準 拠 し て 測

定 す る 。

遺 物 資 料 を 粉 砕 し 、 規 定 (量 的 に 少 量 で あ る か ら 寸 法 は 第 2種 の 小 型 :幅

7mm、  高 さ 27mm)の ゼ ー ゲ ル コ ー ン を 成 型 す る 。 こ の ゼ ー ゲ アレコ ー ン を 傾 斜

80° で 受 台 に 装 着 し 、 毎 分 5℃ で 加 熱 す る 。 コ ー ン の 先 端 が 曲 が り 始 め 、 受

台 に 接 触 し た と き の 温 度 を 耐 火 度 と す る 。

な お 、 耐 火 度 を 測 定 し て い な い 資 料 に つ い て は 146資 料 の 耐 火 度 (ゼ ー

ゲ ル コ ー ン 溶 倒 温 度 )の 試 験 結 果 を に つ い て 整 理 し た 下 記 の 式 に よ り

推 算 し た 。 耐 火 度 は 、 y=HO.98 flxl+927.82の 関 係 が 得 ら れ た 。 こ こ で 、

flxl=(25。 8A1203+5.2S102)/(146h/1gO+448MnO+12.5T.Fe+10.4T102+78.6CaO)

3.調 査 結 果 お よ び 考 察

分 析 調 査 結 果 を 図 表 に ま と め て 240頁 ～ 242頁 に 示 す 。 表 1に 調 査 資 料 と

調 査 項 目 を ま と め た 。 表 2～ 表 4に 資 料 の 化 学 成 分 分 析 結 果 を 、 表 5に X線

回 折 結 果 、 表 6に 耐 火 度 測 定 結 果 を そ れ ぞ れ 示 す 。

全 資 料 の 外 観 写 真 を 237頁 ～ 238頁 に 、 鉱 物 組 織 の 英 文 、 化 学 式 は 一 括 し

て 5.参 考 に 示 し た 。

各 資 料 の 調 査 結 果 を ま と め 、 最 も 確 か ら し い 推 定 結 果 を 最 後 に ま と め る 。

以 下 、 資 料 の 番 号 順 に 述 べ る 。

資 料 番 号 No。 1 炉 壁 付 着 滓 、 着 磁 度 :0、 メ タ ル 反 応 :無 し

外 観 : 外 観 を 外 観 写 真 1とこ 示 す 。 重 量 12,7g、  長 さ 46.5mm、  幅 25,7mm、  厚 さ

17.3mm。  流 動 の 先 端 力` 、 2又 に 分 か れ た ガ ラ ス 質 の 流 動 滓 で あ る 。 滓 そ の も

の は 黒 色 の ガ ラ ス 質 で 、 表 面 に 暗 褐 色 の 泥 土 が 薄 く 付 着 し て い る 。 下 面 は 床

の 形 状 を 映 し 直 径 25mm位 に 湾 曲 し 、 そ の 表 面 に は イヽ さ な 気 泡 が 見 ら れ る 。

割 欠 面 は 3ケ 所 あ り 断 面 で 見 る と 05mm以 下 の 気 泡 が 多 く 見 ら れ る 。 ま た 断 面

に は 微 細 な 乳 白 色 の 長 石 類 と 思 わ れ る 粒 子 が 多 く 巻 き 込 ま れ て い る 。 着 磁 は

な く メ タ ル 反 応 も な い 。 調 査 試 料 は 試 料 採 取 位 置 1に 示 す よ う に 中 央 付 近 か

ら 切 断 し 、 採 取 し た 。

顕 微 鏡 組 織 :顕 微 鏡 組 織 を 滓 組 織 写 真 1に 示 し た 。 写 真 に 見 ら れ る よ う に 大

小 の 気 泡 が 多 く 観 察 さ れ る 発 泡 し た ガ ラ ス 質 で あ る 。 非 常 に よ く 融 け た こ と

は 明 ら か で あ る 。 白 く 輝 く 微 細 な 金 属 鉄 粒 が 無 数 に 分 散 し て い る 。 金 属 鉄 は

ほ ぼ 完 全 な 球 形 に な っ て い る こ と か ら 鉄 の 融 点 1500℃ 近 く ま で 温 度 が 上 が っ

て い た と 推 察 さ れ る 。

化 学 成 分 :化 学 成 分 分 析 結 果 を 表 2に 示 す 。 全 鉄 分 は 7.17%と 鉄 滓 と し て は

少 な い 。 金 属 鉄 は lH%と 少 な い が T.Feが 7.17%に 対 す る 比 率 は 大 き い 。 FeO

は 5.49%、 Fe203は 2.56%で あ る 。 ガ ラ ス 質 滓 で あ る こ と を 反 映 し、 Si02は 60.8%

と 多 く、A1203も 18.6%と 多 く 含 ま れ る 。 CaO、 M80も 3.03%、 2,71%で 比 較 的 多 い 。

造 津 成 分  (S102+A1203+CaO+  M80+K20+Na20) とよ 88.76%で あ る 。 T102 は 087%含 ま

れ て い る 。 T.Feに 対 す る T102の 高 さ か ら は 始 発 原 料 は 砂 鉄 の 可 能 性 が あ る が 、

表 3の 胎 土 類 の 成 分 で も T,Feと T102が 滓 と 同 程 度 に 含 ま れ て お り、 胎 土 成 分

そ の も の の に 起 因 す る 可 能 性 も あ る。 この た め 、 始 発 原 料 を 砂 鉄 と判 断 で き な い 。
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図 1、 2、 3は T102と T,Feの 関 係 、 造 滓 成 分 と T.Feの 関 係 、 Mno/T102と T102/T Fe

の 関 係 を 示 し、 鉄 滓 の 成 分 的 特 徴 か ら 製 造 工 程 を 検 討 す る 図 で あ る 。 本 資 料

は 図 1、 図 2で は 炉 壁 付 着 滓 の グ ル ー プ に あ る 。 図 3で は 精 錬 鍛 冶 滓 群 の デ ー

タ と は 外 れ た Mno/T102が 高 い 領 域 に あ り、 精 錬 鍛 冶 滓 と は 別 な グ ル ー プ の 滓

と 思 わ れ る 。

以 上 の 結 果 を 総 合 す る と 本 資 料 は 1500℃ 位 ま で 温 度 が 上 昇 し 炉 壁 と 反 応 し

て ガ ラ ス 質 化 し た 炉 壁 付 着 滓 と 推 察 さ れ る 。 資 料 の 生 成 し た 製 鉄 ・ 鍛 冶 工 程

は 判 断 で き な い 。

資 料 番 号 No.2 炉 壁 付 着 滓 、 着 磁 度 :2、 メ タ ル 反 応 :無 し

外 観 : 外 観 を 外 観 写 真 2に 示 す 。 重 量 40.8g、  長 さ 58.7mm、  幅 44.8mm、  厚 さ

33.5mm。  激 し く 発 泡 し た 流 動 滓 で 基 地 は 黒 色 の ガ ラ ス 質 で あ る 。 上 面 に は 流

動 の 痕 跡 が 見 ら れ る 。 下 面 に は 写 真 に 見 ら れ る よ う な ヘ ラ 状 の 工 具 で 突 い た

よ う な 痕 も あ る 。 小 さ な 木 炭 痕 も 3ケ 所 あ る 。 破 断 面 で 見 る と 小 さ な 気 泡 が

非 常 に 多 く カ ル メ ラ 状 で あ る 。 こ の た め 大 き さ の 割 り に 軽 量 で あ る 。 上 の 写

真 の 左 側 に は 着 磁 度 2の 磁 着 が あ る が 右 側 に は な い 。 メ タ ル 反 応 は な い 。 着

磁 の あ る 側 を 調 査 す る 。

顕 微 鏡 組 織 :顕 微 鏡 組 織 を 滓 組 織 写 真 2-1、 2-2に 示 す 。 資 料 金 面 が 発 泡 し た

ガ ラ ス 質 で あ る 。 写 真 2-日こ見 ら れ る よ う に ガ ラ ス 質 の 中 に 部 分 的 に 珪 石 と

思 わ れ る 溶 融 し か け た 耐 火 材 が 見 ら れ る 。 資 料 1と 異 な り 金 属 鉄 粒 は 観 察 さ

れ な い 。 ま た 、 写 真 22の よ う な 鉱 物 粒 が 観 察 さ れ る と こ ろ が あ る が ほ と ん

ど 反 応 し て お ら ず 相 当 高 融 点 の 鉱 物 と 思 わ れ る 。

化 学 成 分 :化 学 成 分 分 析 結 果 を 表 2に 示 す 。 全 鉄 は 12.4%と 鉄 滓 と し て は 少

な い 。 金 属 鉄 は 0,36%で あ る 。 FeOは 843%、 Fe203は 7.85%で あ る 。 ガ ラ ス 質 滓

で あ る こ と を 反 映 し、 S102は 56.0%と 多 く、 A1203も 17.2%と 多 く 含 ま れ る 。

CaO、 MgOも 3.20%、 191%で 比 較 的 多 い 。 造 滓 成 分 (S102+A1203+CaO+MgOttK20+Na20)

は 80,98%で あ る 。 T102は 0,77%含 ま れ て い る 。 ■Feに 対 す る Ti02は 高 い が 、 資

料 1と 同 様 に 胎 土 類 の 成 分 に よ る 可 能 性 が あ り、 T.Feに 対 す る T102の 高 さ か

ら 始 発 原 料 を 砂 鉄 と 判 断 す る 事 が で き な い 。

図 1、 2、 3は T102と T.Feの 関 係 、 造 滓 成 分 と T.Feの 関 係 、 Mno/T102と T102/T.Fe

の 関 係 を 示 し 、 鉄 滓 の 成 分 的 特 徴 か ら 製 造 工 程 上 の 分 類 を 検 討 す る 図 で あ

る 。 な お 、 図 1、 図 2で は 炉 壁 付 着 滓 の グ ル ー プ に あ る 。 図 3で は 精 錬 鍛 冶

滓 の デ ー タ に 比 べ Mno/T102が 高 い 領 域 に 外 れ て お り、 精 錬 鍛 冶 滓 と は 判 断 で

き な い 。

以 上 の 結 果 を 総 合 す る と 本 資 料 は 炉 壁 と 反 応 し て 激 し く発 泡 。ガ ラ ス 質 化 し

た 炉 壁 付 着 滓 と 推 察 さ れ る。 資 料 の 生 成 し た 製 鉄 。鍛 冶 工 程 は 判 断 で き な い 。

資 料 番 号 No.3 炉 壁 、 着 磁 度 :0、  メ タ ル 反 応 :無 し

外 観 : 外 観 を 外 観 写 真 3とこ 示 す 。 重 量 89.7g、  長 さ 70.8mm、  幅 56.8mm、  厚 さ

38.2mm。  厚 さ が 約 35mmの 炉 壁 片 で 、 厚 み 方 向 の 中 央 付 近 ま で 熱 影 響 を 強 く

受 け て い る 。 胎 土 に は 萌 痕 が 多 く 見 ら れ る 。 内 面 側 は や や 灰 白 色 を 帯 び 小 さ

く 発 泡 し て い る 。 (下 側 の 写 真 )全 体 に や や 焼 き 締 ま っ て お り、 長 石 類 と 思

わ れ る 白 濁 し た 0.5mm以 下 の 粒 子 が 散 見 さ れ る 。 試 料 採 取 位 置 3に 示 す 被

熱 を 受 け て な い 側 か ら 試 料 を 採 取 す る 。
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顕 微 鏡 組 織 :顕 微 鏡 組 織 を 滓 組 織 写 真 3-1、 3-2に 示 す 。 溶 融 し か け た 炉 壁 胎

土 で あ る 。 基 地 は 気 孔 の 多 い 粘 土 質 で 長 石 類 な ど の 粒 子 が 混 合 さ れ て い る 。

熱 影 響 の 少 な い 部 分 を 観 察 し た が 3-1の 写 真 の よ う に 溶 融 を 開 始 し た 部 分 も

存 在 し て い る 。 顕 微 鏡 観 察 で は 珪 石 よ り も 長 石 類 が 多 く 混 合 さ れ て い る よ う

に 思 わ れ る 。

X線 回 折 :結 果 を 表 5と X線 回 折 チ ャ ー ト 1(資 料 No 3)に 示 す 。 石 英 (Quartz:

S102)が 強 い 回 折 線 を 示 し、 ハ ー シ ナ イ ト (Hercynite i FeO・ A1203)の 弱 い 回

折 線 が 認 め ら れ る 。 そ の ほ か に とよ、 ア ノ ー サ イ ト (Anorthtte:(Ca,Na)(Sl,Al)

408)、 ム ラ イ ト (Mull■ e i 3A1203・ 2Si02)、 金 属 鉄 、 コ ー ジ ェ ラ イ ト (Cordierite:

2MgO・ 2A1203・ 5Si02)の 微 弱 な 回 折 線 が 見 ら れ る 。 い ず れ も 一 般 的 な 胎 土 の 鉱 物

相 で あ る 。

化 学 成 分 :化 学 成 分 分 析 結 果 を 表 3に 示 す 。 Si02は 62.4%で 炉 壁 胎 土 と し て

は や や 低 い 。 耐 火 度 に 有 利 に 働 く A1203は 190%と や や 多 く 含 ま れ る 。 耐 火

度 に 不 利 な 軟 化 性 成 分 で あ る CaO、 MgOも 1.55%、 ■32%で CaO+M80は 2.87%で

や や 多 い 。 ま た 、 融 点 を 下 げ る ア ル カ リ 金 属 で あ る K20、 Na20は ■94%、 1.02%

含 ま れ 、 K20+Na20は 2.96%で 通 常 の 耐 火 材 の 範 囲 に あ る 。 耐 火 度 に 不 利 な 全

鉄 は 7.64と 相 当 多 く 含 ま れ て い る 。 金 属 鉄 が ふ く ま れ て い る の は 鉄 滓 が 少 量

反 応 し て い る た め と お も わ れ る 。 造 滓 成 分 (Si02+A1203+CaO+M80+K20+Na20)は

87.23%で あ る 。

耐 火 度 :耐 火 度 は 表 6に 示 す よ う に 約 H10℃ で あ る 。 A1203が 高 い 割 り に は

耐 火 度 が 十 分 高 く な い の は 全 鉄 分 や ア ル カ リ 土 類 成 分 な ど の 軟 化 性 成 分 が 多

い た め で あ ろ う。 推 算 耐 火 度 は 1108℃ で 実 測 値 と ほ ぼ 一 致 し て い る 。

以 上 の 結 果 を 総 合 す る と 本 資 料 は Si02を 62.4%、 A1203を 19.0%含 み 、 鉄 分 と

ア ル カ リ 土 類 成 分 が 多 い 特 徴 を 持 つ 耐 火 度 が H10℃ の 炉 壁 胎 土 で あ る 。

資 料 番 号 No.4 鋳 型 、 着 磁 度 :0、 メ タ ル 反 応 :無 し

外 観 :外 観 を 外 観 写 真 4に 示 す 。 内 面 に に ぶ い 銀 色 の 微 粒 子 が ■5～ 2mm
の 厚 さ とこ塗 布 さ れ て い る 厚 さ 約 15mmの 鋳 型 片 で あ る 。 胎 土

`よ

茶 褐 色 の 粘 土

で 萌 痕 が 多 く 見 ら れ る 。 内 面 の 塗 布 材 表 面 に は 掃 目 も 見 ら れ る 。 塗 布 材 を 剥

し て 鋳 型 材 と 別 々 に 調 査 す る 。 耐 火 度 は 茶 褐 色 の 鋳 型 材 に つ い て の み 行 う 。

顕 微 鏡 組 織 :顕 微 鏡 組 織 を 組 織 写 真 4-1、 4-2とこ示 し た 。 4-11ま 鋳 型 の 外 側 の 褐

色 の 胎 上 部 分 で 、 4-2は 銀 色 の 塗 布 材 部 分 で あ る 。 鋳 型 の 茶 褐 色 を し て い る

胎 土 部 分 は 写 真 に 見 ら れ る よ う に 非 常 に よ く 溶 融 し て お り 半 透 明 な ガ ラ ス 質

に な っ て い る 。 こ の 中 に 未 溶 融 の 石 英 や 長 石 の 粒 子 が 散 見 さ れ る 。 ほ と ん ど

気 泡 は 観 察 さ れ な い 。 塗 布 材 の 部 分 で あ る 写 真 4-2で は わ ず か に 溶 融 し か け

て い る 部 分 も あ る が 基 本 的 に は 固 体 状 態 を 維 持 し て お り 大 小 の 粒 子 が 弱 く 固

結 し て い る 状 態 で あ る 。 溶 融 状 態 の 観 点 か ら は 塗 布 材 の 方 が 明 ら か に 融 点 は

高 く、 融 け に く い と 判 断 さ れ る 。

X線 回 折 :結 果 を 表 5と X線 回 折 チ ャ ー ト 2、 3(資 料 No 4-1、 4-2)に 示 す 。

胎 土 部 分 の 試 料 4-1と 塗 布 材 と 見 ら れ る 試 料 42で は X線 回 折 結 果 は ほ ぼ 同

一 で あ り、 鉱 物 相 は ほ ぼ 同 一 と 判 断 さ れ る 。 石 英 (QuattZ:S102)と ア ノ ー サ

イ ト (Anorthite:(Ca,Na)(Si,Al)408)が 強 い 回 折 線 を 示 し、ヘ マ タ イ ト (Hematite:

Fe203)、 金 属 鉄 、 コ ー ジ ェ ラ イ ト (Cordierite:2M80・ 2A1203・ 5S102)の 微 弱 な 回 折

線 が 見 ら れ る 。
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化 学 成 分 :化 学 成 分 分 析 結 果 を 表 2に 示 す 。 試 料 4-1と 4-2で 基 本 的 な 差 は 見

ら れ な い 。 Si02は 試 料 41で 62,7%、 試 料 4-2で は 60.1%で 通 常 の 炉 壁 胎 土 に

比 べ 低 い 。 耐 火 度 に 有 利 に 働 く A1203は 試 料 4-1で 16.0%、 試 料 4-2で は 17.4%

で や や 試 料 4-2の 方 が や や 多 く 含 ま れ る 。 耐 火 度 に 不 利 な 軟 化 性 成 分 で あ る

CaO、 M80も 試 料 41で 2.89%と 1.97%で 試 料 42で は 3.02%と 2.18%で 両 者 に 差

が あ る と は い え な い 。 CaO+MgOは 4.86%と 5.20%で い ず れ も 高 く、 軟 化 性 の 点

で は 不 利 な 成 分 で あ る 。 融 点 を 下 げ る ア ル カ リ 金 属 で あ る K20、 Na20は 試 料

41で ■26%と ■77%で 試 料 4-2で は ■41%と ■73%で 差 は な い 。K20+Na20は 3.03%

と 3.14で 通 常 の 耐 火 材 の 範 囲 に あ る 。 耐 火 度 に 不 利 な 全 鉄 は 7.39と 7.97と 多

く 含 ま れ て い る 。 造 滓 成 分  (Si02+A1203+CaO+M80+K20+Na20) とま 86.59% と 85,84%
で あ る 。 化 学 成 分 的 に は 鋳 型 材 と 塗 布 材 の 間 に 大 き な 差 は な い 。 化 学 分 析 用

に 粉 末 に し た 試 料 も 4日よ茶 褐 色 で 、 42は 白 を 帯 び た 薄 褐 色 で 、 明 瞭 な 差 が

あ る 。 念 の た め 、 蛍 光 X線 分 析 に て 成 分 を 分 析 チ ェ ッ ク し た が 大 き な 差 は な

か っ た 。

耐 火 度 :試 料 41の 耐 火 度 は 表 6に 示 す よ うに 約 1070℃ で あ る。 耐 火 材 と し て は

や や 低 い と 思 わ れ る。 推 算 耐 火 度 は 1047℃ で 実 測 値 と 30℃ 以 内 で 一 致 し て い る。

外 観 観 察 と 顕 微 鏡 観 察 で は 鋳 型 の 母 材 と塗 布 材 と で は 色 、 溶 融 性 に 差 が 認 め

ら れ た が 化 学 成 分 的 に は 顕 者 な 差 は 認 め ら れ な い 。 こ の 理 由 は あ き ら か で な い 。

以 上 の 結 果 を 総 合 す る と 本 資 料 は 溶 融 性 に 勝 る 塗 布 材 を 塗 布 し た 鋳 型 で 鋳

型 の 母 材 の 耐 火 度 は 1070℃ で 耐 火 材 料 と し て は や や 耐 火 度 が 低 い 。 塗 布 材 と

耐 火 材 の 成 分 的 な 大 き な 差 は 認 め ら れ な い 。

資 料 番 号 No.5  炉 壁 (滓 付 着 )、  着 磁 度 :3、 メ タ ル 反 応 :5mm大
外 観 : 外 観 を 外 観 写 真 5とこ示 す 。 重 量 314,9g、  長 さ 136.Omm、  媚 74 2mm、 厚 さ

49,lmm。 黒 色 の 滓 力式厚 さ 10mm～ 15mmに 付 着 し て 発 泡 し て い る 炉 壁 片 で あ る 。

滓 部 分 に は 所 々 に 鉄 銹 の 暗 い 茶 褐 色 (い わ ゆ る 黒 銹 )部 が 観 察 さ れ る 。 そ の

1ケ 所 に 5mm大 の メ タ ル 反 応 が あ る (試 料 採 取 位 置 5を 参 照 )。  炉 壁 胎 土 は 灰

色 で 、 功 痕 も 認 め ら れ る 。 メ タ ル は 小 さ い た め 顕 微 鏡 観 察 の み 行 う。 胎 土 部

分 、 滓 部 分 そ れ ぞ れ 調 査 し 、 胎 土 に つ い て は 耐 火 度 も 測 定 す る 。 試 料 は 採 取

位 置 5に 示 す 位 置 か ら 採 取 し た 。

顕 微 鏡 組 織 :顕 微 鏡 組 織 を 組 織 写 真 5-1、 52とこ示 す 。 写 真 5-1は 炉 壁 胎 上 部

分 で あ る 。 多 孔 質 で 粘 土 に 長 石 類 が 混 合 し て い る 一 般 的 な 炉 壁 に 良 く 見 ら れ

る 胎 土 組 織 で あ る 。 一 部 に 溶 融 し か け て と こ ろ も 見 ら れ る が そ の 割 合 は あ ま

り 多 く な い 。 写 真 52は 滓 の 部 分 で 写 真 に 見 ら れ る よ う に 発 泡 し た ガ ラ ス 質

に な っ て い る 。 こ の 中 に 半 透 明 な 珪 石 と 思 わ れ る 溶 融 し か け の 粒 子 が 観 察 さ

れ る 。 ま た 、 写 真 の よ う な 海 綿 鉄 が 銹 化 鉄 に な っ て い 部 分 も 見 ら れ る 。

5mm大 の 金 属 鉄 の 顕 微 鏡 組 織 を 金 属 鉄 組 織 写 真 11こ 示 す 。 パ ー ラ イ ト基 地 (炭

素 が 0.02%以 下 の フ ェ ラ イ ト (α 鉄 )と セ メ ン タ イ ト (Cementhe:Fe3C)の 層

状 組 織 )と 針 状 の 初 析 セ メ ン タ イ ト か ら な る 過 共 析 鋼 (C:08%～ 2.1%)の
組 織 で あ る 。 組 織 か ら は C濃 度 は 1%よ り も や や 高 い と 推 察 さ れ る 。

化 学 成 分 :滓 の 部 分 と 炉 壁 胎 土 部 分 に つ い て 成 分 分 析 を 行 っ た 。 滓 の 化 学 成

分 分 析 結 果 を 表 2に 示 す 。全 鉄 は 6.88%と 鉄 滓 と し て は 少 な い 。金 属 鉄 は 0.42%

で あ る 。 FeOは 207%、 Fe203は 6.94%で あ る 。 ガ ラ ス 質 滓 で あ る こ と を 反 映 し、

Si02は 59,3%と 多 く、A1203も 174%と 多 く 含 ま れ る 。 CaO、 M80も 3.86%、 2.21%
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附編 1

で 比 較 的 多 い 。 造 滓 成 分 (S102+A1203+CaOttM80+K20+Na20)は 87.87%で あ る 。 T102

は 0,91%含 ま れ て い る 。 T102/T.Feは 高 い が 、 資 料 1、 2と 同 様 な 理 由 で 始 発 原

料 が 砂 鉄 か 否 か は 判 断 で き な い 。

鉄 滓 の 成 分 的 特 徴 か ら 製 造 工 程 上 の 分 類 を 検 討 す る 図 で あ る 図 1、 2、 3で
見 る と 、 図 1、 図 2で は 炉 壁 付 着 滓 の グ ル ー プ に あ る 。 図 3で は 精 錬 鍛 冶 澤

の デ ー タ に 比 べ Mno/T102が 高 い 領 域 に 外 れ て お り、精 錬 鍛 冶 滓 と は 判 断 で き な い 。

炉 壁 胎 土 部 分 の 分 析 結 果 を 表 3に 示 す 。 S102は 61.3%で 通 常 の 炉 壁 胎 上 に

比 べ 低 く 、 耐 火 度 に 有 利 に 働 く A1203は 18,7%と や や 多 く 含 ま れ る 。 耐 火 度

に 不 利 な 軟 化 性 成 分 で あ る CaO、 MgOも 1,94%、 2.30%で CaO十M80は 4.21%と 多

い 。 ま た 、 融 点 を 下 げ る ア ル カ リ 金 属 で あ る K20、 Na20は 113%、 1.16%で
K20+Na20は 2.29%で 通 常 の 耐 火 材 の 範 囲 に あ る 。 耐 火 度 に 不 利 な 全 鉄 は 8.38

と 相 当 多 く 含 ま れ て い る 。 金 属 鉄 が ふ く ま れ て い る の は 鉄 滓 が 少 量 反 応 し て

い る た め と お も わ れ る 。造 滓 成 分 (S102+A1203+CaO十  MgottK20+Na20)は 8723%で あ る。

耐 火 度 :耐 火 度 は 表 6に 示 す よ う に 約 1100℃ で あ る 。 耐 火 材 と し て は や や 低

い と思 わ れ る。推 算 耐 火 度 は 1056℃ で 測 定 値 と 50℃ く ら い の 範 囲 で 一 致 し て い る。

以 上 の 結 果 を 総 合 す る と 本 資 料 は S102を 61.3%、 A1203を 18.7%含 み 、 鉄 分

と ア ル カ リ 土 類 成 分 が 多 い 特 徴 を 持 つ 耐 火 度 が H00℃ の 炉 壁 胎 土 で あ る 。

資 料 番 号 No.6 鋳 型 、 着 磁 度 :2、 メ タ ル 反 応 :無

外 観 : 外 観 を 外 観 写 真 6に 示 す 。 重 量 147.9g、  長 さ 113.4mm、  幅 83.6mm、  厚 さ

34,7mm。  厚 さ 約 20mmの ゆ る や か に 湾 曲 し た 鋳 型 片
`こ

鉄 滓 が 付 着 し て い る 資

料 で あ る 。 内 面 の 3mm～ 5mmは 滓 と の 反 応 層 で 発 泡 し て お り 表 面 は 鉄 酸 化

物 の 暗 褐 色 を 呈 し て い る 。 内 面 の 一 部 に は 10～ 15mm位 に わ た っ て 滓 と 炉 壁

の 反 応 物 が 付 着 し て い る 。 外 面 の 胎 土 に は 功 痕 が 多 く み ら れ 、 茶 褐 色 を 呈 し

て い る 。 滓 と 胎 上 に つ い て そ れ ぞ れ 検 鏡 ・ 分 析 す る 。 試 料 は 試 料 採 取 位 置 6

に 示 す 位 置 か ら 採 取 し た 。

顕 微 鏡 組 織 :鋳 型 胎 土 部 分 の 顕 微 鏡 組 織 を 組 織 写 真 61に 示 す 。 溶 融 が か な

り 進 ん で お リ ガ ラ ス 化 し た 基 地 の 中 に 石 英 粒 や お そ ら く 鉄 分 を 多 く 含 む と 思

わ れ る 赤 褐 色 の 粒 子 が 分 散 し て い る 。 粘 土 や 粒 子 の 混 合 物 が 融 け か け て い る

状 態 で あ る 。 滓 部 分 の 頭 微 鏡 組 織 を 組 織 写 真 62、 6-3に 示 す 。 滓 そ の も の は

写 真 62に 見 ら れ る よ う に 発 泡 し た ガ ラ ス 質 滓 で あ る 。 基 地 中 に は 乳 白 色 の

薄 い フ ァ イ ヤ ラ イ ト と 思 わ れ る 微 細 な 組 織 が 観 察 さ れ る 。 試 料 の 端 部 に は

写 真 63の 組 織 が 観 察 さ れ る 。 乳 白 色 の ウ ス タ イ ト (Wustite i FeO)と 思 わ れ

る 組 織 と こ れ よ り も や や 灰 色 が か っ た 多 角 形 が 崩 れ た よ う な ウ ル ボ ス ピ ネ ル

(Ulvospinel:FeO・ T102)と が 観 察 さ れ る 。 高 T102含 有 鉱 物 で あ る ウ ル ボ ス ピ ネ ル

が 観 察 さ れ る こ と は 始 発 原 料 が 砂 鉄 で あ っ た こ と を 示 唆 す る 。

化 学 成 分 :滓 の 部 分 と 鋳 型 胎 上 部 分 に つ い て 成 分 分 析 を 行 っ た 。 滓 の 化 学 成

分 分 析 結 果 を 表 2に 示 す 。全 鉄 は 9,97%と 鉄 滓 と し て は 少 な い 。金 属 鉄 は 0.45%

含 ま れ て い る 。 FeOは 3.22%、 Fe203とま 10,0%で あ る 。 ガ ラ ス 質 滓 で あ る こ と を

反 映 し 、Si02は 55.8%と 多 く、A1203も 192%と 多 く 含 ま れ る 。 CaO、 M80も 3.36%、

2.05%で 比 較 的 多 い 。 造 滓 成 分 (Si02+A1203+CaO+MgO+K20+Na20)は 83.76%で あ る 。

T102は 0.92%含 ま れ て い る 。 T102/1Feの 比 は 約 0.1で 鉄 に 対 す る T102は 高 い が 、

資 料 1、 2、 5と 同 様 な 理 由 に よ り 始 発 原 料 が 砂 鉄 か 否 か は 判 断 で き な い 。

鉄 滓 の 成 分 的 特 徴 か ら 製 造 工 程 上 の 分 類 を 検 討 す る 図 1、 2、 3で 見 る と 、図 1、
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図 2で は 炉 壁 付 着 滓 の グ ル ー プ に あ る 。 図 3で は 精 錬 鍛 冶 滓 の デ ー タ に 比 ベ

MnO/T102が 高 い 領 域 に 外 れ て お り、 精 錬 鍛 冶 滓 と は 判 断 で き な い 。

炉 壁 胎 土 部 分 の 分 析 結 果 を 表 3に 示 す 。 S102は 61.0%で 通 常 の 炉 壁 胎 土 に 比

べ 低 く、 耐 火 度 に 有 利 に 働 く A1203は 18.5%と や や 多 く 含 ま れ る 。 耐 火 度 に

不 利 /A‐ 軟 化 性 成 分 で あ る CaO、 MgOは ■95%、 224%で CaO+M80は 419%で 多

い 。 ま た 、 融 点 を 下 げ る ア ル カ リ 金 属 で あ る K20、 Na20は 1.H%、 1.22%で

K20+Na20は 2,33%で 通 常 の 耐 火 材 の 範 囲 に あ る 。 耐 火 度 に 不 利 な 全 鉄 は 8.21

と 相 当 多 く 含 ま れ て い る 。 金 属 鉄 が ふ く ま れ て い る の は 鉄 滓 が 少 量 反 応 し て

い る た め と お も わ れ る 。 造 滓 成 分 (S102+A1203+CaO+M80+K20+Na20)は 86.02%

で あ る 。

耐 火 度 :推 算 耐 火 度 は 1058℃ で 資 料 4の 鋳 型 と 同 程 度 で あ る 。 耐 火 材 と し て

は や や 低 い と 思 わ れ る 。

以 上 の 結 果 を 総 合 す る と 本 資 料 は S102を 61.0%、 A1203を 18.5%含 み 、 鉄 分

と ア ル カ リ 土 類 成 分 が 多 い 特 徴 を 持 つ 耐 火 度 が 1058℃ と 推 算 さ れ る 鋳 型 で あ

る 。 付 着 滓 中 に T102含 有 鉱 物 相 が 観 察 さ れ る こ と か ら 砂 鉄 を 始 発 原 料 と す る

鉄 を 鋳 込 ん だ 可 能 性 が あ る 。

資 料 番 号 No.7 鋳 型 、 着 磁 度 :0、 メ タ ル 反 応 :無 し

外 観 :外 観 を 外 観 写 真 71こ 示 す 。 重 量 825g、 長 さ 66.9mm、  幅 63.2mm、 厚 さ 323m。

厚 さ 約 35mmの 鋳 型 片 で 、 内 面 は 平 面 で 湾 曲 し て い る よ う ′こ は 見 え な い 。 資

料 6とことヒベ る と 胎 土 の 粒 子 は 粗 く 暗 い 。 功 痕 も 多 く 見 ら れ る 。 内 面 側 15mm

位 は 熱 影 響 を 受 け て お り、 内 面 側 3～ 5mm位 は 刻ヽ さ く 発 泡 し て い る 。 内 面 は

滓 と 反 応 し て 黒 色 を 呈 し て い る 部 分 も あ る が 、 大 部 分 は 鉄 銹 の 褐 色 で 、 な め

ら れ た よ う に 滑 ら か で あ る 。 試 料 は 資 料 採 取 位 置 7に 示 す 位 置 か ら 胎 土 を 採

取 し 調 査 し た 。

顕 微 鏡 組 織 :顕 微 鏡 組 織 を 組 織 写 真 7に 示 す 。 溶 融 が 進 行 し て お り 溶 融 し た

滓 の 中 に 珪 石 や そ の 他 の 粒 子 が 混 在 し て い る 状 態 に な っ て い る 。

化 学 成 分 :胎 上 部 分 の 分 析 結 果 を 表 3に 示 す 。 S102は 59.6%で 通 常 の 炉 壁 胎

土 に 比 べ 低 く、 耐 火 度 に 有 利 に 働 く A1203とま 191%と や や 多 く 含 ま れ る 。 耐

火 度 に 不 利 な 軟 化 性 成 分 で あ る CaO、 M80は 2.13%、 2.51%で CaO+M80は 4.64%

と 多 い 。 ま た 、 融 点 を 下 げ る ア ル カ リ 金 属 で あ る K20、 Na20は 生00%、 0.93%

で K20+Na20は ■93%で 通 常 の 耐 火 材 の 範 囲 に あ る 。 耐 火 度 に 不 利 な 全 鉄 は 8.42

と 相 当 多 く 含 ま れ て い る 。 金 属 鉄 が ふ く ま れ て い る の は 鉄 滓 が 少 量 反 応 し て

い る た め と お も わ れ る 。 造 滓 成 分 (S102+A1203+CaO+M80+K20+Na20)は 85.27%

で あ る 。

耐 火 度 :耐 火 度 は 1070℃ で あ る 。 耐 火 材 と し て は や や 低 い と 思 わ れ る 。 推 算

耐 火 度 は 1048℃ で 実 測 値 と 比 較 的 良 く 一 致 し て い る 。

以 上 の 結 果 を 総 合 す る と 本 資 料 は S102を 約 60%、 A1203を 約 19%含 み 、 鉄

分 と ア ル カ リ 土 類 成 分 が 多 い 特 徴 を 持 つ 耐 火 度 が 1070℃ の 鋳 型 で あ る 。

資 料 番 号 No,8 鉄 塊 (鋳 型 が 付 着 した鉄 塊 )、 着 磁 度 :5、 メタル 反 応 :5～ Ю mm大

外 観 :外 観 を 外 観 写 真 8に 示 す 。 重 量 626g、  長 さ 78.5mm、 幅 53,7mm、  厚 さ 18.3rrm。

鋳 型 が 付 着 し た 鉄 塊 で あ る 。 背 面 に は 僅 か に 赤 褐 色 の 鋳 型 粘 土 が 付 着 し て い

る 。 資 料 そ の も の は 厚 さ 10mm前 後 の 湾 曲 し た 板 状 の 鉄 が 銹 化 し て い る 状 態
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附編 1

で あ る 。 内 面 は 暗 褐 色 の 鉄 銹 そ の も の で 、 小 さ な 銹 化 瘤 が 多 く見 ら れ る。 資 料

全 体 に 5mm大 ホロ当 の メ タ ル 反 応 が あ り上 側 の 外 観 写 真 の 右 よ り約 1/41こ 10mm大

くら い の メ タ ル 反 応 が あ る。 こ の 部 分 か ら 試 料 を 採 取 す る。 着 磁 度 は 4で あ る。

顕 微 鏡 組 織 :金 属 鉄 の 顕 微 鏡 組 織 を 金 属 鉄 組 織 写 真 8に 示 す 。 炭 素 を ほ と ん

ど 含 ま な い フ ェ ラ イ ト (C<0.02%)組 織 と な っ て お り、 結 晶 粒 の な か に は 小 さ な

欠 陥 が 多 数 見 ら れ る。 ほ と ん ど 純 鉄 に 近 い 鉄 で あ る 。 資 料 全 体 と し て は 銹 化 が

進 行 し て い る。写 真 に は 示 し て い な い が 周 囲 は ゲ ー サ イ トな ど の 銹 化 鉄 で あ る。

化 学 成 分 :化 学 成 分 分 析 結 果 を 表 4に 示 す 。 Cは 002%で 、 顕 微 鏡 観 察 と 一

致 す る 。 そ の 他 の 成 分 と し て は Siが 0.o58%含 ま れ て い る が お そ ら く 介 在 物

に よ る も の と 思 わ れ る 。

以 上 の 結 果 を 総 合 す る と 本 資 料 は 鋳 型 に 鋳 込 ま れ た 002%Cの 低 炭 素 の 鉄

と そ の 銹 化 物 と 推 察 さ れ る 。

資 料 番 号 No。 9 ガ ラ ス 質 滓 、 着 磁 度 :0、 メ タ ル 反 応 :無

外 観 : 外 観 を 外 観 写 真 91こ 示 す 。 重 量 27.6g、  長 さ 51 2mm、  幅 31 4mm、  厚 さ

27.6mm。 黒 色 に 輝 く ガ ラ ス 質 滓 で 、 炉 壁 片 が 隋 伴 し て い る 。 著 し く 発 泡 し て

お り、 断 面 に は 長 石 類 な ど の 小 さ な 粒 子 が 多 く 巻 き 込 ま れ て い る 。 滓 部 分 に

つ い て 調 査 す る 。 着 磁 、 メ タ ル 反 応 と も に な い 。

顕 微 鏡 組 織 :顕 微 鏡 組 織 を 滓 組 織 写 真 91、 92に 示 す 。 全 面 が ガ ラ ス 質 に な っ

て い る 。 外 観 状 ほ ど 気 泡 は 多 く な い 。 一 部 に 写 真 の よ う な 未 溶 融 部 分 が 見 ら

れ る 。 未 溶 融 部 に は 珪 石 と 思 わ れ る 半 透 明 な 粒 子 が 多 い 。

化 学 成 分 :滓 の 化 学 成 分 分 析 結 果 を 表 2に 示 す 。 全 鉄 は 885%と 鉄 滓 と し て は

少 な い 。 金 属 鉄 は 028%含 ま れ て い る。 FeOは 6.35%、 Fe203は 5.20%で あ る。 Si02は

60.5%と 非 常 に 多 く、A1203も 15.6%と 多 く含 ま れ ガ ラ ス 質 滓 で あ る こ と を 示 し て い

る。 CaO、 M80も 3.88%、 203%で ,ヒ 較 的 多 い 。 造 滓 成 分 (Si021A1203+CaO+M80+K20+Na20)

は 85.92%で あ る。 T102は 0,730/O含 ま れ て い る。 T102/T,Feの 比 は 約 01で 鉄 に 対 す る

T102は 高 い が 、 前 記 の 鉄 滓 同 様 に 始 発 原 料 が 砂 鉄 か 否 か は 判 断 で き な い 。

鉄 津 の 成 分 的 特 徴 か ら 製 造 工 程 上 の 分 類 を 検 討 す る 図 1、 2、 3で 見 る と、図 1、

図 2で は 炉 壁 付 着 滓 の グ ル ー プ に あ る 。 図 3で は 精 錬 鍛 冶 滓 の デ ー タ に 比

べ MnO/T102が 高 い 領 域 に 外 れ て お り、 精 錬 鍛 冶 滓 と は 判 断 で き な い 。

以 上 の 結 果 を 総 合 す る と 本 資 料 は 炉 壁 と 反 応 し て ガ ラ ス 質 化 し た 炉 壁 付 着

滓 と 推 察 さ れ る 。 資 料 の 生 成 し た 製 鉄 ・ 鍛 冶 工 程 は 判 断 で き な い 。

資 料 番 号 No.11 椀 型 鍛 冶 滓 、 着 磁 度 :2、 メ タ ル 反 応 :無 し

外 観 : 外 観 を 外 観 写 真 10に 示 す 。 重 量 226.3g、  長 さ 976mm、  幅 501mm、  厚 さ

37.lmm。  典 型 的 な 2段 の 椀 型 滓 で あ る 。 破 面 は 1で あ る 。 上 面 は な め ら れ た

よ う に 滑 ら か で 、底 側 は 炉 床 の 砂 を 映 し 湾 曲 し て い る 。 ま た 上 面 の 2ケ 所 に は 、

鉄 が 銹 化 し て い る 。 資 料 全 体 は 着 磁 度 2で あ る が こ の 部 分 は 3程 度 の 磁 着 が

あ る 。 メ タ ル 反 応 は な い 。 破 面 で 見 る と 大 き な 空 隙 が 多 く み ら れ る

顕 微 鏡 組 織 :顕 微 鏡 組 織 を 組 織 写 真 11に 示 し た 。 視 野 の 大 部 分 は 乳 白 色 の

繭 玉 状 の ウ ス タ イ ト に 覆 わ れ 、 そ の 背 後 に 沈 む よ う に う す 褐 色 を 帯 び た 灰 色

の フ ァ イ ヤ ラ イ ト が 観 察 さ れ る 。 典 型 的 な 鍛 冶 系 の 滓 組 織 で 、 ウ ス タ イ ト の

多 さ か ら は 鍛 錬 鍛 冶 滓 の よ う に 思 わ れ る 。

化 学 成 分 1化 学 成 分 分 析 結 果 を 表 2に 示 す 。全 鉄 は 63.8%と 高 く、金 属 鉄 は ■98%
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含 ま れ て い る 。 結 合 水 は 0,75%と 少 な く、 ゲ ー サ イ ト な ど の 銹 化 鉄 は あ ま り

多 く な い と 見 ら れ る 。 FeO は 67.3%、  Fe203 は 13.6%、  S102 は 976%、  T102 1よ  016%

と わ ず か で あ る 。 FeO、 Fe203の 比 は 83.2:16.8で FeO― Fe203-Si02の 3成 分 系 に 換

算 す る と FeO は 74.2%、  Fe203 は 15.0%、 S102 とま 10.8% と な り 参 考 の FeO― Fe203-

S102系 の 平 衡 状 態 図 で は ウ ス タ イ 領 域 に あ る 。 ウ ス タ イ ト、 フ ア イ ヤ ラ イ ト

が 鉱 物 相 と し て 現 れ る と 考 え ら れ る 。 平 衡 状 態 図 上 の 位 置 は 顕 微 鏡 観 察 と

一 致 す る 。 造 滓 成 分 は 14.39%と 少 な い 。 原 料 に 含 ま れ て い た と 思 わ れ る T102

は 016%と 少 な く 始 発 原 料 が 砂 鉄 で あ る か は 判 断 で き な い 。 成 分 的 特 徴 か ら

製 造 工 程 上 の 分 類 を 検 討 す る 図 1、 2、 3に お け る 位 置 づ け で は 、 い ず れ も 鍛

錬 鍛 冶 滓 に 分 類 さ れ る 位 置 づ け に あ る 。

以 上 の 結 果 を 総 合 す る と 本 資 料 は 鍛 冶 工 程 で 生 成 し た 鍛 錬 鍛 冶 滓 と 推 察 さ

れ る 。 始 発 原 料 は 明 ら か で な い 。

資 料 番 号 No.12 椀 型 鍛 冶 滓 、 着 磁 度 :2、 メ タ ル 反 応 :無 し

外 観 :外 観 を 外 観 写 真 11に 示 す 。 重 量 764g、 長 さ 58.4rrlm、 幅 40 1rrm、 厚 さ 32.3rrm。

酸 化 土 砂 が や や 厚 く 付 着 し た 小 さ な 椀 型 滓 で 上 面 は 窪 み が 深 い 。 下 面 は 炉 内

の 推 積 状 態 を 写 し 、 木 炭 痕 や 砂 礫 痕 が 多 く、 深 い 窪 み も 多 い 。 大 き さ の 割 り

に は 重 量 感 が あ る 。 酸 化 土 砂 を よ く 落 と し 、 試 料 を 採 取 す る 。

顕 微 鏡 組 織 :顕 微 鏡 組 織 を 滓 組 織 写 真 12に 示 す 。 資 料 11よ り も さ ら に ウ ス

タ イ ト の 多 い 組 織 で 凝 集 ウ ス タ イ ト に な っ て い る 。 ウ ス タ イ ト の 背 後 に フ ア

イ ヤ ラ イ ト が 観 察 さ れ る 。 鍛 錬 鍛 冶 滓 と 思 わ れ る 組 織 で あ る 。

化 学 成 分 :化 学 成 分 分 析 結 果 を 表 2に 示 す 。全 鉄 は 64,8%と 高 く、金 属 鉄 は 0.25%

と わ ず か で あ る 。 結 合 水 は 069%と 少 な く、 ゲ ー サ イ ト な ど の 銹 化 鉄 は あ ま

り 多 く な い と 見 ら れ る 。 FeO は 72.0%、 Fe203 とよ 12.3%、 S102 は 878%、 T102 は 016%

と わ ず か で あ る 。 FeO、 Fe203の 比 は 85。4:14.6で FeO Fe203 S102の 3成 分 系 に 換

算 す る と FeO は 77.3%、  Fe203 は 13.2%、  S102 は 9.4% と な り 参 考 の FeO―Fe203-S102

系 の 平 衡 状 態 図 で は ウ ス タ イ 領 域 の 資 料 11と ほ と ん ど 同 じ 位 置 に あ る 。 ウ

ス タ イ ト、 フ ア イ ヤ ラ イ ト が 鉱 物 相 と し て 現 れ る と 考 え ら れ る 。 平 衡 状 態 図

上 の 位 置 は 顕 微 鏡 観 察 と 一 致 す る 。 造 滓 成 分 は 13.21%と 少 な い 。 原 料 に 含

ま れ て い た と 思 わ れ る T102は 016%と 少 な く 始 発 原 料 が 砂 鉄 で あ る か は 判 断

で き な い 。 成 分 的 特 徴 か ら 製 造 工 程 上 の 分 類 を 検 討 す る 図 1、 2、 3に お け る

位 置 づ け で は 、 い ず れ も 鍛 錬 鍛 冶 淳 に 分 類 さ れ る 位 置 づ け に あ る 。

以 上 の 結 果 を 総 合 す る と 本 資 料 は 鍛 冶 工 程 で 生 成 し た 鍛 錬 鍛 冶 滓 と 推 察 さ

れ る 。 始 発 原 料 は 明 ら か で な い 。

資 料 番 号 No.1 3  鍛 冶 滓 、 着 磁 度 :2、  メ タ ル 反 応 :3mm大
外 観 :外 観 を 外 観 写 真 12に 示 す 。 重 量 55.6g、 長 さ 580mm、 幅 35,7m、  厚 さ 20.3mm。

重 量 感 の あ る 扁 平 な 鍛 冶 滓 で あ る 。 精 錬 後 期 の も の で 鉄 分 が 多 い と 思 わ れ

る 。 全 体 に 凹 み が 多 く、 酸 化 土 砂 が 浸 入 し て い る 。 下 面 は 推 積 状 態 を 写 し て

砂 礫 に よ る 凹 凸 が 多 い 。 一 部 に 弱 い メ タ ル 反 応 が あ り、 着 磁 度 は 2で あ る 。

顕 微 鏡 組 織 :顕 微 鏡 組 織 を 滓 組 織 写 真 13に 示 す 。 資 料 11、 12に 比 べ 繭 玉 状

の ウ ス タ イ ト は 少 な く、 相 対 的 に フ ァ イ ヤ ラ イ ト が 多 く な っ て い る 。 ウ ス タ

イ ト の 形 態 で は や や 樹 枝 状 の も の も 観 察 さ れ る 。

化 学 成 分 :化 学 成 分 分 析 結 果 を 表 2に 示 す 。全 鉄 は 52.3%と 高 く、金 属 鉄 は 0,78%
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で あ る 。 結 合 水 は 1.13%含 ま れ て お り、 ゲ ー サ イ ト な ど の 銹 化 鉄 も 存 在 す る

と 見 ら れ る 。 FeO は 52.1%、  Fe203 とま 15,8%、  Si02 は 19.4% と 多 く、 Ti02 は 0.27% と

わ ず か で あ る 。 FeO、 Fe203の 比 は 76.8:23.2で FeO― Fe203-Si02の 3成 分 系 に 換 算

す る と FeO は 59.6%、  Fe203 は 18.0%、  S102 は 22.2% と な り 彦巽考 の FeO―Fe203-S102

系 の 平 衡 状 態 図 で は ウ ス タ イ 、 フ ア イ ヤ ラ イ ト、 マ グ ネ タ イ ト の 境 界 に 近 い

マ グ ネ タ イ ト 領 域 に あ る 。 平 衡 状 態 図 的 に は こ の 3相 が 現 れ る と 見 ら れ る 。

顕 微 鏡 観 察 で の ウ ス タ イ ト は マ グ ネ タ イ ト と の 混 晶 の 可 能 性 が あ る 。 造 滓 成

分 は 27.66%と や や 多 い 。 原 料 に 含 ま れ て い た と 思 わ れ る T102は 027%と 少 な

く 始 発 原 料 が 砂 鉄 で あ る か は 判 断 で き な い 。 成 分 的 特 徴 か ら 製 造 工 程 上 の 分

類 を 検 討 す る 図 1、 2、 3に お け る 位 置 づ け で は 、 図 1で は 鍛 錬 鍛 冶 滓 の 位 置

づ け に あ り、 図 2で は 造 滓 成 分 量 が 多 く 精 錬 鍛 冶 淳 と 思 わ れ る 位 置 づ け に あ

る 。 図 3で は 鍛 錬 鍛 冶 滓 に 分 類 さ れ る 位 置 づ け に あ る 。

凱 上 の 結 果 を 総 合 す る と 本 資 料 は 鍛 冶 工 程 で 生 成 し た 鍛 錬 鍛 冶 滓 と 推 察 さ

れ る 。 始 発 原 料 は 明 ら か で な い 。

4。 ま と め

本 分 析 調 査 を 以 下 に ま と め た 。

1)遺 跡 の 性 格

石 動 遺 跡 か ら の 出 土 資 料 に は 鋳 型 が 検 出 さ れ 鋳 造 が 行 わ れ て い た こ と は 確

か と 思 わ れ る 。 し か し、 製 錬 や 精 錬 を 示 唆 す る T102が 高 い 資 料 は 検 出 さ れ な

か っ た 。 鍛 錬 を 示 唆 す る 資 料 も 見 当 た ら な い が 隣 接 す る 北 中 原 遺 跡 の 資 料 は

い ず れ も 鍛 錬 鍛 冶 淳 で あ り、 鍛 錬 鍛 冶 が 行 わ れ た 可 能 性 は あ る 。 正 確 に は さ

ら に 鍛 造 薄 片 の 検 出 な ど に 務 め て い く 必 要 が あ ろ う。 北 中 原 4次 か ら 出 土 し

た 資 料 3点 は い ず れ も 鍛 錬 鍛 冶 滓 と 判 断 さ れ 、 鍛 錬 鍛 冶 が 行 わ れ て い た も の

と 推 察 さ れ る 。

2)始 発 原 料

資 料 6に つ い て は ガ ラ ス 質 滓 中 に 含 T102鉱 物 相 の ウ ル ボ ス ピ ネ ル (2FeO・ Ti02)

が 観 察 さ れ 、 始 発 原 料 が 砂 鉄 で あ る と 推 察 さ れ た 。 炉 壁 付 着 滓 は Ti02/T.Feの

比 が 高 く、 砂 鉄 が 始 発 原 料 で あ る 可 能 性 が あ る が 、 炉 壁 、 鋳 型 な ど も こ れ ら

と 同 程 度 の 含 有 量 が あ り、 始 発 原 料 は 判 断 で き な か っ た 。 資 料 No.11～ 13の

鍛 錬 鍛 冶 滓 は 成 分 、 顕 微 鏡 組 織 と も 始 発 原 料 を 推 察 す る も の が 検 出 で き て い

な い 。

3)胎 土 類

胎 土 類 に は 平 均 的 な 炉 壁 胎 土 に 比 ベ ア ル カ リ 土 類 成 分 、 鉄 分 が 多 い 傾 向 が 顕
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附編 1

者 に 認 め ら れ 、 耐 火 度 に 有 利 な A1203が 多 い に も か か わ ら ず 耐 火 度 は 1070℃

～ H10℃ と 低 い 。

4)個 別 資 料

(1)資 料 1

の 生 成 し た

(2)資 料 2

さ れ る 。 資

(3)資 料 3

い 特 徴 を 持

炉 壁 と 反 応 し て ガ ラ ス 質 化 し た 炉 壁 付 着 滓 と 推 察 さ れ る 。 資 料

製 鉄 ・ 鍛 冶 工 程 は 不 明 で あ る。

炉 壁 と 反 応 し て 激 し く 発 泡 ・ ガ ラ ス 質 化 し た 炉 壁 付 着 滓 と 推 察

料 の 生 成 し た 製 鉄 ・ 鍛 冶 工 程 は 不 明 で あ る 。

Si02を 62.4%、 A1203を 19,0%含 み 、 鉄 分 と ア ル カ リ 土 類 成 分 が 多

つ 耐 火 度 が H10℃ の 炉 壁 胎 土 で あ る 。

(4)資 料 4:溶 融 性 に 勝 る 塗 布 材 が 塗 布 さ れ て い る 耐 火 度 1070℃ の 胎 土 で 作

ら れ た 鋳 型 で あ る 。 し か し 、 塗 布 材 と 耐 火 材 の 成 分 的 な 大 き な 差 は 認 め ら れ

な い 。 Si02を 62.4%、 A1203を 19.0%含 み 、 鉄 分 と ア ル カ リ 土 類 成 分 が 多 い 耐

火 度 が H10℃ の 炉 壁 胎 上 で あ る 。

(5)資 料 51S102を 61.3%、 A1203を 18.7%含 み 、 鉄 分 と ア ル カ リ 土 類 成 分 が 多

い 特 徴 を 持 つ 耐 火 度 が H00℃ の 炉 壁 胎 土 で あ る 。

(6)資 料 6:Si02を 61.0%、 A1203を 18.5%含 み 、 鉄 分 と ア ル カ リ 土 類 成 分 が

多 い 特 徴 を 持 つ 耐 火 度 が 1058℃ と 推 算 さ れ る 鋳 型 で あ る 。 付 着 滓 中 に T102含

有 鉱 物 相 が 観 察 さ れ 、 砂 鉄 を 始 発 原 料 と す る 鉄 を 鋳 込 ん だ 可 能 性 が あ る 。

(7)資 料 7:S102を 59.6%、 A1203を 約 19.1%含 み 、 鉄 分 と ア ル カ リ 土 類 成 分 が

多 い 特 徴 を 持 つ 耐 火 度 が 1070℃ の 鋳 型 で あ る 。

(8)資 料 8:0.02%Cの 低 炭 素 の 鉄 と そ の 銹 化 物 と 推 察 さ れ る 。

(9)資 料 9:炉 壁 と 反 応 し て ガ ラ ス 質 化 し た 炉 壁 付 着 滓 と 推 察 さ れ る 。 資 料

の 生 成 し た 製 鉄 ・ 鍛 冶 工 程 は 不 明 で あ る 。

(10)資 料 H:鍛 冶 工 程 で 生 成 し た 鍛 錬 鍛 冶 滓 と 推 察 さ れ る 。 始 発 原 料 は 明

ら か で な い 。

(H)資 料 12:鍛 冶 工 程 で 生 成 し た 鍛 錬 鍛 冶 滓 と 推 察 さ れ る 。 始 発 原 料 は 明

ら か で な い 。

(12)資 料 13:鍛 冶 工 程 で 生 成 し た 鍛 錬 鍛 冶 滓 と 推 察 さ れ る 。 始 発 原 料 は 明

ら か で な い 。

5。 参 考

(1)鉄 滓 の 顕 微 鏡 組 織 に つ い て : 鉄 滓 を 構 成 す る 化 合 物 結 晶 に は 、 一 般 的
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に 表 Alの よ う な 鉱 物 組 織 が あ る 。 酸 化 鉄 (Fe203、 Fe304、 FeO)、 二 酸 化 ケ イ 素 (シ

リ カ I Si02)、 ア ル ミ ナ (A1203)お よ び 二 酸 化 チ タ ン (Ti02)を 組 み 合 せ た 化 合

物 (固 溶 体 )が 多 く、 こ れ ら 鉱 物 結 晶 は 含 有 量 に も 依 存 す る が 、 X線 回 折 に

よ り 検 出 さ れ 確 認 で き る 。 鉄 滓 中 の 低 融 点 化 合 物 が ガ ラ ス 相 (非 晶 質 )を 形

成 す る こ と が あ り、 X線 回 折 で は 検 出 さ れ な い 。

表 Al  鉄 滓 の 顕 微 鏡 鉱 物 組 織 と そ の 観 察 状 況

鉱物組織名 (和) 鉱物名 (英) 化学式 偏光顕微鏡観察状況

ヘマタイ ト Hematite α―FepOa 赤褐色～赤紫色

マーゲマイト lヽaghenlite γ―Fe203 赤紫色～黒紫色

マグネタイト Iヽagnetite Fes04 白青色、四角または多角盤状

ウスタイト Wustite FeO 灰白色、繭玉状または樹枝状

フアイヤライ ト Fayante 2FeOoSi02 薄い青灰色、短冊状の長い結晶

シデライト Siderite FeCOs

ウルボスピネル U�ospinel 2FeOoTi02 白色、四角～角形板状結晶

イルメナイ ト [llnenite FeO・Ti02 自色、針状・棒状の長い結晶

シュードブルッカイト Pseudobrooktte FeO・ 2Ti02 白色、針状の結晶

ハロイサイ ト Ha■oysite A12°
3・

2Si02° 2H2° 組織は不明

ハーシナイ ト Hercynie FeO・ A12°
3 ウスタイト中に析出、ごま粒状。

リューサイ ト しeucite K2°・ A12°
9°

4Si02

アカゲナイ ト Akagenite β―FeOOH 組織は不明

ゲーサイト Goethite α―FeOOH 白～黄色、リング状が多い

アノーサイ ト Anorthite CaO・ A12°
3・

Si° 2

石英 (シ リカ) α―Si02 白色～半透明

クリス トバライ ト Cristobalte β Si02 白色

コーエナイト(セメンタイト) Cohnite(Cementite) Fe3C

(2)FeO Fe203 S102平 衡 状 態 図
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附編 1

(3)ゼ ー ゲ ル コ ー ン 溶 倒 温 度 比 較 表

麒
ｍ

コ ー ン

差 暑 腿
ｍ

コ ー ン

差 暑 麒
ｍ

コ ー ン

姦 星 麒
ｍ

コ ー ン

姦 塁

600 022 960 07a 1,280 9 ,650 29

650 021 980 06a 1,300 0 ,670 30

670 020 ,000 05a 1,320 1 ,690 31

690 019 ,020 04a 1,350 2 710 32

710 018 ,040 03a 1,380 3 730 33

730 017 ,060 02a 1,410 4 750 34

750 016 ,080 01a 1,435 5 770 35

790 0 100 1,460 6 790 36

0 120 2a 1,480 7 ,825 37

835 0 140 1.500 8 ,850 38

855 0 160 1,520 9 880 39

880 0 180 1.530 20 、920 40

900 0 Oa ,200 6a 1,580 ,960

920 09a ,230 7 1,610 !,000

940 08a ,250 8 1,630

6。 図 表 。写 真

表 1 調 査 資 料 と 調 査 項 目

資料

No.

遺跡名

遺槽名

資料

種別

着

磁

度

Ｍ
Ｃ
反
応

外
観
写
真

化
学
成
分

組
織
写
真

Ｘ
線
回
折

耐
欠
度

l
右勤 (いす るざ )

0_lRTO_1サ暦 ガラス質滓 ○ ○ ○ ○ ○

右動 (いす るざ )

0_lRTO_1′箔 ガラス質滓 ○ ○ ○ ○ ○

右勤 (いす るぎ )

6_ク 星イ主 炉壁 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

る動 (いするぎ)

0_1全 Ta_l JZH 鋳型 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○

る動 (いするぎ)

藤 毒 握 炉壁付着滓 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6
る動 (いするぎ)

藤 毒 握 鋳型 ○ ○ ○ ○ ○

7
石動 (いするぎ)

臨 毒 捏 鋳型 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石動 (いするぎ)

藤 毒 提 銹化鉄 ○ ○ ○ ○ ○

石動 (いするぎ)

岸牽場
ガラス質滓 ○ ○ ○ ○ ○

11
北中原 4次

RC 椀型淳 ○ ○ O ○ ○

北中原 4次
Rnl 椀型滓 ○ ○ ○ ○ ○

北 甲原 4久
くnl 鍛治滓 ○ ○ ○ ○ ○

種 別 は 外 観 観 察 し た 結 果 で 、 提 供 さ れ た も の で は な い

表 2 鉄 滓 の 化 学 成 分 分 析 結 果 l°/。 )

資料
 .Fe

No.
M.Fe FeO Fe2°

3 Si°
2

A12°
3 Ca0 MgO K2° Na2°

比率 l°/。 )

FeO Fe,0。

1 7.17 5,49 2.56 60,8 18.6 ０
０

∩
Ψ

つ
０ 2,71 2.55 1.07 68.2 318

2 12.4 0.36 8.43 7.85 56.0 17.2 3.20 1,91 1.65 1,02 518 48.2

5 6.88 042 2.07 6.94 593 17.4 3.86 2.21 361 ９４・‐」 23.0 77.0

6 9,97 0.45 3.22 10.0 55,8 192 3.36 2.05 2.25 1.10 24.3 75,7

9 8.85 0.28 6.35 5.20 60.5 156 3.88 2.03 2.00 ■91 55.0 45.0

638 198 673 13.6 9.76 2.19 0.88 051 0.88 0.17 83.2 16.8

12 64.8 0,25 72,0 12.3 8.78 2.36 107 0.33 0.52 0.15 85.4 14.6

13 52.3 0,78 52.1 15.8 19.4 4.46 1.53 090 0.96 041 768 23.2

-241-



昇F  Tl° 2   MnO   P2°5    C°    C・ 吐`    C     V     Cu
′

〆

ｅ
Ш
即

MnO/  造澤

TiO_ 成分%
1 087 0.19 0,094 0039 0.38 021 0.027 0.005 0.121 0.218 88,76
2 0.77 0.17 0_176 0.017 0.30 010 0.036 0.022 0.062 0.221 8098
5 0.91 0.18 0,121 0004 0.74 0.09 0.025 0.007 0.132 0.198 87.87
6 O.92 018 0.179 0.005 043 0.07 0.025 0.009 0.092 0。 196 8376
9 073 0.15 0.086 0006 037 0_06 0020 0.006 0.082 0.205 8592

0.16 0.04 0.148 0.016 0,75 0.05 0,004 0.012 0.003 0.250 14.39

12 016 0.04 0.106 0004 0.69 0.08 0.004 0.004 0.002 0。250 1321
う
０ 0.27 008 0。 139 0.013 Ｏ

υ 0.10 0,008 0009 0.005 0.296 2766

C.W=化 合 水 、 造 滓 成 分 =S102+A1203+CaOtt MgO+Na20キ K20

表 3 炉 壁 ・ 鋳 型 の 化 学 成 分 分 析 結 果 儡 )

X線 回 折

表 5 鉄 滓 の X線 回 折 鉱 物 と 製 造 工 程 の 分 類

No 種別 X線回折結果

3 ガラス質滓 ? Q強、Hc弱、An微、MI微、Fe微、Cor微

41 鋳型胎土 Q強、An強、Cor弱、Fe微、H微

4-2 鋳型塗布材 Q強、An強、Cor微、Fe微、H微

7 鋳型 Q強、An弱、Ml弱、H微、Fe微、Cor微

Q:石 英 、 An iア ノ ー サ イ ト、 Hc iハ ー シ ナ イ ト、 MI:ム ラ イ ト、 Fe:金 属 鉄 、

H:ヘ マ タ イ ト、 Cor iコ ー ジ ェ ラ イ ト

最 強 、 強 、 中 、 弱 、 微 は 回 折 強 度 を 示 し、 微 は 鉱 物 相 が 同 定 で き る 程 度 の

回 折 強 度 で あ る こ と を 示 す 。

表 6 耐 火 度 試 験 結 果

資料
.Fe

NrL_
M.Fe FeO Fe2°

3
Si°

2
A12°

3
Ca0 Mg0 K2° Na2°  Ti°2 MnO C.Ⅲ C 軽量

つ
０ 7.64 011 1.61 8.98 62.4 19.0 1.55 ９

」
０
０ 1.94 1.02 0.94 0,18 0.64 0,09 -0.33

4-1 739 0.33 1.29 8.66 627 16.0 2.89 197 1.26 177 0.93 0,16 1.34 0.15 1.61

4-2 797 0.22 2.43 8.38 601 17.4 3.02 218 1.41 173 0.99 0,16 1.39 0.21 0.87

5 838 0.17 1,90 9.63 613 18.7 194 2.30 つ
０ 116 1.03 0.20 084 015 0.29

6 8.21 017 0,72 10.7 610 185 195 2.24 122 1.02 019 つ
０

∩
〕 013 0,74

7 8.42 011 118 10.6 59,6 19,1 213 2.51 1.00 093 0.93 020 135 022 1.93

C.軋=1ヒ 合 水

表 4 金 属 鉄 の 化 学 成 分

罵辞   C  Si  Mn  P   s Cu Nユ Co Al V Ti Ca Mg

8 0.02 0,058 0.001 0.40 0.031 0.071 0.020 0.026 0.057 0.003 0.003 0.047 0012

資料番号 耐火度 (SK)* 色調 膨張・収締 試験雛の状況

No。 3 2a― 1.110℃ 茶 普通 アバタ状

No.4 02a+ 1,070°C 茶 普通 アバタ状

No.5 la 1,100℃ 茶 普通 アバタ状

No.7 01a 1,070℃ 茶 普通 アバタ状

I 備考 〕試験方法 :耐火煉瓦の耐火度の試験方法 (」IS R2204)に準拠
試験条件 :酸素プロパン炉法
*耐火温度 :下記のぜ―ゲルコーン溶倒温度比較表を参照
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附編 2

附編2 北中原遺跡出土の鋳型に混入された植物遺体について
山 梨 県 立 博 物 館  中 山 誠 二

1分 析 試 料

本 分 析 試 料 は 、 北 中 原 遺 跡 第 3次 調 査 に お い て 発 見 さ れ た も の で 、 試 料

00～ 05は S12(2号 住 居 跡 )か ら 出 土 し た 炉 壁 (溶 解 炉 )、 試 料 35は 鋳 造 関

連 遺 構 か ら 出 土 し た 鉄 製 鍋 の 鋳 型 で あ る 。

炉 壁 と さ れ る 試 料 00～ 05は 、 S12覆 土 中 の 床 面 よ り や や 浮 い た 位 置 か ら 出

土 し て い る 。 伴 出 遺 物 は ほ と ん ど な く、 古 代 末 (H世 紀 頃 )の 土 師 器 皿 1点

が 出 土 し た の み で あ る 。 調 査 時 所 見 か ら 住 居 跡 と し て 報 告 す る が 、 ト レ ン チ

調 査 で あ っ た こ と も あ り、 鋳 造 に 関 連 す る 「 鋳 込 み 場 」 の 一 部 に 当 た る 可 能

性 も 考 え ら れ る 。

試 料 35は 、 鋳 造 関 連 遺 構 (鋳 型 廃 棄 場 )か ら 発 見 さ れ て い る が 、 最 下 面

で 確 認 し た ピ ッ ト 内 か ら 11世 紀 頃 の 土 師 器 小 皿 が 出 土 し て い る 。 そ の 他 、

同 時 期 頃 の 上 師 器 が 覆 土 中 か ら 検 出 し て い る が 、 明 確 な 時 期 決 定 は 困 難 で あ

る 。 最 下 面 に は 清 状 の 落 ち 込 み 、先 述 の ピ ッ ト等 を 確 認 し て お り、作 業 場 (鋳

込 み 場 )で あ つ た 可 能 性 も 窺 え る が 、 い ず れ に せ よ 鋳 造 関 連 遺 物 の 捨 て 場 と

な っ た こ と が 想 定 さ れ る 。 な お 、 廃 棄 さ れ た 鋳 型 は 、 鍋 や 茶 釜 な ど が あ り、

中 世 段 階 ま で 下 る こ と も 考 え ら れ て い る 。

鋳 型 、 炉 壁 は 高 い 熱 を 受 け 硬 く 窯 変 し て い る が 、 型 と な る 内 面 は 丁 寧 に 表

面 が 仕 上 げ ら れ て い る 。 鋳 型 お よ び 炉 壁 の 外 側 に は 、 籾 殻 と 思 わ れ る 植 物 が

混 ぜ ら れ て お り、 肉 眼 観 察 で そ の 痕 跡 が 認 め ら れ る 試 料 に つ い て 、 さ ら に 実

体 顕 微 鏡 お よ び レ プ リ カ ・ セ ム 法 に よ る 観 察 を 行 っ た 。

2分 析 手 法

鋳 型 6点 に つ い て 、 ま ず 実 体 顕 微 鏡 で の 例 察 を 行 い 、 そ の 一 部 の 試 料 に つ

い て レ プ リ カ ・ セ ム 法 に よ る 分 析 を 行 っ た 。 レ プ リ カ ・ セ ム 法 と は 、 土 器

な ど の 表 面 に 残 る 圧 痕 の 凹 部 に シ リ コ ー ン 樹 脂 を 流 し 込 ん で レ プ リ カ を 作 成

し、 そ の 表 面 を 電 子 顕 微 鏡 で 例 察 す る も の で あ る (注 1)。

作 業 は 、 ま ず 鋳 型 に 残 る 圧 痕 を 写 真 撮 影 し た 後 、 実 体 顕 微 鏡 で 観 察 し た 。

さ ら に 、 各 圧 痕 部 分 に 離 型 剤 を 塗 布 し、 シ リ コ ー ン 樹 脂 の 充 填 を 行 っ た 。 離

型 剤 に は ア ク リ ル 樹 脂 (パ ラ ロ イ ド B-72)を ア セ ト ン で 薄 め た 5%溶 液 を

用 い 、印 象 剤 に は 東 芝 シ リ コ ー ン TSE350を 使 用 し た 。 印 象 剤 の 初 期 充 填 の 後 、

シ リ コ ー ン に 増 粘 剤 を 加 え 、 走 査 電 子 顕 微 鏡 用 の 試 料 台 に 載 せ 、 初 期 充 填 し

た 圧 痕 部 分 に か ぶ せ レ プ リ カ 転 写 作 業 を 行 っ た 。 こ れ を 乾 燥 さ せ 、 圧 痕 レ プ

リ カ を 離 脱 さ せ た (注 2)。

転 写 し た レ プ リ カ 試 料 は 、ニ コ ン 製 環 境 制 御 型 電 子 顕 微 鏡 Quanta600を 用 い 、

表 面 観 察 を 実 施 し た 。

3分 析 結 果

(1)試 料 00 00-1は 長 さ6841m、 幅 3141m、 00-2は 長 さ 5.5 4ull、  幅 3.3 4ullの イ ネ 籾

痕 で あ る 。 い ず れ も 内 外 穎 を 明 瞭 に 残 す 。

(2)試 料 01 長 さ 72剛 、 幅 3.O mllの イ ネ 籾 痕 で あ る 。 籾 の 先 端 部 、 基 部 を 欠

損 し て い る が 、 内 外 穎 お よ び 表 皮 の 顆 粒 状 (乳 房 状 )突 起 列 が 観 察 さ れ る 。

SEM観 察 レ ベ ル で は 突 起 列 の 先 端 が や や 摩 耗 し て い る 。
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試料00 試料01 試料02

試料04 試料05 試料35

(3)試 料 02 長 さ 7.O lnlll、 幅 3.0 4unの イ ネ 籾 痕 で あ る 。 籾 の 先 端 部 を 欠 損 し て

い る が 、 内 外 穎 お よ び 表 皮 の 顆 粒 状 (乳 房 状 )突 起 列 が 観 察 さ れ る 。 SEMレ
ベ ル で は 突 起 列 の 先 端 は 摩 耗 が 著 し い 。

(4)試 料 04 04-1は 長 さ 5.8 4Ml、  幅 2.8111111、 04-2は 長 さ 7.341m、  幅 2.6 11ullの

イ ネ 籾 痕 で あ る 。 い ず れ も 内 外 穎 を 明 瞭 に 残 す 。

(5)試 料 05 05-1は 長 さ 7.4o41、 幅 3.9111111の イ ネ 籾 痕 で あ る 。 SEM観 察 し た

試 料 の 中 で も っ と も 籾 の 痕 跡 が 明 瞭 で 、 顆 粒 状 突 起 列 の 摩 耗 は ほ と ん ど 見 ら

れ な い 新 鮮 な 状 態 で つ け ら れ た 圧 痕 で あ る こ と が わ か る 。 内 外 穎 お よ び 基 部

の 小 穂 軸 が 確 認 さ れ る 。

(6)試 料 35 35-1は 長 さ 6.4 11ull、  幅 3.O llun、 35-2は 長 さ 7.3 4ull、  幅 2.441m、

35-3は 長 さ 7.9mm、  幅 3.5mmの イ ネ 籾 痕 で あ る 。 い ず れ も 内 外 穎 が 明 瞭 に

確 認 で き る が 、電 子 顕 微 鏡 観 察 で は 顆 粒 状 突 起 の 摩 耗 が 著 し く、剛 毛 (稗 毛 )

は 認 め ら れ な い 。

4 小 結

本 調 査 を 通 し て 、 鋳 型 に は 粘 土 の 混 和 材 と し て 多 量 の イ ネ 籾 を 使 用 し て い

る こ と が 判 明 し た 。 こ の 理 由 と し て 、 鋳 型 と な る 粘 土 が 高 温 の た め に 急 激 に

収 縮 し 破 損 す る こ と を 防 ぐ 目 的 が あ る と 推 定 さ れ 、 珪 酸 分 を 多 く 含 む イ ネ 籾

が 混 和 材 と し て 選 択 さ れ て い る 点 は 、 技 術 史 的 な 側 面 か ら 興 味 深 い 。

こ れ ら の イ ネ 籾 は 、 粘 土 と 混 ぜ 合 わ せ る 段 階 で 破 損 し た も の が 非 常 に 多 い
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附編 2

試料00

試料00-1 試料00-2

試料01-1 試料01‐ 1 試料01‐ 1

試料02‐ 1 試料02‐ 1 試料02‐ 1

試料併

試料0牛 1

試料05-1

試料04‐2

試料05-1 試料05-1
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試料35-1 試料35-1 試料35-1

試料35-2 試料35-2 試料35…2

試料35‐3 試料35

が 、 内 外 穎 お よ び 小 穂 軸 を 残 す ほ ぼ 完 全 な 形 の 籾 圧 痕 も 認 め ら れ る 。 走 査 型

電 子 顕 微 鏡 を 用 い た レ プ リ カ 観 察 で は 、 鋳 型 で あ る 試 料 35で 摩 耗 が 著 し い

状 況 が 看 取 さ れ 、 炉 壁 の 試 料 05で は 非 常 に 新 鮮 な 籾 の 状 況 を 外 面 に 残 し て

い る 。 圧 痕 の 磨 耗 が 著 し い 試 料 は 、 鋳 型 そ の も の が 廃 棄 状 態 で 表 面 が 露 出 し て

い た 時 期 が 比 較 的 長 期 間 に 及 ん だ こ と が 原 因 と 考 え ら れ る と 同 時 に 、 炉 壁 の 場

合 は よ り高 温 を 受 け た た め に 表 面 が 硬 く窯 変 し 磨 耗 し に くい こ と に 起 因 す る。

検 出 さ れ た 籾 は 、 形 状 か ら い ず れ も ジ ャ ポ ニ カ タ イ プ の 栽 培 イ ネ (OryZa

s試�a)と 判 断 さ れ る 。 籾 痕 試 料 は 、 弥 生 時 代 も の が 比 較 的 多 く 報 告 さ れ て い

る が 、 古 代 か ら 中 世 の 観 察 例 は む し ろ 少 例 で あ る 。 こ れ ら の イ ネ が ど の よ う

な 品 種 に 属 す る か を 含 め 、 今 後 同 時 代 の 籾 な ど と の 比 較 研 究 に よ っ て 明 ら か

に な る 情 報 を こ れ ら の 試 料 は 潜 在 的 に 有 し て い る 。

注

1 中 山 誠 二 2007「 レ プ リ カ ・ セ ム 法 に よ る 植 物 圧 痕 土 器 の 分 析 一 山 梨 県 油

田 遺 跡 出 土 土 器 の 圧 痕 ― 」『 山 梨 県 立 博 物 館 研 究 紀 要 』 l pp.35-47

2 比 佐 陽 一 郎 、 片 田 雅 樹 2006『 土 器 圧 痕 の レ プ リ カ 法 に よ る 転 写 作 業 の 手

引 き (試 作 版 )』 福 岡 市 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー
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附編 3

附編 3 笛 吹 市 石 動 遺 跡 よ り出土 した動 物 遺 体
植 月  学 (山 梨 県 立 博 物 館 )

石 動 遺 跡 で は 長 径 約 5。4mと 推 定 さ れ る 深 さ 約 35cmの 不 整 形 の 上 坑 内 か ら 、

ウ マ と ウ シ の 骨 が 集 中 し て 出 土 し た 。 ト レ ン チ 内 の 限 ら れ た 調 査 で あ っ た た

め 、 遺 構 の 詳 細 な 形 態 や 規 模 に つ い て は 明 確 で な い 。 時 代 に つ い て も 確 実 な

遺 物 を 伴 っ て い な い た め 不 明 だ が 、 周 辺 の 状 況 に よ り 近 世 以 降 に 属 す と 推 測

さ れ て い る 。 以 下 で は 動 物 遺 体 の 分 析 に よ り 遺 構 の 性 格 に 関 す る 若 干 の 検 討

を お こ な う。

1.分 析 結 果

資 料 は い ず れ も 風 化 が 進 み 、 か な り 脆 く な っ て い る 。 同 定 で き た の は ウ マ

23点 、 ウ シ 6点 、 ウ シ も し く は ウ マ 2点 で あ る (表 )。

最 小 個 体 数  ウ マ で は 右 寛 骨 が 2点 、 左 撓 骨 が 2点 あ る 。 こ れ に 推 定 体 高 を

加 味 す る と 、 撓 骨 で H8cm前 後 (009)、 121cm前 後 (003)が 各 一 体 あ り、 寛

骨 で は 121cm前 後 (008)の 他 に 124cm前 後 (022)の 個 体 が 存 在 す る の で 、 最

低 3個 体 と な る 。 ウ シ で は 重 複 す る 部 位 は な い が 、 推 定 体 高 で は 約 98cm(大
腿 骨 001)と 約 H Ocm(撓 骨 011)の 個 体 が 存 在 す る の で 、 最 低 2個 体 と 推 測

さ れ る 。

年 齢 。性 別  ウ マ は 臼 歯 の 歯 根 中 心 部 か ら の 高 さ を 用 い た 年 齢 推 定 に よ れ ば

(西 中 川 編 1991)、 12歳 程 度 と、16～ 19歳 程 度 の 少 な く と も 2個 休 が 存 在 す る 。

雌 雄 に つ い て は 、 上 顎 犬 歯 が 1点 あ る こ と か ら 雄 が 最 低 1個 体 含 ま れ る 。 ウ

シ は 歯 が な く、 詳 細 は 不 明 だ が 、 体 高 約 98cmと 推 定 さ れ た 大 腿 骨 は 比 較 的

若 い 個 体 の も の と 推 測 さ れ る 。

分 布  同 定 結 果 を 遺 物 分 布 図 と 照 合 し た が 、 解 剖 学 的 位 置 を 保 ち 、 連 結 し

た 状 態 で あ っ た 可 能 性 が あ る の は 、 ウ マ の 009、 010(左 上 腕 骨 と 撓 尺 骨 )、

018、 022、 023(左 右 の 寛 骨 と 仙 骨 )の み で あ っ た 。 残 り は 同 一 個 体 の 可 能 性

が あ る 部 位 で も 散 在 し て お り、 か つ 一 部 の 部 位 が 検 出 さ れ て い る に 過 ぎ な

い 。

そ の 他 、特 筆 す べ き 点 と し て 、資 料 029の ウ マ 中 足 骨 の 遠 位 端 に 、水 平 (前

後 )方 向 お よ び 垂 直 (上 下 )方 向 に 擦 切 ろ う と し た よ う な 痕 跡 が 認 め ら れ た 。

い ず れ も 断 面 は U字 形 を 呈 し、 鋭 利 な 刃 物 に よ る も の で は な い 。 水 平 方 向 は

内 側 面 の 滑 車 よ り 上 の 部 分 で 上 下 に 分 割 し よ う と し た よ う で あ る 。 幅 ・ 深 さ

共 に 3 mm前 後 、 長 さ 13mmとこわ た る 。 垂 直 方 向 は 縦 稜 付 近 の 中 心 部 よ り 左 右

|こ 分 害Jし よ う と し た よ う で あ る 。 長 さ 20mmで 、 幅 ・ 深 さ
`ま

破 損
`こ

よ り 不 明

だ が 、 ほ ぼ 水 平 方 向 と 同 規 模 で あ る 。

2.考 察

出 上 し た の は ウ マ と ウ シ の 複 数 の 個 体 で 、 し か も 細 か い 部 位 単 位 に 分 か れ

て い た 。 切 痕 の 存 在 に よ り、 埋 葬 で は な く、 ウ シ や ウ マ が 解 体 さ れ た 後 に 廃

棄 さ れ る 場 で あ っ た 可 能 性 が 高 い 。ウ マ は 中 型 の 在 来 種 で あ り、推 定 3個 体 中 、

2個 体 は 老 齢 で あ っ た こ と か ら、 駄 馬 と し て 用 い ら れ て い た と 推 測 さ れ る 。

本 遺 構 は 県 内 に お け る 弊 牛 馬 処 理 を 考 え る 上 で 、 興 味 深 い 遺 構 で あ る 。 た
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附編 3

表 ウシ・ウマ遺体一覧

理
号

整
番 賜

Ｎｏ．
種 部 位 左右 位 置 榊ｍ

推定骨長
(cm)

雑定体高
lCml

推定年齢 個体識別 備 考

7 ウシ 大腿骨 右 近位部―遠位部 SD:283 982 ウシB

ウシ 寛骨 左 腸骨

ウマ 撓尺骨 左 近位部―遠位端 SDi32 6 1209 ウマA

ウマ 距骨 左 完存
GH:535
GB:540

ウマ 上顎骨 右 [Mll

H■ 59士
L:216
B1265

ウマ②

ウマ 膝蓋骨 左 完存

007 ウシ? 腰椎

ウマ 寛骨 右 完存 LAR:544 ウマA

009 ウマ 撓尺骨 左 近位端―遠位部 SD:312 ウマB

ウマ 上腕骨 左 近位端―遠位部 SD:283 257 ウマB 2分割

011 17 ウ シ 携骨 左 完存 GL:256 ウシA 〕12と 同一

17 ウシ 尺骨 左 完存 11と 同一

013 17 ウマ 上顎 Ml 右

H:292
L:220
B:253

120 ウマ①

ウ マ 大腿骨 左 近位端―遠位部 Bd:765+ ウマ B

ウシ/ウマ 腰惟

-249-



理
号

整
番 賜

Ｎｏ．
種 部 位 左右 位 置 柳ｍ 麟ｍ

推定体高
lCml

雄定年齢 個体識別 備 考

ウマ 肩甲骨 右 近位端 ０
５

Ы
艶

ＧＬＰ
趾

654 1722

ウ シ 腰椎

ウマ 寛骨 右 完存 ウマC 〕22と同一
るヽ

ウマ
下顎 P3/

P4 右

H,138
L:255
B■ 62

177/
190 ウマ②

020 20 ウマ 大腿骨 右 近位端
大腿骨頭。
014と 同一
か?

ウマ 上腕骨 右 完存

GL1261+
GLC:236
Bっ:753+

261 1203 ウマA

022 ウマ 寛骨 左 完存 LAR:552 373 1239 ウマC 018と 同一

か

ウマ 仙骨

ウマ 腰椎

025 ウマ 下顎 P2 右

■
Ｌ
＆

ウマ②

026 ウマ 腰椎

027 ウ シ 腰椎

028 一括 ウマ 上腕骨 右 完存 SD:302 1175 ウマB 3分割

029 一括 ウマ 中足骨 左 近位部―遠位端 Bdi38 2+
察り切り
東?

1 ウマ 中足骨 ? 近位端

一括 ウマ 上顎 C 左 ♂

計測方法は Dnesch(1976)に よる。

ウマの体高復元は林田・山内 (1957)による。

ウマの骨長復元、年齢推定、ウンの体高復元は西中川編 (1991)による。

個体識別は体高 (ア ルフアベット)、 もしくは年齢 (数字)による大まかな区分である。

整理番号は分析にあたってふり直したもの。

だ 、 年 代 が 確 定 で き な い の が 難 点 で あ る 。 調 査 地 点 は 近 世 に お い て は 末 木

村 に 属 し て い た 。 村 明 細 帳 を 見 る 限 り、 天 保 11年 (1840)、 安 政 2年 (1855)

と も に 馬 捨 場 の 存 在 は 確 認 で き な い 。 し た が っ て 、 江 戸 時 代 後 期 に 属 す る 可

合ヒ
サ14は 低 く な る 。 な お 、 隣 接 す る 塩 田 村 で は 天 保 8年 、 天 保 13年 と も に 「 損

馬 置 場 」 の 記 載 が 確 認 で き る (上 野 。中 川 1967、 山 梨 県 教 育 委 員 会 学 術 文 化

財 課 県 史 編 さ ん 室 編 1996)。

さ ら に 、 本 遺 構 が 近 代 以 降 に 属 す る 可 能 性 を 示 唆 す る の が ウ シ の 存 在 で あ

る 。 今 福 (2004・ 2005)は 江 戸 時 代 後 期 に 編 纂 さ れ た 『 甲 斐 国 志 』 の 分 析 を

も と に 、 近 世 甲 斐 国 に お い て ウ シ が 西 郡 地 方 な ど の 一 部 を 除 い て ほ と ん ど 飼

わ れ て い な か っ た こ と を 明 ら か に し た 。『 甲 斐 国 志 』 に よ れ ば 、 末 木 村 で 飼

わ れ て い た の は ウ マ 3頭 で 、ウ シ は 皆 無 で あ る 。 ま た 、旧 一 宮 町 に あ た る 村 々

で も ウ シ は 皆 無 で あ る 。 旧 一 宮 町 に お い て は 、 ウ シ 飼 育 の 記 録 は 明 治 に 入 つ

て 一 部 (御 代 咲 村 )で 見 ら れ 、 本 地 点 が 属 す る 一 宮 村 で は 大 正 7年 の 町 村 取

調 抜 書 で よ う や く 確 認 で き る (中 村 他 1967)。 し た が っ て 、 本 遺 構 は 大 正 時

代 以 降 に 属 す る 可 能 性 も あ る 。
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附編 3

注 目 さ れ る の は 加 工 痕 の あ る 馬 骨 が 確 認 さ れ た こ と で あ る 。 江 戸 や 大 阪 な

ど の 近 世 都 市 遺 跡 で は 牛 馬 の 長 骨 を 用 い た 製 品 の 加 工 工 程 が 多 く 確 認 さ れ て

い る が 、 県 内 に お い て は 未 確 認 で あ る 。 ま た 、 近 世 に お い て は 斃 牛 馬 を 処

理 す る 集 団 が 存 在 し、 特 定 の 土 地 内 で 死 ん だ 牛 馬 を 取 得 す る 権 利 を 持 っ て い

た こ と が 知 ら れ る が 、 明 治 4年 の 解 放 令 と と も に 、 そ う し た 権 利 は 消 滅 す る

(喜 田 1924、 山 本 1989)。 近 世 ～ 近 代 の 県 内 農 村 に お い て 、 牛 馬 が 死 後 ど の よ

う に 処 理 、 あ る い は 利 用 さ れ て い た の か 検 討 す る 材 料 を 持 ち 合 わ せ て い な い

が 、 本 遺 構 は そ の 手 が か り と な る 可 能 性 も あ る た め 、 時 代 は 不 確 実 な が ら あ

え て 報 告 を お こ な っ た 。 骨 の 分 布 は 調 査 区 外 に も 続 く と 考 え ら れ 、 今 後 周 辺

部 分 の 調 査 に よ り 年 代 が 明 ら か に な る こ と を 期 待 し た い 。

謝 辞  望 月 秀 和 氏 (帝 京 大 学 山 梨 文 化 財 研 究 所 )に は 分 析 に あ た り 便 宜 を は

か っ て い た だ く と と も に 、 調 査 に 関 し て ご 教 示 を い た だ い た 。 高 橋 修 氏 (山

梨 県 立 博 物 館 )に は 関 連 文 献 に つ い て ご 教 示 い た だ い た 。 記 し て 感 謝 申 し 上

げ る 次 第 で あ る 。
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附編 4

1.調 査 概 要

本 調 査 は 、

9月 8日 ～ 9

幅 約 2mの ト

住 居 跡 3軒 、

石 動 遺 跡 南西興業地 区発掘調査報告

石 動 遺 跡 地 内 に お け る 南 西 興 業 建 設 に 先 立 ち 、 平 成 10(1998)年

月 15日 に 一 宮 町 教 育 委 員 会 が 実 施 し た 。 調 査 は 南 北 約 100m、

レ ン チ を 設 定 し 、遺 構 確 認 面 は 地 表 面 か ら 約 70cmの 深 さ で あ り、

土 坑 2基 、 ピ ッ ト 1基 な ど、 平 安 時 代 の 遺 構・ 遺 物 を 発 見 し た 。

第1図 調査区位置図

ヒ………………_二■」里と_ィ___望甲m

第2図  トレンチ位置図

m
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附編 4

2.遺 構 ・ 違 物

・ S11〔 第 4図 〕

位 置 と 検 出 状 況  洋1グ リ ッ ド、 ト レ ン チ の 北 端 に 位 置 す る 。 調 査 範 囲 で

は 床 ・ 周 溝 。壁 の 一 部 を 確 認 し た 。 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 80cmを 測 っ た 。

検 出 し た 範 囲 で は カ マ ド 施 設 は な か っ た 。 出 土 遺 物  土 師 器 (1・ 2)、 甕 (3

～ 5)が 出 土 し た 。 遺 構 の 時 期  明 確 で は な い が 、 出 土 遺 物 か ら 8C前 半 ご ろ

と し て お き た い 。

・ S12〔 第 4図 〕

位 置 と 検 出 状 況  Al～ 2グ リ ッ ド、 ト レ ン チ の 北 側 に 位 置 す る 。 調 査 範

囲 で は 北 壁 ・ 南 壁 を 確 認 し、 重 複 す る S13の 北 側 を 壊 し て い た 。 南 北 の 壁 間

は 約 3.6m、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 80cmを 測 っ た 。 検 出 し た 範 囲 で は カ マ ド

施 設 は な く、 遺 構 内 で ピ ッ ト 2基 を 検 出 し た が 性 格 は 不 明 で あ る 。 他 、 北 側

は 床 面 が 12cmほ ど 高 く、 段 状 に な っ て い た 。 遺 構 の 時 期  遺 物 が 少 な く 明

確 で は な い が 、 S13と の 重 複 関 係 か ら 、 10C後 半 以 降 と し て お く。

・ S13〔 第 4図 〕

位 置 と 検 出 状 況  A-2グ リ ッ ド、 ト レ ン チ の 北 側 に 位 置 す る 。 調 査 範 囲 で

は 南 壁 を 確 認 し た が 、重 複 す る S12に 北 側 を 壊 さ れ い た 。規 模 は 不 明 で あ る が 、

南 北 約 2.3m、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 30cmを 測 っ た 。 検 出 し た 範 囲 で は カ マ

ド 施 設 は な く、 ピ ッ ト 1基 を 検 出 し 、 長 径 40cm、 短 径 23cmを 測 っ た 。 出 土

遺 物  土 師 器 好 (6～ 8)、 金 属 製 品 (9)が あ り、 7・ 8は Pitか ら 出 土 し た 。 9は
銅 製 の 板 状 製 品 で 、 塗 金 が み ら れ る 。 X線 に よ る 分 析 で は 、 鋳 造 物 に し て は

素 が 少 な く、 鍛 造 さ れ た 可 能 性 も 窺 え る も の の 、 明 確 で は な か っ た 。 遺 構 の

時 期  出 土 遺 物 か ら 、 10C後 半 頃 と し て お く。

。SKl〔 第 5図 〕

位 置 と 検 出 状 況  A-3グ リ ッ ド、 ト レ ン チ 中 央 よ り や や 南 に 位 置 す る 。 確

認 範 囲 で は 、南 北 約 2.5m、 確 認 面 か ら の 深 さ は 約 80cmを 測 る 。 遺 物 は 少 な く、

金 属 製 品 ・ 釘 (10)が 出 上 し た 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が 少 な く、 に つ い て は

不 明 で あ る 。

。SK2〔 第 5図 〕

位 置 と 検 出 状 況  A-2グ リ ッ ド、 ト レ ン チ 中 央 よ り や や 北 に 位 置 す る 。 不

整 円 形 で 径 は 約 lm、 確 認 面 か ら の 掘 り 込 み は 明 確 で は な く、 深 さ は 約 5cm
で あ っ た 。 礫 が 集 積 し て い た が 性 格 は 不 明 で あ る 。 遺 構 の 時 期  出 土 遺 物 が

な く 不 明 で あ る 。

・ Piti〔 第 5図 〕

位 置 と 検 出 状 況  A-3グ リ ッ ド、 SKlの 南 に 位 置 す る 。 平 面 形 は 長 径 80cm、

短 径 70cmの 楕 円 を 呈 し て い る 。 確 認 面 か ら の 深 さ は 、 約 40cmを 測 る 。 内 部

底 に は 平 石 が 据 え て あ り、 な ん ら か の 柱 穴 で あ っ た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 遺

結 の 時 期  出 土 遺 物 が な く、 不 明 で あ る 。
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シ
1

工371 lm

1黒 褐 色 上

2 暗黄褐色土

3黒 褐 色 土

4黄 褐 色 土

5 暗黄褐色土

6暗 褐 色 土

7暗 褐 色 土

黄色土ブロックを含む。

しまりな眺 小石を含む。

しまりな喰

砂質。黄色土粒を含む。

拳大の礫を含む。

黄褐色土風呂九を含む。

黄色土粒を少量含む。

l_T_「_F当翠上_____弩 m

Cm

S12・ 3

a黒 褐 色 土  黄色土ブロックを含む。 黒 褐 色 土  しまりなし。

黒 掲 色 土  しまりなし。lcm大の小石を含む。

暗 褐 色 土  黄色土ブロックを含む。

暗 褐 色 土  黄色土粒を含む。

1

2

3

4

イ_r_「_F当型上_____イ m

第4図  S11・ 2・ 3
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第5図  SK・ Pitお よび遺構外出土遺物
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図 需 遺 構 種 別 器 種

口径 lcml

器高 lml 賊 胎 土 整 形 技 法 色 調 備 考

土師器 雰 良 晉、赤 。自・黒・金

〔外)ヘラ削り

〔内)ロ クロナデ

:底)ヘラ肖Jり 、静止糸切り痕

浅黄橙色

黙 的に劣化

勺面磨耗、擦痕か

4 2 土師器 邦

(1001

良 野、赤 。自・黒・金

i外)ヘラ削り、ミガキ

〔内)Hク ロナ式 暗文

〔底)ヘラ削り、ミガキ

橙色
ミ斑あり

選状郊

3 S11 土師器 甕 良 野、赤・ 白・金 :内)ハケメ

(底)木葉痕

にぶい赤褐色
Ⅲ面及び内面口縁が

0や黒変

4 4 土師器 甕

(1921

良 る、赤・ 自・金
〔外)ハケメ

〔内)ア ケヽメ
赤色

4 5 土師器 甕

(3121

良 必、赤 。自 。金
外

内

ハケメ、指頭痕

ハケメ
男赤褐色

4 6 S12・ 3 土師器 イ

115

34

63

良 野、赤・ 白・金

外

膚

底

ロクロナデ

ロクロナデ

回転糸切痕、スノコ状圧鷹

登色

歪み大

黒班あり

内面が燦けてぃる

4 7 S13Pi t 土師器 郷

(62)

良 野、赤・ 自・金

!外)ロ クロナデ

〔内)ロ クロナデ 橙色

4 8 S13P,t 土師器 郷

(128)

良 辱、赤 。自 。金
堺

ｈ

ロクロナデ

ロクロナデ
登色

黒斑あり

5 lTr 土師器 雰 良 雪、赤・白・金

俳

俯

転

ロクロナデ

ロクロナデ

回転糸切痕

登色 内・外面がやや煤けている

lTr 須恵器 郷 良 密、自・黒
(外)ロ クロナデ

(内)ロ クロナデ
疋白色

5 lTr 土師器 鼈形土器 農 密、赤・自・金
(外)ナデ、指頭痕

(内)ナデ
示褐色

表 2 石動遺跡南西興業地区 金属製品観察表

因 需 遺 構 種 類
重量

(g)

最大長

(cm)

最大幅

(cm)

鶉

(cm)
材 質 備 考

9 不明 銅
金メッキ

水煙の一部か

SKl 釘 鉄

3。 ま と め

遺 物 に つ い て は 、 調 査 範 囲 が 狭 小 で あ っ た こ と も あ り、 全 体 的 に 出 土 量 が

少 な く、 ほ と ん ど が 土 師 器 ・ 須 恵 器 な ど の 小 片 で あ っ た 。

(望 月 )

-256-



儲

写
真
１
　
石
動
遺
跡
　
南
西
興
業
地
区

附

西から

南から

北から
イ

SKl

Pitl

南から

14!

西から

鯵
μ

南西から 南東から

257-

調査区風景



遺構外 |

区

SKl

‐258-

13



報 告 書 抄 録

ふりがな くるまじぞういせき 。いするぎいせき 。きたなかはらいせき。なかあらいいせき

書  名 車地蔵遺跡・石動遺跡・北中原遺跡・車地蔵遺跡・中新居遺跡

副 書 名 一宮町末木地区畑総合整備事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告

シリーズ名 笛吹市文化財調査報告書

シリーズ番号 第 H集

編著者名 瀬田正明・野崎進・望月秀和

編集機関 笛吹市教育委員会

所 在 地 〒406-0031 山梨県笛吹市石和町市部 809-l ILL 055 261-3342

発行年月日 2010年 3月 30日

所収遺跡名 所 在 地
コ ー ド 国家座標

調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号 】ヒ緯 東 経

石動遺跡

北 中原遺跡

誓誌緩遺跡

なかあらい

中新居遺跡

山梨県箇吹市
一宮町末木

字 石動
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一宮町塩田
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一宮町末木
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一宮町末木
字 中新居

(19201)

(19201)

(19201)

(19201)

一宮 47

一宮 119

一宮 48

一宮 52

35涯霊

38サⅢ
53秒

35を重
38サ)
41秒

35涯壺
38ケ)
41秒

138[萱

41分
491少

138:堂

41分
481少

農道建設
工事

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

誓珀霧遺跡

石動遺跡

北 中原遺跡

なかあらい

中新居遺跡

集落跡

集落跡

集落跡 。

生産遺跡

集落跡

奈良～中世

奈良～中世

平安時代～中世

平安時代

住居跡・土坑
道路跡

住居跡・土坑
溝・道路跡

住居跡・土坑
鋳造遺構・溝

集石

珊卵瓦
土師器

灰釉陶器

土師器
炉壁

鋳型
輔羽口

土師器



笛吹市文化財調査報告書 第 11集

石動遺跡 。北中原遺跡・ 車地蔵遺跡 。申新居追跡

発 行 日 2010年 3月 30日

編集 。発行  笛吹市教育委員会

印   刷  相互印刷株式会社



FyeFt/灯 Ot/スにんθeolog,“溜IRqport yO士

',

The Report of

Archaeological Research of KURUMAJiZO′

ISURUGI′ KITANAKAHARA and NAKAARAISites

Archaeoiogical Surveys prior to the Prefecture― run integrated Rural

irnprovement ofSUEKl region ichinorniya

March′ 2010
Aguricultural Departrnent′ Yamanashi Prefecturl

Development Ottce of Kyoto Area

Fuefuki City Board Education




